
六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

※
会
員
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
通
常
総

　

会
、
一
般
の
方
は
午
後
２
時
か
ら
の

　

本
部
例
会
か
ら
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

令
和
５
年
６
月
11
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
２
時　

通
常
総
会

午
後
２
時
10
分
〜
４
時
30
分　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
９
階
９
０
１
会
議
室

交
通　

�

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員 
二
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般 
三
千
円　

学
生 

一
千
円

講
演

足
心
術
と
人
類
史
か
ら
見
た

歴
史
観

　
　
　

講
師　

加
納 

京
一 

氏

　
　
　

午
後
２
時
10
分
〜
４
時
30
分

（
講
演
内
容
）

足
心
術
と
は
爪
先
か
ら
膝
上
10
cm
ま

で
の
反
射
区
を
押
し
な
が
ら
、
氣
を
通

し
て
い
く
健
康
法
と
な
り
ま
す
。

私
自
身
が
血
液
の
病
気
ギ
ラ
ン
バ
レ

ー
症
候
群
に
な
り
マ
イ
ナ
ス
の
電
子
と

輸
血
で
復
活
を
遂
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は

健
康
と
い
う
と
こ
ろ
で
恩
返
し
を
し
な

け
れ
ば
！
と
官
足
法
と
い
う
施
術
を
学

び
、
最
初
の
頃
は
マ
イ
ナ
ス
の
電
子
の

機
械
と
官
足
法
と
で
施
術
を
し
て
お
り

ま
し
た
。

足
心
術
の
特
徴
で
す
。

◎
そ
の
場
限
り
の
ス
ッ
キ
リ
度
で
は
な

い
。施

術
時
に
は
気
持
ち
が
良
か
っ
た
け

ど
、
次
の
日
に
は
ま
た
戻
っ
て
し
ま
う

な
ん
て
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

足
心
術
は
ジ
ワ
ジ
ワ
と
日
に
ち
を
か
け

て
自
分
の
身
体
の
よ
い
方
向
性
に
近
づ

い
て
い
く
の
で
す

◎
気
持
ち
良
く
て
も
寝
か
し
て
く
れ
な

い
。え

ー
？
と
お
思
い
で
し
ょ
う
が
、
そ

の
方
の
心
や
身
体
に
つ
い
て
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
し
な
が
ら
施
術
を
す
る
為
、
寝

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ

り
、
心
も
身
体
も
整
う
の
で
す

◎
滞
っ
て
い
る
血
流
、
氣
が
ス
ム
ー
ズ

に
流
れ
出
す
足
心
術
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
身
体
の
機
能
が
通
常
モ
ー
ド
に
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今
月
号
の
記
事

◎
六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
と
は
？

◎
理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

◎
10
月
全
国
大
会
研
究
発
表
者
募
集

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
五
月
分
科
会

　

六
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
49
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
令
和
４
年
六
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
ユ
ン
グ
心
理
学
の
投
げ
か
け
た
課
題

　
（
サ
イ
の
広
場
第
21
号
ア
ー
カ
イ
ブ
）

◎
命
が
消
え
る
ま
で
心
身
健
康
で
い
る

　

た
め
の
生
き
方（
２
）

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
回
正
会
員
・
維
持
会
員
に
、
通
常

総
会
出
欠
用
返
信
ハ
ガ
キ
を
同
封
致
し

ま
し
た
の
で
、
６
月
４
日
（
日
）
ま
で

に
ご
投
函
願
い
ま
す
。

ま
た
日
本
サ
イ
科
学
会
の
会
員
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト（
２
頁
参
照
）に
未
登
録

で
、
登
録
希
望
の
方
は
、「
会
員
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
登
録
希
望
」と
書
い
て
、
受

信
用
の
個
人
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
て
、

以
下
の
ア
ド
レ
ス
に
送
信
願
い
ま
す
。

office21
@
psij.m

ail-box.ne.jp
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戻
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

終
わ
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
瞬
間
に
そ

の
変
化
に
あ
な
た
は
気
付
く
こ
と
で
し

ょ
う
！

◎
加
納
京
一
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

私
は
私
の
両
親
と
妻
と
三
人
の
成
人

し
た
娘
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
子
育
て

親
育
て
と
い
う
実
感
の
あ
る
父
親
で

す
。
仕
事
は
足
心
術
師
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
は
寺
子
屋
開
講
で
す
。

私
の
健
康
は
社
会
の
健
康
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
国
家
の
健
康
と
繋

が
っ
て
い
ま
す
。
正
し
い
国
家
観
歴
史

観
を
持
つ
こ
と
は
健
全
な
生
活
と
人
生

に
繋
が
り
ま
す
。
先
人
か
ら
の
学
び
を

土
台
に
自
ら
の
経
験
則
を
生
か
す
。
足

心
道
・
足
心
術
も
宇
宙
の
親
で
あ
る
神

様
か
ら
学
び
実
践
か
ら
得
た
調
和
能
力

で
す
。

賢
者
は
歴
史
か
ら
学
び
愚
者
は
経
験

か
ら
学
ぶ
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
私
は
歴
史
か
ら
学
び
無
駄
な
失
敗

を
し
な
い
よ
う
に
経
験
か
ら
も
学
び
人

生
を
成
功
し
た
い
で
す
し
縁
の
あ
っ
た

方
に
は
成
功
の
手
助
け
を
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

※�

５
月
の
本
部
例
会
は
通
常
の
お
休
み

と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

身
、
口
、
意
、
を
重
ね
て
気
の
世

界
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　

講
師　

中
村 

康
弘 

氏

日
時　

令
和
５
年
７
月
２
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
９
階
９
０
２
会
議
室

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員 

二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

一
般 

三
千
円　

学
生 
一
千
円

（
講
演
内
容
）

三
密
加
持
の
理
論
を
気
功
法
に
取
り

入
れ
、
瞬
時
に
気
の
世
界
に
入
る
体
験

を
皆
さ
ん
と
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

弘
法
大
師
空
海
は
、
三
密
加
持
に
よ
り

即
身
成
仏
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
密
と
は
身
密
、
口
密
、
意
密
を
重

ね
る
こ
と
で
す
。
こ
の
理
論
を
使
っ
て

空
の
世
界
、
脳
波
θ
波
（
３
〜
８
ヘ
ル

ツ
）
を
つ
く
り
ま
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
状

態
の
α
波
よ
り
更
に
眠
り
に
近
い
脳
波

で
す
。
変
性
意
識
、
集
合
意
識
と
も
い

わ
れ
る
こ
の
状
態
に
な
る
と
、
気
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
本
人
、
そ
の

周
り
の
人
を
癒
す
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
気
の
理
論
、
気
を
実
感

で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

◎
中
村
康
弘
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
５
５
年
生
ま
れ
、
大
学
卒
業
と

同
時
に
起
業
、
問
屋
、
小
売
業
を
営
む
。

能
力
開
発
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
等
を

学
び
、
人
間
力
向
上
の
た
め
に
気
功
法

を
学
び
始
め
る
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の

時
、
競
争
か
ら
共
生
へ
と
気
功
法
を
業

と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
従
来
の
気
功
法
に
、

ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
、
易
経
、

幸
福
学
な
ど
を
織
り
交
ぜ
確
立
す
る
。

厚
木
市
七
沢
温
泉
七
沢
荘
を
拠
点
に
各

地
で
教
室
、
個
人
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」と

一
般
の
御
寄
付
御
礼

�

（
４
／
３
受
領
分
ま
で
）

金
五
万
一
千
円
也　

浪
平　

博
人　

様

金
三
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
二
万
六
千
円
也　

森
安　

政
仁　

様

金
一
万
一
千
円
也　

原
口　

和
恵　

様

金
五
千
円
也　
　
　

宮
前　

昭
子　

様

金
三
千
円
也　
　
　

牧
野　

邦
子　

様

金
三
千
円
也　
　
　

畑
中　

邦
晴　

様

金
二
千
円
也　
　
　

飛
田　

洋
子　

様

金
二
千
円
也　
　
　

村
上　

一
夫　

様

金
一
千
円
也　
　
　

小
林　

信
正　

様

金
一
千
円
也　
　
　

占
部　

浩
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円
也　
　
　

友
寄　

光
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

小
林　

孝
幸　

様

金
一
千
円
也　
　
　

濱
田　

敏
博　

様

金
一
千
円
也　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

鍬
野　

秀
三　

様

金
一
千
円
也　
　
　

瓜
生
昌
代
司　

様

金
一
千
円
也　
　
　

小
木
曽
共
佑
子
様

金
一
千
円
也　
　
　

赤
松　

洋
一　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

Ｍ
Ｌ（
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
）と
は
？

日
本
サ
イ
科
学
会
の
事
務
局
も
含
め

た
会
員
同
士
の
情
報
交
換
の
仕
組
み
で

す
。本

人
の
希
望
に
よ
り
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
（
パ
ソ
コ
ン
用
、
携
帯
用
ど
ち
ら

で
も
）
が
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
登
録
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さ
れ
ま
す
と
（
手
続
き
は
事
務
局
が
行

い
ま
す
）、
Ｍ
Ｌ
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
分
が
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
た
い
「
サ
イ
」
関
係
の
情
報
＝
自
分

の
著
書
の
出
版
、
学
会
発
表
、
テ
レ
ビ

出
演
、
あ
る
い
は
他
の
サ
イ
関
係
の
学

会
・
研
究
会
の
予
告
、「
サ
イ
」
に
関

わ
る
旬
な
情
報
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

そ
の
内
容
を
Ｍ
Ｌ
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
に
送
信
し
ま
す
と
、
瞬
時
に
Ｍ
Ｌ
に

登
録
さ
れ
て
い
る
会
員
全
員
に
そ
の
メ

ー
ル
が
届
き
ま
す
。

そ
の
情
報
に
対
し
て
の
、
返
信
も
同

じ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信
し
ま
す
と

登
録
者
全
員
に
読
ま
れ
ま
す
。

※
マ
ナ
ー
と
し
ま
し
て
は
、
個
人
や
団

体
の
批
判
や
攻
撃
、
特
定
の
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
、
会
社
の
宣
伝
に
あ
た
る
も
の

は
お
控
え
願
い
ま
す
。
ま
た
、
添
付
フ

ァ
イ
ル
は
ウ
イ
ル
ス
が
潜
む
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
禁
止
と
な
り
ま
す
。

※
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
の
事
務
局
か

ら
の
お
知
ら
せ
に
対
し
て
、
個
人
的
に

質
問
し
た
い
と
き
は
、
返
信
ボ
タ
ン
を

押
す
と
自
動
的
に
宛
先
に
入
っ
て
し
ま

う
Ｍ
Ｌ
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
は
な

く
、
左
記
の
日
本
サ
イ
科
学
会
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
書
き
換
え
て
返
信
願
い

ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

日
本
サ
イ
科
学
会

理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

こ
の
度
、
日
本
サ
イ
科
学
会
の
た
め

に
ご
尽
力
さ
れ
た
久
保
田
昌
治
先
生
が

ご
逝
去
さ
れ
衷
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

後
任
と
し
て
理
事
長
に
選
出
、
就
任

し
た
小
林
信
正
で
す
。
微
力
な
が
ら
会

の
発
展
の
為
に
努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

私
は
テ
レ
ビ
局
に
長
年
勤
務
し
て
番

組
を
制
作
、
中
で
も
超
常
現
象
の
謎
解

き
に
好
奇
心
と
視
聴
率
と
い
う
実
益
が

相
ま
っ
て
多
数
の
番
組
を
制
作
し
て
き

ま
し
た
。

国
内
は
も
と
よ
り
海
外
の
特
異
能
力

者
に
も
多
数
取
材
、
イ
ギ
リ
ス
の
特
派

員
時
代
に
は
ゴ
ー
ス
ト
ハ
ン
タ
ー
と
ロ

ン
ド
ン
の
幽
霊
屋
敷
探
訪
に
も
参
加

し
、「
霊
」
に
執
念
を
燃
や
し
た
奇
人

変
人
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
私
は
一
度

も
幽
霊
を
目
撃
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
と
は
言
え
、
様
々
な
実
証
的
研
究

の
結
果
、
六
十
年
経
っ
た
今
日
で
は
正

し
く
「
死
後
も
霊
魂
は
存
在
す
る
」
と

い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
を
得
て
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
退
社
し
て
、
制
作
会
社

を
経
営
、
各
テ
レ
ビ
局
の
番
組
を
制
作

す
る
傍
ら
大
学
や
企
業
の
講
演
等
行

い
、
元
公
益
財
団
法
人
日
本
心
霊
科
学

協
会
で
常
任
理
事
を
務
め
、
退
会
後
の

平
成
二
十
三
年
四
月
、
日
本
サ
イ
科
学

会
の
理
事
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

サ
イ
科
学
会
は
ミ
ク
ロ
の
素
粒
子
の

世
界
か
ら
マ
ク
ロ
の
宇
宙
構
造
に
至
る

ま
で
、
未
だ
に
未
知
の
世
界
は
存
在
し
、

従
来
の
科
学
で
解
き
明
か
せ
な
い
超
常

現
象
、
サ
イ
現
象
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
に
は
多
彩
な
人
材
が
お

り
、
宇
宙
生
命
体
か
ら
惑
星
の
運
行
が

運
勢
と
か
地
震
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
や
、
人
体
の
脳
波
が
創
造
性
開
発
に

関
係
し
て
い
る
こ
と
、
フ
リ
ー
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
研
究
か
ら
病
気
に
な
る
前
の
未

病
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
な

ど
様
々
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
研

究
活
動
を
さ
ら
に
発
展
的
に
行
っ
て
参

り
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

私
は
人
々
の
生
命
や
幸
福
に
役
立
に

た
た
な
い
科
学
な
ど
は
無
意
味
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
世
の
た
め
人
の
た
め
に

役
立
つ
研
究
を
皆
さ
ま
と
共
に
も
進
め

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

未
だ
日
本
サ
イ
科
学
会
の
存
在
す
ら

ら
知
ら
な
い
人
た
ち
が
多
く
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
会
の
発
展
の
為
に
勧
め
て
頂

き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
の
ほ

ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

２
０
２
３
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
31
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
９
日
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
＋
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会

員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加

さ
れ
ま
す
と
（
手
続
き
は
事
務
局
が
行

い
ま
す
）
、
Ｍ
Ｌ
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
分
が
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
た
い
「
サ
イ
」
関
係
の
情
報
＝
自
分

の
著
書
の
出
版
、
学
会
発
表
、
テ
レ
ビ

出
演
、
あ
る
い
は
他
の
サ
イ
関
係
の
学

会
・
研
究
会
の
予
告
、
「
サ
イ
」
に
関
わ

る
旬
な
情
報
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ

の
内
容
を
Ｍ
Ｌ
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

に
送
信
し
ま
す
と
、
瞬
時
に
Ｍ
Ｌ
に
登

録
さ
れ
て
い
る
会
員
全
員
に
そ
の
メ
ー

ル
が
届
き
ま
す
。

そ
の
情
報
に
対
し
て
の
、
返
信
も
同

じ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信
し
ま
す
と

登
録
者
全
員
に
読
ま
れ
ま
す
。

※
マ
ナ
ー
と
し
ま
し
て
は
、
個
人
や
団

体
の
批
判
や
攻
撃
、
特
定
の
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
、
会
社
の
宣
伝
に
あ
た
る
も
の

は
お
控
え
願
い
ま
す
。
ま
た
、
添
付
フ

ァ
イ
ル
は
ウ
イ
ル
ス
が
潜
む
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
禁
止
と
な
り
ま
す
。

※
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
の
事
務
局
か

ら
の
お
知
ら
せ
に
対
し
て
、
個
人
的
に

質
問
し
た
い
と
き
は
、
返
信
ボ
タ
ン
を

押
す
と
自
動
的
に
宛
先
に
入
っ
て
し
ま

う
Ｍ
Ｌ
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
は
な

く
、
左
記
の
日
本
サ
イ
科
学
会
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
書
き
換
え
て
返
信
願
い

ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

◆

◆

日
本
サ
イ
科
学
会

理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

こ
の
度
、
日
本
サ
イ
科
学
会
の
た
め

に
ご
尽
力
さ
れ
た
久
保
田
昌
治
先
生
が

ご
逝
去
さ
れ
衷
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

後
任
と
し
て
理
事
長
に
選
出
、
就
任

し
た
小
林
信
正
で
す
。
微
力
な
が
ら
会

の
発
展
の
為
に
努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

私
は
テ
レ
ビ
局
に
長
年
勤
務
し
て
番

組
を
制
作
、
中
で
も
超
常
現
象
の
謎
解

き
に
好
奇
心
と
視
聴
率
と
い
う
実
益
が

相
ま
っ
て
多
数
の
番
組
を
制
作
し
て
き

ま
し
た
。

国
内
は
も
と
よ
り
海
外
の
特
異
能
力

者
に
も
多
数
取
材
、
イ
ギ
リ
ス
の
特
派

員
時
代
に
は
ゴ
ー
ス
ト
ハ
ン
タ
ー
と
ロ

ン
ド
ン
の
幽
霊
屋
敷
探
訪
に
も
参
加
し
、

「
霊
」
に
執
念
を
燃
や
し
た
奇
人
変
人

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
私
は
一
度
も
幽

霊
を
目
撃
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

と
は
言
え
、
様
々
な
実
証
的
研
究
の
結

果
、
六
十
年
経
っ
た
今
日
で
は
正
し
く

「
死
後
も
霊
魂
は
存
在
す
る
」
と
い
う

エ
ビ
デ
ン
ス
を
得
て
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
退
社
し
て
、
制
作
会
社

を
経
営
、
各
テ
レ
ビ
局
の
番
組
を
制
作

す
る
傍
ら
大
学
や
企
業
の
講
演
等
行
い
、

元
公
益
財
団
法
人
日
本
心
霊
科
学
協
会

で
常
任
理
事
を
務
め
、
退
会
後
の
平
成

二
十
三
年
四
月
、
日
本
サ
イ
科
学
会
の

理
事
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

サ
イ
科
学
会
は
ミ
ク
ロ
の
素
粒
子
の

世
界
か
ら
マ
ク
ロ
の
宇
宙
構
造
に
至
る

ま
で
、
未
だ
に
未
知
の
世
界
は
存
在
し
、

従
来
の
科
学
で
解
き
明
か
せ
な
い
超
常

現
象
、
サ
イ
現
象
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
に
は
多
彩
な
人
材
が
お

り
、
宇
宙
生
命
体
か
ら
惑
星
の
運
行
が

運
勢
と
か
地
震
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
や
、
人
体
の
脳
波
が
創
造
性
開
発
に

関
係
し
て
い
る
こ
と
、
フ
リ
ー
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
研
究
か
ら
病
気
に
な
る
前
の
未

病
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
な

ど
様
々
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
研

究
活
動
を
さ
ら
に
発
展
的
に
行
っ
て
参

り
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

私
は
人
々
の
生
命
や
幸
福
に
役
立
に

た
た
な
い
科
学
な
ど
は
無
意
味
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
世
の
た
め
人
の
た
め
に

役
立
つ
研
究
を
皆
さ
ま
と
共
に
も
進
め

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

未
だ
日
本
サ
イ
科
学
会
の
存
在
す
ら

ら
知
ら
な
い
人
た
ち
が
多
く
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
会
の
発
展
の
為
に
勧
め
て
頂

き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
の
ほ

ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆

◆

２
０
２
３
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第

回
全
国
大
会
発
表
募
集

31毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も

月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

10

会
員
の
研
究
発
表
＋
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加
を
期
待
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を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
宇
宙
人
と
サ
イ
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

米
軍
に
よ
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
目
撃
証
言
が
、

新
た
に
数
百
件
に
上
っ
て
い
る
こ
と

が
、
今
年
の
１
月
に
米
政
府
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
サ
イ
科
学
会

の
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象（
Ｕ
Ｆ

Ｏ
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
、

発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

７
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
２
０
０
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
８
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

論
文
集
「
サ
イ
科
学
２
０
２
２
」
末

頁
の
「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」

を
よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
分
科
会
の
お
知
ら
せ

「
頭
蓋
骨
発
声
」の
可
能
性

　
　
　

講
師　

松
本 
真
弘 

氏

　
　
　
（
真
言
宗
醍
醐
派
阿
闍
梨
）

日
時　

令
和
５
年
５
月
14
日（
日
）

　
　

13
時
30
分
開
場　

14
時
開
演

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
２
階
Ａ
ス
タ

ジ
オ

・�

阪
堺
電
車
上
町
線
「
東
天
下
茶
屋
」

駅
下
車
徒
歩
５
分

・�

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭
和
町
」　

駅
か
ら
徒
歩
15
分

・�

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍
野
筋
沿　

い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員 

五
百
円　

一
般 

千
円

（
講
演
内
容
）

松
本
阿
闍
梨
が
伝
承
す
る
「
頭
蓋
骨

発
声
」
は
古
代
の
祝
詞
（
の
り
と
）
奏

上
で
用
い
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す

が
、
耳
を
介
さ
ず
（
大
気
を
媒
体
と
せ

ず
）
直
接
的
に
脳
に
伝
達
す
る
発
声
法

の
よ
う
で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
テ
レ
パ
シ

ー
」
も
同
じ
よ
う
な
原
理
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
音
と
し
て
は
か
な
り
小
さ
く
、

富
士
通
テ
ン
の
無
音
室
で
録
音
し
た
と

き
は
通
常
の
マ
イ
ク
で
録
れ
ず
特
殊
な

電
磁
波
マ
イ
ク
で
よ
う
や
く
録
音
で
き

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

当
日
は
松
本
阿
闍
梨
に
よ
る
実
演
と

質
疑
応
答
も
予
定
。
進
行
は
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
前
会
長
、
和
田
高
幸
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
ご
参
加
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ

せ
は
ま
つ
む
し
音
楽
堂
へ

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
６
・
６
６
２
４
・
０
５
５
９

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

本
当
に
祈
願
が
叶
う
神
仏
へ
の

祈
り
方
実
習
講
座

（
会
場
参
加
者
一
人
一
人
に
指
導
し

　

ま
す
）

　
　
　

講
師　

橋
本 

和
哉 

氏

　
（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
）

日
時　

令
和
５
年
６
月
24
日（
土
）

　
　

午
後
３
時
〜
５
時
30
分

　

※
時
間
多
少
ズ
レ
る
事
あ
り

会
場　

摂
津
市
市
民
ル
ー
ム
大
会
議
室

阪
急
京
都
線
、
正
雀
駅
か
ら
徒
歩
３
分

https://shojyaku.net

会
費　

会
員 

３
５
０
０
円（
当
日
入
会

可
）　

一
般 

４
０
０
０
円

　
　
　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
費 

３
５
０
０
円

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
の
方
も
実
習
は
で
き
ま

す
が
、
一
人
一
人
の
指
導
ま
で
は
で
き

ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｄ
な
ど
は
日
取
り
が
近
づ

い
た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

※�

懇
親
会
は
午
後
６
時
頃
か
ら
15
名
ま　

で
を
考
え
て
い
ま
す
。
場
所
は
未

定
、
後
日
お
知
ら
せ

持
ち
物　

自
分
の
好
き
な
神
仏
、
気
に

な
っ
て
い
る
神
仏
の
写
真
を
複
数
枚
持
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参
く
だ
さ
い
。
ま
た
お
札
が
有
れ
ば
実

物
か
そ
の
写
真
を
持
参
く
だ
さ
い
。

（
講
演
実
習
内
容
）

神
社
仏
閣
へ
は
本
当
に
祈
願
が
叶
う

と
思
っ
て
お
詣
り
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

私
も
神
仏
研
究
を
し
て
い
な
か
っ
た

時
は
神
仏
祈
願
が
そ
れ
ほ
ど
効
果
が
あ

る
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
神
社
仏

閣
に
お
金
を
払
っ
て
祈
願
を
頼
ん
で
も

叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
か
ら
思
え
ば
神
仏
祈
願
に
適
切
な

こ
と
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。

神
仏
祈
願
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
で
す
。

・�

祈
願
を
叶
え
る
た
め
消
費
す
る
エ
ネ　

ル
ギ
ー
を
祈
願
す
る
貴
方
が
神
仏
に　

渡
す
こ
と
で
す
。

・�

次
に
あ
な
た
と
神
仏
と
の
相
性
。
神　

仏
は
貴
方
に
親
し
み
を
感
じ
て
い
る　

か
、
お
手
伝
い
し
た
い
と
思
っ
て
い　

る
か
は
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

�

そ
し
て
神
仏
が
そ
の
祈
願
を
叶
え
る

こ
と
を
得
意
と
し
て
い
る
か
？
で
す
。

こ
う
し
た
理
論
に
基
づ
い
て
祈
願
を

指
導
し
て
み
た
と
こ
ろ
奇
跡
的
な
こ
と

が
起
こ
り
始
め
ま
し
た
。

例
え
ば
、
失
踪
し
て
何
年
も
探
し
て

も
分
か
ら
な
か
っ
た
息
子
が
戻
っ
て
き

た
、
憑
依
し
て
い
た
魔
物
が
数
日
で
払

わ
れ
た
、
何
年
も
居
座
っ
て
い
た
暴
力

沙
汰
に
な
る
隣
人
が
短
期
間
で
引
っ
越

し
た
、
な
ど
多
数
有
り
ま
す
。

神
仏
の
力
は
本
当
に
有
り
、
す
ご
い

の
だ
な
ぁ
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
で
は
理
論
的
な
こ
と
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
実
習
時
間
を
多
く
取

り
ま
す
。
会
場
に
参
加
さ
れ
た
み
な
さ

ん
が
一
人
一
人
上
手
く
祈
願
で
き
て
い

る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
指
導
い
た

し
ま
す
。

ま
た
会
場
に
神
仏
を
お
呼
び
し
て
祈

願
す
る
実
習
も
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

実
習
と
し
て
は

１
．
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
知
す
る

２
．
神
仏
を
チ
ョ
イ
ス
す
る

３�

．
神
仏
の
パ
ワ
ー
を
最
大
限
に
ア
ッ

プ
す
る

４
．
願
い
事
を
決
め
て
神
仏
に
伝
え
る

５�

．
願
い
事
を
受
け
取
っ
て
も
ら
え
た

か
チ
ェ
ッ
ク

６
．
お
供
物
の
選
び
方

７
．
護
符
の
選
び
方
、
組
み
合
わ
せ
方

８
．
パ
ワ
ー
の
落
ち
な
い
護
符
の
祀
り　

方９�

．
ち
ょ
っ
と
難
し
い
で
す
が
、
神
仏　

を
お
呼
び
し
て
依
頼
す
る

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
時
間
有
り
ま
し
た
ら
、
祈
願

に
よ
り
奇
跡
的
な
こ
と
が
起
こ
っ
た

話
、
逆
に
神
仏
の
言
う
通
り
し
て
ど
ん

ど
ん
貧
乏
に
な
っ
た
話
、
神
仏
の
怒

り
、
巫
病
な
ど
怖
い
側
面
を
含
め
て
神

仏
の
実
相
を
お
伝
え
し
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
相
性
な
ど
、
こ
れ
ま

で
と
は
違
う
神
仏
の
講
演
で
す
が
、
実

習
を
通
じ
て
そ
の
理
論
を
体
得
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

・�

神
仏
祈
願
の
効
果
を
感
じ
ら
れ
な
か　

っ
た
人

・�

本
当
に
効
果
の
あ
る
神
仏
祈
願
を
し　

た
い
人

・�

神
仏
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
知
り　

た
い
人

・�

神
仏
を
通
じ
て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
の　

世
界
を
知
り
た
い
人

に
は
特
に
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

申
し
込
み
は

会
場
参
加
、
あ
る
い
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
も

含
め
て
、
申
し
込
み
先
は

kansai.psi.2023
@
gm
ail.com

◎
件
名
に
は
以
下
ご
記
入
願
い
ま
す
。

６
月
24
日
会
場
参
加
（
ま
た
はzoom

参
加
）希
望
、

懇
親
会
参
加
希
望
（
ま
た
は
参
加
し
な

い
）

◎
本
文
に
は
以
下
ご
記
入
願
い
ま
す
。

１
．
氏
名
、
会
員
か
非
会
員
か

２
．
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

３
．
連
絡
先
電
話
番
号

４�

．zoom

参
加
希
望
でzoom

名
の
あ　

る
方
は
書
い
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
受
付
後
に
振
込
先
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
49
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
17
回 

Ｕ
Ｆ
Ｏ
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

テ
ー
マ「
宇
宙
人
革
命（
其
の
３
）」

日
時　

令
和
５
年
７
月
16
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
７
階
第
二
研
修
室

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端



6

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般  

２
０
０
０
円

　

�

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、
60
歳

以
上
65
歳
未
満　

１
０
０
０
円

　

�

宇
宙
人
、
65
歳
以
上  

０
円
（
宇
宙

人
認
定
は
受
付
に
て
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

は
今
年
で
17
回
目
。
２
０
２
１
年
９
月

以
降
、
防
衛
相
指
令
で
Ｕ
Ｆ
Ｏ 

（
Ｕ
Ａ

Ｐ
） 

が
撮
影
・
報
告
義
務
が
防
衛
関
係

者
に
課
さ
れ
て
い
る
現
況
か
ら
も
、
先

駆
と
し
て
の
自
負
を
誇
り
と
し
て
持
ち

つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
研
究
の

精
進
に
努
め
て
ゆ
き
ま
す
。
こ
の
夏
も

お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

是
非
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
！

（
講
演
者
）

き
た
じ
ま 

ひ
ろ
し 

（
宇
宙
現
象
観
測

所
セ
ン
タ
ー
所
長
）

マ
リ
ア
石
塚  （
コ
ン
タ
ク
テ
ィ
）

羽
仁
礼
（
超
常
現
象
研
究
家
）

え
い
こ
☆
ク
ル
ス
マ
ー
テ
（
銀
河
の
歌

姫
）/Jasm

ine

（
舞
）Kum

i

（
演
奏
）

ジ
ョ
ウ
ス
タ
ー 

ジ
ョ
ウ （D

J  JO
O

）

和
場
ま
さ
み
（
ラ
イ
タ
ー
・
出
版
プ
ロ　

デ
ュ
ー
サ
ー
）

田
中
俊
行
（
呪
物
蒐
集
家
）

浅
川
義
治
（
Ｕ
Ｆ
Ｏ
議
員
、
衆
議
院
議　

員
）

港
マ
コ
（
イ
ベ
ン
ト
構
成
作
家
）

Sujata

女
史
（
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ　

ィ
）

ク
リ
ス
・
ア
ー
ン
シ
ョ
ウ
（
作
家
、
早　

稲
田
大
学
講
師
）

浦
野
良
一
（
フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究　

家
）

他
講
演
者
等
の
変
更
は
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
ス
タ
ッ
フ
）　

申
彦/

萩
原
孝
一/

磯

部
コ
ウ
ジ/

松
島
し
ん
め
い/ Sam

yc 

Saitoh/

小
峯
康
弘 
他

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
４
年
６
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

私
が
体
験
し
、
学
ん
だ
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
真
実

　
　
　

講
師　

平
田 

進
一
郎 

氏

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
言
葉

は
日
本
語
で
は
魂
だ
と
か
意
識
だ
と
か

そ
ん
な
言
い
方
を
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

長
年
に
渡
っ
て
私
ど
も
が
追
求
し
て
き

ま
し
た
こ
と
は
、
ま
ず
「
人
間
と
は
何

か
？
」
そ
し
て
「
人
間
の
本
質
と
は
何

か
？
」と
い
う
２
点
で
す
。

こ
れ
ら
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
と
、

宗
教
も
含
め
ま
し
て
い
ろ
い
ろ
な
考
え

方
、
賛
否
両
論
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
こ
30
年

前
く
ら
い
か
ら
統
一
し
て
き
た
考
え
方

と
し
て「
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク（holistic

）」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ホ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
と
い
う
の
は
英
語
の

「w
hole

（
全
体
）」と
い
う
言
葉
か
ら
来

て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
た
人
に
よ

っ
て
は
「holy
（
聖
な
る
も
の
）」
か
ら

来
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

分
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
全
体
的
に

と
い
う
こ
と
は
人
間
を
端
的
に
部
分
部

分
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、「
人

間
ま
る
ご
と
」
の
視
野
で
考
え
て
い

く
。
従
い
ま
し
て
人
間
を
扱
い
ま
す
の

で
、
栄
養
学
に
し
て
も
医
学
に
し
て
も

こ
の
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
い
う
考
え
で

み
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
こ

う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
こ
こ
で
初

め
て
全
く
異
質
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ

ィ
と
い
う
も
の
と
科
学
と
い
う
も
の
の

融
合
、
す
な
わ
ち
科
学
の
言
葉
を
使
っ

て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
を
ど
れ
だ
け
解
い

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
こ
れ
が
私

ど
も
の
学
校
で
あ
り
、
私
の
や
っ
て
い

ま
す
教
育
財
団
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
一
般
的
に
は

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ（
思
考
）、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ（
体
）、

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
（
魂
）
の
３
つ
を
総
合

し
た
考
え
方
で
す
。

そ
れ
で
は
思
考
と
は
何
だ
ろ
う
？
こ

れ
は
文
字
通
り
皆
さ
ん
が
考
え
ら
れ
る

「
心
」
と
い
う
こ
と
、
例
え
ば
思
っ
た

り
、
考
え
た
り
、
そ
し
て
感
じ
た
り
す

る
こ
と
、
英
語
で
は
「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
」
と

言
っ
て
ま
す
し
、
私
た
ち
は
誰
も
そ
れ

を
「
心
」
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。
今
、

例
え
ば
私
の
お
話
を
聞
い
て
皆
さ
ん
は

何
か
を
思
っ
た
り
、
ま
た
何
か
を
考
え

た
り
、
そ
し
て
何
か
を
感
じ
た
り
し
な

寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札
口
を
出

て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費

一
般

２
０
０
０
円

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、

歳
60

以
上

歳
未
満

１
０
０
０
円

65

宇
宙
人
、

歳
以
上

０
円(

宇
宙
人

65

認
定
は
受
付
に
て)

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

は
今
年
で

回
目
。
２
０
２
１
年
９
月

17

以
降
、
防
衛
相
指
令
で
Ｕ
Ｆ
Ｏ

(

Ｕ
Ａ

Ｐ)

が
撮
影
・
報
告
義
務
が
防
衛
関
係

者
に
課
さ
れ
て
い
る
現
況
か
ら
も
、
先

駆
と
し
て
の
自
負
を
誇
り
と
し
て
持
ち

つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
研
究
の

精
進
に
努
め
て
ゆ
き
ま
す
。
こ
の
夏
も

お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

是
非
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
！

（
講
演
者
）

き
た
じ
ま

ひ
ろ
し

(

宇
宙
現
象
観
測
所

セ
ン
タ
ー
所
長)

マ
リ
ア
石
塚

(

コ
ン
タ
ク
テ
ィ)

羽
仁
礼
（
超
常
現
象
研
究
家
）

え
い
こ
☆
ク
ル
ス
マ
ー
テ
（
銀
河
の
歌

姫
）/Jasm

ine

（
舞
）K

um
i

（
演
奏
）

ジ
ョ
ウ
ス
タ
ー

ジ
ョ
ウ

（D
J
JO
O

）

和
場
ま
さ
み
（
ラ
イ
タ
ー
・
出
版
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
）

田
中
俊
行
（
呪
物
蒐
集
家
）

浅
川
義
治
（
Ｕ
Ｆ
Ｏ
議
員
、
衆
議
院
議

員
）

港
マ
コ
（
イ
ベ
ン
ト
構
成
作
家
）

Sujata

女
史
（
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
）

ク
リ
ス
・
ア
ー
ン
シ
ョ
ウ
（
作
家
、
早

稲
田
大
学
講
師
）

浦
野
良
一
（
フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

家
）

他
講
演
者
等
の
変
更
は
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
ス
タ
ッ
フ
）

申
彦/

萩
原
孝
一/

磯

部
コ
ウ
ジ/

松
島
し
ん
め
い/

Sam
yc

Saitoh/

小
峯
康
弘

他

◆

◆

令
和
４
年
６
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

私
が
体
験
し
、
学
ん
だ
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
真
実

講
師

平
田

進
一
郎

氏

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
言
葉

は
日
本
語
で
は
魂
だ
と
か
意
識
だ
と
か

そ
ん
な
言
い
方
を
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

長
年
に
渡
っ
て
私
ど
も
が
追
求
し
て
き

ま
し
た
こ
と
は
、
ま
ず
「
人
間
と
は
何

か
？
」
そ
し
て
「
人
間
の
本
質
と
は
何

か
？
」
と
い
う
２
点
で
す
。

こ
れ
ら
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
と
、

宗
教
も
含
め
ま
し
て
い
ろ
い
ろ
な
考
え

方
、
賛
否
両
論
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
こ

年
30

前
く
ら
い
か
ら
統
一
し
て
き
た
考
え
方

と
し
て
「
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
（holistic

）
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ホ
リ

ス

テ

ィ

ッ

ク

と

い

う

の

は

英

語

の

「w
hole

（
全
体
）
」
と
い
う
言
葉
か
ら

来
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
た
人
に

よ
っ
て
は
「holy
（
聖
な
る
も
の
）
」
か

ら
来
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

分
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
全
体
的
に

と
い
う
こ
と
は
人
間
を
端
的
に
部
分
部

分
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
「
人
間

ま
る
ご
と
」
の
視
野
で
考
え
て
い
く
。

従
い
ま
し
て
人
間
を
扱
い
ま
す
の
で
、

栄
養
学
に
し
て
も
医
学
に
し
て
も
こ
の

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
い
う
考
え
で
み
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
こ
う
い

う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
こ
こ
で
初
め
て

全
く
異
質
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と

い
う
も
の
と
科
学
と
い
う
も
の
の
融
合
、

す
な
わ
ち
科
学
の
言
葉
を
使
っ
て
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
を
ど
れ
だ
け
解
い
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
か
、
こ
れ
が
私
ど
も
の

学
校
で
あ
り
、
私
の
や
っ
て
い
ま
す
教

育
財
団
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
一
般
的
に
は

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
（
思
考
）
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
（
体
）
、

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
（
魂
）
の
３
つ
を
総
合

し
た
考
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す
。
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こ
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通
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ん
が
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え
ら
れ
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と
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ば
思
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た
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た
り
、
そ
し
て
感
じ
た
り
す

る
こ
と
、
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語
で
は
「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
」
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言
っ
て
ま
す
し
、
私
た
ち
は
誰
も
そ
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を
「
心
」
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。
今
、

例
え
ば
私
の
お
話
を
聞
い
て
皆
さ
ん
は

何
か
を
思
っ
た
り
、
ま
た
何
か
を
考
え

た
り
、
そ
し
て
何
か
を
感
じ
た
り
し
な
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が
ら
聞
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
わ
け
で
す
。

次
に
体
は
60
兆
か
ら
１
０
０
兆
の
細

胞
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
解

剖
学
や
生
理
学
を
み
て
も
明
ら
か
で

す
。
そ
し
て
今
世
の
中
の
多
く
は
こ
の

心
の
問
題
と
体
の
問
題
が
相
関
関
係
に

あ
る
、
で
す
か
ら
体
ば
か
り
見
て
い
て

も
ダ
メ
で
す
し
、
心
ば
か
り
見
て
も
ダ

メ
な
の
で
す
。

突
き
詰
め
て
い
き
ま
す
と
や
は
り
最

終
的
に
は
１
番
や
っ
か
い
で
分
か
り
に

く
い
「
魂
」
と
い
う
部
分
、
こ
こ
に
入

っ
て
行
か
な
い
と
す
べ
て
の
３
つ
の
要

素
と
い
う
も
の
は
成
り
立
た
な
い
と
思

い
ま
す
。
今
日
は
言
葉
と
し
て
は
ス
ピ

リ
ッ
ト
と
い
う
言
い
方
を
し
た
り
、
魂

と
い
う
言
い
方
を
し
た
り
、
も
っ
と
分

か
り
や
す
く
言
え
ば
意
識
と
い
う
言
葉

を
使
っ
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
ア
メ
リ
カ
で
は
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
に
30
年
前
く
ら
い
か
ら
や
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が
こ
う
い
っ
た

こ
と
に
関
心
を
持
ち
始
め
て
、
か
れ
こ

れ
40
年
近
く
経
つ
の
で
す
が
、
20
年
前

く
ら
い
に
こ
う
い
っ
た
考
え
方
を
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
に
伝
え
る
学
校
が
で
き
た
の

で
す
。
こ
の
学
校
に
私
は
15
年
く
ら
い

前
に
縁
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ア
メ
リ

カ
の
標
高
１
６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
デ
ン

バ
ー
市
に
Ｎ
Ｔ
Ｉ
（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

栄
養
学
ス
ク
ー
ル
）
が
ご
ざ
い
ま
す
。

写
真
の
後
方
に
見
え
ま
す
の
は
ロ
ッ
キ

ー
山
脈
で
し
て
、
非
常
に
風
光
明
媚
な

と
こ
ろ
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
心
と
体
を
繋
ぐ
ホ
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
栄
養
学
を
教
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
し
て
こ
の
学
校
と
３
年
に
渡
っ

て
交
渉
し
ま
し
て
契
約
を
し
ま
し
た
。

次
の
写
真
が
私
ど
も
の
学
校
で
す
け
れ

ど
も
、
今
か
ら
12
年
前
の
２
０
１
０
年

５
月
30
日
に
日
本
提
携
校
と
し
て
「
ホ

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・

ジ
ャ
パ
ン
」を
設
立
し
ま
し
た
。

現
在
ま
で
に
１
７
０
名
く
ら
い
の
卒

業
生
が
栄
養
学
を
学
び
、
そ
し
て
心
の

こ
と
を
学
び
、
認
定
の
ア
メ
リ
カ
の
栄

養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格
と
い
う
も

の
を
取
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
で
私
自
身
キ
ャ
リ
ア
的

に
は
ア
メ
リ
カ
の
ほ
う
の
大
学
に
行
っ

た
後
、
帰
国
し
て
仕
事
を
や
っ
た
り
し

て
お
り
ま
す
が
、
た
だ
今
日
私
が
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
お
話
を
す
る
こ
と
に
至
る

ま
で
に
な
っ
た
か
、
私
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
を
し
ば
ら
く
お
話
し
致
し
ま
す
。

私
は
１
９
６
０
年
に
新
橋
で
お
肉
屋

の
４
代
目
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

子
供
の
と
き
に
自
分
と
し
て
一
番
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
意
外
と
信
心

深
か
っ
た
こ
と
で
す
。
親
か
ら
毎
日
神

棚
と
仏
様
に
は
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
を
し
な

さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
て
、
小
学
１
年
生

ぐ
ら
い
か
ら
、
朝
起
き
た
ら
必
ず
１
階

の
帳
場
の
前
に
あ
る
神
棚
に
手
を
合
わ

せ
、
ま
た
２
階
に
上
が
っ
て
い
っ
て
、

仏
壇
の
お
水
を
取
り
替
え
て
祈
り
を
捧

げ
ま
し
た
。
子
供
な
の
で
祈
り
と
い
う

高
尚
な
も
の
で
も
な
く
、
何
か
の
願
い

事
を
唱
え
て
お
り
ま
し
た
。

小
学
校
１
年
２
年
生
の
と
き
に
運
動

会
で
駆
け
っ
こ
の
１
位
を
取
っ
て
き
た

の
で
、
小
学
校
３
年
生
の
時
か
ら
「
小

学
校
６
年
生
ま
で
駆
け
っ
こ
で
ず
っ
と

が
ら
聞
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
わ
け
で
す
。

次
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は
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兆
の
細
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の
中
の
多
く
は
こ
の
心
の

問
題
と
体
の
問
題
が
相
関
関
係
に
あ
る
、

で
す
か
ら
体
ば
か
り
見
て
い
て
も
ダ
メ

で
す
し
、
心
ば
か
り
見
て
も
ダ
メ
な
の

で
す
。

突
き
詰
め
て
い
き
ま
す
と
や
は
り
最

終
的
に
は
１
番
や
っ
か
い
で
分
か
り
に

く
い
「
魂
」
と
い
う
部
分
、
こ
こ
に
入

っ
て
行
か
な
い
と
す
べ
て
の
３
つ
の
要

素
と
い
う
も
の
は
成
り
立
た
な
い
と
思

い
ま
す
。
今
日
は
言
葉
と
し
て
は
ス
ピ

リ
ッ
ト
と
い
う
言
い
方
を
し
た
り
、
魂

と
い
う
言
い
方
を
し
た
り
、
も
っ
と
分

か
り
や
す
く
言
え
ば
意
識
と
い
う
言
葉

を
使
っ
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
ア
メ
リ
カ
で
は
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
に

年
前
く
ら
い
か
ら
や
る
よ
う
に

30

な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が
こ
う
い
っ
た

こ
と
に
関
心
を
持
ち
始
め
て
、
か
れ
こ

れ

年
近
く
経
つ
の
で
す
が
、

年
前

40

20

く
ら
い
に
こ
う
い
っ
た
考
え
方
を
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
に
伝
え
る
学
校
が
で
き
た
の

で
す
。
こ
の
学
校
に
私
は

年
く
ら
い

15

前
に
縁
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ア
メ
リ

カ
の
標
高
１
６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
デ
ン

バ
ー
市
に
Ｎ
Ｔ
Ｉ
（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

栄
養
学
ス
ク
ー
ル
）
が
ご
ざ
い
ま
す
。

写
真
の
後
方
に
見
え
ま
す
の
は
ロ
ッ
キ

ー
山
脈
で
し
て
、
非
常
に
風
光
明
媚
な

と
こ
ろ
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
心
と
体
を
繋
ぐ
ホ
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
栄
養
学
を
教
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
し
て
こ
の
学
校
と
３
年
に
渡
っ

て
交
渉
し
ま
し
て
契
約
を
し
ま
し
た
。

次
の
写
真
が
私
ど
も
の
学
校
で
す
け
れ

ど
も
、
今
か
ら

年
前
の
２
０
１
０
年

12

５
月

日
に
日
本
提
携
校
と
し
て
「
ホ

30

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・

ジ
ャ
パ
ン
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

現
在
ま
で
に
１
７
０
名
く
ら
い
の
卒

業
生
が
栄
養
学
を
学
び
、
そ
し
て
心
の

こ
と
を
学
び
、
認
定
の
ア
メ
リ
カ
の
栄

養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格
と
い
う
も

の
を
取
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
で
私
自
身
キ
ャ
リ
ア
的

に
は
ア
メ
リ
カ
の
ほ
う
の
大
学
に
行
っ

た
後
、
帰
国
し
て
仕
事
を
や
っ
た
り
し

て
お
り
ま
す
が
、
た
だ
今
日
私
が
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
お
話
を
す
る
こ
と
に
至
る

ま
で
に
な
っ
た
か
、
私
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
を
し
ば
ら
く
お
話
し
致
し
ま
す
。

私
は
１
９
６
０
年
に
新
橋
で
お
肉
屋

の
４
代
目
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

子
供
の
と
き
に
自
分
と
し
て
一
番
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
が
、
意
外
と
信
心
深

か
っ
た
こ
と
で
す
。
親
か
ら
毎
日
神
棚

と
仏
様
に
は
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
を
し
な
さ

い
と
言
わ
れ
ま
し
て
、
小
学
１
年
生
ぐ

ら
い
か
ら
、
朝
起
き
た
ら
必
ず
１
階
の

帳
場
の
前
に
あ
る
神
棚
に
手
を
合
わ
せ
、

ま
た
２
階
に
上
が
っ
て
い
っ
て
、
仏
壇

の
お
水
を
取
り
替
え
て
祈
り
を
捧
げ
ま

し
た
。
子
供
な
の
で
祈
り
と
い
う
高
尚

な
も
の
で
も
な
く
、
何
か
の
願
い
事
を

唱
え
て
お
り
ま
し
た
。

小
学
校
１
年
２
年
生
の
と
き
に
運
動

会
で
駆
け
っ
こ
の
１
位
を
取
っ
て
き
た

の
で
、
小
学
校
３
年
生
の
時
か
ら
「
小

学
校
６
年
生
ま
で
駆
け
っ
こ
で
ず
っ
と
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１
位
が
取
れ
ま
す
よ
う
に
！
」
と
祈
っ

て
お
り
ま
し
た
。
お
陰
様
で
小
学
校
６

年
生
の
最
後
ま
で
駆
け
っ
こ
で
１
位
を

獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
合
わ

せ
て
小
学
校
５
年
生
の
と
き
か
ら
、
毎

日
「
中
学
受
験
で
中
高
一
貫
校
の
○
○

中
学
に
行
け
ま
す
よ
う
に
！
」
と
祈
っ

て
お
り
ま
し
た
。

さ
て
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
？落

っ
こ
ち
た
の
で
す
ね
。
う
ま
く
行

か
な
か
っ
た
。
そ
の
と
き
単
純
で
す
か

ら
、「
な
ん
だ
ダ
メ
だ
っ
た
、
も
う
神

も
仏
も
な
い
や
」
と
考
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
中
学
、
高
校
の
６
年

間
と
い
う
の
は
、
も
う
そ
ん
な
信
心
深

さ
は
皆
無
と
な
り
、「
神
様
が
い
る
な

ら
連
れ
て
き
て
く
れ
！
」
と
い
う
よ
う

な
こ
と
で
、
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
あ
ま

り
い
い
中
学
高
校
生
活
は
過
ご
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
で
父
親
が
肉
屋
か
ら
全
然

違
う
宝
飾
関
係
の
仕
事
に
替
わ
り
、
私

も
び
っ
く
り
で
す
が
宝
飾
関
係
の
跡
継

ぎ
に
替
わ
っ
た
の
で
す
ね
。
父
親
は
ジ

ュ
エ
リ
ー
や
ゴ
ー
ル
ド
や
プ
ラ
チ
ナ
関

係
の
貿
易
を
商
う
よ
う
に
な
っ
て
ま
し

た
の
で
、
私
は
子
供
な
が
ら
に
も
ど
こ

か
外
国
に
留
学
し
て
英
語
を
勉
強
し
よ

う
と
思
っ
て
た
矢
先
に
、
ア
メ
リ
カ
の

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
宝
石
の
鑑
定
士
に
な

る
資
格
が
取
れ
る
学
校
が
あ
っ
た
の
で

す
。
Ｇ
Ｉ
Ａ（Gem

ological Institute 

O
f A
m
erica

）と
い
う
の
で
す
が
、
私

は
高
校
の
卒
業
式
の
３
日
後
に
ア
メ
リ

カ
の
方
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

実
は
こ
の
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
こ
と

と
い
う
の
が
私
の
今
日
に
至
る
ま
で
の

人
生
を
大
き
く
変
え
た
１
頁
で
あ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
18

歳
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
お
り
ま
し

て
、
親
元
を
離
れ
て
一
人
で
や
っ
て
お

り
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
事
で
間
違
っ

た
選
択
を
す
る
わ
け
で
す
ね
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
七
二
回
関
西
日
本
サ
イ
科
学

会
研
究
集
会
報
告

土
地
、
建
物
に
関
す
る
悩
み
事

相
談
を
公
開
で
答
え
る
講
座

２
０
２
３
年
４
月
15
日

は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
て

講
師
は
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
前

会
長
の
和
田
高
幸
先
生
で
す
。
世
界
的

プ
ロ
・
ダ
ウ
ザ
ー
故
ビ
ル
・
コ
ッ
ク
ス

氏
と
水
源
探
知
か
ら
深
井
戸
鑿
井
工
事

ま
で
わ
が
国
初
の
事
業
を
共
同
で
成
功

に
導
き
ま
し
た
。
も
う
一
人
は
関
西
日

本
サ
イ
科
学
会
会
長
、
気
当
て
診
断
で

相
談
に
答
え
る
異
色
の
医
師
、
橋
本
和

哉
が
担
当
し
ま
し
た
。

二
人
と
も
、
著
作
が
あ
り
、
相
談
を

受
け
る
、
講
座
を
行
う
な
ど
し
て
い
ま

す
。家

、
土
地
に
関
し
て
の
相
談
で
は
、

水
脈
、
地
磁
気
、
グ
リ
ッ
ド
、
湿
地
、

龍
穴
、
龍
脈
、
イ
ヤ
シ
ロ
チ
、
ケ
ガ
レ

チ
、
先
住
者
の
意
念
、
瘴
気
、
鬼
門
、

家
の
配
置
、
家
の
形
、
庭
木
を
切
っ
た
、

な
ど
の
サ
イ
科
学
的
な
目
で
見
て
い
き

ま
す
。

１
つ
目
の
ケ
ー
ス
は
、
池
の
側
に
建

つ
家
の
状
態
チ
ェ
ッ
ク
で
し
た
。
湿
度

の
影
響
は
注
意
で
す
。
高
い
位
置
に
あ

る
の
で
す
が
、
そ
の
影
響
は
あ
る
と
判

定
さ
れ
ま
し
た
。

２
つ
目
、
引
き
こ
も
り
の
人
が
い
る

家
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
そ
こ
は
埋

立
地
の
よ
う
で
し
た
。
埋
立
の
場
合
は

ど
ん
な
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
る
か
分
か

ら
ず
結
構
、
マ
イ
ナ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
り
や
す
い
で
す
。
こ
の
土
地
か
ら
離

れ
る
方
が
良
い
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

３
つ
目
、
引
越
し
し
て
来
た
ら
す
ぐ

に
ご
主
人
が
癌
に
な
り
ま
し
た
。
調
べ

て
み
る
と
地
域
に
魔
物
の
憑
依
体
が
居

て
そ
れ
が
家
の
中
に
入
っ
て
影
響
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

対
策
と
し
て
部
屋
を
開
放
さ
せ
て
気

の
循
環
を
良
く
し
て
外
か
ら
の
魔
物
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
跳
ね
返
す
よ
う
鏡
を
た
く

さ
ん
付
け
る
こ
と
を
勧
め
ま
し
た
。

４
つ
目
、
家
の
西
側
地
域
内
が
良
く

な
い
、
東
側
は
良
い
、
良
く
な
い
方
に

行
く
と
し
ん
ど
い
。
弯
曲
し
て
流
れ
る

川
の
外
側
の
地
域
に
マ
イ
ナ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
あ
る
。
そ
こ
に
憑
依
が
あ
る
。

元
々
、
沼
地
が
有
っ
た
地
域
で
も
あ

る
。
東
側
に
あ
る
駅
方
向
に
行
く
の
を

お
勧
め
。
そ
の
方
が
住
ん
で
い
る
マ
ン

シ
ョ
ン
は
風
水
を
考
え
て
建
て
ら
れ
て

１
位
が
取
れ
ま
す
よ
う
に
！
」
と
祈
っ

て
お
り
ま
し
た
。
お
陰
様
で
小
学
校
６

年
生
の
最
後
ま
で
駆
け
っ
こ
で
１
位
を

獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
合
わ

せ
て
小
学
校
５
年
生
の
と
き
か
ら
、
毎

日
「
中
学
受
験
で
中
高
一
貫
校
の
○
○

中
学
に
行
け
ま
す
よ
う
に
！
」
と
祈
っ

て
お
り
ま
し
た
。

さ
て
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
？落

っ
こ
ち
た
の
で
す
ね
。
う
ま
く
行

か
な
か
っ
た
。
そ
の
と
き
単
純
で
す
か

ら
、
「
な
ん
だ
ダ
メ
だ
っ
た
、
も
う
神
も

仏
も
な
い
や
」
と
考
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
中
学
、
高
校
の
６
年
間

と
い
う
の
は
、
も
う
そ
ん
な
信
心
深
さ

は
皆
無
と
な
り
、
「
神
様
が
い
る
な
ら
連

れ
て
き
て
く
れ
！
」
と
い
う
よ
う
な
こ

と
で
、
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
あ
ま
り
い

い
中
学
高
校
生
活
は
過
ご
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

そ
ん
な
中
で
父
親
が
肉
屋
か
ら
全
然

違
う
宝
飾
関
係
の
仕
事
に
替
わ
り
、
私

も
び
っ
く
り
で
す
が
宝
飾
関
係
の
跡
継

ぎ
に
替
わ
っ
た
の
で
す
ね
。
父
親
は
ジ

ュ
エ
リ
ー
や
ゴ
ー
ル
ド
や
プ
ラ
チ
ナ
関

係
の
貿
易
を
商
う
よ
う
に
な
っ
て
ま
し

た
の
で
、
私
は
子
供
な
が
ら
に
も
ど
こ

か
外
国
に
留
学
し
て
英
語
を
勉
強
し
よ

う
と
思
っ
て
た
矢
先
に
、
ア
メ
リ
カ
の

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
宝
石
の
鑑
定
士
に
な

る
資
格
が
取
れ
る
学
校
が
あ
っ
た
の
で

す
。
Ｇ
Ｉ
Ａ
（G

em
ologicalInstitute

O
f

A
m
erica

）
と
い
う
の
で
す
が
、
私
は

高
校
の
卒
業
式
の
３
日
後
に
ア
メ
リ
カ

の
方
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

実
は
こ
の
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
こ
と

と
い
う
の
が
私
の
今
日
に
至
る
ま
で
の

人
生
を
大
き
く
変
え
た
１
頁
で
あ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
18

歳
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
お
り
ま
し

て
、
親
元
を
離
れ
て
一
人
で
や
っ
て
お

り
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
事
で
間
違
っ

た
選
択
を
す
る
わ
け
で
す
ね
。
（
続
く
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は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
て

講
師
は
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
前

会
長
の
和
田
高
幸
先
生
で
す
。
世
界
的
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・
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故
ビ
ル
・
コ
ッ
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ス

氏
と
水
源
探
知
か
ら
深
井
戸
鑿
井
工
事

ま
で
わ
が
国
初
の
事
業
を
共
同
で
成
功

に
導
き
ま
し
た
。
も
う
一
人
は
関
西
日

本
サ
イ
科
学
会
会
長
、
気
当
て
診
断
で

相
談
に
答
え
る
異
色
の
医
師
、
橋
本
和

哉
が
担
当
し
ま
し
た
。

二
人
と
も
、
著
作
が
あ
り
、
相
談
を

受
け
る
、
講
座
を
行
う
な
ど
し
て
い
ま

す
。家

、
土
地
に
関
し
て
の
相
談
で
は
、

水
脈
、
地
磁
気
、
グ
リ
ッ
ド
、
湿
地
、

龍
穴
、
龍
脈
、
イ
ヤ
シ
ロ
チ
、
ケ
ガ
レ

チ
、
先
住
者
の
意
念
、
瘴
気
、
鬼
門
、

家
の
配
置
、
家
の
形
、
庭
木
を
切
っ
た
、

な
ど
の
サ
イ
科
学
的
な
目
で
見
て
い
き

ま
す
。

１
つ
目
の
ケ
ー
ス
は
、
池
の
側
に
建

つ
家
の
状
態
チ
ェ
ッ
ク
で
し
た
。
湿
度

の
影
響
は
注
意
で
す
。
高
い
位
置
に
あ

る
の
で
す
が
、
そ
の
影
響
は
あ
る
と
判

定
さ
れ
ま
し
た
。

２
つ
目
、
引
き
こ
も
り
の
人
が
い
る

家
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
そ
こ
は
埋

立
地
の
よ
う
で
し
た
。
埋
立
の
場
合
は

ど
ん
な
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
る
か
分
か

ら
ず
結
構
、
マ
イ
ナ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
り
や
す
い
で
す
。
こ
の
土
地
か
ら
離

れ
る
方
が
良
い
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

３
つ
目
、
引
越
し
し
て
来
た
ら
す
ぐ

に
ご
主
人
が
癌
に
な
り
ま
し
た
。
調
べ

て
み
る
と
地
域
に
魔
物
の
憑
依
体
が
居

て
そ
れ
が
家
の
中
に
入
っ
て
影
響
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

対
策
と
し
て
部
屋
を
開
放
さ
せ
て
気

の
循
環
を
良
く
し
て
外
か
ら
の
魔
物
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
跳
ね
返
す
よ
う
鏡
を
た
く

さ
ん
付
け
る
こ
と
を
勧
め
ま
し
た
。

４
つ
目
、
家
の
西
側
地
域
内
が
良
く

な
い
、
東
側
は
良
い
、
良
く
な
い
方
に

行
く
と
し
ん
ど
い
。
弯
曲
し
て
流
れ
る

川
の
外
側
の
地
域
に
マ
イ
ナ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
あ
る
。
そ
こ
に
憑
依
が
あ
る
。

元
々
、
沼
地
が
有
っ
た
地
域
で
も
あ
る
。

東
側
に
あ
る
駅
方
向
に
行
く
の
を
お
勧

め
。
そ
の
方
が
住
ん
で
い
る
マ
ン
シ
ョ

ン
は
風
水
を
考
え
て
建
て
ら
れ
て
い
て
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い
て
良
い
場
所
と
考
え
ら
れ
た
。

５
つ
目
は
ご
両
親
の
住
ま
い
の
相

談
。
浄
水
場
の
近
く
に
住
む
よ
う
に
な

っ
て
飼
い
犬
が
脳
腫
瘍
に
な
り
、
お
父

さ
ん
が
心
臓
病
に
な
り
ま
し
た
。
浄
水

場
か
ら
マ
イ
ナ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
流
れ

て
来
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
浄
水

場
側
に
向
け
て
鏡
を
た
く
さ
ん
置
い
て

防
ぐ
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

６
つ
目
、
去
年
７
月
に
引
っ
越
し
て

住
ん
で
い
る
家
に
何
か
具
合
悪
い
こ
と

が
有
り
ま
す
か
？
特
に
無
い
と
の
結
論
。

７
つ
目
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
引
っ
越
し

た
そ
の
日
に
男
性
の
霊
に
抑
え
付
け
ら

れ
た
。
お
参
り
し
て
そ
の
現
象
は
無
く

な
っ
た
。
家
の
中
に
床
下
収
納
、
掘
り

炬
燵
を
開
け
て
い
な
い
。
ど
う
し
た
ら

良
い
か
？
マ
イ
ナ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
無

い
感
じ
で
炭
を
入
れ
る
の
を
お
勧
め
し

た
。８

つ
目
、
職
場
の
近
く
に
お
墓
が
集

ま
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
夜
ま
で
そ

こ
に
い
る
こ
と
が
あ
る
。
大
丈
夫
で
す

か
？
と
の
相
談
で
あ
っ
た
。
こ
の
辺
は

墓
地
だ
っ
た
所
を
整
理
し
て
建
物
を
建

て
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
お
寺
さ

ん
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
お
墓
の
供
養

も
よ
く
し
て
い
る
。
大
丈
夫
と
思
わ
れ

る
。
近
く
に
川
が
有
る
が
よ
く
流
れ
て

い
て
良
い
。

ケ
ー
ス
相
談
は
こ
れ
く
ら
い
で
後
は

質
疑
応
答
が
し
ば
ら
く
続
き
ま
し
た
。

今
回
の
相
談
を
通
し
て
、
途
中
、
住

居
が
原
因
で
体
調
不
良
を
起
こ
す
の
は

マ
イ
ナ
ス
の
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
す
る

モ
ノ
が
近
く
に
あ
る
場
合
が
多
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

水
辺
は
湿
度
が
上
が
り
や
す
い
。
埋

立
地
は
ど
ん
な
も
の
で
埋
め
立
て
さ
れ

て
い
る
か
分
か
ら
ず
マ
イ
ナ
ス
の
気
を

発
し
や
す
い
。
憑
依
体
が
居
て
心
身
に

悪
影
響
が
及
ぶ
。
弯
曲
し
て
流
れ
る
川

の
外
側
の
地
域
や
沼
で
マ
イ
ナ
ス
の
気

が
生
じ
や
す
い
。
浄
水
場
は
汚
水
が
流

れ
入
る
か
ら
か
マ
イ
ナ
ス
の
気
が
生
じ

る
。
な
ど
で
し
た
。

風
水
的
に
は
植
物
を
置
い
た
ら
マ
イ

ナ
ス
の
気
が
和
ら
ぐ
と
書
い
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
何
例
か
の
ケ
ー
ス
で
は
鏡

で
マ
イ
ナ
ス
の
気
を
跳
ね
返
す
方
法
が

効
果
あ
り
そ
う
だ
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
鏡
で
す
が
、
マ
イ
ナ
ス
の
気
を
跳

ね
返
す
よ
う
面
積
は
広
い
方
が
良
い
の

で
す
が
、
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
で
売
ら

れ
て
い
る
よ
う
な
鏡
を
た
く
さ
ん
使
う

の
も
勧
め
で
す
。

講
座
後
は
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

懇
親
会
で
も
質
問
が
い
ろ
い
ろ
出
て
き

て
お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
中

に
は
土
地
、
建
物
と
は
関
係
な
い
、
こ

の
グ
ッ
ズ
は
自
分
に
合
っ
て
い
ま
す

か
？
な
ど
の
質
問
も
多
く
有
り
ま
し
た
。

和
田
先
生
は
ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
ペ
ン
ジ
ュ

ラ
ム
を
持
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
一
人

一
人
に
合
っ
た
ペ
ン
ジ
ュ
ラ
ム
を
気
当

て
で
選
ん
で
あ
げ
た
と
こ
ろ
、
と
て
も

喜
ば
れ
ま
し
た
。
自
分
に
合
う
物
は
や

は
り
嬉
し
い
の
で
す
ね
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

サ
イ
の
広
場
第
21
号（
１
９
９
７
年

12
月
発
行
）ア
ー
カ
イ
ブ

ユ
ン
グ
心
理
学
の
投
げ
か
け
た

課
題

�

堀
部 

道
子

ユ
ン
グ
は
無
意
識
に
つ
い
て
フ
ロ
イ

ト
を
一
歩
進
め
て
、
い
く
つ
か
の
新
し

い
概
念
と
し
て
、
集
合
的
無
意
識
・
元

型
・
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
・
等
を
打
ち

出
し
た
。
ユ
ン
グ
が
投
げ
か
け
た
テ
ー

マ
は
見
え
な
い
領
域
で
あ
る
無
意
識
を

扱
っ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
越
常
現

象
や
宗
教
的
概
念
と
関
連
し
て
お
り
、

そ
の
波
及
範
囲
は
広
い
。

長
年
ユ
ン
グ
を
研
究
し
て
き
た
湯
浅

泰
雄
氏
は
「
ユ
ン
グ
は
、
既
に
評
価
の

定
ま
っ
た
過
去
の
学
者
あ
る
い
は
思
想

家
で
は
な
く
て
、
今
も
現
代
の
学
問
と

人
間
に
対
し
て
次
々
に
疑
問
を
投
げ
続

け
て
い
る
予
言
者
で
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
ユ
ン

グ
心
理
学
の
投
げ
か
け
た
課
題
に
つ
い

て
考
え
た
い
。

（
１
）�集
合
的
無
意
識
、
元
型
の
意
味

す
る
も
の

ユ
ン
グ
は
人
間
の
無
意
識
の
領
域
に

お
い
て
、
互
い
に
影
響
し
あ
っ
た
り
、

共
通
し
て
い
る
概
念
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
、
集
合
的
無
意
識
と
い

う
仮
説
を
打
ち
出
し
た
。
そ
し
て
、
集

合
的
無
意
識
の
中
に
人
類
共
通
に
存
在

す
る
像
（
イ
メ
ー
ジ
）
と
し
て
、
元
型

を
提
示
し
た
。
そ
れ
は
、
白
い
髭
を
は

や
し
た
お
じ
い
さ
ん
で
あ
る
ア
ニ
ム
ス

（
女
性
の
中
に
あ
る
創
造
的
な
自
己
）、
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そ
し
て
女
神
や
グ
ラ
ン
ド
マ
ザ
ー
で
あ

る
ア
ニ
マ
（
男
性
の
中
に
あ
る
女
性
的

な
自
己
）で
あ
る
。

こ
こ
で
、
上
記
の
概
念
を
理
解
す
べ

く
様
々
な
文
献
に
あ
た
る
時
、
疑
問
に

思
う
の
は
、
果
た
し
て
ユ
ン
グ
は
現
代

人
が
考
え
る
程
に
厳
密
な
定
義
を
し
た

か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
ユ
ン
グ
は
瞑

想
時
に
登
場
し
て
く
る
人
物（
？
）を
フ

ィ
レ
モ
ン
と
名
づ
け
た
が
、
ア
ニ
ム
ス

の
定
義
を
そ
の
フ
ィ
レ
モ
ン
に
似
せ
て
、

「
白
い
髪
を
は
や
し
た
お
じ
い
さ
ん
」
と

設
定
し
た
と
こ
ろ
な
ど
か
ら
推
測
す
る

と
、
ど
う
も
、
あ
ま
り
厳
密
に
定
義
し

て
い
た
と
は
思
え
な
い
ふ
し
が
あ
る
。

普
遍
性
を
帯
び
た
存
在
で
あ
る
ア
ニ

ム
ス
が
、
な
ぜ
白
い
髭
を
は
や
し
て
い

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
、
若
干
理
解

に
苦
し
む
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
は
「
白

い
髭
を
は
や
し
て
い
る
お
じ
い
さ
ん
」

を
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
だ
け
巷
に
登
場

す
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
以
外
に
、
実
生

活
の
中
で
全
く
見
た
こ
と
が
な
い
か
ら

ピ
ン
と
こ
な
い
、
あ
る
い
は
、
好
み
と

い
う
か
も
っ
と
別
の
存
在
で
あ
れ
か
し

と
い
う
、
単
な
る
私
の
個
人
的
見
解
や

期
待
感
が
原
因
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
一
歩
譲
っ
て
、
ユ
ン
グ
の
時
代
に

は
普
遍
性
を
帯
び
た
存
在
で
あ
っ
た
と

し
て
、
普
遍
的
存
在
（
の
イ
メ
ー
ジ
）

は
時
代
と
共
に
移
り
変
わ
る
の
だ
ろ
う

か
。「
時
代
と
共
に
移
り
変
わ
る
普
遍

的
存
在
」
と
い
う
の
は
、
あ
る
意
味
で

は
言
葉
上
の
矛
盾
が
あ
る
と
も
思
わ
れ

る
が
、
ユ
ン
グ
は
そ
こ
ま
で
考
え
て
い

た
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
文
献
に
散
見
さ
れ
る
元
型
の

定
義
は
、「
人
間
に
と
っ
て
の
理
想
像
と

み
な
す
」よ
う
な
場
合
か
ら「
本
能
と
同

じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
も
の

ま
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
果
た
し
て
、

元
型
と
し
て
・
ア
ニ
ム
ス
を「
女
性
の
中

に
あ
る
…
」ア
ニ
マ
を「
男
性
の
中
に
あ

る
…
」
と
性
別
に
限
定
し
て
定
義
を
し

て
い
た
の
か
と
い
う
疑
問
も
生
ず
る
。

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
解
釈
が
有
り

得
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
と
も
と
ユ
ン

グ
は
元
型
の
概
念
を
あ
ま
り
厳
密
に
は

定
義
し
て
い
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
定

義
し
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
こ
と
が「
ユ
ン
グ
心
理
学
の
中
で

も
、
集
合
的
無
意
識
と
元
型
の
概
念
が

最
も
混
乱
を
ま
ね
き
や
す
く
、
ま
た
、

難
解
だ
と
ふ
つ
う
考
え
ら
れ
て
い
る
」

と
い
う
結
果
を
導
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

反
面
、
様
々
な
解
釈
が
存
在
す
る
か
ら

こ
そ
、
思
想
と
し
て
の
永
続
性
・
発
展

性
が
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
湯
浅
氏
は
「
集

合
的
」
と
い
う
言
葉
が
わ
か
り
に
く
い

と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
日
本
で
は
「
普
遍
的
無
意
識
」
と
訳

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
し
、
ユ
ン
グ
自

身
も
「
非
個
人
的
」
と
か
「
超
個
人
的
」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

る
。
個
体
と
し
て
の
自
我
の
支
配
を
越

え
て
い
る
と
い
う
意
味
な
ら
ば
、
こ
の

よ
う
な
言
葉
の
方
が
む
し
ろ
適
切
で
あ

る
。』ユ

ン
グ
心
理
学
に
難
解
さ
を
付
与
し

て
い
る
他
の
要
因
と
し
て
は
、
無
意
識

の
領
域
の
イ
メ
ー
ジ
が
顕
在
意
識
に
上

が
っ
て
き
た
時
に
、「
そ
れ
は
無
意
識

の
領
域
か
ら
き
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
、

と
顕
在
意
識
で
判
断
す
る
」
と
い
う
面

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

無
意
識
と
顕
在
意
識
が
比
較
的
疎
通
し

や
す
い
人
に
は
容
易
に
理
解
で
き
る
こ

と
で
あ
っ
て
も
、
そ
う
で
な
い
人
に
は

実
感
と
し
て
非
常
に
わ
か
り
づ
ら
い
。

わ
か
る
人
に
は
わ
か
る
が
、
わ
か
ら
な

い
人
に
は
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
平
行

線
か
ら
出
な
い
内
容
を
秘
め
て
い
る
点

で
あ
る
。
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
は
、

無
意
識
の
領
域
の
妥
当
性
を
顕
在
意
識

で
吟
味
せ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
ジ

レ
ン
マ
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

（
２
）フ
ィ
レ
モ
ン
と
は
何
者
か
？

（
神
概
念
、
宗
教
と
の
関
連
）

ユ
ン
グ
が
瞑
想
す
る
と
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
登
場
す
る
フ
ィ
レ
モ
ン
は
、
意
志

や
感
情
を
有
し
て
お
り
人
間
味
を
帯
び

た
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
通
常
は
見
え

な
い
存
在
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味

で
、「
超
個
人
的
」
と
は
言
え
る
が
、

「
集
合
的
あ
る
い
は
普
遍
的
存
在
」
か

ど
う
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

ユ
ン
グ
は
、
フ
ロ
イ
ト
に
続
い
て
無

意
識
の
探
究
か
ら
、
と
い
う
よ
り
フ
ィ

レ
モ
ン
の
存
在
を
何
と
説
明
し
た
ら
よ

い
の
か
悩
ん
だ
末
、
宗
教
の
領
域
に
入

り
込
み
、
結
果
と
し
て
あ
る
べ
き
宗
教

を
模
索
せ
ざ
る
え
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
…
フ
ィ
レ
モ
ン
は「
神
」

な
の
か「
人
間
」な
の
か
？

ユ
ン
グ
は
、
キ
リ
ス
ト
精
神
の
徹
底

に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
人
間
の
魂
の

世
俗
化
を
余
儀
な
く
し
、
硬
直
し
た
西

洋
精
神
を
問
題
と
し
、
グ
ノ
ー
シ
ス
を

研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
無
意
識
領
域

に
押
し
込
め
ら
れ
た
情
念
を
解
放
し
よ

う
と
し
た
。
こ
れ
は
別
の
見
方
を
す
る

と
、
一
神
教
に
よ
る
人
間
の
精
神
の
硬

直
化
に
対
し
て
、
多
神
教
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
人
間
性
の
回
復
を
図
ろ

う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
人
間
に
お

け
る
自
己
の
神
性
（
仏
性
）
の
認
識
で
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も
あ
り
、
同
時
に
人
間
と
神
の
関
係
の

再
定
義
を
も
意
味
す
る
だ
ろ
う
。

ユ
ン
グ
は
西
洋
精
神
を
深
い
と
こ
ろ

で
担
っ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し

て
、
無
意
識
の
領
域
か
ら
異
義
を
唱
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鋭
く
問
題
を
提
示

し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
・
そ
れ
は
、「
無
意
識
の
領
域

の
探
究
」
を
通
し
て
、「
諸
宗
教
の
違

い
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
一
つ
の
方
法

論
」
を
提
示
し
え
た
と
も
言
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
人
間

の
無
意
識
の
領
域
に
お
い
て
は
、
一
神

教
と
多
神
教
は
融
合
し
う
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
宗

教
に
お
け
る
教
え
の
違
い
は
、
同
じ
概

念
を
別
の
言
葉
を
用
い
て
、
別
の
言
い

方
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
方
向

へ
導
く
道
筋
を
指
し
示
し
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ユ
ン
グ
心
理
学
を
一
歩
進
め
て
、
よ

り
普
遍
的
概
念
に
と
し
て
セ
ル
フ
が
あ

る
が
、
一
神
教
に
お
け
る
神
、
タ
オ
、

涅
槃
、
仏
（
性
）
に
近
い
も
の
を
想
定

し
て
い
る
。
多
神
教
の
神
、
高
級
霊
、

精
霊
、
そ
れ
は
、
ユ
ン
グ
に
と
っ
て
の

フ
ィ
レ
モ
ン
、
集
団
無
意
識
の
元
型
に

概
念
上
で
は
重
な
っ
て
き
て
い
る
。
ど

う
も
、
こ
こ
ま
で
来
る
と
信
じ
る
信
じ

な
い
の
領
域
に
入
っ
て
来
て
お
り
、
宗

教
と
ど
う
違
う
の
か
が
問
題
と
な
る
か

も
し
れ
な
い
。「
ユ
ン
グ
心
理
学
と
い

う
名
前
の
新
し
い
宗
教
」
と
で
も
い
う

べ
き
様
相
で
あ
る
。
た
だ
、「
宗
教
」

と
い
う
言
葉
に
は
す
で
に
固
定
し
た
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
、
宗
教
と
い
う
言

葉
は
一
切
使
わ
ず
に
、
今
ま
で
宗
教
の

も
と
で
語
り
継
が
れ
て
き
た
真
理
（
宗

教
的
概
念
）
を
心
理
学
用
語
に
置
き
換

え
て
説
明
す
る
試
み
で
は
な
い
か
と
さ

え
思
え
て
く
る
。

た
だ
し
・
ユ
ン
グ
は
ユ
ン
グ
心
理
学

と
い
う
名
前
の
新
し
い
宗
教
の
誕
生
ま

で
を
も
、
果
た
し
て
意
図
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。

（
３
）シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
と
宗
教

シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
は「
共
時
性
」
と

訳
さ
れ
て
、「
因
果
の
理
法
を
越
え
た
、

意
味
あ
る
偶
然
の
一
致
」
あ
る
い
は「
非

因
果
的
連
関
の
原
理
と
し
て
の
共
時
性
」

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本

の
こ
と
わ
ざ
に
あ
る「
う
わ
さ
を
す
れ

ば
影
」「
一
度
あ
る
こ
と
は
二
度
あ
る
」

な
ど
の
現
象
と
共
通
す
る
も
の
を
感
じ

る
。
ま
た
、
宗
教
に
お
け
る「
お
陰
、

ご
利
益（
り
や
く
）」
を
別
の
言
葉
で
説

明
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

共
時
性
の
概
念
に
よ
っ
て
包
括
さ
れ

る
現
象
は
か
な
り
多
い
。
予
知
、
テ
レ

パ
シ
ー
、
透
視
等
の
「
Ｅ
Ｓ
Ｐ
現
象
」、

ま
た
、
物
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
達
成
さ
れ

る「
円
滑
現
象
」、
自
分
の
願
い
が
か
な

う「
自
己
実
現
の
原
理
」な
ど
も
共
時
性

体
験
に
含
ま
れ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

ま
た
・
共
時
性
が
生
じ
る
原
理
と
し

て
は
、
顕
在
意
識
と
無
（
潜
在
）
意
識

の
両
方
の
意
識
（
想
念
）
が
あ
る
空
間

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生
し
、
目
的
物
や
関

連
事
項
に
伝
わ
っ
て
現
象
を
発
生
さ
せ

る
、
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
意

識
の
働
き
を
物
語
る
よ
う
な
こ
と
は
、

我
々
も
し
ば
し
ば
経
験
す
る
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
次
に
述
べ
る
よ
う
な

こ
と
は
、
良
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
人
（
Ａ
）
が
、
別
の
人
（
Ｂ
）
に

会
っ
て
話
を
し
て
い
る
時
、
Ａ
は
自
分

の
顕
在
意
識
と
無
意
識
を
ア
ン
テ
ナ
と

し
て
、
Ｂ
に
関
す
る
顕
在
意
識
と
無
意

識
に
ま
た
が
る
両
方
の
情
報
を
キ
ャ
ッ

チ
し
て
い
る
・
し
か
し
な
が
ら
、
Ａ

は
、
会
っ
て
話
し
て
い
る
最
中
は
顕
在

意
識
し
か
作
用
し
な
い
た
め
、
限
定
さ

れ
た
情
報
し
か
意
識
し
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
後
に
な
っ
て
、
何
か
の
拍
子
で
無

意
識
が
働
く
と
、
Ｂ
に
関
し
て
自
分
の

無
意
識
で
得
た
別
の
情
報
を
認
識
す
る

こ
と
に
な
る
。「
あ
の
時
は
気
が
つ
か

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
う
言
え
ば
、
Ｂ

は
何
か
い
つ
も
と
違
っ
て
変
だ
っ
た
」

と
い
っ
た
よ
う
な
具
合
で
あ
る
。

同
様
に
、
人
が
あ
る
行
動
を
取
る

時
、
本
人
は
自
覚
し
な
く
て
も
顕
在
意

識
と
無
意
識
は
共
に
働
い
て
お
り
、
そ

の
人
の
行
動
は
、
い
わ
ば
見
え
な
い
波

動
と
な
っ
て
、
周
囲
に
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
考
え
る
な
ら
、
人
は
毎
日
何
ら
か
の

意
識
（
想
念
）
を
抱
い
て
生
き
て
い
る

か
ら
「
毎
日
が
共
時
性
」
な
の
で
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
、
そ
れ
に
気
が

つ
か
な
い
だ
け
で
あ
る
。

問
題
な
の
は
、
共
時
性
現
象
に
は
ど

ん
な
意
味
が
あ
り
、
ど
う
解
釈
し
た
ら

よ
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ひ
と
つ

言
え
る
こ
と
は
、
共
時
性
現
象
は
、
自

己
の
無
意
識
の
働
き
と
関
係
が
あ
り
、

自
分
自
身
の
あ
り
よ
う
が
投
影
さ
れ
た

現
象
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
れ
ら
の
現
象
が
生
じ
う
る
こ
と
を
理

解
す
る
な
ら
ば
、
自
分
の
身
の
回
り
に

起
き
る
ち
ょ
っ
と
し
た
出
来
事
に
注
意

を
払
い
、
自
秀
が
当
面
す
る
人
生
の
解

釈
に
適
用
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
、
こ
れ

か
ら
起
こ
る
こ
と
の
前
ぶ
れ
、
警
告
、

時
に
は
疑
問
に
対
す
る
答
、
さ
ら
に
は

（
神
と
の
）
暗
黙
の
会
話
（
イ
ン
ス
ピ
レ
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ー
シ
ョ
ン
）
で
あ
り
、
次
に
起
こ
る
ト

ラ
ブ
ル
を
避
け
た
り
、
迷
い
に
対
す
る

答
を
得
て
、
今
の
自
分
に
起
き
て
い
る

出
来
事
の
意
味
を
よ
り
よ
く
自
覚
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
自
分
の

人
生
を
よ
り
良
く
、
よ
り
深
く
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

（
４
）こ
れ
か
ら
の
広
い
意
味
で
の
科
学

　

�（
深
層
心
理
学
を
含
め
る
）
の
め
ざ

す
も
の

―
経
験
的
探
究
に
基
づ
い
た
た
ま
し
い

　

の
科
学
の
可
能
性
―

超
心
理
学
あ
る
い
は
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
が
当
面
し
て
い
る
問
題
の
ひ
と
つ

に
「
再
現
性
」
の
問
題
が
あ
る
。
人
間

の
意
識
を
対
象
に
研
究
す
る
場
合
、
実

験
結
果
は
同
じ
被
験
者
で
あ
っ
て
も
状

況
に
よ
っ
て
む
ら
が
あ
り
、
ま
し
て
や

違
う
被
験
者
に
お
い
て
を
や
で
あ
る
。

誰
も
が
等
し
く
、
い
つ
で
も
同
じ
よ
う

に
ピ
ア
ノ
を
弾
け
る
わ
け
で
は
な
い
の

と
同
じ
で
あ
る
。
再
現
性
が
な
く
て

も
、「
信
頼
の
お
け
る
実
験
条
件
や
設

備
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
事
実
は
事
実
と

し
て
認
め
る
」
こ
と
こ
そ
科
学
的
と
思

う
し
、
真
理
の
探
究
は
そ
こ
か
ら
出
発

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
人
間
の
常
と
し
て
、
わ
が
身

に
生
じ
た
特
殊
な
出
来
事
を
普
遍
化
す

る
傾
向
が
あ
る
。
例
え
ば
あ
る
人
が
あ

る
経
過
を
た
ど
っ
て
霊
能
力
を
得
た
と

し
て
も
、
す
べ
て
の
人
間
が
そ
の
ル
ー

ト
を
た
ど
ら
ね
ば
霊
能
者
に
な
れ
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る

可
能
性
は
大
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
容

認
さ
れ
る
社
会
的
雰
囲
気
が
生
ず
る
な

ら
ば
、
か
つ
て
の
ユ
ン
グ
の
み
な
ら
ず
、

程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
現
代
に
お
い
て

も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
が
、
気
違
い
扱

い
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
公
表
で
き
な
か

っ
た
個
人
的
経
験（
超
常
現
象
）も
、
気

楽
に
公
表
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

湯
浅
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
の
突

破
口
と
し
て
「（
主
観
的
）
経
験
科
学
」

を
提
唱
し
て
い
る
。

『
深
層
心
理
学
は
専
門
諸
学
科
の
区

分
を
無
視
す
る
学
問
で
あ
り
、
そ
の
所

属
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
新
た
な
学
問

領
域
で
あ
る
、
個
人
の
内
面
的
体
験
の

領
域
を
探
究
す
る
「
経
験
科
学
」
の
可

能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。』

「
何
ら
か
の
形
に
お
い
て
経
験
的
探

究
に
基
づ
い
た
た
ま
し
い
の
科
学
と
も

い
う
べ
き
研
究
が
可
能
に
な
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
、
科
学
と
宗
教
の
間
に
新

し
い
接
点
を
見
い
だ
し
て
ゆ
く
役
割
を

果
た
す
の
で
は
な
い
か
」

「（
主
観
的
）
経
験
科
学
」
の
方
向
性

は
、
こ
の
よ
う
な
「
霊
能
力
に
お
け
る

個
別
性
の
認
識
」
と
い
う
道
を
開
く
も

の
と
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
し
ば
ら

く
は
そ
の
公
表
さ
れ
た
個
人
的
な
経
験

に
対
す
る
評
価
を
め
ぐ
っ
て
混
乱
が
あ

る
だ
ろ
う
が
、
多
く
の
経
験
例
が
集
ま

る
に
従
い
、
そ
れ
ら
は
や
が
て
は
類
型

化
さ
れ
、
人
間
の
可
能
性
に
対
す
る
よ

り
深
い
理
解
が
も
た
ら
す
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。＊　

　

＊　
　

＊

湯
浅
氏
は
、
さ
ら
に
人
間
と
し
て
な

い
が
し
ろ
に
で
き
な
い
問
題
を
提
起
し

て
い
る
。

「
人
間
に
と
っ
て
本
当
に
重
要
な
こ

と
は
、
我
々
一
人
一
人
の
運
命
を
い
か

に
生
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現

代
が
必
要
と
し
て
い
る
の
は
、
た
ま
し

い
の
領
域
に
つ
い
て
の
経
験
知
に
基
づ

い
て
、
発
達
の
極
に
達
し
た
現
代
の
科

学
・
技
術
と
人
間
性
を
新
し
い
視
点
か

ら
統
合
す
る
知
で
は
な
い
か
と
思
う
。」

ユ
ン
グ
が
打
ち
出
し
た
深
層
心
理
学

上
の
概
念
は
、「
人
は
何
の
た
め
に
生
き

る
の
か
」と
い
う
人
間
が
常
に
戻
っ
て
し

ま
う
そ
の
問
い
か
け
に
何
と
答
え
、「
生

命
体
の
持
つ
合
目
的
性
」
を
ど
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

「
思
う
に
、
人
間
の
、
ま
た
人
生
の

根
本
問
題
に
つ
い
て
は
理
論
的
解
決
と

い
う
も
の
は
あ
り
え
な
い
。
生
の
意
味

に
つ
い
て
の
問
い
は
、
我
々
ひ
と
り
ひ

と
り
が
自
分
自
身
の
た
ま
し
い
の
行
方

に
つ
い
て
考
え
自
分
自
身
で
答
え
て
ゆ

く
他
な
い
問
い
で
あ
る
。
既
存
の
答
は

誰
に
と
っ
て
も
真
の
答
と
は
な
り
え
な

い
」と
湯
浅
氏
は
述
べ
て
い
る
が
…
。

現
代
に
生
き
る
予
言
者
ユ
ン
グ
は
、

そ
の
答
と
し
て
、
我
々
に
無
意
識
領
域

を
指
さ
し
て
、
こ
こ
を
調
べ
て
ご
ら

ん
、
と
教
え
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

（
主
な
参
考
文
献
）

・�

湯
浅
泰
雄
「
ユ
ン
グ
と
東
洋
、
上
」　

人
文
書
院

・�

湯
浅
泰
雄
「
ユ
ン
グ
と
東
洋
、
下
」　

人
文
書
院

・�

湯
浅
泰
雄
「
ユ
ン
グ
と
キ
リ
ス
ト

教
」　

人
文
書
院

・�

ロ
ー
レ
ン
ス
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ポ　

ス
ト
「C.G.

ユ
ン
グ
の
物
語
」BBC

放
送

・�「
こ
こ
ろ
の
科
学
55
」（
ユ
ン
グ
派
の　

心
理
療
法
）日
本
評
論
社

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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物事に執着せぬこと。
・�天才とは先祖の前世において、汗と涙と脂の
結晶となる努力のおかげでなる。
・�善を行えば必ず善、悪を起こせば必ず悪に報
われる。
・�人を憎めば2倍になって自分に返ってくる。
・�受けた恩は忘れずに、生ある限り報いること。
・�神仏から与えられている運命の八部は自分次
第で変えられる。六部が宿命、四部の努力で
運命が変わる。
・�仕事に心を尽くし、もって生まれた寿命以上に
この世に長く生きて新世の業を消すよう努める
こと。
・�守護霊は妊娠4、5ヶ月で選ばれる。
・�人の価値は学でもなければ金でもなく、ただひ
とつ心。世間でいう心の持ち方、心のあり方が、
自分の生き様となる。
・�他の人の運命を良くするために努力すれば、
自分自身の運命も良くなる。
・�愛を与えれば愛が返ってくるのが世の中の仕
組み。

●健康長寿のために
続いて、健康長寿のための気づきや教訓を端

的にお伝えします。この中には80歳〜95歳まで
の人たちに聞いた経験談も入っています。
・�長生きの秘訣はむやみに腹を立てないこと。
嫌な想いは早く忘れること。心をきれいにし、
世のため人のために働くこと。
・�毎日を愛と仕事で生きることこそ健康なり。愛
は宇宙の光なり。
・�先祖に身を任せ、自分の仕事に一生懸命打ち
込むことが肉体を長持ちさせる秘訣。肉体を
大切にすれば健康になり心も穏やかになる。
・�人と人とのつながりを大切にすること。毎日誰
かが訪ねて来ることや出会いに感謝すること。
・�家に閉じこもっているのはよくない。冗談を言
い合い笑って楽しく暮らすこと。
・�世のため人のために尽くし、先祖に感謝して
夫婦仲良く、家庭でも外でも人と争わない。さ
らに夫婦の両家とも信仰心があって先祖も徳
を積んでいるならば自ずと健康長寿となる。
・�先祖が徳を積んでいる家系は長寿であり、人
を助けることによって寿命が伸びていくと思わ

れる。人を助けてこそ自分を助かる。
・�心が明るく人間関係を良いほうに考える人は、
年をとるにつれ若く見える。心が暗く人間関係
を悪いほうに考える人、争いごとが続いている
人は、年をとると共に老けて見える。
・�人を憎まない、人に憎まれない生き方をすること。
・�食事中は特に不平不満を言わないこと。憎し
みや怒りなどをもたず、楽しい心、感謝の心で
食事をすれば、内臓が活発に働いて良く消化
吸収し、健康でいられると考える。
・�自分の体験として、食欲のない時は「私の想念
の過ちをお許しください」と祈ると正常になる。

これまで出会ってきた方々、ここまで読んでく
ださった皆さんに感謝いたします。
安心して平穏に生きることは、心の最大の薬

ではないかと私は思います。うれしく楽しい心で
あれば、血液はアルカリ性になり体内を巡って活
力を与えてくれます。怒りの心を持ち続けていれ
ば、酸性の血液になって全身に悪影響を及ぼす
のではないでしょうか。
父親、母親、妻、夫など家族が仕事から帰っ

てきたら「お帰りなさい、ご苦労さん」と感謝と
ねぎらいの心で迎えること。その一言で1日の仕
事の疲れも気持ちも癒され和やかになります。こ
ういった心の通い合う家庭、気持ちの通じる人
間関係の中でこそ、皆に幸せが訪れるはずです。
そして「また明日も頑張ろう」という気力がわいて
くるのだと思います。
長崎で人気のカステラ職人さんから聞いた話

が印象に残っています。何十年もカステラを作り
続けているけれど、心に悪念がある時は良い製
品ができないのだそうです。たとえば家族と言い
争いをしてしまい、謝らないまま仕事をしている
と、なぜか店頭に並べられない二級品ができて
しまったりするのだと。私にとってはとても納得
できる話です。
素直な心で調和した人間関係を築き、幸せに

天寿をまっとうする生き方を皆がしていけば、原
因不明のウイルスや愚かな戦いなど恐れること
はない。そんな想いのもと、健全な世の中であ
ること、人々の心が平穏であることを祈らずにい
られません。（終）
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スが多いそうです。ちなみに、内臓の不調はご
先祖様からのメッセージ、腰や肩の不調は他人
から受けるメッセージであることが多いようです。
私が特に何度も見てきたのは肝臓の病気で

す。一般的に過度な飲酒は肝臓に良くないと言
われます。けれど、楽しく仲良く酒を飲んでいる
人は、毎日飲んでも肝臓の病気にはなりにくいよ
うに感じます。ストレス解消のために酒を飲む人
は肝臓を悪くしています。それだけでなく、他人
の悪口や不平不満が多い人、短気で怒りっぽい
人は酒の量にかかわらず、もしくは酒を飲まなく
ても肝臓を悪くすることが多いようです。
本当に人々の健康を考えるのであれば、この
真実を広く知らせる努力をしてほしいものです。
目に見えない世界のことを無視せずに、実際の
例を研究したり、メディアで発表したりしてほし
いと願っています。

●幸せも不幸も自分次第
私は人が幸せになること、不幸になることをた

くさん見聞きしてきました。そして出会った事実
を自分なりに研究してきました。
ここまで書いてきたことと重なる部分もありま
すが、大事なことなのでまとめておきたいと思い
ます。お読みいただければ、誰もが幸せになる
ことができるとわかるでしょう。不幸になる行い
を避け、幸せになるよう努めればいいのですから。
不幸になる原因は他人を傷つけること。他人

を不幸にすること。他人の不幸を喜ぶこと。憎
しみ、恨み、妬みや、人をけなしたり、いじめた
り、バカにしたりすることは、すべて自分に返っ
てきます。
不平不満を言うのもいけません。今あるもの

に満足せず、悪い面だけを見ることに問題があ
ります。そして、自分自身を大切にせず不摂生を
したり、悪いことをしたりすれば病気になります。
嘘をつく、昔のことを根にもつ、くよくよする、そ
して人を愛せない。これも不幸の原因になります。
こういったことの多くは、ストレスが引き起こ

しています。そのストレスのもととなるのは不満、
不安、自信のなさ、怒り、迷い、拒絶、思い通
りにしたいというわがままなどです。
正しくまっすぐに生きること、正義を貫くことが
健康で楽しく生きること、つまり幸せへの道です。

家族が仲良く、親孝行をする人。他人に感謝
して、毎日「ありがとう」の心で生きる人。おおら
かな心、穏やかな心で周りの人に好かれる人。
世のため人のために尽くし、無償の愛で出会っ
た人を助ける人。そして自分自身が幸せだと気
づいている人。そういう幸せな人になるために、
今日からできること、するべきことがあります。

●心の勉強から学んだ人生訓
ここからは、私が得た具体的な気づきや教訓
を端的に伝えていきたいと思います。
・�人生の中で徳をもって人に勝つものは栄える。
力をもって勝つものは、いつかは落ちていく。
・�他人の幸せのために尽くすことは自分のために
尽くすこと。
・�無限の神様の力は偉大。人間は代理として生
きていることを心得、常に神の心に近づくよう
に努力すること。世のため、人のためを考え、
出会う人を助けることが幸せの道だと思う。
・�トイレ掃除をすると心が輝き寿命が伸びるは
ず。特に汚れた公衆トイレをきれいにすること
は良い。
・�相手に対し妬みや怒り、憎しみなどの想いを
募らせると、それが悪念となって伝わり、発し
た本人も受けた相手も痛みなどで苦しむ。相
手に対して敬い感謝する心（愛念）を伝えると、
その心は相手に伝わり、相手も自分も心身が
軽い感じがする。
・�悪霊とは、あの世で苦しんでいる人が、この
世の人に善を与えたり助けを求めたりするため
に存在するもの。この世の人たちにいろいろな
メッセージを伝える役割をもつと考えられる。
・�若い時に楽をすると、年をとって楽にいられな
いと思う。若い時は外に出て苦労し、人生の
修業をすることが、その後の人生に非常にプ
ラスになるはず。楽をする人は魂を磨けない。
岩（石）が転がって丸い石になるように、心も
磨かれて滑らかになる。悲しいこと、うれしい
こと、困難なことなど、さまざまなことに出会
いぶつかり、反省したり味わったりしてこそ磨
かれていくもの。
・�不義理をすると自分の幸せが天から引かれる。
他人に与えることで、やがて自分に返される。
子孫のためにも義理人情を欠いてまでお金や
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おり、私たちの生き方は子孫に影響するのです。
この世に生まれてきたのはご先祖様のおかげで
あり、自分のため、子孫のために修業をするた
めなのだと思っています。
ご先祖様は心配な時や苦しんでいる時だけで
なく、喜んでいる時にもメッセージを送ってくれ
ます。私の体験では、額や胸が温かく感じる、
左足の親指が痛むといったことが体にきます。

●結婚は人生の修業
人は結婚して子どもを育てて、はじめて父母

の苦労が本当にわかるのでしょう。父母への感
謝の心を忘れないこと、子どもに対してはできる
だけ争いをしないように育てることが大切です。
40代前後の未婚者も増えましたが、そろそろ

人生の裏表を知り尽くしている年代です。縁あ
る人と出会ったら結婚を勧めたいです。皆この
世に修業に来ているとすれば、結婚は重要な修
業だと思うからです。ケンカはしても良いので、
すぐに仲直りすること。それがストレスなく、お
互い健やかに過ごせる方法です。
70代〜80代で共に健康なご夫婦に話を聞くと、

夫は妻に、妻は夫に互いに尽くすこと。「ありが
とう」「すみません」の素直な心で互いを思いやる
ことが夫婦の生きる道であり、心身の健康のもと
なのだと実感します。そして両家の父母を大切
にすることで、老後に自分たちが子どもたちに大
切にされることを確信しています。
どんな人にも、どんな人生にも欠点がありま
す。それは修業であるかぎり当然のこと。足りな
いものを見るのではなく、やるべきことを一心に
尽くしながら、感謝と許し、思いやりと「足るを
知る」精神で生きていきたいものです。

●病気や要介護にならない生き方
人間は誰でも年齢と共に身体が老化していき

ます。これは止められないことです。自分の身体
と上手に付き合い、介護にならずに天寿をまっと
うする人がいれば、自由がきかない身体になり、
長い介護で自分も周りも大変なことになる人もい
ます。もちろん肉体の状態もありますが、たくさ
んの人たちを見て、相談に乗ってきた経験から、
老後の状態にはそれまでの生き方が表れること
がわかります。

介護にならないためには、若い時からできる
だけ争い事をせず、他人に迷惑をかけないこと。
世のため人のために尽くすこと。思いやりの心を
もつことが大切だと思います。何度も書いてきた
ことですが、本当にその通りなのです。
悪いことをしてきた人には老後の幸せはきま

せん。もちろん、自分の間違いに気づいて、反
省し、人のために尽くしていけば、神にも仏にも
周囲の人々にも許されて、良い方向に進むこと
ができるはずです。
たとえば私自身、心と身体の関わりを学ぶため

に血圧を測って気づいたことがあります。楽しい
毎日を過ごした時は、血圧が通常より低くなりま
す。人間関係で悩みがあったり、人から憎まれ
たり妬まれたりした時は、血圧が通常より10〜
20程度高くなります。すぐにはっきり表れるので
す。夜眠れない時や、自分の中に怒りや憎しみ
がある時も血圧が上がります。
医学的にはストレスが原因だと言われますが、

それだけではないことがわかります。現代の医
学では、原因も解決法もはっきりしない不調がた
くさんあります。これだけ科学が進んだ今でも、
人間の心身については、わかっていることのほう
が少ないくらいです。
それは心の持ち方が影響しているからではな
いでしょうか。身体だけを検査したり診察したり
しても、わかるはずがないと思います。実際に、
痛みや病気、原因不明の不調で苦しんでいる人
が、争いをやめ、憎しみや妬みを捨てたことで
調子が良くなる実例をたくさん見てきています。
この目で見て聞いた本当のことなので疑いようが
ありません。
つまり病気には物的なもの、心的なもの、霊的

なものがあるということです。たとえばお腹が痛
いというのは物的な症状です。悪いものを食べ
てお腹が痛くなるのは、原因も物的です。けれど、
仕事が忙しくストレスが溜まってお腹が痛くなる
こともあります。これは心的な腹痛です。そして、
ご先祖様の中にお腹の病気で亡くなり、今も苦
しんで助けを求めている人が送るメッセージもあ
ります。これが霊的な腹痛です。争いや憎しみ、
恨み、妬みなどから悪念、生霊を受けてお腹が
痛くなるのも霊的なものです。身体に水が溜まる
症状の人は、お墓の中に水が溜まっているケー



●ご先祖様を敬う
私たちが今ここに生きているのはご先祖様が

いたからです。ご先祖様に感謝し敬うことは、
生きることそのものとも言えます。私はたくさん
の人から相談を受ける中で、その人たちのご先
祖様の気持ちを汲んできました。ご先祖様の願
いは共通して「仲良くしてください」ということで
す。皆、それを伝えてほしいというメッセージを
送ってきます。
老後の夫婦の生き方の参考になると思われる
事例を紹介しましょう。ご主人85歳、奥様81歳
のご夫婦が相談に来ました。半年前は元気だっ
たのに、6ヶ月で奥様は腰と足が悪くなりヨチヨ
チ歩きの状態、ご主人は認知症を発症していま
した。
こうなったのも夫婦が争いを続けた結果だと
考えます。両家のご先祖様が心配して、あの世
で苦しんでいることの表れです。このままでは良
いことはないでしょう。あの世からのメッセージ
に早く気づいて、どちらかが、もしくは互いに詫
びていくことが必要です。
夫婦とは、育ちも生きてきた環境も違う人が
縁あって結ぶ関係です。素晴らしいことであると
同時に、人生の修業の場でもあります。ケンカは
してもいいけれど、互いにストレスを解消し短期
間でスッキリと終わらせることが大切です。
夫婦や家族にかぎらず、仕事の面などでも争

いごとを続けているとご先祖様が心配して、あ
の世で苦しみを受けてしまいます。すると今世

の私たちがどんなに努力しても、悪い方、悪い
方へと進んでしまうような気がします。私の知る
かぎり、争いごとの多い会社は皆ダメになってい
きます。
財産争いによって苦しむご先祖様もたくさん

います。財産争いは人生の幸せを消し去ります。
ご先祖様はあの世で苦しみ、現世での事業も家
庭も良いことはありません。このような相談を受
けると、争いやその家には関係ない私でさえ眠
れなくなります。その家のご先祖様が助けを求
めてくるからです。
争いで得た財産はすぐになくなり、身体は痛み

や病気で苦しみます。兄弟姉妹の心が調和しな
ければ、ご先祖様の守りは受けられません。そ
んな財産に意味があるでしょうか。財産よりもず
っとずっと大切なものがあるはずです。私のアド
バイスを実行して争いをやめ、愛のある行いを続
けた人は不調が解消して喜んでくれます。素直
な心のおかげで老後も幸せに過ごせるでしょう。
また、仏壇の下の箱の中にいろいろな物を置
いていた家庭では、夫婦ともに両足がしびれて
悩んでいました。仏壇を大切に整えていなかっ
たことが原因と思われます。仏壇の周りを整理し
て、置いてあった物を取り除くと、しびれは軽く
なったということです。
逆の話になりますが、喘息はご先祖様の誰か

が在世中に人知れず悩みをもち苦悩した年が子
孫に表れるともいいます。このようにご先祖様と
私たちは見えない世界を通して深くつながって

命が消えるまで心身健康でいるための
生き方（2）
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今
月
号
の
記
事

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
年
会
費
未
納
入
の
会
員
の
皆
様
へ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
10
月
全
国
大
会
研
究
発
表
者
募
集 

◎
第
49
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
七
月
分
科
会

　

八
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
八
月
研
究
集

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
４
年
六
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
日
本
古
代
遺
跡
調
査
報
告
Ⅰ

◎
ス
プ
ー
ン
曲
げ
が
で
き
る
人
は

　
「
悟
り
」が
近
い
！

◎
年
会
費
未
納
入
の
会
員
の
皆
様
へ

　
「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
３
，
４
月
号
」

に
年
会
費
納
入
用
の
郵
便
振
替
用
紙
を

同
封
致
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
未
了
の
会

員
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の

年
会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
し
て
、

現
在
会
計
も
厳
し
い
状
況
で
す
の
で
、

是
非
早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
＋
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会

員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
宇
宙
人
と
サ
イ
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

米
軍
に
よ
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
目
撃
証
言
が
、

新
た
に
数
百
件
に
上
っ
て
い
る
こ
と

が
、
今
年
の
１
月
に
米
政
府
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
サ
イ
科
学
会

の
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象
（
Ｕ
Ｆ

Ｏ
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

７
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
２
０
０
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
８
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

今
年
度
は
全
国
大
会
の
予
稿
集
が
論
文

集「
サ
イ
科
学
」を
兼
ね
ま
す
の
で
、

８
月
31
日
ま
で
に
投
稿
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第　

回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第　

回 

Ｕ
Ｆ
Ｏ
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

テ
ー
マ「
宇
宙
人
革
命（
其
の
３
）」

日
時	

令
和
５
年
７
月
16
日（
日
）

	

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
７
階
第
二
研
修
室	

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般　

２
０
０
０
円

	

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、

60
歳
以
上
75
歳
未
満　

１
０
０
０
円

	

宇
宙
人
、
75
歳
以
上  

０
円

（
宇
宙
人　

認
定
は
受
付
に
て
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

は
今
年
で
17
回
目
。
２
０
２
１
年
９
月

以
降
、
防
衛
相
指
令
で
Ｕ
Ｆ
Ｏ 

（
Ｕ
Ａ

Ｐ
） 

が
撮
影
・
報
告
義
務
が
防
衛
関
係

者
に
課
さ
れ
て
い
る
現
況
か
ら
も
、
先

駆
と
し
て
の
自
負
を
誇
り
と
し
て
持
ち

つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
研
究
の

精
進
に
努
め
て
ゆ
き
ま
す
。
こ
の
夏
も

お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

是
非
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
！ 

（
講
演
者
）

き
た
じ
ま 

ひ
ろ
し 

（
宇
宙
現
象
観
測

所
セ
ン
タ
ー
所
長
）、
マ
リ
ア
石
塚  

（
コ
ン
タ
ク
テ
ィ
）、
羽
仁
礼
（
超
常
現

象
研
究
家
）、
え
い
こ
☆
ク
ル
ス
マ
ー

テ
（
銀
河
の
歌
姫
）
/Jasm

ine

（
舞
）

K
um
i

（
演
奏
）、
ジ
ョ
ウ
ス
タ
ー 

ジ
ョ

ウ
（D

J  JO
O

）、
和
場
ま
さ
み
（
ラ
イ

タ
ー
・
出
版
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）、
田

中
俊
行
（
呪
物
蒐
集
家
）、
浅
川
義
治

（
Ｕ
Ｆ
Ｏ
議
員
、
衆
議
院
議
員
）、
港
マ

コ
（
イ
ベ
ン
ト
構
成
作
家
）、Sujata

女
史
（
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
）、

ク
リ
ス
・
ア
ー
ン
シ
ョ
ウ
（
作
家
、
早

稲
田
大
学
講
師
）、
浦
野
良
一
（
フ
リ

ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
家
）、
他

講
演
者
等
の
変
更
は
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
ス
タ
ッ
フ
）
申
彦
／
萩
原
孝
一
／
磯

部
コ
ウ
ジ
／
松
島
し
ん
め
い
／Sam

yc 

Saitoh

／
小
峯
康
弘
／
他

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

心
霊
現
象
か
ら
何
を
学
ぶ
か
？

（
人
生
を
ど
う
生
き
る
か
）

　
　
　
　

講
師　

小
林 

信
正 

氏

　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長
）

日
時	

令
和
５
年
９
月
18
日（
月
・
祝
）

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
７
階
７
０
１
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

	

徒
歩
２
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員 

二
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般 

三
千
円　

学
生 

一
千
円

4917

2
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（
講
演
内
容
）

世
の
中
は
様
々
で
、
お
金
、
地
位
、

名
誉
が
欲
し
い
人
々
が
い
れ
ば
、
愛
、

幸
せ
を
求
め
て
い
る
人
々
も
い
ま
す
。

「
人
は
な
ぜ
生
き
る
の
で
し
ょ
う
か
」

「
人
は
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
か
」

目
に
見
え
な
い
心
霊
世
界
の
虜
に
な
っ

て
奇
人
や
変
人
と
言
わ
れ
よ
う
が
、
60

年
間
探
求
し
て
「
霊
的
な
真
理
」
に
目

覚
め
ま
し
た
。

「
心
霊
現
象
か
ら
何
を
学
ぶ
か
？
」

霊
魂
に
つ
い
て
の
映
像
を
ご
覧
頂
き
、

「
こ
の
人
生
で
大
切
な
事
と
は
？
」

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◎
小
林
信
正
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

都
心
生
れ
、
小
学
２
年
時
に
敗
戦
。
焦

土
に
よ
り
小
学
校
６
回
転
校
。

医
師
を
志
し
、
高
校
３
回
転
校
。
解
剖

を
見
学
し
て
医
学
を
諦
め
る
。

旧
東
京
写
真
大
学
か
ら
慶
応
大
学
で
哲

学
・
心
理
学
を
専
攻
。
在
京
テ
レ
ビ
局

の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
、
部
長
。
退
社
後
、
制
作
会
社

Ｊ
Ｍ
Ｃ
代
表
取
締
役
。
大
学
や
企
業
研

修
の
講
師
。
元
公
益
財
団
法
人
日
本
心

霊
科
学
協
会
常
任
理
事
。

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長
。

心
霊
現
象
の
研
究
60
年
。

著
書「
ひ
ら
め
き
」の
力
。
他
多
数
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
分
科
会
の
お
知
ら
せ

イ
ン
ド
占
星
学
紹
介
講
座

　
　
　

講
師　

金
子 

栄
子 

氏

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
副
会
長
）

日
時	
令
和
５
年
７
月
８
日（
土
）

	
午
前
10
時
30
分
～
12
時

会
場 

は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

https://clinic-hashim
oto.net/

会
費	

会
員 

２
０
０
０
円
	

一
般 

２
５
０
０
円

会
場
参
加
の
み
、
会
費
は
当
日
支
払
い

申
し
込
み
先
は

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
メ
ー
ル

kansai.psi.2023@
gm
ail.com

ま
で

「
７
月
８
日
、
イ
ン
ド
占
星
術
分
科
会

希
望
」
と
明
記
の
上
、「
名
前
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
」
を
記
載
く

だ
さ
い
。

（
講
演
内
容
）

「
イ
ン
ド
占
星
術
」
は
、
あ
る
天
体

の
座
標
を
基
準
と
し
て
30
度
ず
つ
12
分

割
す
る
方
法
で
バ
ー
ス
チ
ャ
ー
ト
を
出

す
。ま

た
さ
ら
に
分
割
図
と
い
っ
て
イ
ン

ド
占
星
術
独
特
の
手
法
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
個
性
や
運
命
な
ど
を
読
み

解
き
、
最
善
の
人
生
を
目
指
す
こ
と
か

ら
、
光
の
科
学
や
運
命
の
学
問
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

西
洋
占
星
術
の
元
に
な
っ
て
い
る
と

も
言
わ
れ
、
分
割
図
、
ダ
シ
ャ
ー
な
ど

で
よ
り
詳
細
な
事
が
分
か
り
ま
す
。

今
回
の
分
科
会
で
は
イ
ン
ド
占
星
術

を
知
ら
な
い
人
に
ど
の
よ
う
な
事
が
占

え
る
の
か
、
実
際
の
人
の
事
例
を
見
せ

な
が
ら
解
説
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

八
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

「
呪
術
と
密
教
」講
座

　

講
師　

松
本
真
弘
阿
闍
梨

日
時	

令
和
５
年
８
月
５
日（
土
）

	

午
後
３
時
～
５
時
30
分

会
場	

摂
津
市
市
民
ル
ー
ム
大
会
議
室

阪
急
京
都
線
、
正
雀
駅
か
ら
徒
歩
３
分

https://shojyaku.net

会
費	

会
場
参
加
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
と
も

	

会
員 

３
５
０
０
円

	

一
般 

４
０
０
０
円

※
な
お
講
座
後
は
懇
親
会
、「
寿
し
匠

お
が
わ
」
に
て
午
後
６
時
頃
か
ら
15

名
ま
で
。
参
加
費
４
４
０
０
円
（
税

込
） 

飲
み
代
は
各
自
で
。

お
申
し
込
み
は

会
場
参
加
、
あ
る
い
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
も

含
め
て
、
申
し
込
み
先
は

https://docs.google.com
/form

s/d/
1Cu2N

O
Pm
1jaGY

8w
H
5tkw

um
W
d

rfw
SLK
SW
vT
X
l6T
L_v5U

4/edit

申
し
込
み
受
付
後
に
振
込
先
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

◎
松
本
真
弘
阿
闍
梨
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

真
言
宗
醍
醐
派
の
僧
侶
（
尼
僧
）、

（
講
演
内
容
）

世
の
中
は
様
々
で
、
お
金
、
地
位
、

名
誉
が
欲
し
い
人
々
が
い
れ
ば
、
愛
、

幸
せ
を
求
め
て
い
る
人
々
も
い
ま
す
。

「
人
は
な
ぜ
生
き
る
の
で
し
ょ
う
か
」

「
人
は
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
か
」

目
に
見
え
な
い
心
霊
世
界
の
虜
に
な

っ
て
奇
人
や
変
人
と
言
わ
れ
よ
う
が
、

年
間
探
求
し
て
「
霊
的
な
真
理
」
に

60目
覚
め
ま
し
た
。

「
心
霊
現
象
か
ら
何
を
学
ぶ
か
？
」

霊
魂
に
つ
い
て
の
映
像
を
ご
覧
頂
き
、

「
こ
の
人
生
で
大
切
な
事
と
は
？
」

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◎
小
林
信
正
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

都
心
生
れ
、
小
学
２
年
時
に
敗
戦
。
焦

土
に
よ
り
小
学
校
６
回
転
校
。

医
師
を
志
し
、
高
校
３
回
転
校
。
解
剖

を
見
学
し
て
医
学
を
諦
め
る
。

旧
東
京
写
真
大
学
か
ら
慶
応
大
学
で
哲

学
・
心
理
学
を
専
攻
。
在
京
テ
レ
ビ
局

の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
、
部
長
。
退
社
後
、
制
作
会
社

Ｊ
Ｍ
Ｃ
代
表
取
締
役
。
大
学
や
企
業
研

修
の
講
師
。
元
公
益
財
団
法
人
日
本
心

霊
科
学
協
会
常
任
理
事
。

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長
。

心
霊
現
象
の
研
究

年
。

60

著
書
「
ひ
ら
め
き
」
の
力
。
他
多
数
。

◆

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
分
科
会
の
お
知
ら
せ

イ
ン
ド
占
星
学
紹
介
講
座

講
師

金
子

栄
子

(

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
副
会
長)

日
時

令
和
５
年
７
月
８
日
（
土
）

午
前

時

分
～

時

10

30

12

会
場

は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

h
t
t
p
s
:
/
/
c
l
i
n
i
c
-
h
a
s
h
i
m
o
t
o
.
n
e
t
/

会
費

会
員

２
０
０
０
円

一
般

２
５
０
０
円

会
場
参
加
の
み
、
会
費
は
当
日
支
払
い

申
し
込
み
先
は

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
メ
ー
ル

k
a
n
s
a
i
.
p
s
i
.
2
0
2
3
@
g
m
a
i
l
.
c
o
m

ま
で

「
７
月
８
日
、
イ
ン
ド
占
星
術
分
科
会

希
望
」
と
明
記
の
上
、
「
名
前
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
」
を
記
載
く
だ

さ
い
。

（
講
演
内
容
）

「
イ
ン
ド
占
星
術
」
は
、
あ
る
天
体

の
座
標
を
基
準
と
し
て

度
ず
つ

分

30

12

割
す
る
方
法
で
バ
ー
ス
チ
ャ
ー
ト
を
出

す
。ま

た
さ
ら
に
分
割
図
と
い
っ
て
イ
ン

ド
占
星
術
独
特
の
手
法
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
個
性
や
運
命
な
ど
を
読
み

解
き
、
最
善
の
人
生
を
目
指
す
こ
と
か

ら
、
光
の
科
学
や
運
命
の
学
問
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

西
洋
占
星
術
の
元
に
な
っ
て
い
る
と

も
言
わ
れ
、
分
割
図
、
ダ
シ
ャ
ー
な
ど

で
よ
り
詳
細
な
事
が
分
か
り
ま
す
。

今
回
の
分
科
会
で
は
イ
ン
ド
占
星
術

を
知
ら
な
い
人
に
ど
の
よ
う
な
事
が
占

え
る
の
か
、
実
際
の
人
の
事
例
を
見
せ

な
が
ら
解
説
し
ま
す
。

◆

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

八
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

「
呪
術
と
密
教
」
講
座

講
師

松
本
真
弘
阿
闍
梨

日
時

令
和
５
年
８
月
５
日
（
土
）

午
後
３
時
～
５
時

分
30

会
場

摂
津
市
市
民
ル
ー
ム
大
会
議
室

阪
急
京
都
線
、
正
雀
駅
か
ら
徒
歩
３
分

h
t
t
p
s
:
/
/
s
h
o
j
y
a
k
u
.
n
e
t

会
費

会
場
参
加
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
と
も

会
員

３
５
０
０
円

一
般

４
０
０
０
円

※
な
お
講
座
後
は
懇
親
会
、
「
寿
し
匠
お

が
わ
」
に
て
午
後
６
時
頃
か
ら

名
ま

15

で
。
参
加
費
４
４
０
０
円(

税
込)

飲
み

代
は
各
自
で
。

お
申
し
込
み
は

会
場
参
加
、
あ
る
い
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
も

含
め
て
、
申
し
込
み
先
は

h
t
t
p
s
:
/
/
d
o
c
s
.
g
o
o
g
l
e
.
c
o
m
/
f
o
r
m
s
/
d

/
1
C
u
2
N
O
P
m
1
j
a
G
Y
8
w
H
5
t
k
w
u
m
W
d
r
f
w
S
L
K

S
W
v
T
X
l
6
T
L
_
v
5
U
4
/
e
d
i
t

申
し
込
み
受
付
後
に
振
込
先
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す

◎
松
本
真
弘
阿
闍
梨
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

真
言
宗
醍
醐
派
の
僧
侶(

尼
僧)

、
修

3
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修
験
道
の
阿
闍
梨
、
山
伏
。
物
部
古
神

道
伝
承
者
痛
み
抜
き
気
功
・
難
病
祈

祷
・
憑
き
物
祈
祷
。

（
講
演
内
容
）

呪
い
は
霊
的
な
手
段
で
、
悪
意
を
も

っ
て
他
の
人
や
社
会
に
災
厄
や
不
幸
を

も
た
ら
す
行
為
で
す
。
丑
の
刻
参
り
や

陰
陽
師
が
呪
い
を
し
た
こ
と
は
歴
史
的

に
有
名
で
す
。

ま
た
現
代
で
も
小
説
や
ア
ニ
メ
「
呪

術
廻
戦
」
な
ど
で
も
そ
の
様
子
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
呪
い
は
昔
の
出
来
事

で
科
学
の
進
ん
だ
現
代
で
は
な
い
だ
ろ

う
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
決
し
て
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
代
で
も
呪
い
を

請
け
負
う
人
は
い
ま
す
し
存
在
し
ま

す
。
呪
い
を
受
け
た
人
は
相
当
な
精
神
、

身
体
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
松
本
阿
闍
梨
の
講
座
で
は
そ

う
し
た
呪
い
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
の
か
、
現
在
で
も
本
当
に
存
在
す
る

の
か
、
そ
の
対
処
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
て
頂
き

ま
す
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
こ
と
に
興
味
の

あ
る
方
、
呪
い
に
興
味
の
あ
る
方
、
呪

い
を
受
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
方
、

呪
い
を
ど
の
よ
う
に
ブ
ロ
ッ
ク
す
れ
ば

良
い
の
か
知
り
た
い
方
は
ぜ
ひ
参
加
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

八
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

２
０
２
５
年
か
ら
始
ま
る
大
変

革
の
時
代
と
は
？　

天
王
星
、
海
王
星
、
冥
王
星
の

新
星
座
入
宮
に
よ
る
占
星
学
的

影
響
に
つ
い
て

　
　
　

講
師　

瀬
尾 

泰
範 

氏

　
　
　
　
（
占
星
学
研
究
家
）

日
時	

令
和
５
年
８
月
27
日（
日
）

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場	

エ
イ
ム
ア
テ
イ
ン
６
階
６
Ｃ

交
通	

Ｊ
Ｒ
博
多
駅
博
多
口
徒
歩
２
分

会
費	

会
員 

二
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般 

三
千
円　

学
生 

一
千
円

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

講
演
内
容

現
在
、
書
籍
や
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で

２
０
２
５
年
に
「
大
地
震
が
来
る
」
と

か
「
大
災
害
が
来
る
」
と
い
う
予
言
や

予
想
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

確
か
に
、
２
０
２
５
年
に
は
天
王

星
、
海
王
星
、
冥
王
星
が
新
し
い
星
座

に
入
り
、
こ
れ
ら
の
「
ト
ラ
ン
ス
サ
タ

ニ
ア
ン
（
土
星
よ
り
も
外
側
を
公
転
す

る
惑
星
）」
は
、
１
星
座
を
通
過
す
る

期
間
が
長
い
の
で
（
７
年
～
20
年
位
）、

そ
の
地
球
や
世
の
中
に
与
え
る
影
響
力

は
加
算
さ
れ
て
、
強
力
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
天
王
星
が
自
分
の
支
配
星

座
の
水
瓶
座
に
あ
っ
た
１
９
９
６
年
～

２
０
０
３
年
に
は
、
天
王
星
が
象
徴
す

る
科
学
・
技
術
と
通
信
、
フ
ラ
ッ
ト
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
関
係
性
に
関

わ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
世
界
中
に
普

及
し
ま
し
た
。

ま
た
天
王
星
は
地
震
に
関
わ
る
天
体

で
も
あ
り
ま
す
が
、
３
・
１
１
東
日
本

大
震
災
の
ほ
ぼ
当
日
に
、
黄
道
12
星
座

の
起
点
で
あ
る
牡
羊
座
に
入
宮
し
て
お

り
ま
す
。

海
王
星
が
支
配
星
座
の
魚
座
に
あ
る

２
０
１
２
年
～
２
０
２
５
年
に
は
、
海

王
星
が
象
徴
す
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
や
サ
イ
・
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
現
象
・
研
究
に
人
々

の
関
心
が
向
い
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
５
年
に
は
、
天
王
星
、
海
王

星
、
冥
王
星
の
３
星
が
し
ば
ら
く
の

間
、
特
別
な
ア
ス
ペ
ク
ト
（
周
波
数
に

関
わ
る
）を
形
成
し
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
ト
ラ
ン
ス
サ
タ
ニ

ア
ン
の
新
星
座
入
宮
と
特
別
な
ア
ス
ペ

ク
ト
形
成
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
瀬
尾

の
関
心
の
あ
る
未
来
予
測
も
含
め
て
、

占
星
学
的
視
点
か
ら
２
０
２
５
年
か
ら

ど
う
い
う
時
代
が
始
ま
る
か
に
つ
い
て

詳
細
に
解
説
致
し
ま
す
。

◎
瀬
尾
泰
範
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

静
岡
県
清
水
市
（
現
静
岡
市
）
生
ま

れ
。
西
洋
占
星
学
を
40
年
以
上
研
究
、

か
つ
プ
ロ
と
し
て
診
断
も
し
、
70
年
代

に
英
国
のJogn M

. A
ddey

氏
が
提

唱
し
た
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
を
発
展
さ

せ
て
、
独
自
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
使
い
、
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
や
才
能
、
運
勢
等
の
新
し
い
診

断
法
を
確
立
し
た
。

一
般
人
レ
ベ
ル
の
念
動
力
も
測
定
で

き
る
「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ

ー
」
を
開
発
し
、
Ｐ
Ｋ
・
Ｅ
Ｓ
Ｐ
能
力

の
養
成
も
指
導
し
て
い
る
。

「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
」、「
才
能

開
発
研
究
所
」
を
主
宰
、
日
本
サ
イ
科

学
会
理
事
。

著
書
「
来
た
る
べ
き
ア
ク
エ
リ
ア
ス
の

4
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時
代
」（
１
９
８
５　

潮
文
社
）、

「
自
分
の
隠
れ
た
才
能
が
見
つ
か
る
本
」

（
２
０
０
５ 

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
４
年
６
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

私
が
体
験
し
、
学
ん
だ
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
真
実

　
　

講
師　

平
田 

進
一
郎 

氏

神
様
仏
様
も
ぶ
っ
飛
ん
じ
ゃ
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
好
き
な
こ
と
で
自
分
の
事

を
や
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、「
留
学
、

留
学
」
と
言
っ
て
い
た
の
に
い
つ
の
間

に
か
「
遊
学
」
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

の
は
事
実
で
す
。

私
は
１
９
８
２
年
に
日
本
に
帰
国
し

て
仕
事
を
し
ま
し
た
が
体
調
を
も
の
す

ご
く
崩
し
ま
し
た
。
特
に
若
い
な
が
ら

に
し
て
、
血
圧
は
上
が
１
８
０
、
下
が

１
１
０
く
ら
い
あ
っ
た
の
で
す
が
、
医

者
か
ら
「
君
ね
！
こ
ん
な
に
血
圧
が
高

か
っ
た
ら
死
ん
じ
ゃ
う
よ
。
心
臓
も
悪

く
な
っ
て
い
る
み
た
い
だ
か
ら
、
も
う

飛
行
機
に
乗
っ
て
は
い
け
な
い
よ
。」

と
言
わ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
と
き
に
医
者
か
ら
言
わ
れ
た
言

葉
は
私
に
と
っ
て
も
の
す
ご
い
シ
ョ
ッ

ク
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
そ

の
後
血
圧
を
測
ろ
う
と
し
て
血
圧
計
が

出
て
く
る
と
、
測
る
前
か
ら
血
圧
が
上

が
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

そ
ん
な
中
で
食
事
療
法
や
九
州
大
学

心
療
内
科
の
池
見
酉
次
郎
先
生
の
自
律

訓
練
法
を
や
っ
て
み
た
の
で
す
が
、
や

は
り
突
破
口
と
し
て
こ
れ
し
か
な
い
、

こ
れ
だ
な
と
思
っ
た
の
が
、
そ
れ
か
ら

２
年
後
の
１
９
８
４
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
バ
ギ
オ
で
受
け
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

ヒ
ー
リ
ン
グ
（
心
霊
治
療
）
と
い
う
も

の
を
経
験
し
た
の
が
大
き
な
転
換
期
と

な
り
ま
し
た
。

で
は
こ
の
心
霊
治
療
と
い
う
も
の
は

一
体
ど
ん
な
も
の
な
の
か
？
と
い
う
お

話
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

初
め
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
行
っ
た
と
き

に
向
こ
う
の
ヒ
ー
ラ
ー
の
方
た
ち
が
説

明
す
る
内
容
で
す
が
、「
病
気
の
原
因

と
は
何
か
？
」
と
い
う
と
「
75
％
は
心

の
問
題
だ
」
と
言
っ
て
る
わ
け
で
す
。

そ
し
て
残
り
の
20
％
と
い
う
の
が
「
生

活
習
慣
、
す
な
わ
ち
食
事
、
運
動
、
睡

眠
、
環
境
」
と
な
り
ま
す
。
生
活
習
慣

は
今
の
世
の
中
の
健
康
に
対
す
る
ツ
ー

ル
と
し
て
８
割
、
９
割
を
占
め
て
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
？

な
か
な
か
、「
い
や
実
は
75
％
は
心

の
問
題
だ
よ
」
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
主

張
す
る
の
は
、
勇
気
も
あ
り
ま
す
し
、

「
本
当
に
そ
う
な
の
か
な
？
」 

と
思
う
わ

け
で
す
。
今
日
は「
本
当
に
そ
う
な
ん

だ
」
と
い
う
お
話
を
科
学
の
論
文
も
使

い
な
が
ら
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
心
の
問
題
75
％
」
と
言
っ
て
お
り

ま
す
が
、
生
活
習
慣
の
食
事
、
運
動
、

睡
眠
と
い
う
の
も
、
実
際
は
心
の
問
題

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
例
え
ば
、
私

が
食
事
に
気
を
つ
け
る
、
だ
か
ら
こ
う

い
う
も
の
を
食
べ
て
い
く
よ
う
に
す

る
、
運
動
も
ジ
ム
に
通
っ
て
適
度
に
運

動
す
る
、
朝
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
ま
す
、

散
歩
も
し
ま
す
、
と
い
う
の
は
何
が
決

め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
全
部
こ
の

心
が
決
め
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
ね
。

で
す
か
ら
大
げ
さ
に
言
っ
て
も
、
ほ

と
ん
ど
病
気
の
原
因
の
発
端
と
い
う
の

は
、
心
の
問
題
な
ん
だ
、
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
で
も
な
ぜ
人
に
よ
っ

て
、
あ
の
人
は
運
動
を
し
っ
か
り
す

る
、
あ
の
人
は
食
事
に
気
を
つ
け
て
い

る
、
と
い
う
ふ
う
に
ば
ら
つ
き
が
出
る

の
で
し
ょ
う
か
？
大
事
な
事
は
、
実
は

今
日
の
お
話
の
最
大
の
テ
ー
マ
な
の
で

す
け
れ
ど
、
心
の
問
題
と
い
う
大
き
な

目
の
前
に
あ
る
も
の
の
底
に
あ
る
意

識
、
こ
の
潜
在
意
識
の
違
い
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。

表
に
出
る
心
の
問
題
だ
と
か
、
生
活

環
境
と
い
う
も
の
に
大
き
く
影
響
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
、
私
た
ち
は
気

が
付
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
わ

け
で
す
。
こ
れ
が
最
初
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
ヒ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
学
ん
だ
こ
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時
代
」
（
１
９
８
５

潮
文
社
）
、

「
自
分
の
隠
れ
た
才
能
が
見
つ
か
る
本
」

（
２
０
０
５

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
）

◆

◆

令
和
４
年
６
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

私
が
体
験
し
、
学
ん
だ
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
真
実

講
師

平
田

進
一
郎

氏

神
様
仏
様
も
ぶ
っ
飛
ん
じ
ゃ
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
好
き
な
こ
と
で
自
分
の
事

を
や
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
「
留
学
、

留
学
」
と
言
っ
て
い
た
の
に
い
つ
の
間

に
か
「
遊
学
」
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

の
は
事
実
で
す
。

私
は
１
９
８
２
年
に
日
本
に
帰
国
し

て
仕
事
を
し
ま
し
た
が
体
調
を
も
の
す

ご
く
崩
し
ま
し
た
。
特
に
若
い
な
が
ら

に
し
て
、
血
圧
は
上
が
１
８
０
、
下
が

１
１
０
く
ら
い
あ
っ
た
の
で
す
が
、
医

者
か
ら
「
君
ね
！
こ
ん
な
に
血
圧
が
高

か
っ
た
ら
死
ん
じ
ゃ
う
よ
。
心
臓
も
悪

く
な
っ
て
い
る
み
た
い
だ
か
ら
、
も
う

飛
行
機
に
乗
っ
て
は
い
け
な
い
よ
。
」
と

言
わ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
と
き
に
医
者
か
ら
言
わ
れ
た
言

葉
は
私
に
と
っ
て
も
の
す
ご
い
シ
ョ
ッ

ク
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
そ

の
後
血
圧
を
測
ろ
う
と
し
て
血
圧
計
が

出
て
く
る
と
、
測
る
前
か
ら
血
圧
が
上

が
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

そ
ん
な
中
で
食
事
療
法
や
九
州
大
学

心
療
内
科
の
池
見
酉
次
郎
先
生
の
自
律

訓
練
法
を
や
っ
て
み
た
の
で
す
が
、
や

は
り
突
破
口
と
し
て
こ
れ
し
か
な
い
、

こ
れ
だ
な
と
思
っ
た
の
が
、
そ
れ
か
ら

２
年
後
の
１
９
８
４
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
バ
ギ
オ
で
受
け
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

ヒ
ー
リ
ン
グ
（
心
霊
治
療
）
と
い
う
も

の
を
経
験
し
た
の
が
大
き
な
転
換
期
と

な
り
ま
し
た
。

で
は
こ
の
心
霊
治
療
と
い
う
も
の
は

一
体
ど
ん
な
も
の
な
の
か
？
と
い
う
お

話
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

初
め
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
行
っ
た
と
き

に
向
こ
う
の
ヒ
ー
ラ
ー
の
方
た
ち
が
説

明
す
る
内
容
で
す
が
、
「
病
気
の
原
因
と

は
何
か
？
」
と
い
う
と
「

％
は
心
の

75

問
題
だ
」
と
言
っ
て
る
わ
け
で
す
。
そ

し
て
残
り
の

％
と
い
う
の
が
「
生
活

20

習
慣
、
す
な
わ
ち
食
事
、
運
動
、
睡
眠
、

環
境
」
と
な
り
ま
す
。
生
活
習
慣
は
今

の
世
の
中
の
健
康
に
対
す
る
ツ
ー
ル
と

し
て
８
割
、
９
割
を
占
め
て
い
る
ん
じ

ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
？
。

な
か
な
か
、
「
い
や
実
は

％
は
心
の
問

75

題
だ
よ
」
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
主
張
す

る
の
は
、
勇
気
も
あ
り
ま
す
し
、
「
本
当

に
そ
う
な
の
か
な
？
」

と
思
う
わ
け
で

す
。
今
日
は
「
本
当
に
そ
う
な
ん
だ
」

と
い
う
お
話
を
科
学
の
論
文
も
使
い
な

が
ら
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
心
の
問
題

％
」
と
言
っ
て
お
り

75

ま
す
が
、
生
活
習
慣
の
食
事
、
運
動
、

睡
眠
と
い
う
の
も
、
実
際
は
心
の
問
題

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
例
え
ば
、
私

が
食
事
に
気
を
つ
け
る
、
だ
か
ら
こ
う

い
う
も
の
を
食
べ
て
い
く
よ
う
に
す
る
、

運
動
も
ジ
ム
に
通
っ
て
適
度
に
運
動
す

る
、
朝
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
ま
す
、
散
歩

も
し
ま
す
、
と
い
う
の
は
何
が
決
め
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
全
部
こ
の
心
が

決
め
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
ね
。

で
す
か
ら
大
げ
さ
に
言
っ
て
も
、
ほ

と
ん
ど
病
気
の
原
因
の
発
端
と
い
う
の

は
、
心
の
問
題
な
ん
だ
、
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
で
も
な
ぜ
人
に
よ
っ
て
、

あ
の
人
は
運
動
を
し
っ
か
り
す
る
、
あ

の
人
は
食
事
に
気
を
つ
け
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る
、
と
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う
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の
で
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こ
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と
の
根
底
に
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
は
早
速
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ
ン

グ
の
お
話
に
入
り
ま
す
。

こ
の
写
真
は
ヒ
ー
ラ
ー
が
手
を
当
て

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
こ
の
女
性
に
入
れ

て
い
る
シ
ー
ン
で
す
が
、
実
際
こ
う
い

う
事
を
向
こ
う
で
は
や
っ
て
お
り
ま

す
。
私
が
行
っ
た
場
所
と
い
う
の
は
、

「F
oundation of International 

Spiritual Center

」
と
い
う
大
き
な
組

合
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
当

時
多
く
の
優
秀
な
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ヒ
ー

ラ
ー
が
集
ま
っ
て
い
て
、
き
ち
っ
と
し

た
形
で
発
信
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

１
９
８
０
年
代
と
い
う
と
、
日
本
で
も

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
心
霊
手
術
は
本
物
な
の

か
偽
物
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
賛
否
両

論
。
い
や
あ
れ
は
手
に
何
か
を
持
っ
て

い
て
、
そ
こ
で
や
っ
て
い
る
と
き
に
そ

れ
を
出
し
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
か
い
ろ
い
ろ
話
題
に
な
っ
た
時

期
で
は
あ
り
ま
す
。

た
だ
私
自
身
は
延
べ
に
し
て
20
年
間

に
渡
っ
て
何
十
回
も
通
い
、
何
十
回
も

現
場
で
そ
れ
を
見
、
後
で
皆
さ
ん
に
も

映
像
と
し
て
今
日
初
め
て
お
見
せ
し
ま

す
け
れ
ど
も
、
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
た

か
と
い
う
こ
と
を
見
て
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
れ
は
偽
物
も
あ
る
け
れ
ど
、
本

物
も
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
強
調
し

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
手
を
か
ざ
し
て
ヒ
ー
リ
ン
グ
し

て
い
る
だ
け
で
し
た
ら
皆
さ
ん
内
部
が

見
え
な
い
か
ら
意
外
と
納
得
さ
れ
る
の

で
す
が
、
実
際
に
体
の
中
か
ら
何
か
が

出
て
来
る
と
、
今
ま
で
の
常
識
か
ら
完

全
に
疑
い
ま
す
の
で
、
こ
の
こ
と
は
あ

り
得
な
い
と
い
う
否
定
す
る
と
こ
ろ
か

ら
皆
始
ま
っ
て
い
く
の
で
す
ね
。
私
も

実
際
そ
う
で
し
た
。

私
も
20
代
の
半
ば
で
し
た
の
で
、
見

る
も
の
聞
く
も
の
全
部
眉
唾
に
見
え
た

り
し
た
の
で
す
が
、
次
の
写
真
は
世
界

的
に
有
名
だ
っ
た
ヒ
ー
ラ
ー
の
ト
ニ

ー
・
ア
グ
パ
オ
ア
の
心
霊
手
術
で
す
。

彼
は
患
者
の
眼
球
を
パ
ワ
ー
で
せ
り

出
し
て
、
後
に
あ
る
悪
血
を
ず
っ
と
取

っ
て
い
る
映
像
で
す
（
写
真
左
）。
写

真
右
は
お
腹
の
中
に
手
を
当
て
て
い
く

と
、
パ
ワ
ー
で
毛
穴
が
ば
ー
っ
と
開
い

て
、
そ
の
毛
穴
か
ら
体
の
中
に
溜
ま
っ

て
い
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
識
、
そ
れ
は

ヒ
ー
ラ
ー
が
手
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ

て
そ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
識
が
集
ま
っ

て
来
て
そ
れ
を
つ
ま
み
出
す
と
そ
れ
が

物
質
化
現
象
と
し
て
現
れ
て
く
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

日
本
で
も
ト
ニ
ー
・
ア
グ
パ
オ
ア
著

の
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
心
霊
手
術
者
の
半
生

わ
が
奇
跡
の
力
」
と
い
う
翻
訳
本
が
出

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
が
１
９
８
４
年
、
私
が
24
歳
で

セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
い
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こ
こ
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ー
ラ
ー
の
方
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に
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ま
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た
。
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で
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、
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と
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も
の
で
は
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服
装
を
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れ
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服
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を
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の
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、
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が
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り
皆
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ん
一
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関
心

を
持
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れ
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と
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ろ
だ
と
思
い
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。

当
時
私
が
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に
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に

こ
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い
う
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明
を
さ
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ま
し
た
。

人
間
に
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原
子
肉
体
と
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う
も
の
と

今
の
言
葉
で
い
う
量
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体
（
光
子

体
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と
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う
も
の
の
２
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が
あ
る
。
そ
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２
つ
が
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す
る
こ
と
に
よ
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て
、

自
分
と
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う
も
の
が
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成
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る
、
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う
こ
と
で
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が
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の
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に
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は
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を
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、
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が
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も
つ
の
で
す
ね
。
で
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は
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く
違
う
こ
と
な
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で
す
。

で
す
か
ら
日
本
の
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レ
ビ
で
放
送
さ
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と
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に
、
何
が
違
っ
た
か
？
と
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と
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は
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取
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と
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。
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点
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)

と
い
う
言
葉
を
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
、

生
き
と
し
生
け
る
も
の
、
果
物
で
あ
ろ

う
が
、
お
肉
で
あ
ろ
う
が
、
お
花
で
あ

ろ
う
が
、
何
だ
ろ
う
が
必
ず
こ
の
バ
イ

オ
フ
ォ
ト
ン
と
い
う
光
子
体
と
し
て
存

在
し
て
い
る
も
の
が
確
認
で
き
る
、
と

い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
が
転
じ
て
い
け
ば
、
「
あ
の
人
オ

ー
ラ
が
出
て
い
る
ね
！
」
と
か
「
あ
の

人
ち
ょ
っ
と
オ
ー
ラ
の
出
が
悪
い
ね
！
」

と
い
う
こ
と
も
全
部
こ
の
光
子
体
を
見

て
い
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
現
代
的
な

量
子
的
な
話
を
す
れ
ば
、
バ
イ
オ
フ
ォ

ト
ン
を
見
て
い
く
と
い
う
こ
と
な
ん
で

す
。
こ
れ
を
と
に
か
く
治
さ
な
く
て
は

ダ
メ
な
ん
だ
よ
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。

「
光
っ
て
何
な
の
？
」
と
聞
か
れ
た

ら
「
光
と
い
う
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
」

じ
ゃ
あ
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
何
な
の
？
」

と
聞
か
れ
た
ら
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

に
聞
け
ば
分
か
る
の
で
す
が
、
「
波
動
」

つ
ま
り
「
波
」
な
わ
け
で
す
。

「
波
」
つ
ま
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
力
が

ど
う
な
の
か
？
こ
の
人
が
病
気
で
あ
れ

ば
や
っ
ぱ
り
合
わ
せ
て
波
動
が
弱
く
な

っ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
弱
く
な
っ

て
い
る
。
だ
か
ら
肉
体
に
対
し
て
い
い

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
だ
か
ら
治
す
の

は
何
か
と
い
う
と
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
場
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を
上
げ
て
あ
げ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
場
＝

生
命
場
な
の
で
そ
れ
を
上
げ
て
あ
げ
る

と
い
う
こ
と
は
何
よ
り
も
大
事
な
ん
で

す
。天

才
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
葉
を

借
り
れ
ば
、

「
す
べ
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ
こ
に

す
べ
て
が
あ
る
。
あ
な
た
が
望
む
現
実

の
波
動
に
な
り
な
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
ま
さ
に
そ
の
現
実
を
得

ざ
る
を
え
な
い
。
他
の
や
り
方
は
な
い
。

こ
れ
は
哲
学
で
は
な
く
、
物
理
学
だ
。」

と
い
う
ふ
う
に
科
学
の
言
葉
で
も
こ
の

よ
う
に
表
現
し
て
い
る
く
ら
い
で
す
。

私
は
40
年
前
に
半
分
は
怪
し
い
世
界

と
い
う
も
の
を
見
ま
し
た
が
、
20
年
前

く
ら
い
か
ら
そ
の
怪
し
い
世
界
と
い
う

の
が
こ
の
科
学
の
言
葉
で
き
っ
ち
り
と

説
明
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
の
も

事
実
で
す
。

何
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
場
を
作
る
の
か
？

そ
れ
は
思
考
と
感
情
（
情
動
）
で
す
。

い
い
思
い
を
す
る
、
い
い
考
え
を
す

る
、
そ
し
て
い
い
感
情
を
も
つ
と
い
う

こ
と
で
、
そ
の
人
の
「
場
」
と
い
う
も

の
が
出
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
よ
く
言
う

の
は
、
思
考
だ
け
で
も
だ
め
で
す
よ
、

感
情
だ
け
で
も
だ
め
で
す
よ
、
こ
の
図

に
あ
る
よ
う
に
思
考（
脳
）に
感
情（
ハ

ー
ト
）
を
プ
ラ
ス
す
る
と
光
（
エ
ネ
ル

ギ
ー
）に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
い
く
ら
何
か
事
を
や
る
に

し
て
も
、
心
が
イ
ヤ
イ
ヤ
、
感
情
が
あ

ま
り
好
ま
し
く
な
い
状
態
で
、
こ
れ
は

や
ら
な
く
ち
ゃ
だ
め
な
ん
だ
ろ
う
な
、

と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
脳
と
し
て
は
正
し
く
動
い
て
い

る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
ハ
ー
ト
が
入
っ

て
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
的
に
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
極

め
て
単
純
と
言
え
ば
単
純
な
図
に
な
る

わ
け
で
す
。

そ
し
て
冒
頭
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、

こ
の
思
考
と
感
情
を
生
み
出
す
最
大
の

原
動
力
と
い
う
の
は
意
識
、
つ
ま
り
そ

の
人
の
魂
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
く
る

わ
け
で
す
。

昔
広
告
に
「
人
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
波

動
）
だ
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
通
り
で
人
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ら

「
細
胞
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
波
動
）
あ

り
」と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

日
本
古
代
遺
跡
調
査
報
告
Ⅰ

　
　
　
　
　
　

三
好 

一
郎

日
本
古
代
史
研
究
チ
ー
ム

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー　
　
　

天
堂
珠
希

チ
ー
ム
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー　

佐
野
信
子

影
山
治
夫

神
職　
　

卜
部
丹
也

神
職　
　

三
好
一
郎

は
じ
め
に

日
本
国
内
に
お
け
る
神
社
は
、

８
万
８
０
０
０
社
以
上
と
い
わ
れ
、
摂

社
末
社
を
入
れ
れ
ば
30
万
社
を
超
え
る

の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
文
化

庁
の
宗
教
年
鑑
掲
載
の
神
社
数
で
は
、

新
潟
県
、
兵
庫
県
、
愛
知
県
な
ど
に
多

く
、
逆
に
和
歌
山
県
、
香
川
県
、
宮
崎

県
、
三
重
県
な
ど
は
少
な
い
。

何
故
か
と
考
察
を
し
て
み
れ
ば
、
神

社
数
の
多
い
特
性
で
は
、
神
社
が
多
い

地
域
の
兵
庫
県
、
愛
知
県
、
福
岡
県
と

い
っ
た
地
域
は
、
昔
か
ら
の
経
済
・
物

流
の
地
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
地
の
者
が

神
社
の
組
織
制
度
に
よ
る
摂
社
・
末
社

を
勧
請
し
て
そ
れ
ら
を
信
仰
と
商
売
繁

盛
祈
念
の
た
め
に
、
神
教
、
仏
教
等
多

く
の
宗
教
が
存
在
し
て
い
っ
た
た
め
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
伊
勢
神
宮
が
存
在
す
る

三
重
県
、
出
雲
大
社
の
存
在
す
る
島
根

県
や
、
金
毘
羅
宮
の
総
本
宮
の
存
在
す

る
香
川
県
な
ど
本
宮
が
存
在
す
る
県
な

ど
の
地
域
に
は
、
他
の
神
社
の
信
仰
は

そ
の
県
内
に
参
入
し
て
も
拡
大
し
難
い

た
め
、
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え

る
。
だ
が
、
新
潟
県
に
神
社
数
が
突
出

し
て
多
い
理
由
と
し
て
は
、
５
世
紀
頃

よ
り
仏
教
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
こ
で
仏

教
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
と
伴
に
神
宮
寺

の
建
立
が
勧
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
明
治

期
に
お
け
る
、
神
仏
習
合
廃
止
、
廃
仏

毀
釈
と
神
社
の
統
廃
合
に
よ
り
、
い
く

つ
か
の
神
社
が
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
だ
が
、
新
潟
県
に
お
い
て
は

そ
の
統
廃
合
が
遅
れ
、
結
果
と
し
て
統

計
上
多
く
の
神
社
が
計
上
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
当
然
だ
が
急
激
な
統
廃
合

が
生
ず
れ
ば
、
神
社
に
祀
る
御
祭
神
も

正
誤
が
生
じ
る
の
は
必
然
で
あ
り
、
祀
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を
上
げ
て
あ
げ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
場
＝

生
命
場
な
の
で
そ
れ
を
上
げ
て
あ
げ
る

と
い
う
こ
と
は
何
よ
り
も
大
事
な
ん
で

す
。天

才
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
葉
を

借
り
れ
ば
、

「
す
べ
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ
こ
に
す

べ
て
が
あ
る
。
あ
な
た
が
望
む
現
実
の

波
動
に
な
り
な
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
ま
さ
に
そ
の
現
実
を
得

ざ
る
を
え
な
い
。
他
の
や
り
方
は
な
い
。

こ
れ
は
哲
学
で
は
な
く
、
物
理
学
だ
。
」

と
い
う
ふ
う
に
科
学
の
言
葉
で
も
こ
の

よ
う
に
表
現
し
て
い
る
く
ら
い
で
す
。

私
は

年
前
に
半
分
は
怪
し
い
世
界

40

と
い
う
も
の
を
見
ま
し
た
が
、

年
前

20

く
ら
い
か
ら
そ
の
怪
し
い
世
界
と
い
う

の
が
こ
の
科
学
の
言
葉
で
き
っ
ち
り
と

説
明
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
の
も

事
実
で
す
。

何
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
場
を
作
る
の
か
？

そ
れ
は
思
考
と
感
情
（
情
動
）
で
す
。

い
い
思
い
を
す
る
、
い
い
考
え
を
す
る
、

そ
し
て
い
い
感
情
を
も
つ
と
い
う
こ
と

で
、
そ
の
人
の
「
場
」
と
い
う
も
の
が

出
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
よ
く
言
う
の
は
、

思
考
だ
け
で
も
だ
め
で
す
よ
、
感
情
だ

け
で
も
だ
め
で
す
よ
、
こ
の
図
に
あ
る

よ
う
に
思
考
（
脳
）
に
感
情
（
ハ
ー
ト
）

を
プ
ラ
ス
す
る
と
光
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
い
く
ら
何
か
事
を
や
る
に

し
て
も
、
心
が
イ
ヤ
イ
ヤ
、
感
情
が
あ

ま
り
好
ま
し
く
な
い
状
態
で
、
こ
れ
は

や
ら
な
く
ち
ゃ
だ
め
な
ん
だ
ろ
う
な
、

と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
脳
と
し
て
は
正
し
く
動
い
て
い

る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
ハ
ー
ト
が
入
っ

て
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
的
に
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
極

め
て
単
純
と
言
え
ば
単
純
な
図
に
な
る

わ
け
で
す
。

そ
し
て
冒
頭
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、

こ
の
思
考
と
感
情
を
生
み
出
す
最
大
の

原
動
力
と
い
う
の
は
意
識
、
つ
ま
り
そ

の
人
の
魂
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
く
る

わ
け
で
す
。

昔
広
告
に
「
人
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
波

動
）
だ
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
通
り
で
人
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ら
「
細

胞
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
波
動
）
あ
り
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
続
く
）

◆

◆

日
本
古
代
遺
跡
調
査
報
告
Ⅰ

三
好

一
郎

日
本
古
代
史
研
究
チ
ー
ム

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

天
堂
珠
希

チ
ー
ム
サ
ブ
リ
ー
ダ
―

佐
野
信
子

影
山
治
夫

神
職

卜
部
丹
也

神
職

三
好
一
郎

は
じ
め
に

日
本
国
内
に
お
け
る
神
社
は
、
８
万

８
０
０
０
社
以
上
と
い
わ
れ
、
摂
社
末

社
を
入
れ
れ
ば

万
社
を
超
え
る
の
で

30

は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
文
化
庁
の

宗
教
年
鑑
掲
載
の
神
社
数
で
は
、
新
潟

県
、
兵
庫
県
、
愛
知
県
な
ど
に
多
く
、

逆
に
和
歌
山
県
、
香
川
県
、
宮
崎
県
、

三
重
県
な
ど
は
少
な
い
。

何
故
か
と
考
察
を
し
て
み
れ
ば
、
神

社
数
の
多
い
特
性
で
は
、
神
社
が
多
い

地
域
の
兵
庫
県
、
愛
知
県
、
福
岡
県
と

い
っ
た
地
域
は
、
昔
か
ら
の
経
済
・
物

流
の
地
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
地
の
者
が

神
社
の
組
織
制
度
に
よ
る
摂
社
・
末
社

を
勧
請
し
て
そ
れ
ら
を
信
仰
と
商
売
繁

盛
祈
念
の
た
め
に
、
神
教
、
仏
教
等
多

く
の
宗
教
が
存
在
し
て
い
っ
た
た
め
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
伊
勢
神
宮
が
存
在
す
る

三
重
県
、
出
雲
大
社
の
存
在
す
る
島
根

県
や
、
金
毘
羅
宮
の
総
本
宮
の
存
在
す

る
香
川
県
な
ど
本
宮
が
存
在
す
る
県
な

ど
の
地
域
に
は
、
他
の
神
社
の
信
仰
は

そ
の
県
内
に
参
入
し
て
も
拡
大
し
難
い

た
め
、
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え

る
。
だ
が
、
新
潟
県
に
神
社
数
が
突
出

し
て
多
い
理
由
と
し
て
は
、
５
世
紀
頃

よ
り
仏
教
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
こ
で
仏

教
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
と
伴
に
神
宮
寺

の
建
立
が
勧
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
明
治

期
に
お
け
る
、
神
仏
習
合
廃
止
、
廃
仏

毀
釈
と
神
社
の
統
廃
合
に
よ
り
、
い
く

つ
か
の
神
社
が
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
だ
が
、
新
潟
県
に
お
い
て
は

そ
の
統
廃
合
が
遅
れ
、
結
果
と
し
て
統

計
上
多
く
の
神
社
が
計
上
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
当
然
だ
が
急
激
な
統
廃
合

が
生
ず
れ
ば
、
神
社
に
祀
る
御
祭
神
も

正
誤
が
生
じ
る
の
は
必
然
で
あ
り
、
祀
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ら
れ
て
い
る
御
祭
神
も
困
惑
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
神
社
建
立
時

に
お
祀
り
し
た
御
祭
神
は
単
に
勧
請

し
、
お
祀
り
を
し
た
と
い
う
事
だ
け
で

は
な
く
、
時
の
朝
廷
、
幕
府
に
よ
る
怨

霊
封
じ
の
た
め
に
祀
っ
た
神
社
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
日
本
古
代
史
研
究
チ
ー
ム

（
以
下
、「
チ
ー
ム
」
と
い
う
）
は
上
記

の
神
社
に
お
け
る
御
祭
神
が
、
果
た
し

て
正
当
に
勧
請
さ
れ
お
祀
り
さ
れ
て
い

る
の
か
、
ま
た
理
不
尽
な
理
由
に
よ
り

御
祭
神
と
し
て
封
じ
込
め
ら
れ
た
の
か

な
ど
を
検
証
と
、
確
認
の
た
め
奈
良
県

に
多
く
存
在
す
る
、
神
社
・
古
墳
群
、

遺
跡
を
調
査
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま

た
、
そ
こ
で
封
印
さ
れ
て
い
る
御
祭
神

が
封
印
を
解
か
れ
解
放
さ
れ
、
天
へ
導

か
れ
向
上
さ
れ
る
の
を
願
い
、
そ
の
手

続
き
を
試
み
た
。

ま
た
、
本
調
査
を
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
遡
る
こ
と
数
年
前
か
ら
、
い
く
つ

か
の
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
御
祭
神
と
思
わ
れ
る
方
か
ら
の
霊

的
依
頼
が
、
審
神
者
と
し
て
の
高
い
能

力
を
も
つ
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
、
霊
媒
師

と
し
て
特
異
な
能
力
を
持
つ
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
へ
強
く
訴
え
か
け
が
あ
っ
た
の
だ

が
、
だ
が
そ
こ
で
我
々
チ
ー
ム
は
率
先

し
て
い
く
と
い
う
の
で
は
な
く
、
半
ば

強
引
的
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
、
い
く
つ
か
の
古
墳
と
、
神
社
等
に

行
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
探
訪
・
調

査
し
た
結
果
と
、
奈
良
県
内
に
在
す
る

い
く
つ
か
の
宗
教
施
設
参
拝
・
調
査
の

結
果
を
報
告
す
る
。

調
査
期
間

第
１
回
調
査　

令
和
４
年
７
月
15
日
～

17
日

16
日
：
箸
墓
古
墳

17
日
：
天
の
香
久
山
→
三
輪
山
→
大
和

神
社
→
石
上
神
宮

第
２
回
調
査　

令
和
５
年
４
月
29
日
～　

５
月
２
日

参
加
者
：
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
ラ
ー

で
あ
り
審
神
者
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
天

堂
珠
希
、
影
山
治
夫
、
神
職
卜
部
丹
也
、

神
職
三
好
一
郎
、（
霊
媒
師
と
し
て
の

能
力
が
高
く
文
化
人
類
学
で
は
「
シ
ャ

ー
マ
ン
」
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
る
立

場
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
佐
野
信
子
・
・
ラ

イ
ブ
中
継
参
加
）

29
日
：
新
宿
出
発
→
龍
樹
神
社
→
油
日

神
社
→
ス
マ
イ
ル
ホ
テ
ル
奈
良
泊

30
日
：
大
和
神
社
→
石
上
神
宮
→
天
理

教
甘
露
台
参
拝
→
大
神
神
社
別
宮
の
村

屋
坐
弥
冨
都
比
売
神
社
→
ホ
ケ
ノ
山
古

墳
→
箸
墓
古
墳
→
ヒ
ミ
コ
の
庭
→
レ
ス

ト
ラ
ン
音
楽
イ
ベ
ン
ト

１
日
：
守
屋
神
社
→
鳥
山
公
園
（
神
武

天
皇
大
嘗
祭
地
）
→
長
岳
寺
（
音
楽
奉

納
）
→
三
輪
山
→
橿
原
神
宮
、
神
武
天

皇
陵
→
天
の
香
久
山

２
日
：
村
屋
神
社
→
天
の
香
久
山
南
面

天
岩
戸
神
社
→
帰
路

調
査
方
法

チ
ー
ム
が
、
神
社
・
墳
墓
等
施
設
に

参
内
・
参
拝
し
、
霊
的
示
唆
、
感
応
を

霊
媒
師
で
あ
る
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
が
受
け

と
り
、
リ
ー
ダ
ー
が
内
容
、
状
況
を
審

神
し
て
、
埋
葬
者
・
主
祭
神
の
確
認
と

そ
の
方
々
の
希
望
す
る
方
法
、
例
え
ば

「
天
に
上
げ
て
ほ
し
い
。
光
を
当
て
て

ほ
し
い
」
等
の
願
い
を
か
な
え
て
い
く

こ
と
と
す
る
。

調
査
内
容

29
日
：
新
宿
西
口
Ｐ
Ｍ
２
時
に
集
合

し
、
雨
の
中
東
名
を
走
行
し
、
何
故
か

途
中
の
滋
賀
県
甲
賀
市
で
高
速
道
を
下

り
、
一
般
道
を
走
行
。
雨
の
中
走
行
し
、

日
は
長
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
雨
天
で

午
後
８
時
の
時
間
帯
で
あ
る
か
ら
、
外

界
は
薄
暗
い
。
甲
賀
市
土
山
町
前
野
に

車
を
進
め
て
い
て
気
付
い
た
ら
、
龍
樹

（
た
き
）
神
社
の
前
に
出
た
。
参
道
前

に
停
車
し
参
道
を
拝
察
す
る
と
、
い
か

に
も
古
式
ゆ
か
し
い
厳
か
な
感
じ
が
し

た
が
、
夜
半
と
雨
中
で
あ
っ
た
の
で
車

中
か
ら
の
ご
挨
拶
の
み
執
り
行
い
通
過
。

こ
こ
の
ご
祭
神
は
、
速
秋
津
日
子
神 

速
秋
津
比
賣
神（
配
祀
神
）
大
山
祗
神 

事
代
主
神 

宇
賀
魂
神
。由
緒
と
し
て
は
、

垂
仁
天
皇
四
年
に
倭
姫
命
が
、
天
照
大

神
を
奉
じ
て
近
江
国
甲
賀
郡
垂
井
日
雲

宮
に
至
り
、
こ
こ
に
座
す
る
こ
と
四
年
。

応
永
年
中
に
地
頭
岩
室
主
馬
頭
橘
家
後

が
、
樹
の
文
字
を
加
へ
奉
り
滝
樹
大
明

神
と
改
号
し
た
と
の
こ
と
。
龍
に
縁
の

あ
る
チ
ー
ム
だ
か
ら
か
、
最
初
に
通
過

す
る
の
が
、
龍
に
縁
の
あ
る
神
社
と
は

驚
く
と
共
に
導
か
れ
を
確
信
す
る
。

次
に
、
甲
賀
町
油
日
を
通
過
す
る
の

だ
が
、
外
は
暗
く
住
宅
棟
も
な
か
な
か

確
認
で
き
な
い
道
を
通
過
し
た
の
だ

が
、
感
覚
と
し
て
通
過
し
た
近
々
の
と

こ
ろ
に
神
社
の
存
在
を
感
じ
た
こ
と
か

ら
調
べ
て
み
る
と
、
こ
こ
に
は
油
日
神

社
（
あ
ぶ
ら
ひ
じ
ん
じ
ゃ
）
が
在
り
、

国
史
見
在
社
で
旧
社
格
は
県
社
。

祭
神
の
油
日
大
神
は
、
勝
軍
神
と
し

て
武
士
の
崇
敬
を
受
け
、
社
名
か
ら
油

の
火
の
神
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
て
い

た
。
油
日
岳
の
山
頂
に
、
油
の
火
の
よ

う
な
光
と
と
も
に
油
日
神
が
降
臨
し
た

こ
と
か
ら
「
油
日
」
の
名
が
つ
い
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
聖
徳
太
子
が
社

9
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殿
を
建
立
し
油
日
大
明
神
を
祀
っ
た
と

の
伝
承
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
中
世
に
は
甲
賀
武
士
が
聖

徳
太
子
を
軍
神
と
し
て
崇
め
る
と
と
も

に
、「
甲
賀
の
総
社
」
と
し
て
信
仰
さ

れ
て
い
た
の
だ
が
、
や
は
り
聖
徳
太
子

に
縁
の
あ
る
チ
ー
ム
で
も
あ
る
か
ら
、

こ
こ
に
案
内
さ
れ
た
の
か
と
思
わ
れ

た
。
な
お
、
甲
賀
地
域
は
秦
一
族
が
こ

の
地
に
住
ん
で
い
た
背
景
が
あ
る
。
甲

賀
と
聖
徳
太
子
の
つ
な
が
り
は
、
日
本

で
は
じ
め
て
忍
者
を
使
っ
た
の
は
聖
徳

太
子
と
い
う
説
が
あ
り
、
当
時
聖
徳
太

子
が
「
志
能
便
（
備
）」
と
名
づ
け
て
登

用
し
た
大
伴
細
人
（
お
お
と
も
の
ほ
そ

ひ
と
）
が
、
忍
者
の
ル
ー
ツ
で
は
な
い

か
と
い
わ
れ
て
い
て
、
江
戸
時
代
前
後

の
忍
術
書
『
忍
術
應
義
伝
』
で
、
滋
賀

県
甲
賀
地
方
・
馬
杉
に
住
む
大
伴
細
人

を
、
太
子
が
い
わ
ゆ
る
忍
者
と
し
て
登

用
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

聖
徳
太
子
と
大
伴
細
人
と
は
、
物
部

守
屋
と
の
戦
い
に
負
け
た
太
子
が
甲
賀

に
逃
げ
、
こ
の
と
き
細
人
は
忍
術
を
使

っ
て
太
子
を
隠
し
、
追
っ
て
き
た
守
屋

か
ら
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
か

ら
は
、
聖
徳
太
子
は
大
伴
細
人
に
物
部

氏
の
調
査
を
依
頼
し
、
さ
ら
に
守
屋
を

甲
賀
の
地
に
お
び
き
出
し
、
守
屋
の
討

伐
に
成
功
し
た
。

太
子
は
細
人
の
働
き
を
評
価
し
、

「
良
き
情
報
の
入
手
を
志
す
者
」
と
い

う
意
味
の
「
志
能
便
（
備
）」
の
名
称
を

与
え
た
が
、
志
能
便
の
具
体
的
な
任
務

は
、
我
々
の
認
識
す
る
忍
者
と
同
じ
敵

の
情
報
や
天
下
の
情
勢
の
収
集
を
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
聖
徳
太
子
は
、
秦
河
勝
と

服
部
氏
の
一
族
も
志
能
便
に
登
用
し
て

い
た
。
秦
氏
は
各
地
の
、
祭
礼
な
ど
の

芸
能
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
そ

の
商
業
活
動
は
広
域
に
ま
で
及
び
、
各

地
で
集
め
た
情
報
を
太
子
に
報
告
し
て

い
た
よ
う
だ
。
そ
う
し
た
秦
氏
の
リ
ー

ダ
ー
だ
っ
た
河
勝
は
、
聖
徳
太
子
の
ブ

レ
ー
ン
的
な
存
在
で
も
あ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
服
部
氏
は
、
秦
氏
の
一
族

で
三
重
県
の
伊
賀
地
方
に
移
り
住
み
、

伊
賀
や
伊
勢
の
神
社
創
建
に
尽
力
し
て

い
る
。
聖
徳
太
子
は
、
伊
賀
や
伊
勢
の

情
報
を
服
部
氏
に
集
め
さ
せ
、
服
部
氏

は
の
ち
の
伊
賀
忍
者
の
祖
に
ま
で
な
っ

た
と
い
う
。
秦
氏
の
一
族
は
、
６
世
紀

頃
に
ペ
ル
シ
ャ
か
ら
朝
鮮
半
島
を
経
由

し
て
日
本
列
島
の
倭
国
へ
渡
来
し
た
渡

来
人
集
団
で
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
秦
の
始

皇
帝
と
い
う
説
も
あ
る
。

29
日
は
、
奈
良
駅
前
の
奈
良
駅
前
ホ

テ
ル
に
宿
泊
す
る
。
連
泊
予
定
の
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
だ
が
、
観
光
が
目
的
で
は

な
く
、
食
事
も
外
食
で
地
元
料
理
を
食

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
十
分
だ
。

30
日
：
朝
は
ゆ
っ
く
り
と
ス
タ
ー
ト

し
、
ま
ず
は
天
理
市
新
泉
町
に
あ
る
大

和
神
社
（
お
お
や
ま
と
じ
ん
じ
ゃ
）
を

ご
参
拝
し
た
。
こ
の
神
社
は
昨
年
も
ご

参
拝
し
た
が
、
境
内
で
某
奈
良
市
議
会

議
員
と
合
流
し
、
一
年
ぶ
り
の
再
開
で

神
殿
を
前
に
談
話
に
花
が
咲
い
た
。
宮

司
と
某
議
員
と
は
、
既
知
の
関
係
で
も

あ
る
か
ら
な
の
か
、
期
せ
ず
参
内
し
て

某
議
員
と
チ
ー
ム
一
同
御
祭
神
へ
の
祈

念
と
行
程
の
安
全
祈
願
を
受
け
た
。　

　

大
和
神
社
の
ご
祭
神
は
、
日
本
大
国

魂
大
神
（
や
ま
と
お
お
く
に
た
ま
の
お

お
か
み
）
で
あ
り
大
地
主
大
神
で
も
あ

る
大
神
で
、
八
千
矛
大
神
、
御
年
大
神

を
お
祀
り
し
て
い
る
。
第
五
代
孝
昭
天

皇
の
年
、
宮
中
内
に
天
照
大
神
と
同
殿

共
床
で
奉
斎
さ
れ
た
が
、
崇
神
天
皇
の

と
き
に
二
神
の
神
威
を
恐
れ
た
天
皇

は
、
天
照
大
神
を
皇
女
豊
鋤
入
姫
命
を

し
て
倭
の
笠
縫
邑
に
移
さ
れ
た
時
、
皇

女
渟
名
城
入
姫（
ぬ
な
き
い
り
ひ
め
）に

勅
し
て
、
市
磯
邑（
い
ち
し
の
む
ら
）に

移
さ
れ
た
の
が
当
神
社
の
創
建
で
あ
る
。

以
降
、
神
武
天
皇
の
功
臣
椎
根
津
彦

の
子
孫
市
磯
長
尾
市
を
神
主
と
し
て
か

ら
、
そ
の
子
孫
大
倭
氏
が
長
く
奉
仕
し

た
。
近
世
に
は
、
同
族
の
市
磯
氏
が

代
々
奉
仕
し
明
治
に
至
っ
た
。
上
古
よ

り
朝
野
の
崇
敬
篤
く
、
神
階
は
寛
平
９

年
（
８
９
７
）
に
正
一
位
に
叙
せ
ら
れ
、

「
延
喜
式
」
に
大
和
坐
大
国
魂
神
社
三

座
と
あ
る
。

白
河
天
皇
の
時
に
二
十
二
社
に
列
し
、

朝
廷
の
奉
幣
も
絶
え
ず
、
明
治
４
年
５

月
14
日
に
は
官
幣
大
社
に
列
せ
ら
れ

た
。
神
封
も
天
平
勝
宝（
７
４
９
）か
ら

神
護
景
雲
元
年（
７
６
７
）
に
か
け
て
、

大
和
、
尾
張
、
常
陸
、
安
芸
、
出
雲
、

武
蔵
の
諸
国
３
２
７
戸
と
あ
り
、
伊
勢

の
神
宮
に
次
い
で
多
か
っ
た
が
、
そ
の

後
兵
乱
等
に
て
衰
微
し
た
。
奈
良
時
代
、

朝
廷
の
命
に
よ
り
支
那
の
国
に
渡
っ
て

学
ぶ
遣
唐
使
や
使
臣
は
、
そ
の
出
発
に

際
し
長
途
の
交
通
安
全
の
祈
願
を
込

め
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
た
と
い
う
。

ま
た
、
戦
中
は
世
界
最
大
最
強
を
誇

る
「
戦
艦
大
和
」
の
守
護
神
と
し
て
、

昭
和
17
年
12
月
、
特
別
神
符
遷
座
祭
を

執
行
。
そ
の
後
、
同
艦
の
艦
長
以
下
乗

組
員
も
度
々
当
社
を
参
拝
。
同
艦
は
、

昭
和
20
年
４
月
７
日
鹿
児
島
県
坊
ノ
岬

沖
に
て
撃
沈
さ
れ
た
が
、
そ
の
英
霊
で

あ
る
第
二
艦
隊
司
令
長
官
伊
藤
整
一
命

外
２
７
３
６
柱
と
護
衛
艦
の
方
々
が
境

内
の
祖
霊
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
。

境
内
の
一
角
に
、
戦
艦
大
和
の
展
示

室
が
あ
り
当
時
の
勇
士
が
模
型
と
、
絵
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画
等
に
よ
り
展
示
さ
れ
て
い
る
の
だ

が
、
戦
艦
大
和
の
名
前
が
余
り
に
も
有

名
な
こ
と
か
ら
、
チ
ー
ム
と
し
て
は
も

う
少
し
展
示
方
法
方
な
り
を
考
え
て
欲

し
い
と
思
っ
た
が
、
宮
司
の
お
話
で
は

予
算
的
に
難
し
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、

と
て
も
残
念
。

境
内
摂
社
に
は
天
候
、
水
利
を
司
る

高
龗
神
社
（
た
か
お
お
か
み
）
が
祀
ら

れ
て
い
る
の
で
、
御
参
拝
し
た
の
だ
が

パ
ワ
ー
は
？
と
言
え
ば
、
力
が
余
り
感

じ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
隣
に
鎮
座
す
る

磐
座
の
パ
ワ
ー
は
と
て
も
強
く
感
じ
、

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
も
素
晴
ら
し
い
パ
ワ

ー
が
あ
る
証
の
神
的
反
応
を
呈
し
た
。

皆
さ
ん
も
大
和
神
社
に
御
参
拝
さ
れ

た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
磐
座
の
パ
ワ
ー
を
是

非
感
じ
る
と
良
い
。

参
道
横
に
全
長
70
ｍ
の
前
方
後
円
墳

の
星
塚
古
墳
が
あ
り
、
大
正
時
代
刊
行

の
奈
良
県
山
辺
郡
誌
に
は
「
神
武
天
皇

の
皇
后
姫
蹈
鞴
五
十
鈴
媛
命
（
ひ
め
た

た
ら
い
す
ず
ひ
め
の
み
こ
と
）
の
御
陵

と
す
る
伝
承
が
採
録
さ
れ
て
い
る
」
と

の
旨
、
案
内
板
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。

大
和
神
社
と
し
て
は
、
こ
の
古
墳
の
調

査
を
希
望
と
し
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
チ
ー
ム
は
霊
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
創
建
の
歴
史
的
に
見
る

と
「
日
本
書
紀
」
崇
神
天
皇
６
年
条
に

よ
れ
ば
、
百
姓
の
流
離
や
背
叛
な
ど
国

内
情
勢
が
不
安
に
な
っ
た
際
、
崇
神
天

皇
は
そ
の
原
因
が
天
照
大
神
・
倭
大
国

魂
神
の
２
神
を
居
所
に
祀
っ
た
こ
と
に

あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
天
照
大
神

は
豊
鍬
入
姫
命
に
つ
け
て
倭
笠
縫
邑
に

祀
ら
せ
、
倭
大
国
魂
神
は
渟
名
城
入
姫

命
に
つ
け
て
祀
ら
せ
た
と
あ
る
。
し
か

し
、
神
威
に
よ
っ
て
か
渟
名
城
入
姫
命

の
髪
は
抜
け
落
ち
て
体
も
痩
せ
て
し
ま

っ
た
た
め
、
倭
大
国
魂
神
を
祀
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、

祀
ら
れ
て
い
る
方
は
皇
后
姫
蹈
鞴
五
十

鈴
媛
命
で
は
な
く
、
恐
ら
く
こ
の
地
で

亡
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
皇
女
渟
名
城

入
姫
（
ぬ
な
き
い
り
ひ
め
）
で
は
な
い

か
？
と
三
好
は
勝
手
に
考
え
た
。　
　

　

案
内
書
に
は
、
神
武
天
皇
皇
后
が
祀

ら
れ
て
い
る
と
あ
る
の
で
、
今
回
調
査

行
動
に
は
欠
席
で
東
京
に
在
し
て
い

る
、
チ
ー
ム
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
ス
マ
ホ

で
の
現
地
の
古
墳
を
映
し
て
、
そ
の
霊

査
を
受
け
る
と
い
う
ラ
イ
ブ
中
継
し
た

所
、
埋
葬
さ
れ
て
い
る
皇
女
か
ら
「
光

を
当
て
て
欲
し
い
」
と
霊
言
を
受
け

た
。
皇
女
は
、
崇
神
天
皇
の
御
付
き
の

人
で
あ
り
「
古
墳
を
守
る
た
め
毒
殺
さ

れ
た
」
と
の
霊
言
を
受
け
た
。
リ
ー
ダ

ー
は
、
そ
の
霊
を
上
に
上
げ
る
た
め
の

所
作
（
伯
家
神
道
所
作
）
を
行
う
と
、

ラ
イ
ブ
中
継
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の

霊
言
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
で
上
に
上
が
れ
ま
す
」
と
感
謝
の

言
葉
を
賜
っ
た
。

当
時
は
、
神
社
、
橋
、
城
な
ど
も
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
等
を
作
る

と
き
に
、
そ
れ
を
守
る
た
め
の
人
柱
と

し
て
埋
葬
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う
か
？

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
古
墳

に
は
大
和
神
社
を
創
建
し
、
そ
の
聖
域

を
守
る
た
め
毒
殺
さ
れ
人
柱
と
し
て
埋

葬
さ
れ
た
方
が
祀
ら
れ
て
い
る
の
か
、

ま
た
祀
斎
し
て
い
た
皇
女
が
亡
く
な
る

こ
と
で
埋
葬
し
た
墳
墓
な
の
か
不
明
だ

が
、
古
墳
の
調
査
が
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
推
測
の
域
を
出

な
い
。

今
回
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
ラ
イ
ブ
に

よ
る
霊
媒
と
し
て
の
霊
言
を
聴
く
と
、

距
離
、
時
間
は
関
係
な
く
、
ま
た
現
場

に
立
ち
会
う
事
も
な
く
携
帯
電
話
の
画

面
か
ら
の
情
報
を
読
み
取
り
霊
信
を
受

け
取
り
伝
え
る
と
い
う
、
と
て
つ
も
な

い
能
力
が
発
揮
さ
れ
た
と
、
た
だ
驚
く

し
か
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
残
念
な
が

ら
、
こ
の
時
点
で
祀
ら
れ
て
い
る
方
の

お
名
前
は
不
明
で
あ
っ
た
か
ら
、
今
後

の
調
査
と
し
た
い
。

次
に
、
天
理
市
布
留
町
に
創
設
さ
れ

て
い
る
石
上
神
宮
（
い
そ
の
か
み
じ
ん

ぐ
う
）
に
ご
参
拝
し
た
が
、
こ
こ
は
布

留
山
（
ふ
る
や
ま
・
標
高
２
６
６
メ
ー

ト
ル
）
の
北
西
麓
の
高
台
に
鎮
座
し
、

こ
の
周
辺
は
古
墳
密
集
地
帯
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
神
宮
は
、
日
本
最

古
の
神
社
の
一
つ
で
御
祭
神
を
布
都
御

魂
大
神
（
ふ
つ
の
み
た
ま
）、
布
留
御

魂
大
神
（
ふ
る
の
み
た
ま
）、
布
都
斯

魂
大
神
（
ふ
つ
と
し
み
た
ま
）
と
し
た

武
門
の
棟
梁
た
る
物
部
氏
の
総
氏
神
と

し
て
、
健
康
長
寿
・
病
気
平
癒
・
除
災

招
福
・
百
事
成
就
の
守
護
神
と
し
て
信

仰
さ
れ
て
き
た
。

石
上
大
神
（
い
そ
の
か
み
の
お
お
か

み
）
と
仰
が
れ
る
御
祭
神
は
、
第
10
代

崇
神
天
皇
７
年
に
現
地
に
祀
ら
れ
、
平

安
時
代
後
期
白
河
天
皇
は
当
神
宮
を
殊

に
崇
敬
さ
れ
、
現
在
の
拝
殿
は
天
皇
が

宮
中
の
神
嘉
殿
を
寄
進
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

中
世
に
入
る
と
、
衰
微
し
て
い
っ
た

が
明
治
を
迎
え
、
神
祇
の
国
家
管
理
が

行
わ
れ
る
に
伴
い
、
明
治
４
年
官
幣
大

社
に
列
し
、
同
16
年
に
は
神
宮
号
復
称

が
許
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
書
紀
に
は

「
４
世
紀
頃
、
百
済
の
国
か
ら
倭
に
献

上
し
た
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
七
支
刀

（
し
ち
し
と
う
）
が
あ
る
が
、
一
般
公

開
は
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
七
支
刀

11
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の
刺
繍
を
施
さ
れ
た
御
守
り
な
ど
が
売

ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
存
在
は
う
か

が
え
る
。

こ
の
神
社
の
、
本
殿
に
祀
ら
れ
て
い

る
大
鏡
（
２
尺
以
上
は
あ
る
か
？
）
を
、

本
殿
の
拝
殿
横
か
ら
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
が
、
遠
く
か
ら
見
て
も
こ

の
鏡
の
パ
ワ
ー
は
も
の
す
ご
く
、
オ
ー

ラ
ー
も
強
く
感
じ
る
こ
と
か
ら
鏡
の
霊

力
も
相
当
と
感
じ
た
。
ま
た
、
確
認
し

た
リ
ー
ダ
ー
も
、
当
然
強
烈
な
パ
ワ
ー

に
感
応
し
て
伯
家
神
道
の
所
作
を
舞
わ

れ
て
い
る
。
リ
ー
ダ
ー
は
、
時
と
し
て

そ
の
地
の
龍
神
、
土
地
神
に
感
応
し
、

ま
た
霊
力
に
も
感
応
し
て
波
動
が
良
け

れ
ば
、
天
空
の
霊
気
を
受
け
上
空
に
向

か
い
体
全
体
で
所
作
を
さ
れ
、
悪
い
土

地
で
あ
る
な
ら
ば
手
刀
で
そ
の
場
を
切

り
裂
き
清
め
る
よ
う
な
所
作
を
す
る
の

だ
が
、
リ
ー
ダ
に
こ
の
こ
と
を
聞
く
と

「
私
は
意
識
し
な
い
。
ま
た
誰
に
も
教

授
を
受
け
て
も
い
な
い
の
だ
が
、
体
が

勝
手
に
動
き
、
時
に
よ
り
そ
の
場
を
切

り
清
め
、
ま
た
時
に
は
陽
の
気
を
受
け

天
女
が
舞
う
よ
う
な
し
ぐ
さ
を
し
て
し

ま
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
伯
家
神
道
所

作
そ
の
も
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
背
後
霊

の
指
示
に
よ
る
の
か
、
前
世
的
能
力
な

の
か
と
。
色
々
勘
案
す
る
し
か
な
い
。

こ
の
境
内
に
は
、
御
神
鶏
と
し
て
東

天
紅
鶏
、
烏
骨
鶏
な
ど
多
数
の
鶏
が
境

内
で
放
し
飼
い
さ
れ
て
い
て
、
元
気
よ

く
「
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
」
と
鳴
い
て
い
る

が
、
や
は
り
神
社
に
鶏
は
似
合
う
。

次
に
天
理
市
の
天
理
教
本
部
に
行

き
、「
ぢ
ば
・
か
ん
ろ
だ
い
」
に
向
か

っ
て
座
り
礼
拝
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
少
し
述
べ
て
み
た
い
。
天
理
市

の
街
は
、
き
れ
い
な
街
並
み
と
朱
色
の

枠
組
み
の
建
物
が
幾
つ
も
あ
り
、
中
々

に
魅
力
的
で
あ
り
、
三
好
は
以
前
か
ら

一
度
は
来
て
み
た
い
街
だ
っ
た
の
で
、

念
願
が
か
な
い
感
激
だ
。
天
理
教
は
、

江
戸
時
代
に
成
立
し
た
新
宗
教
（
教
派

神
道
）
の
一
つ
で
、
中
山
み
き
を
教
祖

と
す
る
。

一
般
的
に
は
、
奈
良
県
天
理
市
に
本

拠
地
を
置
き
、
天
理
教
で
は
人
間
の
命

の
発
祥
地
の
中
心
を
「
ぢ
ば
」（
地
場
）

と
称
し
、
１
８
７
５
年
（
明
治
８
年
）

６
月
29
日
（
陰
暦
５
月
26
日
）
に
教
祖

の
「
ぢ
ば
さ
だ
め
」
と
い
う
啓
示
で
そ

の
場
所
を
定
め
て
い
る
。
崇
拝
対
象
の

神
の
名
称
（
神
名
）
は
、
転
輪
王
命
で

「
親
神
」
ま
た
は
敬
称
を
付
け
て
「
親
神

様
」
と
も
呼
称
さ
れ
る
。
１
８
８
４
年

（
明
治
17
年
）
に
、
神
道
直
轄
六
等
教

会
設
立
認
可
を
得
る
た
め
「
天
理
王
命

（
て
ん
り
お
う
の
み
こ
と
）」
に
改
称
し

現
在
に
至
る
。
教
会
本
部
、
各
地
の
一

般
教
会
で
は
、
天
理
王
命
と
と
も
に
教

祖
と
御
霊
の
社
を
置
き
礼
拝
し
て
い
る

が
一
神
教
で
あ
る
。

現
在
、
日
本
国
内
を
中
心
に
、
約

１
万
４
千
の
教
会
が
あ
り
、
信
者
数
は

１
２
０
万
人
を
数
え
、
そ
の
教
え
は
海

外
80
カ
国
に
あ
る
と
い
う
。
昭
和
初
期

の
１
９
３
８
年（
昭
和
13
年
）の『
時
事

年
鑑
』
に
は
、
信
者
数
４
５
５
万
９
千

人
の
記
述
が
あ
り
、
多
い
時
に
は

３
０
０
万
人
～
５
０
０
万
人
以
上
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。（
本
内
容
に

つ
い
て
は
、
三
好
が
記
し
た
も
の
で
あ

り
、
過
誤
が
あ
れ
ば
指
摘
願
い
た
い
）

天
理
教
信
仰
の
中
心
は
、
親
神
・
天

理
王
命
（
お
や
が
み
・
て
ん
り
お
う
の

み
こ
と
）
に
よ
っ
て
人
間
創
造
の
地
点

と
教
え
ら
れ
る
聖
地「
ぢ
ば
」で
、
奈
良

県
天
理
市
に
位
置
し
、
天
理
教
教
会
本

部
の
神
殿
と
礼
拝
場
は「
ぢ
ば
」を
取
り

囲
む
よ
う
に
整
然
と
建
て
ら
れ
て
い
る
。

指
定
駐
車
場
に
車
を
止
め
、
参
拝
し

た
帰
り
が
け
に
案
内
す
る
方
と
話
し
た

の
だ
が
、
そ
の
方
は
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
あ
っ
た
。
対
応
は
素
晴
ら
し
く
、

心
情
共
に
他
の
所
で
は
感
じ
な
い
ほ
ど

の
丁
寧
な
接
遇
で
あ
っ
た
。
深
く
信
心

し
て
い
く
と
い
う
事
は
、
こ
の
よ
う
な

人
間
形
成
が
で
き
る
の
だ
と
感
激
し
、

自
分
自
身
に
少
し
恥
じ
入
る
。

次
に
、
大
神
神
社
別
宮
の
村
屋
坐
弥

冨
都
比
売
神
社
（
む
ら
や
に
い
ま
す
み

ふ
つ
ひ
め
じ
ん
じ
ゃ
）
に
行
く
の
だ

が
、
こ
こ
は
大
物
主
と
三
穂
津
姫
の
夫

婦
神
を
主
祭
神
と
し
て
祀
る
「
縁
結
び

の
神
」「
内
助
の
功
の
神
」
で
知
ら
れ
、

大
神
神
社
（
お
お
み
わ
じ
ん
じ
ゃ
）
の

妃
神
を
祀
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
大
神
神

社
の
別
宮
と
も
称
さ
れ
、
ま
た
イ
チ
イ

ガ
シ
が
群
生
す
る
照
葉
樹
林
が
あ
り
、

こ
れ
は
県
の
天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
神
社
は
「
能
」
の
発
祥
の
地
と

も
い
わ
れ
て
お
り
、
鳥
居
か
ら
参
道
を

通
る
と
き
に
は
別
世
界
に
行
く
よ
う
な

不
思
議
な
感
じ
の
す
る
参
道
が
あ
る
。

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が
、
こ
の
神
社
の
守

屋
宮
司
に
交
渉
し
、
５
月
２
日
に
、
今

回
奈
良
県
で
合
流
し
た
雅
楽
演
奏
グ
ル

ー
プ
が
、
村
屋
神
社
で
鼓
、
エ
レ
ク
ト

ー
ン
演
奏
、
舞
の
奉
納
演
舞
す
る
こ
と

の
許
可
を
取
り
付
け
た
。
な
お
、
宮
司

は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

仕
事
を
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、
神
社
の

素
敵
な
神
符
、
絵
馬
、
御
朱
印
、
お
守

り
も
ご
自
分
で
作
成
し
て
い
る
と
の
こ

と
。摂

社
と
し
て
は
、
村
屋
神
社
、
物
部

12
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神
社
、
久
須
須
美
神
社
、
服
部
神
社
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
霊
的
パ
ワ
ー
を
感
じ

た
が
、
き
ち
ん
と
祀
ら
れ
て
い
る
神
社

に
お
い
て
は
、
そ
れ
な
り
の
パ
ワ
ー
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

次
に
、
今
回
の
重
点
調
査
古
墳
で
あ

る
、
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
に
向
か
う
。
ホ
ケ

ノ
山
古
墳
概
略
説
明
か
ら
進
め
た
い
。

ホ
ケ
ノ
山
古
墳
は
、
奈
良
県
桜
井
市
箸

中
に
あ
る
古
墳
で
、
形
状
は
帆
立
貝
形

古
墳
（
纒
向
型
前
方
後
円
墳
）。
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
（
史
跡
「
纒

向
古
墳
群
」
の
う
ち
）。（
以
下
、

W
ikipedia

か
ら
抜
粋
）

所
在
地
：
三
輪
山
の
西
山
麓
、
箸
墓
古

墳
の
東
側
の
丘
陵
。
被
葬
者
：
不
明

（
大
神
神
社
は
豊
鍬
入
姫
命
の
墓
と
し

て
い
る
）。
築
造
時
期
：
以
前
か
ら
豊

富
な
鉄
鏃
や
鉄
製
刀
剣
類
、
鉄
製
農
工

具
な
ど
の
副
葬
品
や
埋
葬
施
設
の
形
式

か
ら
４
世
紀
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
桜
井
市
纒
向
学
研
究
セ

ン
タ
ー
は
築
造
を
邪
馬
台
国
の
時
代

（
３
世
紀
中
頃
）に
重
な
る
と
し
て
い
る
。

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
は
、

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）
の
発
掘
調

査
報
告
書
で
、
出
土
遺
物
か
ら
築
造
年

代
を
３
世
紀
中
頃
と
し
つ
つ
、
木
槨
木

材
の
炭
素
年
代
測
定
結
果
の
幅
が
４
世

紀
前
半
を
も
含
む
と
報
告
し
て
い
る
。

「
邪
馬
台
国
の
会
」
は
こ
の
測
定
結

果
と
、
石
囲
い
木
槨
（
割
竹
形
木
槨
）

を
持
つ
こ
と
が
、『
魏
志
倭
人
伝
』
の

「
棺
あ
っ
て
槨
な
し
。」
と
い
う
記
述
と

矛
盾
す
る
こ
と
か
ら
築
造
は
４
世
紀
で

あ
る
と
し
、
邪
馬
台
国
畿
内
説
に
対
し

て
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
前
方
後
円
形

を
し
た
弥
生
墳
丘
墓
で
あ
る
と
す
る
見

方
と
、
古
墳
時
代
出
現
期
の
も
の
で
あ

る
と
す
る
見
方
が
出
さ
れ
て
い
る
。

墳
形
：
纒
向
型
前
方
後
円
墳
（
葺
石
あ

り
）、
円
墳
に
短
い
前
方
部
を
東
南
方

向
に
付
け
て
い
る
。

規
模
：
全
長
約
80
メ
ー
ト
ル
。
後
円
部

径
約
55
メ
ー
ト
ル（
約
60
メ
ー
ト
ル
）

３
段
築
成
、
前
方
部
長
約
25
メ
ー
ト
ル

（
約
20
メ
ー
ト
ル
）、
後
円
部
高
さ
約

８
・
５
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
高
さ
約

３
・
５
メ
ー
ト
ル
。周
濠
幅
約
10
・
５
～

17
メ
ー
ト
ル（
西
側
の
ほ
う
が
広
い
）。

発
掘
調
査
：
１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）

９
月
か
ら
橿
原
考
古
学
研
究
所
と
桜
井

市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、

２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）
に
調
査
報

告
が
な
さ
れ
た
（『
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
の

研
究
』）。

埋
葬
施
設

墳
頂
部
（
後
円
部
）
の
中
央
か
ら
「
石

囲
い
木
槨
」
出
土
。
大
き
な
土
壙
内
に

内
側
の
長
さ
約
７
メ
ー
ト
ル
、
幅
約

２
・
７
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
推
定
１
・
５

メ
ー
ト
ル
（
現
在
約
１
・
１
メ
ー
ト

ル
）の
石
室
状
の「
石
囲
い
」施
設
。
そ

の
内
部
に
コ
ウ
ヤ
マ
キ
製
の
５
メ
ー
ト

ル
の
刳
抜
式
木
棺
を
納
め
た
大
規
模
な

木
槨
。
広
義
の
割
竹
形
木
槨
。
天
井
は

木
材
を
渡
し
、
そ
の
上
に
地
元
の
川
原

石
を
積
ん
で
い
る
。
棺
内
は
水
銀
朱
で

覆
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

前
方
部
裾
葺
石
を
一
部
除
去
し
て
木

棺
を
埋
葬
し
て
い
る
。
く
び
れ
部
に
簡

単
な
埋
葬
施
設
１
基
あ
り
。
上
記
２
つ

と
は
別
に
、
主
体
部
西
側
に
横
穴
式
石

室
が
あ
る
。
す
で
に
あ
っ
た
墳
丘
を
利

用
し
て
６
世
紀
末
頃
に
営
ま
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
石
室
全
長
14
メ
ー
ト

ル
以
上
。
玄
室
に
組
合
式
家
形
石
棺
。

副
葬
品
・
出
土
遺
物

大
型
壺
（
瀬
戸
内
系
、
高
さ
77
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
・
最
大
径
65
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
）

中
型
壺
（
東
海
系
、
高
さ
26
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
・
最
大
径
24
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
）
銅
鏃
約
60
本　

鉄
鏃
約
60
本　

素

環
頭
大
刀 
１
口　

鉄
製
刀
剣
類 

10
口　

加
飾
壺
画
紋
帯
同
向
式
神
獣
鏡
（
が
も

ん
た
い
ど
う
こ
う
し
き
し
ん
じ
ゅ
う
き

ょ
う
）
１
面　

画
紋
帯
神
獣
鏡
か
と
考

え
ら
れ
る
銅
鏡
片
２
個
体
分　

内
行
花

文
鏡
片　

鉄
製
農
工
具　

二
重
口
縁
壺

20
体（
庄
内
式
）　

布
留
０
式
土
器
３
点

上
記
の
、
調
査
結
果
か
ら
見
る
と
埋

葬
者
は
不
明
で
あ
り
、
古
墳
が
造
ら
れ

た
時
期
は
３
世
紀
中
頃
と
さ
れ
て
い

る
。
チ
ー
ム
は
、
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
に
上

が
り
、
確
認
す
る
も
初
め
は
余
り
霊
的

な
反
応
を
感
じ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

東
京
に
い
る
チ
ー
ム
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
に

ス
マ
ホ
で
、
箸
墓
古
墳
を
撮
影
し
な
が

ら
の
ラ
イ
ブ
中
継
を
試
み
た
と
こ
ろ
、

埋
葬
さ
れ
て
い
る
人
は
「
初
代
の
ヒ
ミ

コ
で
あ
り
、
ト
ヨ
で
は
な
い
。
争
い
が

多
く
、
戦
い
が
あ
り
、
側
近
に
だ
ま
さ

れ
て
毒
殺
さ
れ
た
。
自
分
を
裏
切
っ
て

殺
し
た
者
も
殺
さ
れ
、
一
緒
に
埋
葬
さ

れ
た
（
く
び
れ
部
の
入
り
口
に
あ
た
る

部
分
に
簡
単
な
埋
葬
施
設
１
基
あ
り
、

こ
れ
が
そ
の
者
の
墓
か
？
）。
謀
殺
を

計
画
し
た
の
は
物
部
氏
だ
。
玉
、
剣
と

鏡
に
光
を
当
て
て
欲
し
い
」
と
の
霊
言

か
ら
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
当
然
感
応

し
伯
家
神
道
の
所
作
を
舞
い
、
埋
葬
者

の
意
の
と
お
り
光
を
当
て
た
と
こ
ろ
、

泣
い
て
「
あ
り
が
と
う
」
と
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
受
け
る
。

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
は
、
い
つ
も
な
が
ら

13
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（共鳴）の意味で、宇宙ではないがスプーン
と一体となるとこれが可能となる。なお、ス
プーンの一部だけに短時間アクシオン波をあ
てるケースではテコの原理で曲げやすくなる
ケースや逆に柔らかくなっているケースも確
認している。

次にステンレスをみつめる方式で念力を送
りヤング率に変化が起きるのか、実験装置を
工夫して、測定してみることにした。材料は、
オーステナイト系とは書いてあるものの上記
コーヒースプーンと同じく磁石にくっつくの
で、フェライト系も入っているであろう市販
の0.1ミリ厚のステンレス鋼板で、これを12
ミリ×150ミリの短冊状に切り出したもので
つくった⊂型（片端固定）の板バネに、図の
ように一定加重Wをかけておいて、板バネ
部分に「念」を送ったとき、たわみδが変化
するかどうかを測定した（この検出には歪ゲ
ージ方式を用いた）。

まず、その板バネの部分の直下に「アクシ
オン・テレポート装置」の波源を置くと、４
分間で毎分3.1％の板バネのヤング率の低下

という一様な変化を確認できた。
次に板バネの部分を斜め上からみつめなが

ら一体となりつつ軟らかいイメージを送りな
がら「軟らかくなれ」と念じ続けると、1分間
で2.5％のヤング率の低下を確認できた。同
じように硬いイメージを送りながら「硬くな
れ」と念じ続けると1分間で2.0％のヤング率
の増大を確認できた。やってみると、感度は
低いものの、上記の「念力計」でわかってい
た「念」の性質と同様な反応だった。なお「硬
くなれ」のケースで一旦ヤング率が増加する
ものの30秒程度で逆転して、毎分2.5％程度
でのヤング率の低下に転ずる場合もあった。
事前の試技で「軟らかくなれ」と念じている
と、次の試技でもその効果が続く「残存効果」
と思われた（この現象は「念力計」でも確認
され似た現象は佐々木先生らの実験でも確認
されている）。以上は筆者自身による実験で
あるが、これまで東北日本サイ科学会のメン
バーなど６人に試していただいて同様な結果
を得ている。

このように、スプーン曲げは人間が出して
いるアクシオン波がステンレス鋼のアクシオ
ン・モードとしてのらせん転位に共鳴して起
きていると思われる。スプーン曲げができる
人は同じことを宇宙の背景物質でもあり宇宙
の意図でもあるアクシオン場に対しても行う
ことができるが、それが「悟り」体験であり、
健康の姿である。ステンレス鋼のアクシオ
ン・モードの周波数も含めて、一連の振幅で
の特定周波数系列の能動的共振（共鳴）とい
う1／fゆらぎになったとき、それは起きる
わけである。

だ
が
、
遠
隔
に
よ
る
霊
視
の
力
も
す
さ

ま
じ
く
、
１
５
０
０
年
以
上
も
経
た
昔

の
残
留
思
念
と
言
う
か
、
そ
の
地
に
い

ま
だ
に
残
っ
て
い
る
想
念
を
的
確
に
感

じ
、
そ
の
内
容
を
適
切
な
表
現
で
明
示

す
る
能
力
に
感
服
す
る
。
や
は
り
、
チ

ー
ム
の
歴
史
研
究
に
は
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

は
欠
か
せ
な
い
人
だ
。

ま
た
、
こ
こ
で
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
た
の
は
、
人
の
想
念
、
つ
ま
り
怒
り
、

悲
し
み
、
無
念
な
ど
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

念
は
い
つ
ま
で
も
そ
の
地
に
留
ま
り
、

１
０
０
年
、
１
０
０
０
０
年
と
経
っ
て

も
消
え
る
こ
と
な
く
、
怨
念
と
し
て
の

残
留
思
念
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
今
生
で
幸
せ
で

あ
っ
た
と
の
想
念
は
早
い
時
期
に
昇
華

し
て
、
亡
く
な
っ
た
者
の
魂
は
浄
化
・

向
上
し
、
類
魂
に
同
化
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
形
に
な
っ
た
。

古
か
ら
言
わ
れ
、
伝
え
ら
れ
て
い
る

と
お
り
「
人
に
や
さ
し
く
、
正
し
い
善

行
を
行
う
事
」
が
大
切
で
あ
り
、
人
が

そ
の
逆
の
行
為
を
し
た
場
合
、
１
０
０

年
、
１
０
０
０
年
と
子
々
孫
々
へ
消
え

る
こ
と
な
い
恨
み
を
、
受
け
続
け
る
こ

と
に
な
る
と
い
う
事
を
再
確
認
し
た
形

に
な
っ
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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宇宙の様々の要素の変動に共通してみられる
パワーのスペクトルのことである。

１／ｆゆらぎは非線形力学系では「カオス
の縁」で起きる自己組織化を意味するが実は
我々が健康であれば起きる現象である。真の
霊能力発現状態も「メンタル・トレーニン
グ」の生みの親ユネスタール博士などの研究
により既に明らかになっているように、一連
の脳波の１／ｆゆらぎである。これら１／ｆ
ゆらぎの本体がアクシオン場なのである。最
近、関先生が「サイ科学」通巻17号で取り上
げているKeshnerのモデルを拡張して筆者が
明らかにしたのだが、１／ｆゆらぎとは一連
の振幅での特定周波数系列の能動的共振（共
鳴）であり、神人合一はまさにこの状態だっ
た。つまり「悟り」等はこのアクシオン場へ
の一連の共振である。

スプーン曲げはこの共振の具体的な現象の
一つであるといえる。スプーンはステンレ
ス・スチールだが金属組織には格子欠陥があ
り、その中のらせん転位（screw dislocation）
がなんとアクシオンであることが、最近のト
ポロジカルバンド理論等のいわば「新しい物
性論」で明らかとなってきた。これは宇宙論
が物性論の中に展開するものである。そのら
せん転位にはカイラリティのモードが乗る。
電磁場同様、もちろん屈折等はあるがアクシ
オン場はステンレスにも空間にも連続して存
在するものとしてみることができる。磁流理
論的には、単なるアナロジーではなく、万物
を貫く位相としてアクシオン場は存在する。

以前筆者は「念力計」というものを開発し
た（「サイ実測研究会会誌」 No.5）。これは念
力で動かす対象のターゲットがセンサになっ
ているものであるが、日本サイ科学会でのエ
スパー伊東氏の公開実験などをとおして、タ
ーゲットに見えない糸をつけたイメージをも
つと、ターゲットが肉眼で見えない遠くから
でもターゲットを操ることができることが確
かめられている。もちろん、１～２メートル
離れた所から眼でターゲットを直接「みつめ
る」だけでも動くことも確かめられている。
力むのでなくターゲットとふんわりとした気

持ちで一体となると、よくコントロールでき
ることもわかった。このターゲットも実はカ
イラリティをもつものだったのである。アク
シオンはカイラリティの量子でもある。

もちろん、スプーンにこのアクシオン場と
してのらせん転位があるかどうかを実験的に
確認する必要がある。H. Forwaldのサイコ
ロの位置決めテストもそうだが、念力には遠
隔伝達性がある。スプーン曲げはどうしても
スプーンを触ってしまうので実験測定しづら
いが、この念力の遠隔性を利用すると測定し
やすい。幸い、筆者はアクシオン場を再生す
る装置（「アクシオン・テレポート装置」とい
う）を既に開発済みなので、この装置を用い
て実験することにした。

まず、この装置の波源側にコーヒースプー
ンを丸ごと40分入れて置いたものを東北日
本サイ科学会の出席者の皆さんに素のものと
ともに配って、硬さや感触の違いがあるかど
うか確かめていただいた。スプーンの硬さの
違いを感知できるかどうかで、らせん転位と
してのアクシオン場（カイラル・モード）に
共鳴できるかが確認できる。あまり力を入れ
ないで感知できる人は生体場として、スプー
ン内部のらせん転位としてのアクシオン場と
の共振周波数（一つとは限らない、むしろた
くさん）をもっているということになる。こ
の場合、必ずしもスプーンを曲げるのが目的
ではなく、アクシオン場によってスプーンの
応力特性が変化することを感じ取っていただ
くということだ。上記のように、皆さんご自
身から実はもともとアクシオン波が出ている
ので、それとスプーンとの間の一連の共鳴で
あることを確認していただければよい。

その２本についてスプーン曲げに挑んでい
ただいたところ、出席者の皆さん全員（６名）
がアクシオン波をあてた方が硬くなったと言
い、実際曲がり方に大きな差ができた。素の
方を大きく曲げたり、アクシオン波をあてた
方を折ったりする人もいた。この現象につい
て、らせん転位にアクシオン波が共鳴し格子
欠陥を埋める形になって金属組織の自由エネ
ルギーが下がり、硬くなったと考えられた。
一連の振幅での特定周波数系列の能動的共振

15



スプーン曲げは古くて新しい問題である。
清田益章氏らを被験者とする佐々木茂美先生
らによる肯定的研究（「サイ科学」Vol. 1 No.1 , 
Vol. 3 No. 1等）があるにもかかわらず、スプ
ーン曲げが実際にできたとする人以外、否定
学者や世間一般からは、子供だましやトリッ
クだと思われてきた。前回のこのジャーナル
記事で筆者はサイ現象は宇宙の背景物質（ダ
ークマターなどと呼ばれる）アクシオンによ
るのではないかということで、根拠となる念
動力、念写、透視の例を挙げたが、最近、ス
プーン曲げもアクシオン場だろうということ
がわかってきた。実は、スプーン曲げは、子
供だましどころか、「悟り」や健康の指標に
なるような本質的な事柄だったのである。

1950年代から1960年代に米国デューク大
学のH. Forwaldによって行われたサイコロ
の位置決めテストの念動力の実験式

をこのアクシオン場Ψを表すクライン・ゴル
ドン方程式

の解によってa=mc/ℏ（mはアクシオンの質
量）と説明できたことは前回も述べたとおり
である。このクライン・ゴルドン方程式の非
斉次項κρはPontryagin密度の項で、

となり、我々の意識の湧き出し源になってい
る（非斉次項のあるクライン・ゴルドン方程
式はm=0とすると、電波の送受信アンテナ
のある式に対応していることがわかる）。

ここでは詳細を述べることは紙面の都合で
できないが、筆者が長年研究して来ている

「磁流理論」では、以上のことも根拠として、
アクシオン場は昔から言われる「気」や「オ
ーラ」のことでもあることがわかっている。
またアクシオン場は宇宙の意図であり、この
宇宙は、関英男先生が述べているサイ情報系

（幽子情報系）のような一大宇宙システムに
なっていることを確認するに至っている。

そこで「悟り」もアクシオン場の問題にな
る。「悟り」は仏教的表現だが、ここでいう

「悟り」はマズローのいう最上位の「自己実
現」、ポジティブ心理学でいう「超越」、フロ
ー心理学の「フロー」、イスラム教圏でいう

「ファナー」、キリスト教圏でいう「エクスタ
シス」などの意味合いであり、ほんとの自己
実現、宇宙との一体、神人合一のことである。
そして、その中身のもっとも簡易な指標の一
つが１／ｆゆらぎであるとわかった。１／ｆ
ゆらぎとは小川のせせらぎとかそよ風のよう
な「心地よさ」を誘う振動として有名だが、
自然界の音波・加速度、宇宙線強度、水晶の
共振周波数、心地よいときの脳波・脈波等々

スプーン曲げができる人は
「悟り」が近い!
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九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

心
霊
現
象
か
ら
何
を
学
ぶ
か
？

（
人
生
を
ど
う
生
き
る
か
）

　
　
　

講
師　

小
林　

信
正
氏

　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長
）

日
時	

令
和
５
年
９
月
18
日（
月
・
祝
）

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
７
階
７
０
１
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員
二
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

（
講
演
内
容
）

世
の
中
は
様
々
で
、
お
金
、
地
位
、

名
誉
が
欲
し
い
人
々
が
い
れ
ば
、
愛
、

幸
せ
を
求
め
て
い
る
人
々
も
い
ま
す
。

「
人
は
な
ぜ
生
き
る
の
で
し
ょ
う
か
」

「
人
は
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
か
」

目
に
見
え
な
い
心
霊
世
界
の
虜
に
な
っ

て
奇
人
や
変
人
と
言
わ
れ
よ
う
が
、
60

年
間
探
求
し
て
「
霊
的
な
真
理
」
に
目

覚
め
ま
し
た
。

「
心
霊
現
象
か
ら
何
を
学
ぶ
か
？
」

霊
魂
に
つ
い
て
の
映
像
を
ご
覧
頂
き
、

「
こ
の
人
生
で
大
切
な
事
と
は
？
」

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◎
小
林
信
正
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

都
心
生
れ
、
小
学
２
年
時
に
敗
戦
。

焦
土
に
よ
り
小
学
校
６
回
転
校
。

医
師
を
志
し
、
高
校
３
回
転
校
。
解

剖
を
見
学
し
て
医
学
を
諦
め
る
。

旧
東
京
写
真
大
学
か
ら
慶
応
大
学
で

哲
学
・
心
理
学
を
専
攻
。
在
京
テ
レ
ビ

局
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
チ
ー
フ
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
、
部
長
。
退
社
後
、
制
作
会

社
Ｊ
Ｍ
Ｃ
代
表
取
締
役
。
大
学
や
企
業

研
修
の
講
師
。
元
公
益
財
団
法
人
日
本

心
霊
科
学
協
会
常
任
理
事
。

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長
。

心
霊
現
象
の
研
究
60
年
。

著
書「
ひ
ら
め
き
」の
力
。
他
多
数
。

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」と

一
般
の
御
寄
付
御
礼

�

（
８
／
⓯
受
領
分
ま
で
）

金
二
十
五
万
円
也　
　

匿　

名　
　

様

金
一
千
円
也　
　
　

東
條
多
美
代　

様

◆　
　
　
　
　

◆

第
⓮
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会

透
視
・
ひ
ら
め
き
な
ど
超
能
力
開
発

法
と
体
験
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　

講
師　

小
林 

信
正 

氏

　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長
）

日
時	

令
和
５
年
11
月
18
日（
土
）
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今
月
号
の
記
事

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
第
14
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
50
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

★
10
月
全
国
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
九
月
研
究
集

　

会
、
十
一
月
分
科
会
、
十
一
月
研
究

　

集
会
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
５
年
度
通
常
総
会
の
報
告
Ⅰ

◎
佐
々
木
茂
美
先
生
新
刊
書
の
ご
案
内

◎
令
和
４
年
六
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅲ

◎
第
四
七
四
回
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　

研
究
集
会
報
告

◎
日
本
古
代
遺
跡
調
査
報
告
Ⅱ

◎
気
当
て
診
断
法
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午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場	
北
と
ぴ
あ
９
階
９
０
２
会
議
室

交
通	
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員
一
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

＊
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
お

支
払
い
下
さ
い
。

（
講
演
内
容
）

人
間
に
は
誰
で
も
潜
在
的
に
備
わ
っ

た
能
力
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
能
力
は
知
ら
ず
に
環
境
に
適
応

し
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
潜
在
脳
力
を

引
き
出
す
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
、
そ

の
思
考
法
と
実
践
的
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
行

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
あ
な
た
の
透
視
能
力
テ
ス
ト
！

＊
潜
在
能
力
を
引
き
出
す
条
件
と
は

＊
能
力
を
活
か
す
思
考
法
と
は

＊
体
験
的
実
践
テ
ク
ニ
ッ
ク
法

脳
力
の
開
発
の
み
な
ら
ず
、
人
間
関

係
の
改
善
や
自
己
実
現
の
為
に
役
立
つ

テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
。

◆　
　
　
　
　

◆

第
㊿
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
11
回
異
能
科
学
会
議

テ
ー
マ「
た
ま
し
い 

と
は
な
に
か
？

～
魂
理
学
事
始
～
」

講
演
者

あ
お
み
え
り（
真
実
追
求
系 youtuber

）

根
本
泰
行（
理
学
博
士
）

田
中
俊
行（
呪
物
蒐
集
家
）

エ
イ
コ
☆
ク
ル
ス
マ
ー
テ
（
銀
河
の
歌

姫
）

中
沢
健（
U
M
A
研
究
家
）

千
々
松
健（
黄
金
比
研
究
者
）

志
村
則
夫 （
歯
学
博
士
）

他日
時	

令
和
５
年
12
月
９
日（
土
）

	

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
７
階
第
一
研
修
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

	

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

①
一
般  

２
０
０
０
円

	

②
サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、

	

60
歳
以
上
75
歳
未
満 

１
０
０
０
円

	

③
宇
宙
人
、
75
歳
以
上  

０
円

	

（
宇
宙
人　

認
定
は
受
付
に
て
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

◆　
　
　
　
　

◆

十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

瞑
想
に
よ
り
自
分
が
変
わ
る

　
　
　

講
師　

三
好 

一
郎 

氏

　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
副
理
事
長
）

日
時	

令
和
５
年
12
月
17
日（
日
）

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
９
階
９
０
１
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員
二
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

瞑
想
、
座
禅
は
日
本
の
神
秘
的
な
も

の
と
し
て
、
海
外
で
は
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
歴
史
的
な
も
の
の
と

ら
え
方
か
ら
く
る
も
の
で
、
海
外
の
人

達
に
は
歴
史
的
背
景
が
少
な
く
、
な
か

な
か
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本

の
神
秘
と
と
ら
え
注
目
さ
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

現
在
で
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑

想
と
し
て
、
か
な
り
瞑
想
が
普
及
し
て

い
ま
す
。
物
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
文
明

生
活
に
お
い
て
、
多
く
の
人
は
身
体
を

壊
し
た
ら
病
院
に
行
き
、
薬
を
飲
み
、

そ
の
肉
体
だ
け
を
治
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
残
さ
れ
て
い
る
、
傷
つ
い
た
精
神

は
、
誰
も
振
り
向
か
ず
、
触
ろ
う
と
し

て
い
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
心
へ
の

触
れ
方
を
知
ら
な
い
、
修
正
の
仕
方
が

分
か
ら
な
い
、
良
き
指
導
者
が
い
な
い

か
ら
と
、
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
開
催
は
、
そ
の
壊
れ
か
け
た

精
神
、
見
え
な
い
心
の
修
正
を
、
こ
れ

ら
を
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
面
を
含
め
た

多
角
的
な
面
か
ら
、
瞑
想
に
つ
い
て
の

説
明
だ
け
で
な
く
、
実
践
も
取
り
入
れ

た
講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
自
分
の
力
で
多
く
の
悩
み
、
身
体

の
不
調
の
改
善
を
図
っ
て
い
け
る
指
針

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
心
、
精
神
が

前
を
向
け
ば
、
身
体
も
前
を
向
い
て
く

れ
ま
す
か
ら
、
体
感
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

◎
三
好
一
郎
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
４
７
年
４
月　

香
川
県
に
生
ま
れ
、

2
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★日本サイ科学会　第31回全国大会★
� （特別協賛：サトルエネルギー学会）

（日時）　2023年10月9日（月・祝）10 :00〜16 :40
（会場）　北とぴあ7階701会議室
（交通）　ＪＲ京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）の階段を下り

　改札口を出て見える高層ビル
（会費）　会員 ￥3,000（含当日入会申込者）　一般 ￥4,000　学生 ￥2,000
		  上記会費は、予稿集代 を含みます。
		  ※サトルエネルギー学会会員は会員会費となります。

＜プログラム＞　（敬称略）
  9 : 30		  開場
10 :00〜10 :10	 開会のご挨拶　浪平 博人 会長

◎第1部：会員の研究発表（4名）（各20分発表、5分質疑応答）
10 :10～10 :35	 瀬尾 泰範「サイポテンシャルメーターと運命創造曼荼羅」
10 :35～11 :00	 成定 正和「ＵＦＯの実在とエーテルエネルギー」
11 :00～11 :25	 橋本 和哉「スターシード魂の診療」
11 :25～11 :50	 志賀 一雅「脳波の起源（仮説）」
11 :50～12 :50	 昼休み（60分）

◎第2部：シンポジウム　テーマ「宇宙人とサイ」
12 :50～13 :00　大会委員長 阿久津淳
パネリスト
13 :00～13 :20	 清田益章（超能力者、イノリスト〈祈人〉）
13 :20～13 :40	 マリア石塚（コンタクティ）
13 :40～14 :00	 中野健次郎（プロデューサー、八王子FM代表）
14 :00～14 :20	 和場まさみ（ライター、出版プロデューサー）
14 :20～14 :40	 佐藤禎花（特異効能者、ヒーラー）
14 :40～15 :00	 秋山眞人（超能力者、ヒーラー）
15 :00～15 :20	 吉田 一敏（吉田統合研究所所長）
15 :20～15 :35	 休憩
パネルディスカッション
15 :35～15 :45	 パネル基調講演 浅川義治（衆議院議員）「UFO・宇宙人考」
15 :45～16 :30	 ディスカッション

16 :30～16 :35	 会員優秀発表表彰式　浪平 博人 会長
16 :35～16 :40	 閉会の挨拶　小林 信正 理事長
17 :30～19 :30	 懇親会（希望者：当日受付）
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現
在
は
千
葉
県
在
住
。
獣
医
師
の
資
格

を
持
ち
、
動
物
の
治
療
等
臨
床
に
従
事
。

ま
た
、
資
格
を
要
す
る
業
務
に
も
携
わ

っ
て
い
た
。
出
雲
大
社
神
職
の
資
格
を
持

ち
、
祭
祀
も
執
り
行
っ
て
い
た
。
小
説
家

と
し
て
、
執
筆
活
動
中
。
日
本
サ
イ
科

学
会
副
理
事
長
を
務
め
て
い
る
。

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

「
ラ
イ
ト
ワ
ー
カ
ー
杉
本
光
生
氏

に
よ
る
宇
宙
の
お
話
と
願
望
実

現
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」講
座

　
　
　

講
師　

杉
本 

光
生 

氏

日
時	

令
和
５
年
９
月
30
日

	

午
後
３
時
か
ら
約
２
時
間
半

会
場	

は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニッ 

ク

	
https://clinic-hashim

oto.net/

交
通	

阪
急
京
都
線
、
正
雀
駅
か
ら
徒

歩
３
分

参
加
費　

会
場
参
加
、
W
E
B
と
も

　
　
　
　

会
員　

３
５
０
０
円

　
　
　
　

一
般　

４
０
０
０
円

会
場
参
加　

20
名
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
で　

別
室
の
モ
ニ
タ
ー
参
加
17
名
（
動
画
中　

継
で
す
が
質
問
は
対
面
可
能
で
す
）

※
そ
の
他
z
o
o
m
に
よ
る
W
E
B

参
加
は　

人
数
制
限
な
し

◎
杉
本
光
生
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
な
ぜ
あ
の
よ

う
な
発
見
を
で
き
た
か
を
知
り
た
く
て

大
学
で
は
物
理
学
科
を
修
め
る
。
占
い

師
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、
種
々
の
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
な
人
物
だ
っ
た
過
去
生
が

あ
り
、
今
回
は
地
球
の
ア
セ
ン
シ
ョ
ン

（
次
元
上
昇
）
を
助
け
る
指
名
を
持
っ

て
地
球
に
や
っ
て
き
た
。
過
去
生
で
は

願
い
星
で
地
球
の
人
の
願
い
を
叶
え
て

い
た
。

今
世
で
は
１
９
９
９
年
７
月
、
あ
る

夢
を
見
る
。
天
井
に
宇
宙
か
ら
の
高
次

元
存
在
が
や
っ
て
来
る
。「
地
球
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
送
り
た
い
が
貴
殿
は
そ
れ

を
受
け
取
り
使
い
こ
な
す
こ
と
が
出
来

る
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
る
。「
出
来
る
」

と
自
分
の
魂
が
自
然
に
答
え
た
と
こ

ろ
、
以
後
、
不
思
議
な
宇
宙
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
受
け
取
る
よ
う
に
な
り
、
杉
本

氏
の
ご
縁
の
あ
る
方
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を

し
て
き
た
。

ま
た
宇
宙
情
報
は
海
外
の
チ
ャ
ネ
リ

ン
グ
情
報
を
翻
訳
し
て
自
身
の
解
釈
を

交
え
な
が
ら
ブ
ロ
グ
、Y

ouT
ube

な

ど
で
発
信
し
て
い
る
。

杉
本
さ
ん
講
座
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

１
．
宇
宙
銀
河
連
合
等
の
話

２
．
人
へ
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
、
マ
イ
ナ
ス　

感
情
の
蓄
積
や
ト
ラ
ウ
マ
を
宇
宙
銀　

河
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
癒
す

３
．
願
望
実
現
を
宇
宙
銀
河
の
エ
ネ
ル　

ギ
ー
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
実
習

今
回
の
講
座
は
ち
ょ
っ
と
お
目
に
か

か
れ
な
い
ラ
イ
ト
ワ
ー
カ
ー
の
手
法
を

披
露
し
て
も
ら
い
ま
す
。

先
ず
は
宇
宙
銀
河
連
合
等
と
地
球
に

つ
い
て
の
お
話
で
す
。

地
球
に
関
連
し
た
宇
宙
銀
河
、
星
の

歴
史
は
宇
宙
の
始
ま
り
一
つ
と
っ
て
も

解
明
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く

50
年
や
１
０
０
年
経
っ
て
も
僅
か
に
解

明
さ
れ
る
程
度
だ
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
で
宇
宙
を
見

透
す
と
宇
宙
、
人
類
は
こ
の
よ
う
に
出

来
て
き
た
と
い
う
情
報
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
初
め
に
杉
本
氏
が
集
め
た
海

外
の
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
等
に
よ
る
宇
宙
銀

河
や
星
の
情
報
か
ら
、
特
に
地
球
に
関

連
し
た
情
報
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
か
い
つ

ま
ん
で
お
伝
え
し
て
貰
い
ま
す
。
そ
れ

に
よ
り
宇
宙
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

頂
き
ま
す
。

次
は
人
の
マ
イ
ナ
ス
の
感
情
蓄
積
や

ト
ラ
ウ
マ
の
除
去
に
つ
い
て
で
す
。

杉
本
さ
ん
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
手
法
の
一

つ
は
、
宇
宙
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ダ

イ
レ
ク
ト
に
患
部
に
入
れ
ま
す
。
中
で

も
マ
イ
ナ
ス
の
感
情
蓄
積
、
ト
ラ
ウ
マ

を
取
る
の
を
よ
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
も

う
一
つ
の
手
法
は
と
て
も
変
わ
っ
た
方

法
で
ヒ
ー
リ
ン
グ
し
た
い
人
の
状
態
を

杉
本
氏
自
身
の
身
体
で
再
現
し
、
そ
の

状
況
を
見
な
が
ら
自
身
の
身
体
の
中
で

慈
し
む
よ
う
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
す
る
こ

と
で
相
手
が
癒
さ
れ
ま
す
。

上
手
く
い
け
ば
1
分
以
内
に
ヒ
ー
リ

ン
グ
は
終
わ
り
ま
す
。

こ
の
手
法
は
他
で
は
あ
ま
り
お
目
に

か
か
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
病
ん
だ
相
手
の
情
報
を
自
分
の
身
体

内
で
再
現
し
て
ヒ
ー
リ
ン
グ
し
た
ら
マ

イ
ナ
ス
を
受
け
な
い
で
す
か
？
」

と
杉
本
氏
に
尋
ね
た
と
こ
ろ

「
全
く
受
け
ま
せ
ん
」と

一
般
の
人
が
同
じ
こ
と
を
し
た
ら
か

な
り
の
障
害
を
受
け
ま
す
。
杉
本
氏
は

宇
宙
の
何
か
に
護
ら
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
浄
化
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ

4
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で
願
望
実
現
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
る

素
地
が
で
き
ま
す
。
そ
の
状
態
に
な
る

と
杉
本
さ
ん
が
降
ろ
し
た
願
望
実
現
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ス
ー
ッ
と
入
っ
て
行
き

ま
す
。
宇
宙
銀
河
で
の
宇
宙
意
識
と
共

に
発
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
球
の
ス
ピ

リ
ッ
ト
に
中
継
し
、
地
球
人
に
合
う
よ

う
変
換
し
た
上
で
受
け
取
り
ま
す
。

こ
の
手
法
も
今
回
、
皆
様
も
見
た
事

が
無
い
手
法
だ
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
ラ
イ
ト
ワ
ー
カ
ー
と
し

て
の
手
法
を
目
の
当
た
り
に
し
、
感

情
、
ト
ラ
ウ
マ
を
除
去
し
て
願
望
実
現

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
感
し
て
貰
え
た
ら

と
思
い
ま
す
。

講
座
後
は
懇
親
会
、
定
員
20
名
ま
で

で
す
。

お
弁
当
、
飲
み
物
は
各
自
で
持
参
く

だ
さ
い
。
ご
希
望
の
方
は
お
弁
当
を

２
３
０
０
円
で
手
配
し
ま
す
。
こ
の
場

合
も
飲
み
物
は
持
参
で
す
。
ゴ
ミ
は
各

自
持
ち
帰
り
。

申
し
込
み
は

会
場
参
加
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
も
含
め
て
、

申
し
込
み
先
は

https://docs.google.com
/form

s/
d/13U

9Voz5jap5FxTN-eItSJ7k4_
r9JrY

t4fh7IA
4T
q864/edit

申
し
込
み
受
付
後
に
振
込
先
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
分
科
会
の
お
知
ら
せ

奈
良
、
気
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り

「
奈
良
、
春
日
の
気
に
癒
さ
れ
る
」

の
お
知
ら
せ

日
時	
11
月
３
日（
金
）

	
午
後
１
時
～
５
時
20
分

参
加
費　

会
員　

４
５
０
０
円

　
　
　
　

一
般　

５
０
０
０
円

※
参
加
お
申
し
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は

後
述
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
ご
覧
下
さ
い
。

奈
良
市
の
中
で
も
東
側
、
特
に
春
日
大

社
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
を
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
感
じ
な
が
ら
巡
り
ま
す
。

詳
細
は
以
下
を
参
照
く
だ
さ
い
。

https://am
eblo.jp/kansai-psi/

entry-12816877970.htm
l

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

宇
宙
時
代
の
新
人
類
開
発

　
　
　

講
師　

エ
リ
コ
・
ロ
ウ

日
時	

令
和
５
年
11
月
11
日

	

午
後
３
時
か
ら
約
２
時
間
半

会
場	

摂
津
市
正
雀
市
民
ル
ー
ム
、
大

会
議
室

	
https://shojyaku.net

交
通	

阪
急
京
都
線
、
正
雀
駅
か
ら
徒

歩
３
分

参
加
費　

会
場
参
加
、
W
E
B
と
も

　
　
　
　

会
員　

３
５
０
０
円

　
　
　
　

一
般　

４
０
０
０
円

Ｕ
Ｆ
Ｏ
、
Ｅ
Ｔ
関
係
の
最
新
情
報
、

ミ
ス
テ
リ
ー
サ
ー
ク
ル
の
読
解
や
無
線

ラ
ジ
オ
に
よ
る
Ｅ
Ｔ
と
の
通
信
法
の
紹

介
、
ア
ス
ト
ラ
ル
ト
ラ
ベ
ル
、
瞑
想
に

よ
る
コ
ン
タ
ク
ト
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
開
発
し

た
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
に
よ
る
宇

宙
探
査
、
ラ
イ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
の
実
践

な
ど
実
習
を
通
し
て
宇
宙
を
体
感
す
る

講
座
で
す
。

地
球
外
知
的
生
命
体
の
存
在
や
宇
宙

船
の
飛
来
が
事
実
で
、
ア
メ
リ
カ
を
中

心
に
諸
国
政
府
が
回
収
し
た
墜
落
宇
宙

船
や
そ
の
乗
組
員
か
ら
の
情
報
を
も
と

に
超
先
進
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
開
発
し
て

き
た
と
す
る
内
部
告
発
が
激
増
、
政
府

に
よ
る
情
報
開
示
も
間
近
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
ま
ず
無
線
ラ
ジ
オ
で
Ｅ
Ｔ

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。
Ｕ
Ｆ
Ｏ

を
呼
ぶ
の
と
同
じ
く
１
０
０
％
繋
が
る

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
Ｅ
Ｔ
と
の
平
和

な
交
流
を
求
め
る
参
加
者
の
総
意
が
伝

わ
れ
ば
、
講
演
中
に
返
信
の
シ
グ
ナ
ル

が
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
に
よ
る
通
信
の
ラ
イ
セ
ン

ス
を
お
持
ち
の
方
は
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）。

次
に
講
演
と
し
て
、
本
物
と
み
ら
れ

る
ミ
ス
テ
リ
ー
サ
ー
ク
ル
や
Ｅ
Ｔ
、
宇

宙
船
、
地
球
産
の
宇
宙
船
な
ど
の
写
真

や
ビ
デ
オ
を
掲
示
し
な
が
ら
、
プ
レ
ア

デ
ス
星
団
か
ら
金
星
を
経
て
地
球
で
輪

廻
転
生
、
今
世
は
ア
メ
リ
カ
在
住
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
兼
ヒ
ー
ラ
ー
と
い
う
エ
リ

コ
・
ロ
ウ
に
、
米
科
学
者
や
信
頼
筋
が

公
言
す
る
Ｅ
Ｔ
と
人
類
の
関
わ
り
、
人

類
の
起
源
、
宇
宙
の
歴
史
と
構
造
に
関

す
る
最
新
諸
説
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。

5
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実
習
で
は
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
米
軍
が
開

発
、
実
際
に
宇
宙
探
査
に
も
利
用
し
て

い
た
透
視
法
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
、
幽
体
と
な
っ
て
宇
宙
を
訪
れ
る
ア

ス
ト
ラ
ル
ト
ラ
ベ
ル
、
特
殊
な
マ
ン
ト

ラ
瞑
想
、
ラ
イ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
な
ど
意

識
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
で
宇
宙
と
繋
が

る
方
法
な
ど
に
挑
戦
し
ま
す
。
宇
宙

人
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
情
報
を
知
り
た
い
方
、
瞑

想
状
態
で
Ｅ
Ｔ
と
交
流
し
た
り
、
宇
宙

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
て
み
た
い
方
、

宇
宙
と
繋
が
る
手
法
を
学
ん
で
み
た
い

方
は
も
と
よ
り
、
潜
在
能
力
を
開
花
さ

せ
た
い
方
、
意
識
改
革
に
つ
な
が
る
刺

激
を
お
求
め
の
方
に
も
お
勧
め
の
楽
し

い
講
座
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
講
座
後
は
懇
親
会
、「
寿
し

匠
お
が
わ
」
午
後
６
時
頃
か
ら
15
名
ま

で
。
参
加
費
４
４
０
０
円
（
税
込
） 

飲

み
代
は
各
自
。

お
申
し
込
み
先
は
、
会
場
参
加
、

W
E
B
参
加
も
含
め
て
、
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申
し
込
み
受
付
後
に
振
込
先
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

最
終
受
付
は
11
月
７
日
ま
で

※
キ
ャ
ン
セ
ル
ポ
リ
シ
ー
11
月
８
日
以

降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
50
％
の
キ
ャ
ン

セ
ル
料
が
か
か
り
ま
す
。

	

当
日
は
１
０
０
％
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
z
o
o
m
リ
ン
ク
は
11
月
10
日

（
金
）
の
夜
９
時
頃
メ
ー
ル
し
ま
す
。

◎
エ
リ
コ
・
ロ
ウ
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

米
国
シ
ア
ト
ル
在
住
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
兼
バ
イ
オ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ヒ
ー

ラ
ー
＆
ト
レ
ー
ナ
ー
。
イ
ー
レ
ン
気

功
、
ハ
ー
ト
マ
ス
ア
ド
ハ
ー
ト
、

H
M
R
（
ホ
ロ
グ
ラ
ム
記
憶
解
決
法
）、

チ
ベ
ッ
ト
・
マ
ン
ト
ラ
・
ヒ
ー
リ
ン
グ

な
ど
の
認
定
講
師
。
長
年
に
わ
た
り
Ｎ

Ｈ
Ｋ
や
著
作
の
取
材
を
通
じ
、
欧
米
の

最
先
端
医
療
か
ら
先
住
民
族
の
癒
や
し

ま
で
、
欧
米
の
科
学
者
が
注
目
す
る
セ

ラ
ピ
ー
や
超
能
力
開
発
法
を
実
践
で
学

ん
で
き
た
。「
自
ら
を
変
え
る
脳
の

力
」、「
死
ん
だ
後
に
は
続
き
が
あ
る
の

か
、
臨
死
体
験
と
意
識
の
科
学
の
最
前

線
」、「
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の

書
物
よ
り
も
賢
い
言
葉
」
な
ど
著
書
、

訳
書
多
数
。
元
コ
ー
ネ
ル
大
学
非
常
勤

教
師
、
元
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
大
非
常
勤

講
師
。
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
、
Ｎ

Ｙ
大
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
大
学
院
卒
。

令
和
５
年
度
通
常
総
会
の
報
告
Ⅰ

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

浪
平 

博
人

◎
令
和
４
年
度
本
部
事
業
報
告

１
．
会
員
の
現
状
（
令
和
５
年
５
月
末　

現
在
）

　

名
誉
会
員　
　
　
　

１
名

　

維
持
会
員　
　
　
　

３
名

　

正
会
員　
　
　

１
０
４
名

　

学
生
会
員　
　
　
　

21
名

　

準
会
員　
　
　
　
　

21
名

　

合
計　
　
　
　

１
５
０
名

２
．
講
演
会
、
研
究
集
会

本
部
は
10
月
の
「
第
30
回
全
国
大

会
」
を
含
み
、
計
13
回
の
例
会
・
分
科

会
を
開
催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会（
敬
称
略
）

令
和
４
年

４
月
17
日
（
日
）
浪
平
博
人
「
生
命
現 　

象
発
生
の
数
理
仮
説
（
命
の
働
き
は

混
沌
か
ら
現
れ
る
）」

６
月
19
日
（
日
）
平
田
進
一
郎
「
私
が　

体
験
し
、
学
ん
だ
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル　

ヒ
ー
リ
ン
グ
の
真
実
」

７
月
18
日
（
月
・
祝
）「
不
思
議
体
験
談
、　

写
真
映
像
発
表
・
討
論
会
」

９
月
18
日
（
日
）
飛
沢
誠
一
「
こ
の
世　

の
人
生
で
活
躍
、
満
足
す
る
方
法
と　

は
？
」

10
月
10
日
（
月
・
祝
）
第
30
回
全
国
大　

会
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
あ
の　

世
と
サ
イ
」」

12
月
10
日
（
土
）
芳
田
マ
サ
ヒ
ロ
「
な　

り
た
い
自
分
に
な
る
！
筆
跡
の
魔
法
」

令
和
５
年

２
月
19
日
（
日
）
中
島
敏
樹
、
澤
本
三　

十
四
「
心
身
に
い
い
水
」

◎
分
科
会

☆
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

	

（
世
話
役　

阿
久
津 

淳
）

令
和
４
年

７
月
23
日
（
土
）
第
46
回
「
第
16
回
Ｕ　

Ｆ
Ｏ
＊
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12
月
18
日
（
日
）
第
47
回
「
第
10
回
異　

能
科
学
会
議
」

令
和
５
年

３
月
25
日
（
土
）
第
48
回
「
第
５
回
ソ　

ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

☆
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会

	

（
世
話
役　

小
林 

永
周
）

令
和
４
年

５
月
29
日
（
日
）
第
12
回　

小
林
永
周　

「
特
異
能
力
の
検
証
と
開
発
法
」

6



7

11
月
20
日
（
日
）
第
13
回　

小
林
永
周　

「
憑
依
現
象
と
霊
障
の
解
決
法
」

☆
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科　

会
（
世
話
役　

瀬
尾 

泰
範
）

令
和
５
年

１
月
15
日
（
日
）
第
６
回
占
星
学
と
運　

命
創
造
学
の
研
究
分
科
会

３
．
通
常
総
会

令
和
４
年
６
月
19
日（
日
）

北
と
ぴ
あ
７
０
１
会
議
室
で
開
催

４
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

令
和
４
年
６
月
19
日（
日
）

北
と
ぴ
あ
８
０
１
会
議
室
で
開
催

５
．
本
部
理
事
会

	

第
２
２
５
回
～
第
２
２
９
回
を
４

月
、　

７
月
、
９
月
、
12
月
、
２
月

の
５
回
開
催
し
た
。

６
．
出
版
物

	

「
サ
イ
科
学
」
第
44
巻
第
１
号
を
発　

行
し
た
。

	

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
４
６
３
号　

か
ら
第
４
６
８
号
ま
で
６
誌
を
発
行　

し
た
。（
続
く
）

◆　
　
　
　
　

◆

◎
新
刊
書
の
ご
案
内

佐
々
木
茂
美
著
「
宇
宙
空
間
に
存
在

す
る
意
識（
心
）エ
ネ
ル
ギ
ー
」

https://w
w
w
.am
azon.co.jp/gp/

product/B
0CD

95GQ
9C/

今
回
はK

indle

電
子
出
版
の
他
に
、

A
m
azon

の
P
O
D
に
よ
る
ペ
ー
パ

ー
バ
ッ
ク
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

本
の
価
格
は
、

・K
indle U

nlim
ited 

会
員
：
無
料
読

み
放
題

・K
indle

一
般
の
方
：
１
０
０
円

・
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
（
紙
の
本
）：

	

８
８
０
円

佐
々
木
先
生
は
現
在
、
メ
ー
ル
や
携

帯
電
話
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。

メ
ー
ル
は
読
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
留
意
願
い
ま
す
。

是
非A

m
azon

で
ご
購
入
い
た
だ
き
、

ご
感
想
を
お
手
紙
で
お
送
り
し
た
り
、

レ
ビ
ュ
ー
に
お
書
き
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
佐
々
木
先
生
の
ご
住
所
は
本

の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
４
年
６
月
本
部
例
会
報
告
Ⅲ

私
が
体
験
し
、
学
ん
だ
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
真
実

　
　
　

講
師　

平
田 

進
一
郎 

氏

人
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
っ
て
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
、
当
然
、
細
胞
も
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
細
胞
に
も
当
然
波
動
が
あ
る
わ
け

で
す
ね
。

私
が
常
に
マ
イ
ナ
ス
思
考
、
マ
イ
ナ

ス
の
感
情
を
作
り
出
し
て
た
ら
、
私
の

中
に
あ
る
細
胞
も
き
っ
と
そ
の
波
動
の

影
響
を
受
け
て
マ
イ
ナ
ス
の
波
長
を
作

り
出
す
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
行
っ
て
重
篤
な
病
気
に
な
っ
て
き

た
方
っ
て
い
う
の
は
、
決
し
て
心
と
感

情
と
い
う
も
の
が
明
る
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。そ

れ
は
そ
う
で
す
ね
。
病
気
の
方
だ

け
ど
、
そ
れ
を
逆
に
ど
う
し
た
ら
よ
く

し
て
い
く
か
っ
て
い
っ
た
と
き
に
、
一

時
的
に
ヒ
ー
ラ
ー
が
ヒ
ー
リ
ン
グ
に
よ

っ
て
そ
う
い
っ
た
悪
い
部
分
を
と
っ
て

い
た
だ
い
て
、
そ
の
滞
在
期
間
中
っ
て

い
う
の
は
す
ご
く
良
く
な
り
ま
す
け
れ

ど
、
実
際
に
良
く
は
な
る
ん
で
す
け

ど
、
こ
れ
も
あ
る
意
味
対
症
療
法
な
ん

で
す
ね
。
そ
の
場
で
本
人
が
そ
う
い
っ

た
波
動
に
な
っ
て
し
ま
う
。
原
因
と
い

う
の
を
取
り
除
か
な
い
と
、
い
く
ら
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
な
の
だ
っ

て
い
う
の
を
や
っ
て
も
ダ
メ
な
ん
で
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
こ
と
っ
て
い
う
の

は
現
代
医
学
に
も
言
え
る
わ
け
で
す
ね
。

が
ん
が
あ
り
ま
し
た
。

手
術
し
て
取
り
ま
し
た
。

で
も
、
そ
の
後
は
手
術
し
て
取
っ
た

か
ら
、
も
う
治
っ
ち
ゃ
っ
た
元
の
生
活

に
戻
る
っ
て
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
原

因
と
結
果
の
法
則
か
ら
大
き
く
ず
れ
て

し
ま
っ
て
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
思
い
と

同
じ
よ
う
な
感
情
を
毎
日
毎
日
習
慣
的

に
作
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
再

発
と
い
う
よ
う
な
方
向
に
行
っ
て
し
ま

う
可
能
性
っ
て
い
う
の
も
否
定
で
き
な

い
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も

の
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
は
必
ず

波
動
す
な
わ
ち
バ
イ
オ
フ
ォ
ト
ン
と
い

う
も
の
が
存
在
し
て
い
る
ん
だ
、
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
ぜ
ひ
記
憶
に
留
め
て

お
い
て
い
た
だ
き
た
い
な
、
と
い
う
ふ

う
に
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
い
き
な
り
グ
ロ
テ
ス
ク
な

絵
な
ん
で
す
け
ど
、
こ
れ
写
真
な
ん
で

す
ね
。

7
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こ
の
写
真
は
非
常
に
珍
し
く
、
実
際

に
こ
の
よ
う
に
ヒ
ー
ラ
ー
の
と
こ
ろ
か

ら
光
が
入
っ
て
き
て
、
基
本
的
に
は
天

上
界
の
パ
ワ
ー
を
そ
の
ヒ
ー
ラ
ー
の
体

を
通
し
て
患
者
さ
ん
の
方
に
入
れ
て
い

く
と
い
う
考
え
方
に
な
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
が
動
画
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
実

際
に
眼
球
を
取
り
出
し
て
い
る
よ
う
な

映
像
で
す
。

（
次
の
写
真
）

こ
の
よ
う
に
お
腹
の
中
に
手
を
入
れ

る
と
毛
穴
が
開
い
て
、
そ
こ
か
ら
血
液

が
ふ
わ
っ
と
膨
れ
上
が
っ
て
、
そ
ん
な

に
出
血
は
し
な
い
ん
で
す
け
ど
も
、
そ

こ
か
ら
こ
う
い
っ
た
肉
片
と
い
う
塊
が

飛
び
出
し
て
き
て
、
そ
れ
を
取
る
わ
け

で
す
ね
。

最
初
私
こ
れ
を
見
た
時
衝
撃
で
し
た
。

お
そ
ら
く
こ
う
い
う
の
は
初
め
て
見
ら

れ
る
方
、
衝
撃
か
と
思
う
ん
で
す
け

ど
、
こ
れ
は
人
間
と
か
動
物
の
臓
物
と

は
全
く
違
う
も
の
で
す
。

こ
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
に
関
し
て
と
い
う

の
は
、
私
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
行
っ
て
か

ら
３
年
か
５
年
後
ぐ
ら
い
に
、
私
が
家

や
学
校
の
方
で
年
に
２
回
や
っ
て
ま
す
。

リ
ト
リ
ー
ト
研
修
と
い
う
２
泊
３
日

の
瞑
想
研
修
の
時
に
、
私
ど
も
財
団
の

持
っ
て
い
る
富
士
の
別
荘
を
使
っ
て
い

る
ん
で
す
け
ど
、
実
は
そ
の
別
荘
に
こ

の
ヒ
ー
ラ
ー
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
呼
び

ま
し
て
１
回
そ
こ
で
治
療
を
や
っ
た
経

験
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
は
２
日
間
で
60
人
ぐ
ら
い
の

方
が
来
ら
れ
た
ん
で
す
け
ど
、
最
後
黒

の
ポ
リ
袋
に
こ
の
出
て
き
た
臓
物
を
入

れ
て
終
わ
っ
た
夕
方
、
私
自
身
が
そ
れ

を
生
ゴ
ミ
と
し
て
焼
却
す
る
ん
で
す
け

ど
、
最
初
は
も
の
す
ご
く
大
き
な
袋
だ

っ
た
の
が
、
夕
方
に
な
る
と
も
の
す
ご

く
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。

ち
ょ
っ
と
怖
く
て
、
中
は
開
け
て
な

い
ん
で
す
け
ど
、
た
だ
不
思
議
だ
な
と

思
っ
た
の
は
普
通
、
大
体
肉
片
を
ほ
っ

た
ら
か
し
に
し
て
お
く
と
冷
え
て
く
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
が
冷
え
な
い

ん
で
す
ね
。
全
然
冷
え
て
な
い
。
ち
ょ

っ
と
生
温
か
い
よ
う
な
。

ち
ょ
う
ど
車
の
助
手
席
で
そ
れ
を
捨

て
よ
う
と
思
っ
て
足
の
間
に
入
れ
て
夏

だ
っ
た
ん
で
、
半
ズ
ボ
ン
を
履
い
て
ま

し
た
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
そ
こ
の
ポ
リ
の

袋
の
と
こ
ろ
が
当
た
っ
た
時
に
な
ん
か

生
温
か
い
よ
う
な
、
そ
ん
な
感
じ
が
し

ま
し
た
。
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
な

い
な
、
と
い
う
ふ
う
に
そ
こ
に
行
っ
て

痛
切
に
感
じ
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
ヒ
ー
リ
ン
グ
と
は

余
談
に
な
る
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
聖
書

を
掲
げ
て
、
ヒ
ー
ラ
ー
が
こ
の
聖
書
か

ら
皆
さ
ん
信
じ
な
い
か
も
し
れ
な
い
で

す
け
ど
、
目
に
見
え
な
い
心
霊
注
射
と

い
う
の
を
出
し
て
、
そ
れ
を
刺
す
ん
で

す
ね
。

そ
れ
が
ま
た
痛
い
ん
で
す
。
今
日
来

ら
れ
て
い
る
方
の
中
に
は
何
人
か
こ
れ

経
験
さ
れ
て
い
る
方
、
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
け
ど
、
こ
う
い
う
よ
う
な

こ
と
が
実
際
に
向
こ
う
で
は
や
っ
て
お

り
ま
し
た
。

最
終
的
に
学
ん
だ
こ
と
と
い
う
の
は

最
強
の
治
療
法
と
い
う
の
は
、
あ
な
た

の
中
に
あ
る
自
分
の
中
に
あ
る
、
つ
ま

り
肉
体
的
な
も
の
だ
け
を
や
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
こ
の
治
療
の

合
間
合
間
に
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
り
、
合

間
合
間
に
瞑
想
を
や
り
自
分
自
身
の
本

質
的
な
も
の
を
学
ん
で
い
く
。
勉
強
も

合
わ
せ
て
や
っ
て
い
く
。

１
週
間
で
す
の
で
、
一
番
ハ
イ
ラ
イ

ト
と
し
て
皆
さ
ん
が
驚
く
の
は
、
あ
あ

い
う
心
霊
治
療
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
れ
以
外
に
も
後
で
お
話
し
し
ま
す
け

れ
ど
も
そ
の
方
の
魂
が
永
遠
に
不
滅
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
皆
さ
ん
否
定
し
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
や
っ
ぱ
り
仏
教
に
限

ら
ず
、
私
た
ち
の
過
去
性
と
い
う
も
の

が
必
ず
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

で
す
か
ら
過
去
性
の
自
分
の
意
識
、

そ
う
い
う
も
の
を
こ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

8
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研
修
を
通
し
て
学
ん
で
い
く
と
い
う
。

そ
う
い
う
１
週
間
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
れ
を
最
初
に
経
験
し
た
時
に
、
こ
れ

は
か
な
り
命
の
選
択
に
な
る
な
と
、
今

ま
で
20
代
だ
っ
た
ら
や
っ
ぱ
り
ど
こ
か

に
旅
行
に
行
こ
う
。
そ
こ
そ
こ
外
国
に

行
く
人
だ
っ
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
ハ
ワ
イ

に
行
っ
て
命
の
選
択
し
よ
う
と
考
え
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
こ
の
時
期
か
ら
で
す

ね
。
年
に
２
回
は
こ
こ
に
行
っ
て
そ
う

い
っ
た
学
び
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う

風
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

映
像
で
ち
ょ
っ
と
見
て
い
た
だ
き
ま

し
た
け
ど
、
こ
の
ヒ
ー
ラ
ー
の
ヒ
ー
リ

ン
グ
っ
て
い
う
の
は
、
こ
れ
に
似
た
よ

う
な
の
をY

ouT
ube

で
出
し
て
い
る
人

が
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
ご
覧
に
な
っ

た
も
の
と
比
較
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
分

か
り
ま
す
け
ど
、
全
然
豪
快
さ
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
さ
が
違
う
ん
で
す
ね
。

偽
物
っ
て
い
う
の
は
、
も
う
こ
う
や

っ
て
、
隠
し
な
が
ら
、
手
に
こ
う
や
っ

て
や
り
な
が
ら
や
っ
て
い
き
ま
す
か
ら
。

今
お
見
せ
し
た
映
像
は
、
一
切

Y
ouT
ube

に
載
せ
た
り
と
か
そ
う
い

う
公
共
の
も
の
に
は
見
せ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
、
や
っ
ぱ
り
こ

れ
だ
け
を
見
せ
る
と
で
す
ね
。
い
ろ
ん

な
憶
測
が
飛
び
交
う
わ
け
で
す
ね
。

で
、
現
に
こ
の
時
代
も
こ
れ
が
あ
る
っ

て
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
と
同
時
に
、

み
ん
な
皆
さ
ん
じ
ゃ
あ
、
そ
れ
、
本
物

な
の
か
偽
物
な
の
か
っ
て
い
う
こ
と
で

来
る
わ
け
で
す
よ
。

そ
れ
で
中
に
は
こ
う
ガ
ン
を
取
っ
て

も
ら
っ
た
と
か
、
今
ヒ
ー
ラ
ー
の
先
生

が
出
し
た
の
は
ガ
ン
細
胞
で
す
と
か
い

う
わ
け
の
分
か
ん
な
い
こ
と
を
言
っ
て

い
る
番
組
も
相
当
あ
り
ま
し
た
。

も
う
一
度
誤
解
の
な
い
よ
う
に
申
し

上
げ
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
か
ら
出
て

く
る
も
の
っ
て
い
う
の
は
、
自
分
の
中

に
あ
る
想
念
体
が
作
り
出
し
た
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
の
意
識
な
ん
で
す
。
こ
の
意
識

を
、
一
時
的
に
ヒ
ー
ラ
ー
の
力
に
よ
っ

て
外
に
物
化
現
象
と
し
て
取
っ
て
い
く

対
症
療
法
。

そ
の
時
は
良
く
な
る
け
れ
ど
も
そ
の

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
心
を
引
き
付
け
る
自
分

の
内
在
さ
れ
た
意
識
を
変
え
な
い
限
り

ず
っ
と
つ
き
続
け
る
、
い
わ
ゆ
る
、
治

ら
な
い
ん
だ
よ
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と

な
ん
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
こ
れ
を
や
っ
て
帰
っ
て

す
ぐ
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
し
ま
し
た
ら
ガ

ン
が
消
え
て
ま
し
た
っ
て
い
う
方
も
い

ま
し
た
し
、
帰
っ
て
み
た
け
ど
消
え
て

な
か
っ
た
よ
っ
て
い
う
人
も
い
ま
す
し
、

３
ヶ
月
経
っ
て
か
ら
消
え
た
っ
て
い
う

人
も
い
ま
す
し
、
６
ヶ
月
後
に
も
う
１

回
行
っ
て
消
え
た
っ
て
い
う
方
も
い
ま

す
し
、
実
例
を
挙
げ
れ
ば
40
名
、
50
名

の
方
の
体
験
っ
て
い
う
の
を
私
実
際
に

見
て
き
ま
し
た
の
で
、
決
し
て
現
象
自

体
と
い
う
の
は
も
の
す
ご
い
神
業
に
し

か
見
え
な
い
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
辺
の

認
識
と
い
う
の
を
、
こ
の
映
像
を
見
て

意
外
と
理
解
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
な
、

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

じ
ゃ
あ
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ

ン
グ
っ
て
い
う
の
は
何
な
の
？
と
い
う

問
い
に
対
し
ま
し
て
は
、
冒
頭
申
し
上

げ
ま
し
た
通
り
、
生
命
場
を
調
整
す
る

こ
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
場
を
調
整
す
る
こ

と
、
そ
の
人
の
意
識
を
変
え
て
い
く
努

力
を
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
て
く

る
思
考
や
出
て
く
る
感
情
と
い
う
も
の

が
変
わ
っ
て
く
る
っ
て
い
う
。
そ
こ
に

目
を
向
け
な
い
と
ダ
メ
な
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
ち
ょ
っ
と
難
し
く
て
混
乱

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
、

定
義
し
ま
す
と
こ
う
い
う
こ
と
な
ん
で

す
ね
。
意
識
状
態
つ
ま
り
魂
の
状
態
っ

て
い
う
も
の
は
、
私
た
ち
こ
の
肉
体
を

持
っ
た
と
き
に
そ
の
魂
を
ベ
ー
ス
に
し

て
表
に
出
す
思
考
と
感
情
と
い
う
も
の

を
体
験
す
る
わ
け
な
ん
で
す
。

こ
れ
が
根
性
だ
け
の
も
の
で
あ
れ
ば

い
い
ん
で
す
が
、
過
去
生
に
自
分
が
別

の
肉
体
を
持
っ
た
と
き
に
そ
れ
を
体
験

し
た
も
の
が
、
今
生
も
同
じ
よ
う
な
体

験
を
す
る
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
な
か
な
か
で
す
ね
。
よ
く
巷

で
は
カ
ル
マ
の
修
正
、
仏
教
的
に
は
業

で
す
よ
ね
。
カ
ル
マ
の
修
正
を
し
な
き

ゃ
カ
ル
マ
の
修
正
を
し
な
き
ゃ
、
と
い

う
言
葉
は
あ
り
ま
す
け
ど
、
そ
ん
な
に

簡
単
に
カ
ル
マ
の
修
正
な
ん
て
で
き
な

い
ん
で
す
よ
ね
。

根
性
だ
け
の
反
省
で
は
無
理
で
す
か

ら
過
去
生
も
あ
る
し
、
そ
の
前
も
あ
る

で
も
結
果
的
に
は
、
我
々
生
き
て
い
る

以
上
、
目
標
は
何
か
っ
て
い
っ
た
ら
、

悪
し
き
意
識
状
態
か
ら
正
し
き
意
識
状

態
に
変
え
た
方
が
、
よ
り
人
生
を
楽
し

9
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く
生
き
ら
れ
る
よ
、
と
良
子
的
な
考
え

方
を
し
た
ら
そ
っ
ち
の
考
え
方
で
い
っ

た
方
が
良
い
も
の
を
引
き
付
け
て
く
る

よ
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
だ
け
の
こ
と

な
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
あ
ん
ま
り
結
果
を
最
初
か

ら
良
い
、
悪
い
と
い
う
こ
と
を
求
め
る

よ
り
は
、
き
ち
っ
と
こ
う
い
っ
た
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た

ち
と
い
う
の
は
変
革
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
風
な
考
え
方
に
な
る
わ

け
な
ん
で
す
。

ち
ょ
っ
と
こ
こ
で
少
し
量
子
物
理
学

も
踏
ま
え
た
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
意
識
を
語
る
上
で
、
良
子
論
が
最

近
は
介
在
す
る
と
い
う
理
由
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
物
質

と
し
て
存
在
す
る
も
の
と
状
態
と
し
て

存
在
す
る
も
の
が
ど
う
違
う
か
と
い
う

こ
と
を
分
か
り
や
す
く
ご
説
明
し
ま
す
。

意
識
っ
て
目
に
見
え
ま
せ
ん
。
で
も
、

意
識
状
態
っ
て
い
う
の
は
皆
さ
ん
な
ん

と
な
く
分
か
る
と
思
い
ま
す
。
ふ
わ
ー

っ
と
し
て
る
け
ど
、
で
も
思
考
だ
っ
た

ら
今
何
考
え
て
る
ん
で
す
か
っ
て
聞
け

ば
私
こ
う
い
う
こ
と
考
え
て
ま
す
。

今
何
思
っ
て
ん
で
す
か
っ
て
言
っ
た

ら
い
や
私
こ
う
い
う
こ
と
思
っ
て
ん
で

す
っ
て
、
他
人
に
対
し
て
シ
ェ
ア
す
る

こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
け
ど
、
意
識
状

態
は
っ
て
聞
か
れ
て
も
な
か
な
か
言
葉

に
で
き
な
い
ん
で
す
ね
。
で
も
、
状
態

と
し
て
は
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
を
例
え
ば
こ
れ
海
で
す
。
こ
の

海
が
静
か
な
、
あ
ま
り
波
の
立
っ
て
い

な
い
よ
う
な
状
態
っ
て
い
う
の
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
私
た
ち
の
意
識
で
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。
瞑
想
を
し
て
、
心

が
穏
や
か
に
な
っ
た
、
ま
た
は
分
か
り

や
す
く
言
え
ば
、
温
泉
に
行
っ
て
リ
ラ

ッ
ク
ス
を
し
て
何
か
心
が
軽
く
な
っ
た

っ
て
言
っ
た
時
に
自
分
の
意
識
っ
て
も

の
す
ご
く
安
定
し
て
る
状
態
で
す
よ

ね
。で

す
か
ら
何
か
自
分
に
と
っ
て
の
あ

る
特
定
の
意
識
状
態
が
い
つ
も
あ
る
場

面
に
出
く
わ
す
と
、
自
分
の
感
情
を
怒

り
の
感
情
に
変
え
て
、
思
い
も
憎
ら
し

い
と
か
、
悔
し
い
と
か
、
そ
う
い
う
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
に
出
て
く
る
体
験
ば

っ
か
り
ず
っ
と
し
て
い
る
と
そ
の
体
験

に
対
し
て
自
分
の
意
識
と
い
う
の
は
自

動
的
に
反
応
す
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
っ
ち
ゃ
う
わ
け
で
す
ね
。

同
じ
人
で
も
で
も
あ
る
時
、
何
か
自

分
に
と
っ
て
不
都
合
な
状
態
が
起
こ
っ

た
時
に
ど
う
で
し
ょ
う
。

波
は
荒
れ
る
わ
け
で
す
。
こ
う
や
っ

て
、
波
と
い
う
も
の
は
状
態
と
し
て
存

在
し
て
ま
す
。
さ
っ
き
は
波
が
打
っ
て

な
い
と
い
う
状
態
で
存
在
し
て
ま
す
。

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
意
識
に
相
当
す
る
わ

け
で
す
。

じ
ゃ
あ
、
こ
の
波
と
い
う
も
の
を
分

析
し
て
い
け
ば
何
か
っ
て
言
っ
た
ら
水

で
あ
っ
て
、
水
っ
て
い
う
の
は
何
か
と

言
っ
た
ら
水
と
い
う
分
子
と
い
う
物
質

が
あ
っ
て
物
質
で
い
け
ば
Ｈ
と
い
う
皆

さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
、
分
子
の
水
素

と
酸
素
の
共
有
で
結
合
し
た
も
の
が
水

に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
水

っ
て
言
っ
て
い
る
う
ち
は
物
質
な
ん
で

す
け
ど
、
こ
れ
が
波
に
な
っ
て
く
る
と

状
態
と
し
て
存
在
し
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
で
、
こ
の
物
質
と
し
て
存
在
す
る

状
態
と
波
と
い
う
状
態
で
存
在
す
る
も

の
っ
て
い
う
の
は
両
方
二
つ
あ
る
ん

だ
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
。

こ
れ
が
量
子
論
と
し
て
言
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。

10
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先
ほ
ど
、
ヒ
ー
ラ
ー
が
じ
ゃ
あ
、
こ

の
波
を
ど
う
整
え
て
い
く
か
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
ん
で
す
が
、
必
ず
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
移
送
の
状
態
と
い
う
も
の
が
で

き
て
ま
す
。

こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
上
が
っ
て
し
ま
っ

た
バ
ッ
テ
リ
ー
が
も
う
一
つ
の
元
気
な

方
の
バ
ッ
テ
リ
ー
か
ら
繋
い
で
、
シ
ス

テ
ム
復
活
の
た
め
に
バ
ッ
テ
リ
ー
チ
ャ

ー
ジ
す
る
こ
と
に
す
ご
く
似
て
い
ま
す
。

ヒ
ー
ラ
ー
と
い
う
施
療
を
や
る
人
か

ら
ヒ
ー
リ
ー
と
い
う
受
け
る
人
に
対
し

て
、
シ
ス
テ
ム
復
活
の
た
め
の
バ
ッ
テ

リ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
や
っ
て
い
く
わ
け
な

ん
で
す
ね
。
実
際
の
と
こ
ろ
は
特
に
手

で
や
る
よ
う
な
ヒ
ー
リ
ン
グ
っ
て
い
う

の
は
ま
さ
に
こ
れ
に
あ
た
り
し
ま
す
。

こ
の
時
、
ヒ
ー
ラ
ー
が
そ
の
施
療
を

受
け
る
方
に
ど
の
よ
う
な
意
識
で
ど
の

よ
う
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
や
る
か
と

い
う
こ
と
に
よ
っ
て
も
大
き
な
違
い
が

出
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。

ま
た
、
同
じ
よ
う
に
受
け
る
側
の
意

識
の
度
合
い
っ
て
い
う
も
の
に
よ
っ
て

も
大
き
く
、
そ
の
効
果
と
い
う
の
が
違

っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
難
し
い
言
葉
で
言
え
ば
、
波
長

鏡
面
と
言
い
ま
し
て
、
ど
れ
だ
け
ヒ
ー

ラ
ー
に
対
し
て
信
頼
を
置
い
て
い
る

か
、
例
え
ば
先
ほ
ど
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

こ
の
治
療
に
お
い
て
も
、
最
初
私
が
行

っ
た
時
と
い
う
の
は
ど
ん
な
こ
と
さ
れ

る
ん
だ
ろ
う
あ
ん
な
こ
と
さ
れ
て
痛
く

な
い
ん
だ
ろ
う
か
っ
て
い
う
猜
疑
心
の

塊
み
た
い
な
の
で
言
っ
て
ま
す
か
ら
、

体
は
正
直
で
、
筋
肉
は
硬
直
し
て
る
わ

け
で
す
ね
。
で
す
か
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
状
態
で
受
け
て
ま
せ
ん
の
で
、
最
初

は
な
か
な
か
出
そ
う
と
思
っ
て
も
な
か

な
か
出
て
こ
な
い
。

そ
れ
が
２
日
目
３
日
目
に
な
っ
て
、

自
分
が
こ
う
い
う
も
ん
な
ん
だ
っ
て
、

自
分
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
し
て
瞑
想
を
し

て
、
心
が
穏
や
か
に
な
っ
て
く
れ
ば
く

る
ほ
ど
、
バ
ン
バ
ン
バ
ン
バ
ン
デ
ト
ッ

ク
ス
さ
れ
て
い
く
わ
け
な
ん
で
す
ね
。

こ
れ
は
も
う
ま
さ
に
今
日
、
治
療
さ

れ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し

れ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
治
療
家
に
と
っ

て
は
こ
れ
は
も
う
絶
対
的
に
必
要
な
原

理
原
則
だ
と
思
い
ま
す
。
受
け
る
人
の

意
識
の
度
合
い
が
そ
の
治
療
家
を
ど
れ

だ
け
信
頼
し
て
い
る
か
、
安
心
感
が
あ

る
か
。
私
は
こ
う
い
う
ヒ
ー
リ
ン
グ
を

受
け
て
る
ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
を
き
っ

ち
り
説
明
し
て
、
そ
れ
を
受
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
私
は
良
く
な
る
わ
け
で
す
。

（
完
）

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
七
四
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

呪
術
と
密
教

　
　
　

講
師　

松
本 

真
弘 

阿
闍
梨

真
言
宗
醍
醐
派
の
僧
侶
（
尼
僧
）、

修
験
道
の
阿
闍
梨
、
山
伏
。
物
部
古
神

道
伝
承
者
痛
み
抜
き
気
功
・
難
病
祈

祷
・
憑
き
物
祈
祷
。

開
催
日　

令
和
５
年
８
月
５
日

会
場　

摂
津
市
正
雀
市
民
ル
ー
ム

呪
い
は
霊
的
な
手
段
で
、
悪
意
を
も

っ
て
他
の
人
や
社
会
に
災
厄
や
不
幸
を

も
た
ら
す
行
為
で
す
。
丑
の
刻
参
り
や

陰
陽
師
が
呪
い
を
し
た
こ
と
は
歴
史
的

に
有
名
で
す
。

ま
た
現
代
で
も
小
説
や
ア
ニ
メ
「
呪

術
廻
戦
」
な
ど
で
も
そ
の
様
子
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
呪
い
は
昔
の
出
来
事

で
科
学
の
進
ん
だ
現
代
で
は
な
い
だ
ろ

う
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
決
し
て
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト
に
も
あ
り

ま
す
が
、
現
代
で
も
呪
い
を
請
け
負
う

人
は
い
ま
す
し
存
在
し
ま
す
。
ま
た
藁

人
形
に
釘
を
打
ち
付
け
て
い
る
の
を
見

る
事
が
あ
り
ま
す
。
呪
い
を
受
け
た
人

は
相
当
な
精
神
、
身
体
的
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
松
本
阿
闍
梨
の
講
座
で
は
そ

う
し
た
呪
い
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
の
か
、
現
在
で
も
本
当
に
存
在
す
る

の
か
、
そ
の
対
処
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
て
頂
き

ま
し
た
。

先
ず
は
呪
い
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
の
か
？
で
す
が
、
松
本
阿
闍
梨

の
真
言
宗
で
も
呪
術
が
あ
り
ま
す
。
良

い
方
向
に
向
か
え
ば
祈
祷
で
あ
る
し
、

攻
撃
な
ど
の
方
向
に
向
か
え
ば
呪
い
で

す
。
呪
術
的
な
原
理
は
同
じ
で
す
。
例

え
ば
、
胡
瓜
封
じ
は
病
気
を
封
じ
る
と

な
っ
て
い
ま
す
が
昔
は
相
手
の
名
前
を

書
い
て
呪
咀
を
し
て
い
ま
し
た
。
根
本

は
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
す
が
対
象
が
何

処
へ
向
か
う
か
が
違
う
。
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松
本
阿
闍
梨
の
立
場
で
は
呪
い
の
依

頼
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
が
呪
う
と
倍

返
し
で
返
っ
て
来
る
。
呪
い
を
す
れ
ば

我
が
身
を
締
め
る
こ
と
に
な
る
。
な
の

で
や
ら
な
い
し
、
や
っ
た
事
が
な
い
そ

う
で
す
。
呪
い
外
し
は
行
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
の

時
、
敵
国
に
対
し
大
元
帥
明
王
法
が
行

わ
れ
た
。
陰
陽
道
で
は
安
倍
晴
明
ら
は

式
神
を
作
っ
て
呪
詛
を
し
て
い
た
。
戦

国
時
代
で
は
戦
い
に
呪
咀
が
用
い
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
人
型
で
相
手
の
名
前
を

書
い
て
燃
や
す
と
か
、
札
で
呪
い
を
か

け
る
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

現
代
で
も
呪
詛
は
さ
れ
て
お
り
、
松

本
阿
闍
梨
の
知
り
合
い
に
は
呪
い
を
請

け
負
っ
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

京
都
の
丑
の
刻
神
社
、
天
王
寺
の
鎌
八

幡
神
社
が
あ
り
ま
す
。
神
戸
方
面
で
呪

い
を
か
け
る
神
社
が
あ
り
、
H
P
に

も
呪
い
ま
す
と
書
い
て
い
ま
す
。
貴
船

神
社
の
裏
山
で
た
く
さ
ん
の
藁
人
形
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

外
国
に
目
を
向
け
る
と
、
ブ
ー
ド
ゥ

の
呪
い
人
形
、
西
洋
は
悪
魔
の
使
い
を

よ
く
使
っ
て
い
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
イ
ン
ド
、
中
国
で
も
呪
咀

は
あ
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
霊
的
な
事
は
盛
ん

で
黒
魔
術
規
制
法
も
あ
り
ま
す
。
呪
咀

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
は
霊
能
板
金
が
あ
り
、
事
故
し
た
車

を
拝
む
こ
と
で
凹
ん
だ
所
が
直
っ
て
出

て
来
た
話
も
あ
り
ま
し
た
。

真
言
宗
で
は
呪
い
は
憑
物
の
力
を
借

り
て
い
る
所
が
多
い
が
、
神
仏
を
使
っ

て
呪
詛
を
か
け
て
い
る
人
も
い
て
大
威

徳
明
王
や
聖
天
様
に
依
頼
す
る
事
が
多

い
。
三
角
形
の
護
摩
壇
を
使
う
。
ネ
ッ

ト
な
ど
で
の
請
負
行
者
は
あ
ま
り
上
手

く
い
か
な
い
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

呪
い
を
か
け
ら
れ
た
か
ら
と
言
っ
て

典
型
的
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近

上
手
く
行
か
な
い
な
ど
何
だ
か
お
か
し

い
な
と
思
っ
た
ら
呪
咀
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
る
こ
と
で
す
。
自
分
で
分
か
ら
な

い
場
合
は
専
門
の
人
に
依
頼
し
ま
す
。

症
例
紹
介

最
近
、
お
客
さ
ん
が
減
っ
た
と
相
談

さ
れ
た
。
商
売
敵
か
ら
呪
い
を
か
け
ら

れ
て
き
つ
い
念
が
飛
ん
で
来
て
い
た
。

調
伏
の
護
摩
焚
き
で
回
復
し
た
。

呪
咀
を
お
返
し
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
呪
咀
を
か
け
た

本
人
が
倒
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
護
摩
を
炊
い
て
外
す
こ

と
で
直
ぐ
に
改
善
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

中
に
は
翌
日
に
は
別
の
呪
い
を
か
け
て

く
る
強
者
も
い
て
注
意
が
必
要
で
す
。

ア
ス
リ
ー
ト
の
選
抜
で
選
手
選
び
の

時
に
落
選
す
る
よ
う
に
呪
咀
さ
れ
た
、

戦
っ
て
い
る
前
で
応
援
を
装
っ
て
呪
咀

し
て
い
た
。
松
本
阿
闍
梨
が
そ
の
呪
咀

を
遠
方
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
無
事
選
抜

さ
れ
た
。

松
本
阿
闍
梨
自
身
も
呪
咀
で
や
ら
れ

た
事
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
死
に
か
け

た
事
が
あ
り
ま
す
。

大
威
徳
明
王
を
使
っ
て
襲
わ
れ
た
事

が
あ
り
、
大
威
徳
明
王
が
乗
っ
て
い
る

牛
が
襲
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
観
音
様

で
呪
詛
さ
れ
た
事
、
西
洋
の
悪
魔
を
か

け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

呪
咀
と
は
少
し
違
い
ま
す
が
、
怨
霊

の
怨
み
に
よ
る
祟
り
の
ケ
ー
ス
で
は
、

先
祖
で
別
の
女
性
と
結
婚
す
る
た
め
奥

さ
ん
を
切
り
殺
し
古
井
戸
に
投
げ
入
れ

た
。
そ
の
祟
り
で
子
孫
の
長
男
の
奥
さ

ん
が
調
子
が
悪
く
な
る
。
松
本
阿
闍
梨

に
相
談
さ
れ
た
方
も
、
切
ら
れ
た
所
か

ら
と
思
わ
れ
る
腕
か
ら
痺
れ
て
い
ま
し

た
。
阿
闍
梨
の
護
摩
で
改
善
し
ま
し
た
。

脳
腫
瘍
の
娘
さ
ん
の
ケ
ー
ス
。
先
祖

因
縁
で
怨
み
で
す
。
末
子
相
続
の
家
系

で
末
っ
子
が
財
産
を
継
ぐ
制
度
が
あ
り

ま
し
た
。
あ
る
末
子
が
財
産
を
継
ぐ
予

定
で
し
た
が
、
新
し
い
奥
さ
ん
が
来
て

子
ど
も
が
生
ま
れ
、
そ
の
末
子
だ
っ
た

人
は
相
続
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で

殺
め
て
し
ま
い
怨
ま
れ
、
子
孫
が
病
気

が
ち
に
な
っ
た
。

木
を
切
っ
た
祟
り
は
よ
く
有
り
ま
す
。

敷
地
の
ア
パ
ー
ト
の
1
箇
所
に
封
印
し

て
い
る
所
が
有
っ
た
の
で
そ
こ
を
開
け

る
と
神
木
が
有
っ
た
。
話
を
聞
い
て
み

る
と
木
を
切
っ
て
か
ら
良
く
無
い
事
が

起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
酒
を
か

け
て
な
だ
め
た
り
、
供
物
を
捧
げ
て
、

お
許
し
て
貰
え
る
よ
う
木
に
拝
ん
で
事

な
き
を
得
た
。
祟
り
は
樹
木
の
精
霊
が

起
こ
す
が
松
本
阿
闍
梨
は
基
本
、
樹
木

の
精
霊
を
抜
か
な
い
方
針
だ
そ
う
で
す
。

魚
の
呪
い
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
漁
師

で
魚
が
取
れ
な
く
な
っ
た
。
魚
供
養
を

し
て
い
な
か
っ
た
。
松
本
阿
闍
梨
の
進

言
で
石
碑
を
建
て
て
魚
供
養
を
し
た
。

動
物
の
屠
殺
の
場
合
は
動
物
が
馬
頭

観
音
さ
ま
に
救
い
を
求
め
て
走
ろ
う
と

す
る
。

そ
ん
な
動
物
を
食
べ
る
た
め
に
殺
す

家
が
あ
る
が
、
そ
ん
な
家
系
に
障
害
を

持
っ
た
子
が
生
ま
れ
る
事
が
あ
る
。
そ

れ
を
神
の
子
が
生
ま
れ
た
と
言
い
、
一

族
で
そ
の
子
を
大
切
に
す
る
と
殺
さ
れ

た
動
物
の
供
養
を
す
る
こ
と
に
な
り
そ

の
一
族
が
繁
栄
し
ま
す
。

呪
い
が
そ
の
対
象
と
な
っ
た
人
に
だ

け
行
く
場
合
と
子
孫
ま
で
障
害
を
及
ぼ

12
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す
ケ
ー
ス
の
違
い
は
呪
う
人
が
一
族
が

繁
栄
し
な
い
よ
う
呪
う
か
ど
う
か
の
違

い
で
す
。

呪
咀
を
受
け
た
時
の
対
処
法

明
王
な
ら
上
の
位
の
明
王
で
返
す
、

天
部
の
仏
様
は
そ
の
上
の
位
の
仏
様
で

払
い
返
す
の
が
基
本
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
で
の
外
し
方
が
あ

り
、
そ
の
道
の
神
様
に
依
頼
し
ま
す
。

そ
の
た
め
呪
い
の
種
類
を
調
べ
、
外
国

の
場
合
は
そ
の
専
門
の
神
様
を
呼
ん
で

お
外
す
よ
う
依
頼
し
ま
す
。

呪
い
か
ら
身
を
隠
す
方
法
が
あ
る
。

手
の
印
を
組
み
な
が
ら
、
摩
利
支
天
真

言
、
オ
ン
、
マ
リ
シ
エ
イ
、
ソ
ワ
カ
と

何
回
か
唱
え
、
最
後
に
ボ
ロ
ン
と
言
う

真
言
で
身
を
隠
し
ま
す
。
呪
咀
し
て
や

っ
て
来
た
者
か
ら
は
透
明
に
な
っ
た
感

じ
で
呪
咀
か
ら
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
普
賢
延
命
菩
薩
真
言
を
手
印

を
組
み
な
が
ら
オ
ン
バ
ザ
ラ
、
◯
◯

（
自
分
の
名
前
）
ユ
セ
イ
ソ
ワ
カ
と
唱

え
る
。
仏
の
甲
冑
を
着
る
感
じ
で
攻
撃

か
ら
身
を
護
る
バ
リ
ア
を
張
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

九
字
切
り
の
魔
払
い
も
あ
り
ま
す
。

井
文
字
で
切
る
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、

さ
さ
斬
り
と
言
っ
て
斜
め
に
切
る
方
法

も
強
い
で
す
。
斜
め
に
切
る
場
合
は
天

地
玄
妙
行
神
変
通
力
勝
と
読
み
な
が
ら

切
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

真
言
は
１
回
、
３
回
、
７
回
、
21
回
、

１
０
８
回
と
そ
の
時
に
応
じ
て
回
数
を

変
え
れ
ば
良
い
。
し
っ
か
り
や
れ
ば
や

る
ほ
ど
防
御
で
き
る
が
、
７
回
あ
げ
る

こ
と
が
多
い
。

呪
咀
に
よ
っ
て
弱
っ
て
い
た
人
が
こ

う
し
た
防
御
に
よ
っ
て
倒
れ
に
く
く
な

っ
た
人
も
い
ま
す
。

そ
の
他
、
諸
々
の
お
話
で
す
が
、

何
故
か
明
王
で
も
呪
咀
に
使
わ
れ
る

事
が
あ
る
。
人
を
救
う
は
ず
の
仏
様
が

呪
咀
に
使
わ
れ
る
の
か
？
は

呪
咀
す
る
行
者
が
そ
の
神
仏
よ
り
も

強
い
立
場
に
あ
り
使
役
で
き
る
の
だ
と
。

星
回
り
の
マ
イ
ナ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

上
手
く
行
っ
て
い
な
い
人
が
会
場
に
い

ま
し
た
。
十
一
面
観
音
真
言
、
オ
ン
マ

カ
キ
ャ
ロ
ニ
カ
ソ
ワ
カ
を
唱
え
る
と
良

い
そ
う
で
す
。

四
国
の
イ
ザ
ナ
ギ
流
物
部
村
に
松
本

阿
闍
梨
が
行
っ
た
事
が
あ
る
。
イ
ザ
ナ

ギ
流
で
は
決
ま
り
が
き
っ
ち
り
と
決
ま

っ
て
い
る
。
神
様
と
お
話
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
方
の
師
匠
は
猟
犬
が
罠
に
か

か
っ
た
時
、
遠
方
か
ら
呪
術
に
よ
り
罠

を
切
っ
た
そ
う
で
す
。
イ
ザ
ナ
ギ
流
で

も
呪
う
事
が
あ
る
。
そ
の
人
達
に
か
か

っ
た
ら
お
そ
ら
く
松
本
阿
闍
梨
も
太
刀

打
ち
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
と
に
か
く
凄

か
っ
た
と
。

質
疑
応
答
も
自
分
の
状
態
相
談
も
含

め
て
多
数
あ
り
ま
し
た
。

講
座
後
は
懇
親
会
、「
寿
し
匠
お
が

わ
」で
楽
し
く
雑
談
し
ま
し
た
。

◆　
　
　
　
　

◆

日
本
古
代
遺
跡
調
査
報
告
Ⅱ

　
　
　
　
　
　
　

三
好 

一
郎

日
本
古
代
史
研
究
チ
ー
ム

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー　
　
　

天
堂
珠
希

チ
ー
ム
サ
ブ
リ
ー
ダ
―　

佐
野
信
子

影
山
治
夫

神
職　
　

卜
部
丹
也

神
職　
　

三
好
一
郎

こ
こ
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
者
は
、
地

元
豪
族
の
位
の
高
い
娘
で
あ
る
が
、
皇

女
で
は
な
く
鬼
道
を
使
い
祭
祀
を
扱
っ

て
い
た
巫
女
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
た
め

箸
墓
古
墳
の
よ
う
に
、
宮
内
庁
が
管
理

し
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

当
時
は
、
朝
廷
の
統
治
能
力
が
十
分

に
あ
る
と
は
い
え
ず
、
常
に
豪
族
間
の

争
い
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
、
各
豪
族
は
権
謀
術
策
を
図
り
、
時

に
は
力
に
よ
る
戦
い
も
多
く
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

そ
ん
な
中
、
鬼
道
を
使
い
パ
ワ
ー
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
た
卑
弥
呼
を
直
接

攻
撃
で
き
な
か
っ
た
た
め
な
の
で
あ
ろ

う
か
、
側
近
を
抱
き
込
み
卑
弥
呼
を
謀

殺
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の

側
近
も
そ
の
行
動
が
発
覚
し
殺
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
は
、
奈
良
の
一
角

を
統
治
し
て
い
た
豪
族
の
物
部
の
、
意

に
逆
ら
う
宣
託
を
し
た
た
め
謀
殺
を
計

画
し
た
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
託
宣
に
よ

り
物
部
の
一
部
が
大
敗
し
た
の
で
、
そ

の
責
を
取
ら
せ
る
た
め
側
近
に
毒
殺
さ

せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
犯
人
の
側
近
は
仕
え
て
い
る
主
人
に

殺
さ
れ
、
卑
弥
呼
の
側
に
埋
葬
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
く
つ
か
の
考

え
が
頭
を
よ
ぎ
る
。

こ
の
管
理
さ
れ
て
い
な
い
墳
墓
は
、

観
光
目
的
で
、
衆
人
に
踏
み
荒
ら
さ
れ

て
い
る
た
め
、
埋
葬
さ
れ
て
い
る
方
は

残
念
の
念
と
霊
域
の
尊
厳
を
蹂
躙
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
波
動
も
著
し
く
乱
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

13



14

そ
の
た
め
、
一
層
に
光
を
求
め
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
感
じ

た
の
は
古
墳
と
は
墳
墓
で
あ
る
か
ら
、

人
の
足
で
踏
み
荒
ら
す
よ
う
な
管
理
は

好
ま
し
く
な
く
、
も
少
し
考
え
て
も
ら

え
れ
ば
と
願
う
の
だ
が
。

考
察
と
し
て
は
、
ホ
ケ
ノ
古
墳
は
皇

族
で
は
な
く
地
元
豪
族
の
位
の
高
い
鬼

道
を
使
う
巫
女
で
あ
っ
た
初
代
ヒ
ミ
コ

の
墳
墓
で
あ
り
、
ヒ
ミ
コ
を
謀
殺
（
謀

殺
理
由
は
上
記
に
い
く
つ
か
例
を
記

載
）
さ
せ
た
物
部
氏
は
ヒ
ミ
コ
を
殺
し

た
側
近
の
者
を
さ
ら
に
殺
し
て
、
ヒ
ミ

コ
の
墳
墓
に
一
緒
に
埋
葬
し
た
（
ヒ
ミ

コ
と
側
近
の
怨
霊
封
じ
の
た
め
一
緒
に

墳
墓
に
埋
葬
）
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
た
。

そ
し
て
、
墳
墓
の
造
ら
れ
た
時
期
を

見
れ
ば
３
世
紀
中
頃
と
の
調
査
デ
ー
タ

ー
か
ら
も
、
大
き
く
考
察
は
違
い
が
な

い
の
で
は
な
い
か
と
判
断
し
た
の
だ
が
。

次
に
、
ホ
ケ
ノ
古
墳
に
隣
接
す
る
箸

墓
古
墳
側
の
喫
茶
・
ひ
す
い
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ひ
み
こ
の
庭
に
向
か
う
。

こ
こ
は
、
箸
墓
古
墳
の
一
角
の
大
き

な
た
め
池
の
横
に
あ
り
古
墳
を
借
景
と

し
た
現
代
と
、
古
墳
時
代
が
交
差
す
る

最
高
の
場
所
で
あ
る
。
こ
の
店
舗
の
広

場
に
は
、
天
然
記
念
物
で
今
で
は
採
取

は
不
可
能
な
糸
魚
川
翡
翠
の
、
１
個
の

石
が
何
ト
ン
も
あ
る
大
岩
が
何
個
も
置

か
れ
て
い
て
、
今
で
は
絶
対
に
入
手
で

き
な
い
翡
翠
原
石
に
囲
ま
れ
た
庭
園
は

見
事
と
言
う
し
か
な
い
。
昨
年
に
伺
い
、

店
舗
の
代
表
と
お
会
い
し
た
の
だ
が
、

今
年
２
月
に
亡
く
な
ら
れ
、
お
会
い
で

き
な
か
っ
た
。
同
時
期
に
、
こ
の
地
を

紹
介
い
た
だ
い
た
瀧
田
氏
も
亡
く
な
ら

れ
て
い
た
。
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

昨
年
、
箸
墓
古
墳
を
調
査
し
た
時
に

は
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
も
同
行
し
サ
ブ
リ

ー
ダ
ー
か
ら
「
権
力
争
い
で
殺
さ
れ

た
。
も
う
争
い
は
嫌
だ
。
毒
殺
さ
れ
た
。

苦
し
い
。
光
を
当
て
て
欲
し
い
」
と
の

霊
言
を
受
け
た
の
で
、
リ
ー
ダ
ー
は
伯

家
神
道
の
所
作
を
舞
い
、
埋
葬
者
の
御

霊
を
向
上
さ
せ
た
経
緯
が
あ
っ
た
。

こ
の
時
の
霊
言
は
、
１
５
０
０
年
以

上
の
時
空
を
超
え
、
豪
族
間
の
争
い
が

数
多
く
行
わ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
、

そ
の
争
い
に
鬼
道
を
扱
っ
て
い
た
た
め

渦
中
に
巻
き
込
ま
れ
、
期
せ
ず
し
て
殺

さ
れ
た
者
の「
悔
し
い
思
い
。
残
念
な

思
い
」が
波
動
と
し
て
、
そ
の
地
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
ん
だ
よ
と
い
う
こ
と
を
証

明
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
か
す
か
に
残

る
想
念
を
目
の
前
に
見
え
る
が
ご
と
く

読
み
取
り
、
リ
ー
ダ
ー
に「
光
を
当
て

て
欲
し
い
」と
訴
え
る
こ
と
の
で
き
る
サ

ブ
リ
ー
ダ
ー
の
能
力
た
る
は
素
晴
ら
し

く
、
三
好
の
知
る
限
り
で
は
稀
有
な
存

在
の
方
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
霊
言
が
あ
っ
た

時
、
埋
葬
者
は
ヒ
ミ
コ
で
は
な
く
ト
ヨ

で
あ
る
と
思
わ
れ
た
の
だ
が
、
今
回
の

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
霊
言
に
よ
り
、
箸
墓

古
墳
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
の
は
壱
与
だ

と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
に
埋
葬
さ

れ
て
い
る
の
が
、
初
代
で
あ
る
卑
弥
呼

（
魏
志
倭
人
伝
に
は
卑
と
か
の
貶
め
た
文

字
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
国
内
に
は
卑

し
い
名
の
身
分
の
者
は
存
在
せ
ず
、
中

国（
魏
）で
は
他
国
の
者
に
は
貶
め
た
文

字
を
使
っ
て
い
る
。
卑
弥
呼
は
豪
族
の

鬼
道
を
扱
う
女
性
と
も
思
え
る
が
、
皇

女
壱
与
ら
崇
神
天
皇
の
皇
女
・
豊
鍬
入

姫（
と
よ
す
き
い
り
ひ
め
）や
ニ
ニ
ギ
の

母
・
萬
幡
豊
秋
津
姫（
よ
ろ
ず
は
た
と

よ
あ
き
つ
ひ
め
）
に
比
定
す
る
と
の
説

も
あ
る
。
謁
見
し
た
魏
の
使
節
に「
あ

の
方
は
？
」
と
聞
か
れ
、
侍
従
の
者
が

単
に「
姫
」と
言
い
、
漢
字
に
記
し
た
の

が
卑
弥
呼
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、
壱
与
は
卑
弥
呼
の
宗
女（
特

に
世
継
ぎ
と
さ
れ
る
女
性
を
指
す
言
葉

と
さ
れ
て
い
る
）と
思
わ
れ
た
の
だ
が
。

箸
墓
古
墳
は
、
宮
内
庁
管
理
下
に
あ

る
た
め
墳
墓
中
に
入
る
こ
と
は
出
来
な

い
の
で
、
宮
内
庁
報
告
か
ら
推
測
す
る

し
か
な
い
の
で
、
以
下
略
述
す
る
。

奈
良
県
大
和
盆
地
南
部
の
巻
向
地
区

に
あ
る
、
纏
向
（
ま
き
む
く
）
遺
跡
群

の
中
心
近
く
に
あ
る
の
が
箸
墓
古
墳
で

あ
り
、
全
長
２
８
０
メ
ー
ト
ル
の
日
本

最
古
の
前
方
後
円
墳
で
、
３
世
紀
中
頃

か
ら
後
半
の
築
造
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
正
式
に
は
「
倭
迹
迹
日
百
襲
媛
命

大
市
墓
（
や
ま
と
と
と
ひ
も
も
そ
ひ
め

の
み
こ
と
お
お
い
ち
の
は
か
）」
で
、

こ
の
倭
迹
迹
日
百
襲
媛
命
は
、
日
本
最

古
の
神
社
で
あ
る
大
神
（
お
お
み
わ
）

神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
大
物
主
命
（
お

お
も
の
ぬ
し
の
み
こ
と
）の
妻
。

（
写
真
）
箸
墓
古
墳
／
倭
迹
迹
日
百
襲

姫
命
大
市
墓
拝
所

箸
墓
古
墳
の
、
古
墳
の
被
葬
者
は
誰

な
の
か
と
論
説
多
々
あ
り
、
３
世
紀
の

魏
志
倭
人
伝
に
記
述
の
あ
る
邪
馬
台
国
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の
卑
弥
呼
の
墓
で
あ
る
と
の
説
が
多
く

を
占
め
て
い
る
が
、
卑
弥
呼
の
墓
で
あ

る
な
ら
、
邪
馬
台
国
は
箸
墓
古
墳
の
あ

る
巻
向
の
地
に
王
都
が
あ
る
こ
と
に
な

り
、
邪
馬
台
国
九
州
説
は
完
全
に
否
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
箸
墓
古
墳
の

被
葬
者
も
ま
た
学
術
的
に
は
確
定
し
て

い
な
い
。

た
だ
一
説
的
に
は
、
こ
の
箸
墓
古
墳

を
含
む
纏
向
遺
跡
が
邪
馬
台
国
と
思
わ

れ
、
そ
れ
に
よ
り
箸
墓
古
墳
は
卑
弥
呼

の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。邪

馬
台
国
は
定
め
ら
れ
た
一
か
所
が

邪
馬
台
国
で
は
な
く
、
九
州
を
初
め
と

す
る
大
和
一
族
が
、
瀬
戸
内
海
を
通
過

し
現
在
、
岡
山
県
（
中
山
茶
臼
古
墳
、

美
和
山
古
墳
群
が
あ
る
）、
徳
島
県（
穴

観
音
古
墳
、
穴
不
動
古
墳
、
天
河
別
神

社
古
墳
群
）、
淡
路
島
（
ユ
ダ
ヤ
遺
跡

が
現
存
、
剣
山
の
ア
ー
ク
伝
説
、
石
の

寝
屋
古
墳
群
、
沖
ノ
島
古
墳
群
）
を
経

由
し
て
大
和
盆
地
に
最
終
的
に
定
着

し
、
邪
馬
台
国
（
大
和
国
）
と
し
て
成

立
し
た
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
の

説
も
あ
る
。
三
好
は
、
こ
の
説
を
推
す

が
確
定
は
難
し
い
。

魏
志
倭
人
伝
に
は
、
邪
馬
台
国
の
場

所
が
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
本
の
記

紀
に
も
具
体
的
な
記
載
の
無
い
の
が
不

思
議
な
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
だ
が
、
邪

馬
台
国
の
漢
字
か
ら
は
貶
め
た
文
字
を

使
っ
た
邪
馬
台
国
で
は
な
く
、
本
来

「
大
和
国
」で
あ
っ
た
は
ず
。
で
あ
れ
ば
、

こ
こ
だ
と
場
所
が
特
定
さ
れ
そ
う
な
気

が
し
て
く
る
。
魏
志
倭
人
伝
に
は
漢
字

で
記
載
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
日
本
に

は
口
伝
が
主
で
あ
り
、
記
録
に
残
す
文

字
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
に

卜
占
が
あ
る
程
で
あ
る
か
ら
、
神
代
文

字
等
は
存
在
し
て
お
り
、
何
か
し
ら
の

記
録
は
さ
れ
て
は
い
た
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
後
の
政
権
に
よ
り
抹
消
さ
れ
、

魏
の
漢
字
で
記
載
さ
れ
た「
三
国
志
」に

記
載
さ
れ
た「
魏
志
倭
人
伝
」が
今
日
の

正
史
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
古
代
の
日
本
に
文
字
が
存

在
せ
ず
、
文
字
は
中
国
か
ら
の
漢
字
導

入
か
ら
文
字
と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
偏
見
で

あ
り
、
も
う
少
し
研
究
者
は
日
本
国
に

自
信
を
持
ち
研
究
を
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
、
古
代
で
あ
っ
て
も

日
本
の
擁
護
を
し
た
く
な
っ
た
。

古
墳
群
に
は
、
崇
神
天
皇
の
陵
墓
と

さ
れ
る
行
燈
山
古
墳
も
箸
墓
古
墳
の
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
に
あ
り
、
初
期
の
大

和
王
権
の
所
在
地
磯
城
（
し
き
）
と
も

近
く
、
纏
向
遺
跡
が
邪
馬
台
国
の
王
都

で
、
初
期
大
和
王
権
は
前
の
統
治
し
て

い
た
組
織
か
ら
、
そ
れ
ら
を
権
力
の
移

行
に
と
も
な
い
、
実
質
的
に
奪
い
取
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

こ
こ
で
、
参
考
ま
で
に
ヒ
ミ
コ
と
、

ト
ヨ
の
略
説
を
す
る
。

「
魏
志
倭
人
伝
」
に
よ
る
と
卑
弥
呼

は
邪
馬
台
国
に
居
住
し
（
女
王
之
所

都
）、
鬼
道
で
衆
を
惑
わ
し
て
い
た
と

い
う
（
事
鬼
道
、
能
惑
衆
）。
ま
た
、

卑
弥
呼
は
邪
馬
台
国
の
王
と
い
う
の
は

間
違
い
と
い
う
説
が
あ
る
。

こ
の
鬼
道
や
惑
の
意
味
に
は
、
諸
説

あ
り
正
確
な
内
容
は
不
明
だ
が
、
魏
志

倭
人
伝
で「
輒
灼
骨
而
卜
、
以
占
吉
凶
」

（
骨
を
焼
き
、
割
れ
目
を
見
て
吉
凶
を

占
う
）
と
あ
る
よ
う
に
、
卜
術
を
よ
く

行
う
巫
女
（
シ
ャ
ー
マ
ン
）
で
あ
っ
た

可
能
性
が
高
い
。
本
人
は
人
前
に
姿
を

現
さ
ず
、
弟
だ
け
に
し
か
姿
を
見
せ
な

か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
見
る
と
、
卑
弥
呼
は
祭
祀

王
で
あ
り
、
か
つ
統
治
王
の
両
方
の
権

力
を
兼
ね
備
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の

だ
が
。

福
岡
県
糸
島
市
の
平
原
遺
跡
か
ら
、

八
咫
の
鏡
と
同
じ
直
径
の
大
型
内
行
花

文
鏡
５
枚
を
始
め
大
量
の
玉
類
や
装
身

具
が
出
土
し
て
い
る
。
魏
志
倭
人
伝
に

お
け
る
伊
都
国
の
重
要
な
役
割
か
ら
み

る
と
、
卑
弥
呼
は
伊
都
国
に
繋
が
る
系

統
の
巫
女
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
の
と
、
ま
た
卑
弥
呼
は
伊
都

国
か
ら
部
族
の
者
と
一
緒
に
纏
向
遺
跡

に
ま
で
移
動
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
す
る
。

卑
弥
呼
は
既
に
年
長
大
で
あ
り
、
夫

は
い
な
い
、
弟
が
い
て
彼
女
を
助
け
て

い
た
と
の
伝
承
が
あ
る
。
王
と
な
っ
て

か
ら
後
は
、
彼
女
を
見
た
者
は
少
な

く
、
た
だ
一
人
の
男
子
だ
け
が
飲
食
を

給
仕
す
る
と
と
も
に
、
彼
女
の
も
と
に

出
入
り
を
し
て
い
た
と
魏
志
倭
人
伝
に

記
載
さ
れ
て
い
る
。

卑
弥
呼
が
死
亡
し
た
と
き
に
は
、
倭

人
は
直
径
百
余
歩
（
こ
の
時
代
の
中
国

の
百
歩
は
日
本
の
二
百
歩
に
相
当
し
、

約
90
ｍ
）
の
範
囲
に
多
数
の
塚
を
作

り
、
奴
婢
百
余
人
を
殉
葬
し
た
と
古
墳

規
模
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
る
の
だ

が
、
具
体
的
な
場
所
は
魏
志
倭
人
伝
に

は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
記
録
が
適
正
な
の
で
あ
れ
ば
、

こ
の
数
字
に
合
致
し
な
い
規
模
の
ホ
ケ

ノ
古
墳
は
誰
の
墳
墓
な
の
で
あ
ろ
う

か
？
箸
墓
古
墳
が
卑
弥
呼
の
墓
で
あ
れ

ば
、
台
与
の
墓
は
何
処
か
？
卑
弥
呼
が

埋
葬
さ
れ
て
い
る
地
域
は
邪
馬
台
国（
大

和
の
国
）の
国
家
と
な
る
が
、
そ
の
遺
跡

等
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
る
の
か
？
と

15
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詳細はまた機会有ればまた紹介しますが、気
当て診断の応用例項目をあげておきます。
◯ 食材選び
◯ 料理での食材組み合わせ
◯ 気パワースポットを探す
◯ 良質温泉の見つけ方
◯ 効能チェック
◯ 音楽と気
◯ 魂のチェックを診療、生活に生かす

◯ 相性チェック
◯ 多くの情報から適切情報を探す
◯ スピリットとコミュニケーション
◯ 遠隔チェック
◯ 霊障、憑依に応用
◯ 家系因縁
◯ 心理学への応用
◯ 医療への応用
など

ま
た
い
く
つ
か
の
疑
問
が
生
じ
る
。

解
明
さ
れ
な
い
か
ら
こ
そ
、
夢
と
ロ

マ
ン
が
あ
る
と
言
え
る
が
、
現
実
に
、

各
古
墳
の
調
査
を
し
て
み
る
と
、
そ
の

地
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
人
の
多
く
は
自

然
死
で
な
く
、
毒
殺
・
暗
殺
さ
れ
た
も

の
が
多
く
、
そ
れ
ら
の
者
は
苦
痛
に
満

ち
、「
早
く
光
を
当
て
て
欲
し
い
、
天

に
上
げ
て
欲
し
い
」
と
哀
願
し
て
い
て

い
る
か
ら
、
歴
史
と
し
て
は
夢
、
ロ
マ

ン
が
あ
る
が
、
亡
く
な
っ
た
方
の
立
場

は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と
い
う
の

が
、
本
音
だ
と
言
え
る
。

臺
與
（
台
与
、
と
よ
）（
２
３
５
年
―

没
年
不
明
）、
あ
る
い
は
壹
與
（
壱
与
、

い
よ
）
は
、
日
本
の
弥
生
時
代
３
世
紀

に
、『
三
国
志
（
歴
史
書
）・
魏
志
倭
人

伝
』
中
の
邪
馬
台
国
を
都
と
し
た
倭
の

女
王
卑
弥
呼
の
宗
女
で
あ
り
、
卑
弥
呼

の
後
継
の
男
王
（
名
は
不
明
）
の
次
に
、

13
歳
で
女
王
に
な
り
倭
を
ま
と
め
た
と

さ
れ
る
。

魏
志
倭
人
伝
中
で
は
「
壹
與
」
で
あ

る
が
、
後
代
の
書
で
あ
る
『
梁
書
倭
国

伝
』『
北
史
倭
国
伝
』
で
は
「
臺
與
」
と

記
述
さ
れ
て
い
る
。

魏
志
倭
人
伝
に
よ
る
（
以
下
、

W
ikipedia

か
ら
抜
粋
）
と
、
正
始
８

年
（
２
４
７
年
）
に
帯
方
郡
太
守
と
し

て
王
頎
が
着
任
し
た
。
倭
国
は
帯
方
郡

へ
載
斯
烏
越
ら
使
者
を
派
遣
し
、
親
魏

倭
王
の
女
王
卑
弥
呼
に
未
だ
従
わ
な
い

狗
奴
国
の
男
王
卑
弥
弓
呼
を
攻
撃
中
で

あ
る
と
（
王
頎
に
）
報
告
し
た
。
太
守

は
塞
曹
掾
史
の
張
政
ら
を
派
遣
し
、
詔

書
お
よ
び
黄
幢
（
魏
帝
軍
旗
）
を
難
升

米
（
な
し
め
）
に
授
け
て
和
平
を
仲
介

し
た
。

後
に
、
女
王
卑
弥
呼
が
死
ぬ
と
径
百

余
歩
の
大
き
な
塚
を
作
り
、
奴
婢
百
余

人
を
殉
葬
し
た
。
後
継
者
と
し
て
男
王

が
立
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
男
王
を
不
服

と
し
て
国
が
内
乱
状
態
と
な
り
、
千
余

人
が
誅
殺
し
合
っ
た
。

改
め
て
、
卑
弥
呼
の
宗
女
で
あ
る
台

与
を
13
歳
の
女
王
と
し
て
立
て
た
結

果
、
倭
国
は
遂
に
安
定
し
た
。
台
与
は
、

倭
国
大
夫
卒
善
中
郎
將
の
掖
邪
狗
ら

二
十
人
を
随
行
さ
せ
た
上
で
張
政
ら
を

帰
還
さ
せ
た
。

そ
の
際
、
男
女
生
口
三
十
人
を
献
上

す
る
と
共
に
、
白
珠
五
千
孔
、
靑
大
句

珠
二
枚
お
よ
び
異
文
雑
錦
二
十
匹
を
貢

い
だ
と
さ
れ
る
。
張
政
が
倭
に
渡
っ
た

正
始
８
年
か
ら
、
卑
弥
呼
の
死
と
台
与

の
王
位
継
承
は
、
そ
れ
程
年
月
が
経
っ

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

『
日
本
書
紀
』の
神
功
紀
に
引
用
さ
れ

る『
晋
起
居
注（
現
存
せ
ず
）』に
、
泰
初

（「
泰
始
」
の
誤
り
）
２
年（
２
６
６
年
）

に
倭
の
女
王
の
使
者
が
朝
貢
し
た
と
の

記
述
が
あ
る
。
現
存
す
る
『
晋
書
』
武

帝
紀
と
四
夷
伝
で
は
、
２
６
６
年
に
倭

人
が
朝
貢
し
た
こ
と
は
書
か
れ
て
い
る

が
、
女
王
と
い
う
記
述
は
無
い
。
卑
弥

呼
#
神
功
皇
后
説
に
も
あ
る
よ
う
に
、

江
戸
時
代
に
は
こ
の
女
王
は
卑
弥
呼
と

考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
卑
弥
呼
は

２
４
９
年（
正
始
10
年
）
ま
で
に
逝
去

（『
梁
書
』）し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
近
年
で
は
こ
の
倭
国
女
王
は
台
与

の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
朝
貢
の
記
録
を
最
後
に
、
中
国

の
史
書
か
ら
邪
馬
台
国
や
倭
に
関
す
る

記
録
が
途
絶
え
、
次
に
現
れ
る
の
は

１
５
０
年
の
後
の
義
熙
９
年
（
４
１
３

年
）
の
倭
王
讃
の
朝
貢
（
倭
の
五
王
）

で
あ
る
。

台
与
と
、
後
の
ヤ
マ
ト
王
権
と
の
関

係
は
諸
説
あ
っ
て
は
っ
き
り
し
な
い
。

な
お
、
こ
の
正
始
10
年
（
４
月
に
改
元

さ
れ
て
嘉
平
元
年
）（
２
４
９
年
）
は
、

中
国
で
は
曹
操
に
始
ま
る
曹
氏
の
魏
か

ら
、
司
馬
懿
に
始
ま
る
司
馬
氏
の
晋
へ

禅
譲
革
命
が
行
わ
れ
る
、
２
６
５
年
12 

月
（
泰
始
元
年
）
に
至
る
契
機
と
な
っ

た
年
で
あ
る
。

◆　
　
　
　
　

◆
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［2］ 気当て診断法　初級
当てた気が共鳴して跳ね返るのを感知する訓

練です。
探したいものを意識して気を当てると、意識し

たものが対象物にあるとき、気は共鳴して跳ね返
ります。ない時は跳ね返りません。

意識を変化させて気の共鳴反応を見れば、
その意識するものに応じて対象物に何があるか
を探せます。

たとえば「蓄積した感情」と意識して当てた気
が共鳴すると蓄積した感情があると分かります。

「細菌」と意識して当てた気が共鳴すると細菌
があると分かります。

初級講座では、こうした共鳴した気の反応を
感じ取る訓練をします。

［3］ 気当て診断法をマスター　中級
（初級終了の方対象）
気の範囲測定や定量

初級で学んだ気の共鳴で探し当てたものが空
間的にどれ位の大きさで存在するかをチェックし
ます。共鳴反応の有るところと無い所の境界を
繋いでいくと大きさが分かります。

定量では、探し当てたものが、どの程度の力
があるのかを数値化します。数値化の仕方に
は、
少ない数値から次第に上げて共鳴を見る
共鳴して跳ね返る気の長さ、距離を測る
があります。

［4］ 天賜気功法習得
天賜気功法では、求める気を意識して天空

に向かって意識を飛ばします。投げた意識に共
鳴した天空から気エネルギーが得られます。飛
ばす意識を変えることで、いろいろな種類の気
エネルギーが得られます。

一般の気功では単一の気しか出ません。
セラピーを音楽に例えると、音楽療法が良い

からと言って、悲しい人に行進曲を聞かせても
癒されません。悲しい人にはもの静かな曲で癒
されます。

気功による癒しにおいても同じで、そのヒーリ
ングに合った気を用いる必要があります。

たとえば、悲しみで落ち込んだ人には、悲し

みを癒す気が要ります。その時は、天空に向か
って、「悲しみを癒す」とイメージして意識を飛ば
します。その意識に共鳴して悲しみを癒す気が
降りてきます。その気で悲しみで落ち込んだ人を
癒すのです。

このように天賜気功ではその場に合った気エ
ネルギーを天空から取り寄せて用います。

［5］ 「気当て診断法」講座上級
（中級終了の方対象）

何％気が入ったかチェックして100％の気入れ
する訓練をします。

上述の天賜気功で必要な気エネルギーを取り
寄せます。

そのエネルギーを、水などの物に入れます。
それに余すことなく100%気を入れる訓練をし

ます。
そのためのコツは空間的に入れるだけではな

く、粒子を細かく入れて行き、素粒子より細かい
所まで入れる訓練をします。

どの程度、気が入ったかは、気当て診断で
チェックします。

［6］ 気当て診断法応用講座
（中級以上の力が必要）

これまで解説した気当て診断法の技術を利用
した色々な応用法を指導します。

17
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れば、後は気に乗せる意識を変えることで、い
ろいろな物をチェックすることができます。

大切な事は、意識を乗せた気が対象物と共鳴
しているか共鳴していないかを感知することです。

共鳴、非共鳴の感覚の違いは、私は当たる
か当たらないかの感じでしたが、人によって少し
違うようです。感じ方の決まりはありません。要
はその人が、共鳴と共鳴していない時の違いが
分かれば良いのです。

４．「気当て診断」を使いこなすためには
「気当て診断」を応用するためには共鳴の程

度や空間的な広がりを定量測定する必要があり
ます。

ある食材、例えばオリーブ油、AとBとしましょ
う。Aのオリーブ油とBのオリーブ油で共に免疫
力を上げる作用があると判定されました。しかし
選ぶとなると、AとBで免疫力を上げる作用が
どれ位あるかが分からないと選べません。Aが
50点、Bが80点と分かればBが良いと選べます。

このように比較するときは共鳴反応の定量が
要ります。

共鳴反応の定量は、数値か距離でします。
数値で定量する場合は、10以上に共鳴、20

以上に共鳴、30以上に共鳴と次第に数値を上
げて行きながら気当てチェックします。例えば、
50以上に共鳴し、60以上に共鳴反応が無けれ
ば、その共鳴反応は50～60だと判定します。
さらに細かくチェックしたい方は51 以上、52 以
上と順に数値を追ってください。

共鳴反応の距離で共鳴の度合いをチェックす
る場合は、共鳴による気の跳ね返り距離を測定
します。例えば1 . 2mはねかえるなどです。

いずれも数値は絶対的なものではありません。
同じ共鳴反応であっても、その数値は人によっ
て変わります。同じ共鳴を、ある人は100に反
応すると言い、ある人は600に反応すると言って
も構わないのです。数値は自分の中で比較する
尺度と考えてください。

共鳴の広がりや範囲を観るには、共鳴する所
と共鳴しない所のボーダーラインを探します。そう
したボーダーラインを繋いでいくと共鳴している広
がりをチェックすることが出来ます。

私がよくチェックする広がりは、人からの意識

エネルギーです。生活していると必ず人と関わり
ます。そうすると誰かからの意識エネルギーを受
けてしまいます。意識も発生してそれがきつい場
合は生霊と呼ばれます。この人からの意識エネ
ルギーが何処にどれ位広がっているかをチェック
して気エネルギーで消します。

このようにエネルギーの広がりを観ることはヒー
リングではとても大切です。マイナスエネルギー
が何処にどれ位広がっているかが分からないと、
どれ程懸命にヒーリングしてもチェックできていな
い所でマイナスエネルギーが残ってくるからです。

ヒーリングされる方はぜひマイナスエネルギー
の広がりを正確にチェックしてください。

さらに気当て診断では、当てる気に乗せる意
識を変えれば、それに応じてチェックできるものも
変わります。ですから無限と言って良いくらい応
用することができるのです。

５．「気当て診断法」習得講座案内
気当て診断法を習得できる講座を行っていま

す。その内容をお伝えします。

［1］ 気を感知する入門講座
気当て診断の基本は気を出すことです。
気を出すことはそれほど難しいことではありま

せん。気の流れを促すように動くと初心者でも気
功ができるようになります。

気の流れを促す動きで最も効果的なのは、は
しもと内科外科クリニックで指導している医療ヨガ
ですが、ここでは病人さんの改善までを目指すわ
けではないので、医療ヨガの考え方を取り入れ
て、気を出すのに必要なことだけを行います。

医療ヨガでも指導している気を出すのに必要
な３つのポイントは
1 . 動脈を末端までしっかりと流す
2 . 滞る静脈やリンパ液を心臓に戻す
3 . 歪んだ脊椎を矯正する
です。

この3つが改善すれば気エネルギーの流れも
良くなり、外気功が直ぐにできるようになります。
初めての方でも約9割の方がマスターされます。
外気功が出るようになったら手から気を出して気
の感覚を覚えます。
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手から気を出し、食べ物や薬などの気エネル
ギーを取って人に当てるとどうなるか？と遊び心で
実験してみました。

すると、ある時は人から当てた気エネルギー
が反発し、ある時は気エネルギーがその人にス
ッと入り込んだのです。

そのカラクリは当てた気がその人に適合する
時、気エネルギーは入り込み、適合しない時は
跳ね返る事が分かりました。

面白くなって、いろいろな気を取って来ては人
に当て、適合、不適合の反応を見ました。

例えば目の前にあるみかんが、その人に合う
かどうかをチェックするには、そのみかんの気エ
ネルギーをちょっと取って、その人に投げてみま
す。合う時はスッと身体に気が入って行きます。
合わない時は入って行きません。

気エネルギーの入り方も、とてもよく入る、入る
けれど完全じゃない、わずかしか入らない、完全
に入らないなど段階があるのも分かってきました。

そのうち、自分がイメージした気エネルギー を
人に当てると、イメージしたものと同じエネルギー
がある時、気は跳ね返り、無いと跳ね返らない
ことを知りました。

これにより対象物に有るものを気当て診断でチ
ェックできるようになりました。

３．「気当て診断」習得法
「気当て診断法」を身につける第一歩は気を

感知できるようになることです。
これまでに気功をしたことがある人はちょっとし

た訓練で直ぐに「気当て診断法」を身に付ける
ことができます。

もし、気功などの訓練をしたことが無い人は
医療ヨガをすると初めての人でも約 9 割の人が
外気功ができるようになります。

医療ヨガとは患者さんや身体にハンデのある
人にもできるよう伝統的なヨガをアレンジした動き
です。

医療ヨガの動きのポイントは3つあります。
1 . 動脈を末端までしっかりと流す
2 . 滞る静脈やリンパ液を心臓に戻す
3 . 歪んだ脊椎を矯正する

この3つを修正するために動くのが医療ヨガで
す。この医療ヨガを行うと、血液の流れが良くな
るだけでなく、気エネルギーの流れも非常に良く
なり、外気功が直ぐにできます。

外気功が出来ているかどうかは「折れない
腕」でチェックします。「折れない腕」とは手の
先へ向かって気を流すと腕に力を入れなくても他
人が腕を曲げようとしても折り曲げれられない現
象です。

初めての人でも約9割の方が「折れない腕」
が出来るようになり驚かれます。

それが出来てから気の感覚を覚えます。手を
合わせて気を出し、手のひらの間のホワーっとし
た気の感覚を感じて貰います。

気の感覚が分かるようになったら、利き手の
指先から気を出し、反対側の手の平に向かって
気を当てます。手の平で気が当たる感覚を覚え
ます。

次は共鳴反応の感知です。
利き手から出す気に、「手」という意識を乗せ

て反対側の手の平に向かって気を当てます。手
に当たる感覚を覚えて貰います。

その次は非共鳴反応の感知です。
利き手から出す気に、「足」という意識を乗せ

て反対側の手の平に向かって気を当てます。手
に当たる感じが「手」と意識した時とは違い、当た
らなくなる、当たりが弱くなるなどの感覚となります。

この気の反応の共鳴、非共鳴の違いが分か
るようになったら、チェックしたいものを意識して
手から出る気に乗せて対象物に当てます。

よく例に出すのは、自分の肝臓に気を当てま
す。先ずは「肝臓」と意識しながら気を当てま
す。次は「心臓」と意識しながら肝臓に気を当
てます。この気の反応の違いが分かるようにな
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日本サイ科学会の皆様、関西日本サイ科学
会会長の橋本和哉です。大阪府摂津市ではし
もと内科外科クリニックの院長をしています。

この度、サイジャーナルへの原稿依頼があっ
たので、私が診療、スピリチュアル相談に使い、
演題発表の中で紹介している「気当て診断法」
をまとめて紹介いたします。

１．「気当て診断法」とは
コウモリが当てた超音波の跳ね返りで物を探

るように、気を当てて何があるかを探る方法で
す。対象物の中に自分が意識している情報（も
の）があるかどうかを気の跳ね返り方で検討しま
す。

ある対象を意識して気を当てると・・・
意識した対象が
あるとき・・・・・気が跳ね返ってくる
ないとき・・・・・跳ね返りがありません

これは意識した気と対象との共鳴反応を見て
います。

こうして意識した物や事柄の気の跳ね返りを
見ることで、対象に何があるかをサーチできま
す。

たとえば、身体に「悲しみ」のエネルギーがあ
るとします。

悲しみ、悲しみと意識して、その気を調べて
みたい場所に当てると、「悲しみ」のエネルギー
がある所では気が跳ね返ってきます。
「悲しみ」のエネルギーがない所では跳ね返り

ません。
そうした気の跳ね返り方で、探索したいものが

存在するかどうかを調べることができるのです。
意識する内容を変えることで気当て診断法は

無限に応用できます。

私は気のチェック法としてOリングテストやダウ
ジングを使ったこともありましたが、Oリングテスト
では10回くらい行うと指が疲れてくる、ダウジン
グは反応を取るのに数秒から10秒と時間がかか
るので、今はあまり疲れない、反応も一瞬で取
れる「気当て診断法」をメインに使っています。

２．「気当て診断」の誕生
こうした「気当て診断」を開発したのは平成

20年ころです。
クリニックで指導している医療ヨガをすると直ぐ

に外気功が出来るようになります。動脈血を末梢
までしっかり流し、滞る静脈血、リンパ液を上半
身に戻す、脊髄を伸ばすと直ぐに気が出てきま
す。

気当て診断法
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学
会
副
理
事
長
）

日
時	

令
和
５
年
12
月
17
日（
日
）

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
９
階
９
０
１
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	
会
員
二
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

瞑
想
、
座
禅
は
日
本
の
神
秘
的
な
も

の
と
し
て
、
海
外
で
は
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
歴
史
的
な
も
の
の
と

ら
え
方
か
ら
く
る
も
の
で
、
海
外
の
人

達
に
は
歴
史
的
背
景
が
少
な
く
、
な
か

な
か
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本

の
神
秘
と
と
ら
え
注
目
さ
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

現
在
で
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑

想
と
し
て
、
か
な
り
瞑
想
が
普
及
し
て

い
ま
す
。
物
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
文
明

生
活
に
お
い
て
、
多
く
の
人
は
身
体
を

壊
し
た
ら
病
院
に
行
き
、
薬
を
飲
み
、

そ
の
肉
体
だ
け
を
治
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
残
さ
れ
て
い
る
、
傷
つ
い
た
精
神

は
、
誰
も
振
り
向
か
ず
、
触
ろ
う
と
し

て
い
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
心
へ
の

触
れ
方
を
知
ら
な
い
、
修
正
の
仕
方
が

分
か
ら
な
い
、
良
き
指
導
者
が
い
な
い

か
ら
と
、
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
開
催
は
、
そ
の
壊
れ
か
け
た

精
神
、
見
え
な
い
心
の
修
正
を
、
こ
れ

ら
を
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
面
を
含
め
た

多
角
的
な
面
か
ら
、
瞑
想
に
つ
い
て
の

説
明
だ
け
で
な
く
、
実
践
も
取
り
入
れ

た
講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
自
分
の
力
で
多
く
の
悩
み
、
身
体

の
不
調
の
改
善
を
図
っ
て
い
け
る
指
針

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
心
、
精
神
が

前
を
向
け
ば
、
身
体
も
前
を
向
い
て
く

れ
ま
す
か
ら
、
体
感
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

◎
三
好
一
郎
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
４
７
年
４
月　

香
川
県
に
生
ま

れ
、
現
在
は
千
葉
県
在
住
。
獣
医
師
の

資
格
を
持
ち
、
動
物
の
治
療
等
臨
床
に

従
事
。
ま
た
、
資
格
を
要
す
る
業
務
に

も
携
わ
っ
て
い
た
。
出
雲
大
社
神
職
の

資
格
を
持
ち
、
祭
祀
も
執
り
行
っ
て
い

た
。
小
説
家
と
し
て
、
執
筆
活
動
中
。

日
本
サ
イ
科
学
会
副
理
事
長
を
務
め
て

い
る
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」と

一
般
の
御
寄
付
御
礼

�

（
⓾
／
⓾
受
領
分
ま
で
）

金
一
千
円
也　
　
　

八
幡　

み
わ　

様
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今
月
号
の
記
事

◎
十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
衆
議
院
議
員 

浅
川
義
治
氏「
メ
キ
シ

　

コ
Ｕ
Ａ
Ｐ
公
聴
会
に
招
待
さ
れ
て
」

◎
第
14
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
50
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
第
７
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の

　

研
究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
十
一
月
分
科

　

会
、
十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
小
林
信
正
理
事
長
新
刊
書
の
ご
案
内

◎
令
和
５
年
度
通
常
総
会
の
報
告
Ⅱ

◎
令
和
４
年
９
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
第
四
七
五
回
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　

研
究
集
会
報
告

◎
日
本
古
代
遺
跡
調
査
報
告
Ⅲ
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メ
キ
シ
コ
Ｕ
Ａ
Ｐ
公
聴
会
に

招
待
さ
れ
て

　
　
　

衆
議
院
議
員　

浅
川 

義
治

２
０
２
３
年
９
月
12
日
、
メ
キ
シ
コ

下
院
議
会
の
Ｕ
Ａ
Ｐ
に
関
す
る
公
聴
会

に
日
本
の
国
会
議
員
と
し
て
、
招
待
さ

れ
意
見
陳
述
し
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
ジ
ェ
イ
ミ
ー
・
モ
ウ
サ
ン
氏
が

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
モ
ウ
サ
ン
氏
は
以

前
か
ら
私
の
国
会
で
の
Ｕ
Ａ
Ｐ
に
関
す

る
質
疑
に
関
心
を
持
っ
て
い
て
、
こ
れ

ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

２
回
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
も

あ
っ
て
公
聴
会
に
推
薦
し
て
い
た
だ
い

た
と
思
い
ま
す
。

公
聴
会
は
、
国
会
内
の
１
５
０
人
ほ

ど
の
ス
テ
ー
ジ
の
あ
る
会
議
室
で
し

た
。
下
院
議
員
や
関
係
者
、
メ
デ
ィ
ア

な
ど
で
溢
れ
か
え
り
入
場
制
限
が
さ
れ

る
ほ
ど
で
、
注
目
度
の
高
さ
が
伺
え
ま

し
た
。

米
国
海
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
ラ
イ
ア

ン
・
グ
レ
イ
ブ
ス
氏
を
は
じ
め
、
フ
ラ

ン
ス
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や

ペ
ル
ー
な
ど
様
々
な
国
の
専
門
家
が
参

加
し
、
意
見
交
換
も
で
き
大
変
有
意
義

な
公
聴
会
で
し
た
。

メ
キ
シ
コ
に
居
る
間
か
ら
、
多
く
の

取
材
を
受
け
ま
し
た
。
是
非
「
浅
川
義

治　

Ｕ
Ｆ
Ｏ
」で
検
索
し
て
下
さ
い
。

◆　
　
　
　
　

◆

第
⓮
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会

透
視
・
ひ
ら
め
き
な
ど
超
能
力
開
発

法
と
体
験
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　

講
師　

小
林 

信
正 

氏

　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長
）

日
時	

令
和
５
年
11
月
18
日（
土
）

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
９
階
９
０
２
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員
一
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

＊
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
お

支
払
い
下
さ
い
。

（
講
演
内
容
）

人
間
に
は
誰
で
も
潜
在
的
に
備
わ
っ

た
能
力
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
能
力
は
知
ら
ず
に
環
境
に
適
応
し
て

い
ま
す
が
、
自
分
の
潜
在
脳
力
を
引
き

出
す
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
、
そ
の
思

考
法
と
実
践
的
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
行
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
あ
な
た
の
透
視
能
力
テ
ス
ト
！

＊
潜
在
能
力
を
引
き
出
す
条
件
と
は

＊
能
力
を
活
か
す
思
考
法
と
は

＊
体
験
的
実
践
テ
ク
ニ
ッ
ク
法

脳
力
の
開
発
の
み
な
ら
ず
、
人
間
関

係
の
改
善
や
自
己
実
現
の
為
に
役
立
つ

テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
。

◆　
　
　
　
　

◆

第
㊿
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
11
回
異
能
科
学
会
議

テ
ー
マ「
た
ま
し
い 

と
は
な
に
か
？

～
魂
理
学
事
始
～
」

講
演
者

あ
お
み
え
り（
真
実
追
求
系 Y

ouT
uber

）

根
本
泰
行（
理
学
博
士
）

田
中
俊
行（
呪
物
蒐
集
家
）

え
い
こ
☆
ク
ル
ス
マ
ー
テ
（
銀
河
の
歌

姫
）

/Jasm
ine

（
舞
）  /K

um
i （

演
奏
）

中
沢
健（U

M
A

研
究
家
）

港
ま
こ（
イ
ベ
ン
ト
構
成
作
家
）

千
々
松
健（
黄
金
比
研
究
者
）

み
ち
よ
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
「
魂
の
お
医
者
さ
ん
」）

志
村
則
夫 （
歯
学
博
士
）

山
崎
佐
弓（
ラ
イ
タ
ー
）

多
田
文
明（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

他日
時	

令
和
５
年
12
月
９
日（
土
）

	

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
７
階
第
一
研
修
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

①
一
般  

２
０
０
０
円

	

②
サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、

	

60
歳
以
上
75
歳
未
満 

１
０
０
０
円

	

③
宇
宙
人
、
75
歳
以
上  

０
円

	

（
宇
宙
人　

認
定
は
受
付
に
て
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

◆　
　
　
　
　

◆

2
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第
７
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会

日
時	

令
和
６
年
１
月
14
日（
日
）

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場 	

北
と
ぴ
あ
８
階
８
０
３
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員 

一
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般 

二
千
円　

学
生 

一
千
円

※
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
後
述
の
★
欄　

を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご
参
加
予
約
願　

い
ま
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

２
０
２
４
年
木
星
と
土
星
の
進

行
に
よ
る
未
来
予
測
と
個
人
の

運
勢
診
断
＋
ヒ
ー
リ
ン
グ
グ
ッ

ズ
・
フ
ォ
ー
ス
ラ
イ
ト
の
紹
介

　
　
　

講
師　

瀬
尾 

泰
範 

氏

占
星
学
に
お
い
て
、
木
星
は
１
つ
の

星
座
を
１
年
で
通
過
し
、
土
星
は
１
つ

の
星
座
を
２
年
半
で
通
過
し
ま
す
。
両

星
と
も
大
惑
星
で
長
期
間
同
じ
星
座
に

お
り
ま
す
の
で
、
社
会
的
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
し
、
各
個
人
に
は
年

単
位
の
影
響
を
与
え
ま
す
。

個
人
の
出
生
時
に
お
け
る
太
陽
、

月
、
水
星
、
金
星
、
火
星
の
位
置
に
対

す
る
木
星
・
土
星
の
配
置
が
そ
の
人
の

運
勢
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
の

で
、
そ
の
見
方
を
解
説
し
、
ご
質
問
に

お
答
え
し
ま
す
。

過
去
に
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研

究
分
科
会
に
参
加
さ
れ
、
ご
自
分
の
ホ

ロ
ス
コ
ー
プ（
出
生
天
宮
図
）を
も
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
ご
持
参
願
い
ま
す
。

初
め
て
参
加
さ
れ
て
、
ご
自
分
（
あ

る
い
は
ご
子
息
等
）
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ

を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
出
生

デ
ー
タ
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
当
日
お
渡

し
し
て
、
診
断
に
利
用
で
き
ま
す
。

（
１
人
分
無
料
）

さ
ら
に
２
０
０
０
年
代
に
開
発
し
ま

し
た
ヒ
ー
リ
ン
グ
＋
浄
化
グ
ッ
ズ
で
あ

る
「
フ
ォ
ー
ス
ラ
イ
ト
」
を
ご
紹
介
し
、

皆
様
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
フ
ォ
ー
ス
ラ
イ
ト
」
は
そ
れ
ぞ
れ
効

能
の
違
う
７
色
の
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
と

五
芒
星
・
六
芒
星
を
組
み
合
わ
せ
た
カ

ラ
ー
＋
形
態
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
す

る
グ
ッ
ズ
で
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々

に
使
っ
て
い
た
だ
き
、
長
年
使
っ
た
方

か
ら
修
理
依
頼
も
来
て
お
り
ま
す
。

今
回
参
加
者
の
皆
さ
ん
３
名
に
グ
リ

ー
ン
、
ブ
ル
ー
、
パ
ー
プ
ル
の
ど
れ
か

を
抽
選
で
進
呈
致
し
ま
す
。

★
分
科
会
ご
参
加
希
望
の
方
は
、
１
月

10
日（
水
）ま
で
に
左
記
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
宛
に
予
約
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
ご
希
望
の
方
は
早
め
が

有
り
難
い
で
す
。

info23@
astro-h.com

メ
ー
ル
に
は
姓
名
と
そ
の
読
み
方
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
、
も
し

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）
を
ご

希
望
の
方
は
「
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
希
望
」

と
書
い
て
送
信
願
い
ま
す
。

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
分
科
会
の
お
知
ら
せ

奈
良
、
気
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り

「
奈
良
、
春
日
の
気
に
癒
さ
れ
る
」

の
お
知
ら
せ

日
時	
令
和
５
年
11
月
３
日（
金
・
祝
）

	
午
後
１
時
～
５
時
20
分

	

参
加
費　

会
員　

４
５
０
０
円

	

　
　
　
　

一
般　

５
０
０
０
円

※
参
加
お
申
し
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は

後
述
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
ご
覧
下
さ
い
。

奈
良
市
の
中
で
も
東
側
、
特
に
春
日
大

社
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
を
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
感
じ
な
が
ら
巡
り
ま
す
。

詳
細
は
以
下
を
参
照
く
だ
さ
い
。

https://am
eblo.jp/kansai-psi/

entry-12816877970.htm
l

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

宇
宙
時
代
の
新
人
類
開
発

　
　
　

講
師　

エ
リ
コ
・
ロ
ウ

日
時	

令
和
５
年
11
月
11
日（
土
）

	

午
後
３
時
か
ら
約
２
時
間
半

会
場	

摂
津
市
正
雀
市
民
ル
ー
ム
、
大

会
議
室

	
https://shojyaku.net

交
通	

阪
急
京
都
線
、
正
雀
駅
か
ら
徒

歩
３
分

参
加
費　

会
場
参
加
、
W
E
B
と
も

	

会
員　

３
５
０
０
円

	

一
般　

４
０
０
０
円

3
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Ｕ
Ｆ
Ｏ
、
Ｅ
Ｔ
関
係
の
最
新
情
報
、

ミ
ス
テ
リ
ー
サ
ー
ク
ル
の
読
解
や
無
線

ラ
ジ
オ
に
よ
る
Ｅ
Ｔ
と
の
通
信
法
の
紹

介
、
ア
ス
ト
ラ
ル
ト
ラ
ベ
ル
、
瞑
想
に

よ
る
コ
ン
タ
ク
ト
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
開
発
し

た
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
に
よ
る
宇

宙
探
査
、
ラ
イ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
の
実
践

な
ど
実
習
を
通
し
て
宇
宙
を
体
感
す
る

講
座
で
す
。

地
球
外
知
的
生
命
体
の
存
在
や
宇
宙

船
の
飛
来
が
事
実
で
、
ア
メ
リ
カ
を
中

心
に
諸
国
政
府
が
回
収
し
た
墜
落
宇
宙

船
や
そ
の
乗
組
員
か
ら
の
情
報
を
も
と

に
超
先
進
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
開
発
し
て

き
た
と
す
る
内
部
告
発
が
激
増
、
政
府

に
よ
る
情
報
開
示
も
間
近
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
ま
ず
無
線
ラ
ジ
オ
で
Ｅ
Ｔ

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。
Ｕ
Ｆ
Ｏ

を
呼
ぶ
の
と
同
じ
く
１
０
０
％
繋
が
る

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
Ｅ
Ｔ
と
の
平
和

な
交
流
を
求
め
る
参
加
者
の
総
意
が
伝

わ
れ
ば
、
講
演
中
に
返
信
の
シ
グ
ナ
ル

が
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
に
よ
る
通
信
の
ラ
イ
セ
ン

ス
を
お
持
ち
の
方
は
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）。

次
に
講
演
と
し
て
、
本
物
と
み
ら
れ

る
ミ
ス
テ
リ
ー
サ
ー
ク
ル
や
Ｅ
Ｔ
、
宇

宙
船
、
地
球
産
の
宇
宙
船
な
ど
の
写
真

や
ビ
デ
オ
を
掲
示
し
な
が
ら
、
プ
レ
ア

デ
ス
星
団
か
ら
金
星
を
経
て
地
球
で
輪

廻
転
生
、
今
世
は
ア
メ
リ
カ
在
住
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
兼
ヒ
ー
ラ
ー
と
い
う
エ
リ

コ
・
ロ
ウ
に
、
米
科
学
者
や
信
頼
筋
が

公
言
す
る
Ｅ
Ｔ
と
人
類
の
関
わ
り
、
人

類
の
起
源
、
宇
宙
の
歴
史
と
構
造
に
関

す
る
最
新
諸
説
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。実

習
で
は
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
米
軍
が
開

発
、
実
際
に
宇
宙
探
査
に
も
利
用
し
て

い
た
透
視
法
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
、
幽
体
と
な
っ
て
宇
宙
を
訪
れ
る
ア

ス
ト
ラ
ル
ト
ラ
ベ
ル
、
特
殊
な
マ
ン
ト

ラ
瞑
想
、
ラ
イ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
な
ど
意

識
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
で
宇
宙
と
繋
が

る
方
法
な
ど
に
挑
戦
し
ま
す
。
宇
宙

人
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
情
報
を
知
り
た
い
方
、
瞑

想
状
態
で
Ｅ
Ｔ
と
交
流
し
た
り
、
宇
宙

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
て
み
た
い
方
、

宇
宙
と
繋
が
る
手
法
を
学
ん
で
み
た
い

方
は
も
と
よ
り
、
潜
在
能
力
を
開
花
さ

せ
た
い
方
、
意
識
改
革
に
つ
な
が
る
刺

激
を
お
求
め
の
方
に
も
お
勧
め
の
楽
し

い
講
座
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
講
座
後
は
懇
親
会
、「
寿
し

匠
お
が
わ
」
午
後
６
時
頃
か
ら
15
名
ま

で
。
参
加
費
４
４
０
０
円
（
税
込
） 

飲

み
代
は
各
自
。

お
申
し
込
み
先
は
、
会
場
参
加
、W

EB

参
加
も
含
め
て
、
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申
し
込
み
受
付
後
に
振
込
先
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

最
終
受
付
は
11
月
７
日
ま
で
。

※
キ
ャ
ン
セ
ル
ポ
リ
シ
ー　

11
月
８
日

以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
50
％
の
キ
ャ
ン

セ
ル
料
が
か
か
り
ま
す
。

当
日
は
１
０
０
％
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
z
o
o
m
リ
ン
ク
は
11
月
10
日

（
金
）の
夜
９
時
頃
メ
ー
ル
し
ま
す
。

◎
エ
リ
コ
・
ロ
ウ
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

米
国
シ
ア
ト
ル
在
住
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
兼
バ
イ
オ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ヒ
ー

ラ
ー
＆
ト
レ
ー
ナ
ー
。
イ
ー
レ
ン
気

功
、
ハ
ー
ト
マ
ス
ア
ド
ハ
ー
ト
、

H
M
R
（
ホ
ロ
グ
ラ
ム
記
憶
解
決
法
）、

チ
ベ
ッ
ト
・
マ
ン
ト
ラ
・
ヒ
ー
リ
ン
グ

な
ど
の
認
定
講
師
。
長
年
に
わ
た
り
Ｎ

Ｈ
Ｋ
や
著
作
の
取
材
を
通
じ
、
欧
米
の

最
先
端
医
療
か
ら
先
住
民
族
の
癒
や
し

ま
で
、
欧
米
の
科
学
者
が
注
目
す
る
セ

ラ
ピ
ー
や
超
能
力
開
発
法
を
実
践
で
学

ん
で
き
た
。「
自
ら
を
変
え
る
脳
の

力
」、「
死
ん
だ
後
に
は
続
き
が
あ
る
の

か
、
臨
死
体
験
と
意
識
の
科
学
の
最
前

線
」、「
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の

書
物
よ
り
も
賢
い
言
葉
」
な
ど
著
書
、

訳
書
多
数
。
元
コ
ー
ネ
ル
大
学
非
常
勤

教
師
、
元
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
非
常
勤
講

師
。
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
、
Ｎ
Ｙ

大
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
大
学
院
卒
。

◆　
　
　
　
　

◆

◎
新
刊
書
の
ご
案
内

　

分
科
会
で
講
演
さ
れ
る
小
林
信
正
理

事
長
著
の
新
刊
の
ご
紹
介
で
す
。

「
あ
な
た
は
信
じ
ま
す
か
？　

～
心

霊
番
組
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
見
て

き
た
本
物
の
霊
現
象
～
」

　
（
青
林
堂　

1
︐9
8
0
円
）

長
年
東
京
キ
ー
局
で
心
霊
番
組
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
さ
れ
て
い
た
小
林
信

正
先
生
が
本
物
の
心
霊
現
象
は
ど
う
い

う
も
の
か
に
つ
き
ま
し
て
、
本
物
・
偽

物
を
含
め
て
多
く
の
霊
能
者
に
会
い
、

多
く
の
心
霊
ス
ポ
ッ
ト
を
通
常
の
カ
メ

ラ
以
外
に
人
の
眼
に
は
見
え
な
い
波
長

4
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ま
で
撮
影
で
き
る
数
種
類
の
カ
メ
ラ
を

使
っ
て
撮
影
検
証
し
、
番
組
を
制
作
さ

れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
過
程
で
、
小
林
先
生
は
魂

の
存
在
の
確
信
と
「
人
間
は
何
の
た
め

に
生
ま
れ
、
ど
う
生
き
る
の
か
？
」
に

つ
い
て
結
論
に
導
い
て
お
り
ま
す
。

小
林
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
お
仕
事
と

体
験
の
集
大
成
と
も
言
え
る
御
著
書
で

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
も
是
非
眼
を
通

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
５
年
度
通
常
総
会
の
報
告
Ⅱ

◎
令
和
５
年
度
本
部
事
業
計
画

・
10
月
９
日
（
月
・
祝
）
に
第
31
回
全　

国
大
会（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ「
宇　

宙
人
と
サ
イ
」）
を
開
催
す
る
。

・
本
部
例
会
を
６
回
（
４
、６
、７
、　

９
、
12
、
２
月
）
開
催
す
る
。

・
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
を
３
回（
７
、　

12 

、
３
月
）
開
催
す
る
。

・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
を
１

回
（
11
月
）
開
催
す
る
。

・
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科　

会
を
１
回
（
１
月
）
開
催
す
る
。

・
本
部
理
事
会
を
５
回
（
４
、７
、９
、　

12
、
２
月
）
開
催
す
る
。

・
全
国
理
事
会
評
議
員
会
、
通
常
総
会　

を
１
回
（
６
月
）
開
催
す
る
。

・
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
６
回
発
行
す
る
。

・
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
を
発
行
す
る
。

・
公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

・「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
―
サ
イ
科

学
遺
産
―
」
の
資
料
を
整
備
す
る
。

・Y
ouT
ube 

の
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

動
画
配
信
す
る

・
そ
の
他

○
活
動
方
針
と
し
て

・
刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・
応　

用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

・
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会
等　

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、活
用
す
る
。

・
謎
、
不
可
思
議
と
思
え
る
ミ
ス
テ
リ　

ー
写
真
や
映
像
な
ど
を
募
集
し
、
展　

示
発
表
す
る
。

・
体
験
型
や
セ
ミ
ナ
ー
（
ワ
ー
ク
シ
ョ　

ッ
プ
型
）
の
例
会
を
開
催
す
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト
や　

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

・
雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ　

ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

・
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携
を　

深
め
る
。

・
地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

・
理
事
や
若
手
の
幹
事
（
理
事
候
補
）、　

評
議
員
を
増
や
す
。

・
そ
の
他

◎
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

佐
佐
木　

康
二

◎
２
０
２
２
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

２
０
２
２
年

４
月
９
日　

２
４
０
回
研
究
会
、
総
会

＊
２
０
２
１
年
度
事
業
報
告
、
２
０
２　

２
年
度
事
業
計
画

＊
「『
あ
な
た
』
は
『
神
』
で
あ
る
」

　

佐
佐
木
康
二

６
月
４
日　

第
２
４
１
回
研
究
会

＊
「
こ
う
す
れ
ば
悟
れ
る
―
真
の
霊
能　

発
現
」
佐
佐
木
康
二

８
月
13
日　

第
２
４
２
回
研
究
会

＊
「「
レ
ベ
ル
」
を
上
げ
れ
ば
真
の
霊

能
が
発
現
す
る
」
佐
佐
木
康
二

10
月
８
日　

第
２
４
３
回
研
究
会

＊
「
脳－

腸
相
関
か
ら
わ
か
る
天
使
の

実
在
」
佐
佐
木
康
二

12
月
10
日　

第
２
４
４
回
研
究
会

＊
「
モ
ラ
ル
の
低
下
が
も
た
ら
す
サ
イ　

能
力
の
低
下
」
佐
佐
木
康
二

２
０
２
３
年

２
月
11
日　

第
２
４
５
回
研
究
会

＊
「「
ス
プ
ー
ン
曲
げ
」
が
で
き
る
人

は
「
悟
り
」
が
近
い
」
佐
佐
木
康
二

◎
２
０
２
３
年
度
事
業
計
画

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人

及
び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る

だ
け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的

に
持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人

に
成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本

質
的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指

し
、
次
の
事
業
を
行
う
。

１
．
定
例
研
究
会
の
開
催

定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
２
土
曜
日

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成
果

を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知
識
を

持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の
著
名
人

の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て
は
準
備
せ

ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に
考
慮
す
る
。

２
．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄

録
」の
編
集

３
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
、
気
・
意
識

の
種
類
の
見
分
け
方
、「
念
写
」写
真
・

「
オ
ー
ブ
」
画
像
等
の
分
析
・
検
証
、

意
識
純
化
・
宇
宙
意
識
へ
の
目
覚
め
、

地
震
予
知
、
数
秘
術
・
秘
数
の
科
学
性

の
研
究
、
フ
リ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
装
置

の
研
究
、
過
去
世
・
霊
性
・
霊
能
の
研

究
、
食
と
サ
イ
能
力
の
関
係
の
研
究

5
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４
．
講
演
会
等
の
開
催

「
念
写
実
験
」
等
の
テ
ー
マ
で
５
月

に
実
験
会
を
開
催
す
る

５
．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

会
員
・
会
員
の
勧
誘

６
．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資
料

等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

眞
野 

博
英

◎
２
０
２
２
年
度
事
業
報
告

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
研
究
集
会
は
未

開
催
で
す
。

◎
２
０
２
３
年
度
事
業
計
画

９
月
と
３
月
に
研
究
集
会
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

佐
藤　

禎
花

◎
令
和
４
年
度（
２
０
２
２
）事
業
報
告

令
和
４
年

４
月
24
日（
日
）デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画

　
『
リ
メ
ン
バ
ー
・
ミ
ー
』よ
り

５
月
29
日（
日
） 『
脳
科
学
と
瞑
想
』

※
自
分
の
名
前
に
「
あ
り
が
と
う
」
を

唱
え
る
と
、
自
分
の
こ
と
が
好
き
に

な
り
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
も
湧
い

て
く
る
。
そ
し
て
心
が
素
直
に
な
っ

て
き
て
体
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
に
な
り
、
健
康
に
な
る
。

９
月
25
日
（
日
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

エ
ン
ス
よ
り
『
潜
在
能
力
』

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
講
師
の
お
招
き
が

難
し
い
為
、
佐
藤
会
長
が
講
師
と
し
て

Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
を
用
い
て
少
人
数
で
実
施
。

令
和
５
年

１
月
29
日
（
日
） 『
氣
の
身
体
、
ツ
ボ　

へ
の
セ
ラ
ピ
ー
、
生
命
共
感
』

◎
令
和
５
年
度（
２
０
２
３
）事
業
計
画

コ
ロ
ナ
禍
の
緩
和
に
よ
り
講
師
を
お

招
き
し
て
の
会
合
を
計
画
中
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

橋
本　

和
哉

◎
２
０
２
２
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

令
和
４
年

４
月
16
日　

岩
熊 

裕
明
「
人
生
の
大

転
換
を
画
し
た
竹
炭
の
効
用
」

５
月
14
日　

山
中 

雅
志
「
見
え
な
い　
　

世
界
の
リ
ア
ル
～
能
表
現
と
サ
イ
科　

学
の
接
点
を
探
る
～
」

７
月
16
日　

河
野 

正
孝
「
人
類
史
と　
　

見
え
な
い
『
音
』
の
世
界
」 

～
調
性
、　

周
波
数
・
・
音
の
あ
れ
こ
れ
～
」

９
月
17
日　

徳
授
院 

愛
「
宇
宙
人
と

の
遭
遇
」

11
月
19
日　

橋
本 

和
哉
「
憑
依
診
療

の
進
歩
～
死
霊
、
生
霊
、
妖
怪
、
宇

宙
霊
～
」

12
月
10
日　

竹
田
稔
幸 

／ 

水
口
清
一 　

「
ど
う
な
る
２
０
２
３
年
と
近
未
来　

の
日
本
」

令
和
５
年

４
月
15
日　

和
田
高
幸
／
橋
本
和
哉

　
「
土
地
、
家
屋
の
相
談
講
座
」

５
月
14
日　

松
本
真
弘「
頭
蓋
骨
発
声
」

の
可
能
性

◎
２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
と
計
画

２
０
２
３
年
４
月
か
ら
関
西
日
本
サ

イ
科
学
会
会
長
を
和
田
高
幸
か
ら
橋
本

和
哉
に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
を
医

療
法
人
春
鳳
会
は
し
も
と
内
科
外
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
移
し
ま
し
た
。
そ
こ
を
拠

点
に
情
報
発
信
、
講
座
を
開
催
し
て
い

き
ま
す
。

講
座
は
研
究
集
会
と
分
科
会
と
し
て

開
催
し
ま
す
。
講
座
以
外
の
催
し
も
検

討
中
で
す
。
例
え
ば
喫
茶
形
式
の
雑
談

会
な
ど
も
開
催
で
き
れ
ば
良
い
か
な
と

考
え
て
い
ま
す
。

講
座
の
告
知
は
本
部
の
Ｈ
Ｐ
、
ジ
ャ

ー
ナ
ル
以
外
に
関
西
サ
イ
科
学
会
ブ
ロ

グ
、
メ
ル
マ
ガ
で
行
い
ま
す
。
講
座
で

は
対
面
に
加
え
て
z
o
o
m
で
の
動

画
配
信
も
行
い
、
動
画
は
後
日
に
も
で

き
る
だ
け
見
ら
れ
る
様
に
い
た
し
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
遠
方
の
方
に
も

z
o
o
m
参
加
可
能
と
な
り
、
よ
り

広
い
範
囲
に
講
座
内
容
を
拡
散
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

伽
羅

◎
令
和
４
年
度
事
業
報
告

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
研
究
集
会
は
未

開
催
で
す
。

◎
令
和
５
年
度
事
業
計
画

８
月
に
本
部
の
瀬
尾
泰
範
理
事
の
講

演
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

構
成（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

名
誉
会
員　

品
川 

次
郎

特
別
会
員　

ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ

　
　
　
　
　
（T

racey A
sh

）

名
誉
会
長　

佐
々
木 

茂
美

6
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会
長　
　
　

浪
平 

博
人

理
事
長　
　

小
林 

信
正

副
理
事
長　

石
川 

允
朗

顧
問　
　
　

品
川 

次
郎

広
報
部
長　

阿
久
津 

淳
＊

事
務
局
長　

瀬
尾 
泰
範
＊

地
方
会
長
兼
理
事

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
名
誉
会
長

　

河
野 

明
夫

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

佐
佐
木 

康
二

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

眞
野 

博
英

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

佐
藤 

禎
花

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

橋
本 

和
哉

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

伽
羅

理
事（
常
任
理
事
を
含
む
）

小
牧 

昭
一
郎
、
志
賀 

一
雅
＊
、

徳
永 

康
夫
＊
、
中
島 

敏
樹
＊
、

鯰
江 

勇
＊
、
伏
見 

真
光
＊
、

苗 

鉄
軍
＊
、
森
安 

政
仁
、

和
田 

高
幸
＊

幹
事  

小
澤 

佳
彦

監
事　

齋
藤 

太
嘉
志
＊

評
議
員

占
部 

浩
一
、
瓜
生 

昌
代
司
＊
、

鴨
川 

裕
司
＊
、
川
村 

隆
夫
＊
、

小
林 

隆
文
＊
、
佐
藤 

ひ
ろ
子
＊
、

谷
口 

五
月
＊
、
飛
田 

洋
子
、

三
浦 

良
江
＊

［
令
和
４
年
度
決
算
報
告
］

［
令
和
５
年
度
予
算
］

◎
基
幹
論
文
賞
表
彰

今
年
度
は
該
当
者
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
功
労
賞
表
彰

今
年
度
は
該
当
者
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
４
年
９
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

こ
の
世
の
人
生
で
活
躍
、
満
足

す
る
方
法
と
は
？

　
　
　

講
師　

飛
沢 

誠
一 

氏

今
回
こ
の
お
話
と
い
う
の
は
ほ
ぼ
初

公
開
で
、
私
も
い
ろ
い
ろ
憑
依
を
取
っ

た
り
、
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
、
人
の

過
去
世
を
見
た
り
で
す
ね
、
い
ろ
い
ろ

や
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
も
一
番
の
目
標

は
「
そ
の
人
が
い
か
に
人
生
活
躍
で
き

か
、
ど
う
し
た
ら
活
躍
で
き
る
か
」
と

い
う
こ
と
で
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
あ

る
程
度
結
果
が
出
て
き
た
よ
う
で
す
の

で
、
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

初
め
に
で
す
ね
、
日
本
社
会
の
レ
ベ

ル
低
下
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
触
れ
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。
す
な
わ
ち
昔
企
業

一
流
っ
て
言
わ
れ
て
た
ん
で
す
よ
ね
。

と
こ
ろ
が
最
近
は
か
な
り
低
下
し
て
、

平
成
元
年
に
世
界
で
企
業
価
値
ト
ッ
プ

10
に
６
社
あ
っ
た
日
本
企
業
は
現
在
０

社
に
な
り
ま
し
た
。

今
40
位
に
ト
ヨ
タ
が
い
る
だ
け
で
、

世
界
の
株
式
時
価
総
額
ト
ッ
プ
50
に
１

社
し
か
い
な
い
ん
で
す
ね
。

政
治
二
流
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
低
下
し
て
る
感
じ
で
す
ね
。

相
変
わ
ら
ず
自
殺
者
が
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
、
先
進
国
で
成
人
一
万
人
あ
た
り

の
自
殺
者
の
数
は
も
う
ぶ
っ
ち
ぎ
り
で

ト
ッ
プ
で
す
。

た
だ
日
本
よ
り
上
な
の
が
韓
国
で
、

デ
ー
タ
を
見
る
と
成
人
一
万
人
あ
た
り

で
い
う
と
、
韓
国
が
今
一
番
自
殺
者
が

多
い
ん
で
す
ね
。

7

項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,100,000 会費（正） 930,000 ジャーナル発行 500,000 488,070 会費 1,100,000 ジャーナル発行 420,000
例会 300,000 会費（学生） 114,000 会誌発行 250,000 286,000 例会 300,000 会誌発行 230,000
寄付 500,000 会費（準） 115,000 人件費 1,000,000 1,100,000 寄付 500,000 人件費 1,000,000
本・他 30,000 会費（維持） 40,000 例会会場費 150,000 179,995 本・他 30,000 例会会場費 150,000
繰越金 698,406 会費（賛助） 0 講師謝礼 100,000 141,000 繰越金 696,569 講師謝礼 100,000
合計 2,628,406 入会費 18,000 事務用品 100,000 50,430 合計 2,626,569 事務用品 100,000

例会収入 410,000 郵送・配送料 30,000 40,624 郵送・配送料 30,000
本会寄付 999,760 通信費 40,000 38,317 通信費 40,000
本・他 16,940 会議・打合せ 50,000 56,683 会議・打合せ 50,000
前年度繰越金 698,406 交通費 10,000 0 交通費 10,000
合計 3,342,106 事務所維持費 150,000 174,702 事務所維持費 150,000

郵便・銀行振込料 10,000 5,280 郵便・銀行振込料 10,000
予備（予稿集印刷代） 100,000 84,436 予備 100,000
来期繰越金 138,406 696,569 来期繰越金 236,569
合計 2,628,406 3,342,106 合計 2,626,569

収入 支出 収入 支出
項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額

会費 1,100,000 会費（正） 930,000 ジャーナル発行 500,000 488,070 会費 1,100,000 ジャーナル発行 420,000
例会 300,000 会費（学生） 114,000 会誌発行 250,000 286,000 例会 300,000 会誌発行 230,000
寄付 500,000 会費（準） 115,000 人件費 1,000,000 1,100,000 寄付 500,000 人件費 1,000,000
本・他 30,000 会費（維持） 40,000 例会会場費 150,000 179,995 本・他 30,000 例会会場費 150,000
繰越金 698,406 会費（賛助） 0 講師謝礼 100,000 141,000 繰越金 696,569 講師謝礼 100,000
合計 2,628,406 入会費 18,000 事務用品 100,000 50,430 合計 2,626,569 事務用品 100,000

例会収入 410,000 郵送・配送料 30,000 40,624 郵送・配送料 30,000
本会寄付 999,760 通信費 40,000 38,317 通信費 40,000
本・他 16,940 会議・打合せ 50,000 56,683 会議・打合せ 50,000
前年度繰越金 698,406 交通費 10,000 0 交通費 10,000
合計 3,342,106 事務所維持費 150,000 174,702 事務所維持費 150,000

郵便・銀行振込料 10,000 5,280 郵便・銀行振込料 10,000
予備（予稿集印刷代） 100,000 84,436 予備 100,000
来期繰越金 138,406 696,569 来期繰越金 236,569
合計 2,628,406 3,342,106 合計 2,626,569

収入 支出 収入 支出

項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,100,000 会費（正） 930,000 ジャーナル発行 500,000 488,070 会費 1,100,000 ジャーナル発行 420,000
例会 300,000 会費（学生） 114,000 会誌発行 250,000 286,000 例会 300,000 会誌発行 230,000
寄付 500,000 会費（準） 115,000 人件費 1,000,000 1,100,000 寄付 500,000 人件費 1,000,000
本・他 30,000 会費（維持） 40,000 例会会場費 150,000 179,995 本・他 30,000 例会会場費 150,000
繰越金 698,406 会費（賛助） 0 講師謝礼 100,000 141,000 繰越金 696,569 講師謝礼 100,000
合計 2,628,406 入会費 18,000 事務用品 100,000 50,430 合計 2,626,569 事務用品 100,000

例会収入 410,000 郵送・配送料 30,000 40,624 郵送・配送料 30,000
本会寄付 999,760 通信費 40,000 38,317 通信費 40,000
本・他 16,940 会議・打合せ 50,000 56,683 会議・打合せ 50,000
前年度繰越金 698,406 交通費 10,000 0 交通費 10,000
合計 3,342,106 事務所維持費 150,000 174,702 事務所維持費 150,000

郵便・銀行振込料 10,000 5,280 郵便・銀行振込料 10,000
予備（予稿集印刷代） 100,000 84,436 予備 100,000
来期繰越金 138,406 696,569 来期繰越金 236,569
合計 2,628,406 3,342,106 合計 2,626,569

収入 支出 収入 支出
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あ
と
で
す
ね
、
や
は
り
日
本
包
囲
網

が
強
い
ん
で
す
よ
ね
。
結
構
日
本
い
じ

め
が
す
ご
く
強
く
て
で
す
ね
。
世
界
的

に
日
本
だ
け
は
な
ん
と
か
潰
し
た
い
と

い
う
感
覚
が
他
の
国
に
あ
る
よ
う
で
す
。

戦
後
、
日
本
の
骨
の
あ
る
考
え
方
が

制
度
を
随
分
補
正
さ
れ
て
ア
メ
リ
カ
ナ

イ
ズ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と

で
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
私
の
ゴ
ー
ル
と
し

ま
し
て
は
こ
の
日
本
社
会
を
も
っ
と
元

気
に
し
た
い
っ
て
い
う
の
が
一
番
の
目

標
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
応
も
う
一
つ
企
業
時
代
の
経
験
に

つ
い
て
少
し
言
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
１
９
８
１
年
私
が
小
西
六
写
真
工

業
、
今
の
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
に
入
社
し

ま
し
て
、
す
ぐ
に
シ
リ
コ
ン
パ
レ
ー
の

ア
メ
リ
カ
の
会
社
に
移
っ
て
、
今
で
い

う
サ
ッ
カ
ー
の
レ
ン
タ
ル
移
籍
み
た
い

な
形
で
、
結
局
１
年
研
究
開
発
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
が
出
た
と

き
で
、
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
の
こ
と
を
誰
も

知
ら
な
い
け
れ
ど
、
シ
リ
コ
ン
パ
レ
ー

で
は
有
名
だ
っ
た
ん
で
す
。
僕
は
こ
の

時
が
一
番
衝
撃
で
す
か
ね
。

ア
メ
リ
カ
に
勤
め
て
た
と
き
に
私
は

24
歳
で
す
け
ど
、
大
体
25
、
26
歳
か
ら

30
歳
く
ら
い
の
研
究
者
が
み
ん
な
金
曜

の
夜
に
な
る
と
よ
く
集
ま
っ
て
、
誰
か

の
家
に
行
っ
て
ビ
ー
ル
と
か
ワ
イ
ン
を

飲
み
な
が
ら
、
将
来
の
夢
を
み
ん
な
語

る
ん
で
す
よ
。

「
君
の
夢
は
？
」
て
聞
く
と
、
み
ん

な
起
業
な
ん
で
す
。
会
社
に
勤
め
る
の

は
も
う
あ
と
５
年
と
か
ね
。

僕
も
聞
か
れ
る
ん
で
す
よ
、「
ミ
ス

タ
ー
・
ト
ビ
は
ど
う
？
」っ
て
。

「
い
や
、
考
え
て
な
い
。」
と
答
え
る

と
「
う
そ
、unbelievable!

」「
考
え
て

な
い
の
？
ず
っ
と
こ
ん
だ
け
の
お
金
で

い
る
つ
も
り
な
の
？
」

「
い
や
、
そ
れ
も
考
え
て
な
い
」
と

答
え
る
と
、「
信
じ
ら
れ
な
い
。
な
ぜ

自
分
の
未
来
を
設
計
し
な
い
の
？
」
っ

て
言
わ
れ
ま
し
て
、
す
ご
く
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
ま
し
た
ね
。
こ
れ
で
や
っ
ぱ
り

人
生
が
す
ご
く
変
わ
り
ま
し
た
ね
。

そ
の
時
一
緒
に
研
究
を
や
っ
て
る
男

性
が
い
た
ん
で
す
け
ど
、
彼
は
月
曜
に

な
る
と
眠
そ
う
な
ん
で
す
よ
。

「
ど
う
し
た
の
？
」と
聞
く
と

「
こ
れ
は
言
う
な
よ
！
い
や
、
土
日

に
実
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
会
社
を
や
っ

て
ん
だ
よ
。
う
ま
く
い
っ
た
ら
そ
っ
ち

に
乗
り
換
え
る
ん
だ
」
っ
て
言
っ
て
ま

し
た
。

そ
の
時
１
９
８
１
年
に
「
ジ
ャ
パ

ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
と
い
う

本
も
出
て
、
日
本
は
も
う
ア
メ
リ
カ
に

学
ぶ
も
の
は
な
い
っ
て
言
っ
て
た
ん
で

す
け
れ
ど
、
僕
は
も
う
こ
の
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
負
け
て
ね
、

絶
対
こ
れ
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
う
ち
、
日

本
を
テ
イ
ク
オ
ー
バ
ー
す
る
だ
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
み
ん
な
の

熱
い
気
持
ち
が
も
の
す
ご
い
。

で
、
い
つ
も
ね
、
み
ん
な
言
う
ん
で

す
よ
。
中
国
の
留
学
生
も
み
ん
な
言
う

ん
で
す
。

「
ミ
ス
タ
ー
・
ト
ビ
、
君
は
日
本
の

国
を
ど
う
し
た
い
の
？
」

「
え
～
、
考
え
て
な
い
」
と
答
え
る

と
、「
考
え
て
な
い
？
？
」
と
び
っ
く

り
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
人
も
み
ん
な
言
う
ん
で
す
よ
。

「
中
国
を
Ｉ
Ｔ
ハ
イ
テ
ク
の
最
高
の

国
に
す
る
。
だ
か
ら
僕
は
ア
メ
リ
カ
で

勉
強
し
て
る
」と
か
ね
。

す
ご
い
で
す
ね
。
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
が
衝
撃
で
し
た
。

当
時
私
は
磁
気
記
録
媒
体
の
開
発
は
、

成
功
か
ら
挫
折
を
結
構
経
験
し
ま
し
て
、

あ
と
、
感
光
材
料
の
開
発
も
大
体
成
功

と
挫
折
の
両
方
全
部
経
験
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
生
産
技
術
研
究
所
の
所
長

と
し
て
新
規
事
業
開
発
提
案
時
期
が
あ

り
ま
し
た
。

塗
布
型
の
有
機
Ｅ
Ｌ
発
光
材
料
の
提

案
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
ま
あ
評
判

が
良
く
て
、
途
中
ま
で
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
と
か

経
産
省
の
お
金
を
取
っ
て
、
曲
が
る
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
の
有
機
Ｅ
Ｌ
の
照
明
を
作

っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

ま
あ
か
な
り
開
発
は
成
功
し
て
、
応

用
物
理
学
会
で
も
発
表
し
ま
し
た
け
れ

ど
、
実
際
は
物
が
出
な
い
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
無
機
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
ど
ん
ど
ん

安
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
有
機
Ｅ
Ｌ
の

照
明
も
苦
し
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。私

自
身
は
企
業
化
精
神
へ
の
憧
れ
と

実
践
か
ら
、
成
功
と
失
敗
に
強
い
興
味

を
持
っ
た
と
い
う
こ
と
が
企
業
時
代
の

8
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経
験
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
い
う
こ
と
で
、
自
己
紹
介
で
す
が

今
65
歳
で
し
て
、
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
で

31
年
間
ず
っ
と
研
究
開
発
を
や
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
実
は
21
年
く
ら
い
前
に

結
構
霊
体
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
あ
と
、
憑
依
さ
れ
て
る
人
は
、
見

る
と
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

お
化
け
も
す
ご
く
よ
く
見
え
る
時
が

あ
り
ま
し
て
、
よ
く
話
し
た
り
し
て
ま

し
た
。
座
っ
て
る
お
化
け
に

「
ど
う
し
た
の
？
」と
聞
く
と
、

「
死
ん
じ
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
。
死
ん
じ

ゃ
っ
た
み
た
い
な
ん
だ
け
ど
、
ど
う
し

て
君
が
話
せ
る
の
？
」
っ
て
聞
く
の

で
、「
い
や
見
え
る
か
ら
」
と
言
う
話

を
し
て
ま
し
た
ね
。

会
社
に
勤
務
し
な
が
ら
開
発
を
や
っ

て
た
ん
で
す
け
ど
、
土
地
と
か
建
物
と

か
人
と
か
を
浄
化
し
て
て
、
会
社
で
は

自
分
の
部
下
な
ん
か
を
ず
い
ぶ
ん
浄
化

し
て
た
の
で
す
が
、
部
下
は
そ
の
こ
と

を
結
構
知
っ
て
ま
す
。
こ
う
い
う
仕
事

と
し
て
も
ね
。
や
っ
ぱ
り
そ
う
な
ん
だ

ろ
う
な
っ
て
い
う
こ
と
で
、Facebook

で
も
応
援
し
て
も
ら
っ
て
ま
す
け
れ
ど
、

私
の
上
司
も
み
ん
な
び
っ
く
り
し
て
ま

す
ね
。

と
い
う
こ
と
で
10
年
前
に
会
社
を
55

歳
で
早
期
退
職
し
ま
し
て
、
今
は
高
次

元
レ
イ
キ
気
功
と
い
う
療
法
で
会
社
を

つ
く
っ
て
「
開
発
し
た
」
っ
て
こ
と
に

な
っ
て
ま
す
け
れ
ど
、
実
際
は
臼
井
甕

男
（
う
す
い
み
か
お
）
先
生
が
降
り
て

き
て
、
全
部
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
そ

れ
を
全
部
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て

つ
く
っ
た
の
が
高
次
元
レ
イ
キ
と
い
う

技
術
で
す
。

今
日
は
そ
の
話
は
あ
ま
り
し
な
く
て
、

こ
れ
か
ら
人
生
を
成
功
さ
せ
て
社
会
を

良
く
す
る
た
め
に
は
、
み
ん
な
活
性
化

し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
が
、
ど
う
い

う
と
こ
ろ
が
大
事
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

仕
事
に
お
け
る
成
功
の
方
程
式
で
す

が
、
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
稲
盛

和
夫
氏
も
よ
く
言
っ
て
る
こ
と
で
す
。

仕
事
の
成
功
と
い
う
の
は
考
え
方
×

情
熱
×
能
力
が
必
要
と
言
っ
て
で
す
ね
。

皆
さ
ん
我
々
社
員
を
お
尻
を
引
っ
ぱ

た
い
て
、
と
に
か
く
仕
事
を
成
功
す
る

に
は
、
考
え
方
と
情
熱
と
能
力
だ
か

ら
、
ま
あ
、
能
力
ア
ッ
プ
、
情
熱
ア
ッ

プ
、
あ
と
、
考
え
方
を
正
し
い
考
え
方

に
し
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
で
だ
い
ぶ

お
尻
を
引
っ
ぱ
た
か
れ
ま
し
た
。

実
際
こ
れ
は
合
っ
て
る
感
じ
は
し
ま

す
。
私
も
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
で
若
手
の

技
術
者
を
集
め
て
、
こ
の
情
熱
と
能

力
、
考
え
方
、
こ
こ
を
徹
底
的
に
鍛
え

る
と
い
う
委
員
会
を
作
り
ま
し
て
、
か

な
り
有
名
な
研
究
者
呼
ん
で
話
し
て
も

ら
っ
た
り
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
仕
事
の
成
功
の
方
程
式
で
す

が
、
さ
あ
人
生
は
ど
う
な
の
？
と
い
う

こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
こ
の
世
に
は
不

幸
だ
と
思
い
辛
い
人
生
を
送
っ
て
い
る

人
が
す
ご
く
多
い
ん
で
す
。
特
に
日
本

人
は
そ
ん
な
感
じ
が
も
の
す
ご
く
し
ま

す
。う

ち
に
来
る
方
は
憑
依
が
強
く
て
、

病
気
も
ひ
ど
く
て
、
全
然
つ
い
て
な
い

感
じ
の
人
が
多
い
ん
で
す
け
れ
ど
、

時
々
す
ご
い
活
躍
し
て
る
人
が
来
る
ん

で
す
ね
。
も
う
総
資
産
が
何
千
億
円
あ

る
方
と
何
回
か
お
会
い
し
ま
し
た
。
誰

で
も
知
っ
て
い
る
女
優
さ
ん
も
で
す

が
、
な
ぜ
私
に
聞
き
に
来
る
か
と
い
う

と
、
な
ぜ
自
分
が
こ
ん
な
に
上
手
く
い

っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
教
え

て
く
れ
、
自
分
で
も
た
い
し
て
努
力
し

て
な
い
の
に
理
由
が
分
か
ら
な
い
と
。

実
際
は
比
較
の
問
題
な
ん
で
す
が
、

イ
チ
ロ
ー
に
努
力
し
て
ま
す
か
っ
て
聞

い
た
ら
「
全
然
」
っ
て
答
え
ま
す
か
ら
。

あ
れ
だ
け
努
力
し
て
い
て
。

イ
チ
ロ
ー
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
聞
い

9
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て
、
も
う
び
っ
く
り
し
ま
す
よ
ね
。　

イ
チ
ロ
ー
が
４
割
打
っ
た
時
に
今
で
も

忘
れ
ら
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

「
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
、
４
割
す
ご
い
で

す
ね
。」

「
全
然
ダ
メ
で
す
よ
。
６
割
失
敗
し

て
る
ん
で
す
か
ら
。」

彼
の
ゴ
ー
ル
は
10
割
な
ん
で
す
よ
。

だ
か
ら
個
人
の
判
断
っ
て
す
べ
て
個

人
が
決
め
る
こ
と
だ
か
ら
、
全
然
分
か

ら
な
い
で
す
ね
。

ま
あ
、
こ
う
い
う
人
も
い
て
、
ま
た

辛
い
人
生
を
送
っ
て
い
る
人
も
多
い
で

す
ね
。
こ
の
二
つ
の
人
生
の
差
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
？

い
ろ
ん
な
方
の
人
生
を
霊
的
に
調
べ

た
ら
そ
の
原
因
が
あ
る
程
度
判
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
般
的
な
人
生
に
つ
い
て
の
考
え
方

で
、
な
ぜ
人
生
が
う
ま
く
い
か
な
い
の

で
す
か
と
質
問
す
る
と
、
ま
あ
唯
物
論

の
人
は
、
大
体「
運
が
な
い
か
ら
」と
答

え
ま
す
ね
。
う
ま
く
い
っ
て
な
い
人
に

聞
く
と「
他
人
が
悪
い
と
か
、
会
社
が

悪
い
と
か
、
社
会
が
悪
い
と
か
、
法
律

が
悪
い
」と
言
う
人
が
多
い
で
す
ね
。

あ
と
自
分
の
努
力
が
足
り
な
い
か
ら

と
い
う
意
見
も
あ
る
け
ど
、
最
初
は
絶

対
「
運
が
な
い
か
ら
」
と
言
う
人
が
多

い
で
す
。
本
当
に
運
が
な
い
ん
で
し
ょ

う
か
？

あ
と
で
す
ね
、
う
ち
の
会
社
に
来
る

お
客
様
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
の
グ
ル
ー

プ
が
多
い
ん
で
す
よ
。
や
っ
ぱ
り
も
う

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
が
好
き
で
、
一
生
懸

命
調
べ
て
い
ろ
ん
な
本
を
読
ん
で
ね
、

い
ろ
い
ろ
間
違
っ
た
情
報
を
い
っ
ぱ
い

頭
に
入
れ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
大
体
こ

う
い
う
ん
で
す
よ
。

「
過
去
世
で
悪
い
こ
と
を
相
当
し
た
ん

だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
こ
の
人
生

が
悪
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。」
あ
と
で
す

ね「
占
い
通
り
に
し
な
か
っ
た
か
ら
」っ

て
い
う
人
も
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

特
に
こ
れ
あ
ん
ま
り
批
判
す
る
と
あ

れ
な
ん
で
す
け
ど
、
九
星
気
学
が
お
好

き
な
方
は
、「
吉
方
取
り
が
で
き
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。」
と
答
え
ら
れ
ま
す
。

吉
方
取
り
っ
て
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

あ
れ
は
、
あ
の
通
り
に
動
く
の
は
す
ご

く
難
し
い
ん
で
す
よ
。
吉
方
取
り
で
引

っ
越
す
と
か
す
る
と
、
仕
事
の
都
合
と

か
子
供
が
熱
を
出
し
ち
ゃ
っ
た
り
で
、

日
に
ち
が
ず
れ
ち
ゃ
う
と
、
そ
れ
は
ダ

メ
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で

す
ね
。「
占
い
通
り
に
し
な
か
っ
た
か

ら
」
っ
て
本
当
に
そ
う
な
の
？
っ
て
思

い
ま
し
た
け
ど
ね
。

あ
と
で
す
ね
、「
も
っ
と
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
を
貫
け
な
か
っ
た
か
ら
」
っ
て

い
う
風
に
言
う
人
が
い
る
ん
で
す
け

ど
、
こ
れ
は
逆
だ
と
思
い
ま
す
け
ど

ね
。
聞
い
て
る
と
、
も
っ
と
現
実
の
や

っ
ぱ
り
技
能
が
な
い
か
ら
仕
事
が
で
き

な
く
て
給
料
が
上
が
ら
な
い
と
か
、
会

社
を
首
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
っ
て
い
う

方
も
結
構
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
や
っ
ぱ
り

言
う
こ
と
違
う
ん
で
す
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
グ
ル
ー
プ
の
一
番

気
に
な
っ
て
い
る
の
は
こ
こ
で
す
よ
ね
。

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
七
五
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
ラ
イ
ト
ワ
ー
カ
ー
杉
本
光
生

氏
に
よ
る
宇
宙
の
お
話
と
願
望

実
現
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」講
座

　
　
　

講
師　

杉
本 

光
生 

氏

開
催
日　

令
和
５
年
９
月
30
日（
土
）

会
場　

は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
２
階

杉
本
光
生
氏
は
物
理
学
科
を
大
学
で

修
め
会
社
員
を
し
て
い
た
１
９
９
９
年

７
月
、
あ
る
夢
を
見
た
よ
う
な
状
態
に

な
っ
た
時
、
天
井
に
宇
宙
か
ら
の
高
次

元
存
在
が
や
っ
て
来
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

入
れ
た
よ
う
に
感
じ
て
以
来
、
ヒ
ー
リ

ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

杉
本
氏
は
宇
宙
情
報
や
海
外
の
チ
ャ
ネ

リ
ン
グ
情
報
を
翻
訳
し
て
自
身
の
解
釈

を
交
え
な
が
ら
ブ
ロ
グ
、Y

ouT
ube

な
ど
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

杉
本
さ
ん
講
座
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

１
．
宇
宙
銀
河
連
合
等
の
話

２
．
人
へ
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
、
マ
イ
ナ
ス

感
情
の
蓄
積
や
ト
ラ
ウ
マ
を
宇
宙
銀　
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河
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
癒
す

３
．
願
望
実
現
を
宇
宙
銀
河
の
エ
ネ
ル　

ギ
ー
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
実
習
と
３
部　

構
成
で
行
い
ま
し
た
。

先
ず
は
宇
宙
銀
河
連
合
等
と
地
球
に

つ
い
て
の
お
話
で
す
。

情
報
は
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
な
ど
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
内
容
も
含
み
ま
す
。
杉
本

氏
は
海
外
か
ら
宇
宙
銀
河
や
星
の
情
報

を
探
し
て
来
て
翻
訳
し
独
自
の
解
釈
も

交
え
な
が
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
。

レ
プ
テ
ィ
リ
ア
ン
が
銀
河
に
拡
大
し

て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
ラ
イ
ラ
系

の
地
球
人
の
先
祖
が
そ
れ
に
対
抗
し
ま

し
た
。
そ
う
し
た
銀
河
先
祖
が
ラ
イ
ラ

に
あ
っ
た
の
で
す
が
戦
争
で
崩
壊
へ
。

そ
の
た
め
他
の
星
に
５
０
０
万
年
の
間
、

人
を
送
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
の
最
終
が
地
球
と
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
経
緯
で
２
６
０
０
０
年
前
、

光
の
勢
力
と
闇
の
勢
力
は
と
も
に
星
の

地
下
に
潜
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地

球
で
も
地
底
人
の
伝
説
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
名
残
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
球
歴
史
で
有
名
な
の
は
１
３
０
０
０

年
前
、
ノ
ア
の
方
舟
の
大
洪
水
が
あ
り

ま
し
た
。
多
く
の
生
命
が
絶
え
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

月
の
話
で
は
、
地
球
の
衛
星
の
月
は

他
の
星
の
衛
星
に
比
べ
る
と
巨
大
す
ぎ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
月
の
裏
側

は
地
球
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
月
は
人
工
物
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
説
に
は

月
は
人
工
衛
星
と
し
て
小
熊
座
か
ら
持

っ
て
来
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
月
か
ら
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
操
作
で

地
球
人
が
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
で
き
な
い
よ

う
に
さ
れ
て
い
て
、
レ
プ
テ
ィ
リ
ア
ン

は
地
球
人
に
は
力
が
な
い
、
と
思
わ
せ

て
お
く
の
が
都
合
が
よ
く
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
が

働
く
の
は
２
本
の
ま
ま
に
し
て
お
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
出
来
事
と
し
て
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
の
少
し
前
か
ら
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
情

報
を
渡
す
か
わ
り
に
実
験
の
場
を
提
供

す
る
と
言
う
ゼ
ー
タ
レ
ギ
ュ
リ
テ
ィ
星

人
の
申
し
入
れ
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領

は
そ
れ
に
承
諾
し
た
と
の
情
報
が
あ
り

ま
す
。

ア
セ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
で
す
が
、

銀
河
は
２
６
０
０
０
年
の
周
期
で
回
転

し
て
い
ま
す
。
前
半
の
１
３
０
０
０
年

は
光
の
勢
力
が
優
勢
で
そ
の
周
期
に
地

球
で
フ
ォ
ト
ン
ベ
ル
ト
に
１
回
入
り
ま

す
。後

の
後
半
は
闇
の
勢
力
が
優
勢
と
な

り
地
球
で
同
じ
く
１
回
入
り
ま
す
。
今

回
は
次
の
次
元
に
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ト
ン
ベ
ル
ト
が
通
る
時
、
地
球
は

次
元
上
昇
で
き
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
そ
の
時
、
恐
怖
が
芽
生
え

る
の
で
そ
れ
を
克
服
す
る
必
要
あ
り
ま

す
。
実
は
人
類
は
12
本
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持

っ
て
い
ま
す
が
今
は
２
本
し
か
使
っ
て

い
ま
せ
ん
。
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
で
さ
ら
に

多
く
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
使
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
能
力
も
ア
ッ
プ
し
て
い
く
で
し
ょ

う
。今

は
７
次
元
以
上
か
ら
来
た
子
ど
も

た
ち
も
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。
し
か
し

彼
ら
は
自
閉
症
と
な
り
や
す
い
の
で

す
。
高
次
元
で
は
テ
レ
パ
シ
ー
を
使
っ

て
い
た
の
で
喋
る
の
が
苦
手
だ
か
ら
で

も
あ
り
ま
す
。

光
と
闇
の
勢
力
の
お
話
で
す
が
、
闇

の
勢
力
は
恐
怖
を
ベ
ー
ス
に
支
配
し
よ

う
と
し
ま
す
。
彼
ら
は
地
球
人
の
過
去

生
の
記
憶
を
消
し
て
人
生
を
や
り
直
す

シ
ス
テ
ム
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め

地
球
人
の
飛
躍
的
な
進
化
が
止
ま
っ
た

の
で
す
。
闇
の
勢
力
は
恐
怖
の
感
情
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
い
る
の
で
地
球

人
に
恐
怖
を
植
え
付
け
る
必
要
が
あ
る

の
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
情
報
操
作
も
す
る

の
で
最
近
流
行
り
出
し
た
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
な
ど
Ａ
Ｉ
も
危
険
な
要
素
を
含
む

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
闇
の
体
験

も
銀
河
で
の
成
長
の
た
め
に
は
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
光
の
連
合
は
ア
ン
ド
ロ
メ

ダ
、
シ
リ
ウ
ス
、
プ
レ
ア
デ
ス
な
ど
に

居
て
、
そ
の
活
動
に
は
愛
が
ベ
ー
ス
に

あ
り
ま
す
。

ガ
イ
ヤ
の
法
則
に
つ
い
て

地
球
は
生
き
て
い
る
と
す
る
考
え
方

で
す
。
地
球
上
で
繁
栄
す
る
中
心
と
な

る
都
市
が
８
０
０
年
ご
と
変
わ
り
、
今

は
ロ
ン
ド
ン
が
地
球
の
中
心
で
す
が
、

次
第
に
日
本
の
明
石
に
移
っ
て
き
て
い

ま
す
。
近
畿
の
都
市
の
ど
こ
が
エ
リ
ア

11
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か
明
石
以
外
に
い
く
つ
か
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

竹
内
文
書
に
よ
る
と
日
本
の
天
皇
は

世
界
を
統
治
し
て
い
た
。
イ
ラ
ク
の
古

代
王
朝
の
紋
様
は
日
本
の
菊
花
紋
と
似

て
い
る
、
な
ど
日
本
が
か
つ
て
の
世
界

の
中
心
だ
っ
た
痕
跡
も
あ
る
そ
う
で
す
。

古
代
シ
ュ
メ
ー
ル
の
お
話
。

ニ
ビ
ル
は
３
６
０
０
年
に
一
度
地
球

に
接
近
し
ま
す
。
ニ
ビ
ル
の
ア
ヌ
ン
ナ

キ
は
必
要
が
あ
り
地
球
に
金
を
求
め
ま

し
た
。
そ
こ
に
も
光
と
闇
の
勢
力
が
あ

り
、
ア
ヌ
ン
ナ
キ
と
し
て
も
神
と
言
わ

れ
る
エ
ン
ゲ
ル
、
エ
ン
キ
で
す
が
、
彼

ら
は
宇
宙
人
で
あ
り
厳
密
に
は
神
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

杉
本
氏
は
い
ろ
い
ろ
な
ス
ピ
リ
ッ
ト

な
る
存
在
の
時
元
を
ペ
ン
ジ
ュ
ラ
ム
で

検
討
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
菩
薩
は

11
次
元
、
龍
神
は
10
次
元
、
ア
シ
ュ
タ

ー
ル
は
８
次
元
、
惑
星
意
識
は
７
次
元

な
ど
で
す
。
ち
な
み
に
光
と
闇
の
戦
争

は
６
次
元
以
下
で
起
こ
り
ま
す
。

杉
本
さ
ん
の
宇
宙
人
友
達
も
画
像
で

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
年
に
一
度
、
時
空

の
窓
か
ら
宇
宙
に
い
る
奥
さ
ん
が
会
い

に
来
る
人
。
そ
の
人
に
よ
る
と
宇
宙
人

や
Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
つ
い
て
、
地
球
の
人
が
少

し
ず
つ
慣
れ
る
よ
う
に
情
報
を
小
出
し

に
し
て
い
る
。
彼
は
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
星

人
か
ら
仲
介
者
を
通
じ
て
情
報
を
教
え

て
も
ら
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

ソ
ン
ブ
レ
オ
銀
河
の
ア
ー
ン
テ
セ
さ
ん

な
ど
も
紹
介
さ
れ
、
そ
の
人
に
関
連
し

た
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
写
真
も
見
せ
て
貰
い
ま
し

た
。次

は
実
習
で
す
。
人
の
マ
イ
ナ
ス
の

感
情
蓄
積
や
ト
ラ
ウ
マ
の
除
去
に
つ
い

て
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

杉
本
氏
の
手
法
は
他
で
は
あ
ま
り
お
目

に
か
か
れ
な
い
方
法
で
ヒ
ー
リ
ン
グ
し

た
い
人
の
状
態
を
杉
本
氏
自
身
の
身
体

で
再
現
し
、
そ
の
状
況
を
見
な
が
ら
自

身
の
身
体
の
中
で
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
す
る

こ
と
で
相
手
が
癒
さ
れ
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
の
ケ
ー
ス
で
１
分
以
内
に
ヒ
ー
リ
ン

グ
は
終
わ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
ヒ
ー
リ
ン
グ
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
１
９
９
９
年
天
井

に
高
次
元
存
在
が
来
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
受
け
継
い
だ
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
日
は
玄
関
か
ら
誰
か
入
っ
て
来

た
よ
う
に
思
い
、
お
前
に
は
地
球
を
癒

す
役
目
が
や
れ
る
か
と
聞
か
れ
て
出
来

る
と
杉
本
氏
の
魂
が
答
え
た
よ
う
に
思

っ
た
と
。
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
か
も
と
い

っ
た
存
在
か
ら
寝
て
い
る
上
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
送
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

実
習
で
は
参
加
者
か
ら
被
験
者
を
募

り
行
い
ま
し
た
。

40
年
く
ら
い
前
に
い
じ
め
を
受
け
た

ト
ラ
ウ
マ
の
人
や
父
母
か
ら
の
虐
待
な

ど
の
ト
ラ
ウ
マ
の
方
に
モ
デ
ル
と
し
て

前
に
出
て
来
て
貰
い
ま
し
た
。
予
め
そ

の
こ
と
を
思
い
出
し
て
悲
し
み
な
ど
の

感
情
が
動
く
の
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

杉
本
氏
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
は
い
ず
れ
の
人

に
も
１
分
程
度
で
終
わ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
い
ず
れ
の
人
で
も
ご
く
短
時
間
で

ト
ラ
ウ
マ
の
出
来
事
を
思
い
出
し
て
も

感
情
が
動
く
こ
と
な
く
安
定
し
て
来
ま

し
た
。

参
加
者
の
あ
る
人
は
電
磁
波
過
敏
で

人
生
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
。
そ
の

ト
ラ
ウ
マ
を
消
し
て
ほ
し
い
と
希
望
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
方
は
、
た
と
え
ト

ラ
ウ
マ
を
消
し
て
も
電
磁
波
過
敏
の
状

態
を
改
善
さ
せ
な
い
と
ま
た
同
じ
こ
と

の
繰
り
返
し
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。そ

こ
で
電
磁
波
過
敏
を
消
す
必
要
を

橋
本
か
ら
提
案
し
ま
し
た
。
身
体
に
蓄

積
し
て
い
る
有
害
金
属
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
消
す
こ
と
を
杉
本
氏
に
頼
み
ま
し
た
。

杉
本
氏
は
金
属
類
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消

す
の
は
や
っ
た
こ
と
が
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
橋
本
の
提
言
で
や
っ
て
み

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
体
に
蓄
積

し
た
有
害
金
属
に
意
識
を
向
け
て
後
は

杉
本
氏
の
い
つ
も
の
手
法
で
。
１
分
程

度
で
有
害
金
属
の
反
応
は
消
え
ま
し
た
。

モ
デ
ル
に
な
っ
た
人
に
電
磁
波
を
放

っ
て
い
る
携
帯
電
話
を
手
に
持
っ
て
貰

い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
体
調

不
良
に
な
る
感
じ
は
無
く
な
っ
た
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
拍
手
喝
采
で
し

た
。

「
病
ん
だ
相
手
の
情
報
を
自
分
の
身
体

内
で
再
現
し
て
ヒ
ー
リ
ン
グ
し
た
ら
マ

イ
ナ
ス
を
受
け
な
い
で
す
か
？
」

と
杉
本
氏
に
尋
ね
た
と
こ
ろ

「
全
く
受
け
ま
せ
ん
」と

一
般
の
人
が
同
じ
こ
と
を
し
た
ら
か
な

り
の
障
害
を
受
け
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
杉
本
氏
は
宇
宙
の
存
在
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
貰
っ
て
い
る
の
で
マ
イ
ナ
ス

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
受
け
な
い
の
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

次
は
願
望
実
現
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
入

れ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
こ
ち
ら
は
杉

本
氏
が
過
去
生
で
は
願
い
星
で
地
球
の

12
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人
の
願
い
を
叶
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
う
し
た
仲
間
が
い
て
、
5
名
で
一
つ

の
渦
巻
き
状
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
作
っ
て
い

た
と
。
願
望
実
現
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
そ
の

渦
巻
き
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
貰
い
希
望
者
に

入
れ
ま
す
。

こ
ち
ら
も
参
加
者
か
ら
希
望
さ
れ
る

人
を
募
り
ま
し
た
。
会
社
で
の
昇
格
願

望
祈
願
、
進
学
し
て
行
く
、
投
稿
な
ど

が
で
き
る
勇
気
な
ど
の
希
望
を
受
け
、

杉
本
氏
は
願
望
実
現
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
入

れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
そ
の
場

で
は
願
望
実
現
で
き
た
か
ど
う
か
は
分

か
ら
な
い
の
で
、
今
後
、
上
手
く
行
く

と
良
い
で
す
ね
、
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

た
だ
、
１
人
だ
け
そ
の
場
で
効
果
を

見
れ
た
人
が
い
ま
し
た
。
神
仏
や
ハ
イ

ヤ
ー
セ
ル
フ
な
ど
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
に
と
の
願
望
で
す
。

拝
見
す
る
と
身
体
、
特
に
脳
で
の
マ
イ

ナ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
蓄
積
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
で
は
神
仏
や
ハ
イ
ヤ
ー
セ
ル

フ
が
い
く
ら
話
し
か
け
て
も
ご
本
人
は

分
か
り
ま
せ
ん
。
杉
本
氏
に
そ
の
マ
イ

ナ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
っ
て
貰
う
よ
う

に
依
頼
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
１
分
程

度
で
施
術
は
終
わ
り
、
上
手
く
取
れ
て

い
ま
し
た
。
ご
本
人
に
取
れ
た
感
想
を

尋
ね
る
と
ス
ッ
キ
リ
感
が
出
て
き
た
と
。

そ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご

本
人
の
好
き
な
神
様
が
何
か
？
を
尋
ね

た
ら
ギ
リ
シ
ャ
神
、
ア
ポ
ロ
ン
だ
と
。

早
速
、
ア
ポ
ロ
ン
を
呼
ん
で
貰
い
ま
し

た
。
眼
前
に
来
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

「
ど
う
で
す
か
？
ア
ポ
ロ
ン
は
来
ま

し
た
か
？
」
と
尋
ね
る
と
そ
の
方
は
眼

前
に
来
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

「
じ
ゃ
あ
、「
お
話
し
さ
せ
て
貰
え
ま

す
か
？
」
と
ア
ポ
ロ
ン
に
尋
ね
て
み
て

く
だ
さ
い
。」
と
伝
え
た
と
こ
ろ
、
驚

い
た
こ
と
に
ア
ポ
ロ
ン
か
ら
Ｏ
Ｋ
の
返

事
が
あ
っ
た
の
が
分
か
る
と
。
そ
の
方

も
嬉
し
そ
う
に
席
に
戻
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
多
数
の
質
疑
応
答
も
あ

り
ま
し
た
。

講
座
後
は
懇
親
会
を
そ
の
場
で
引
き

続
き
し
ま
し
た
。
お
弁
当
を
食
べ
て
終

わ
っ
て
、
３
時
間
ほ
ど
楽
し
い
歓
談
の

ひ
と
時
を
も
ち
ま
し
た
。

◆　
　
　
　
　

◆

惑星と繋がっているのだろうかと思うだけ
で、ロマン噴出だ。参拝後、神社側の喫茶で
アイスクリームを食したが、暑かったのでと
ても美味であった。

次に帰路途中、昼食を兼ねて停車した奈良
県桜井市の長谷寺に、卜部氏と三好が参拝。

本堂に向かう長い登廊には、鉢植えされた
数多くの牡丹の花が、今を盛りにと咲き誇り
見事と言うしかない。創建は奈良時代、8世
紀前半と推定されるが、創建の詳しい時期や
事情は不明とのことだ。寺伝によれば、天武
天皇の朱鳥元年（686年）、僧の道明が初瀬山
の西の丘（現在、本長谷寺が建てられている
場所）に三重塔を建立、続いて神亀4年（727
年）、僧の徳道が聖武天皇の勅命により東の
丘（現在の本堂の地）に本尊十一面観音像を
祀ったという。

長谷寺は、奈良県桜井市初
は せ

瀬にある真言宗
豊山派の総本山の寺院。本尊は十一面観音

（十一面観世音菩薩）。初瀬山の中腹に本堂が
建ち、ここは牡丹の名所であり、4月下旬か
ら5月上旬は150種類以上、7 , 000株といわ
れる牡丹が満開になり、当寺は古くから「花
の御寺」と称され『枕草子』『源氏物語』『更級
日記』など多くの古典文学にも登場する。

今回の調査予定はすべて終了したので、そ
の期間お世話になった奈良県を後に、帰路に
つく。

最初、4日の行程は長いなというような感
じがした。実際は「あっ」と言う間に過ぎて
しまったのだが、中々に収穫のある充実した
4日間であった。

次回調査について、いつ依頼の霊信が来る
のだろうか？

13
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い山であり、奈良県橿原市にある山。畝傍山、
耳成山とともに大和三山と呼ばれる。天から
山が2つに分かれて落ち、1つが伊予国（愛
媛県）「天

あめやま

山」となり1つが大和国「天加具山」
になったと『伊予国風土記』に記されている。

また、『阿波国風土記』逸文では「アマノモ
ト（またはアマノリト）山」という大きな山
が阿波国（徳島県）に落ち、それが砕けて大
和に降りつき天香具山と呼ばれたと記されて
いる。

天の香久山の山頂には、2つの小さな祠が
あり1つは國常立命を祭神とする國

くにとこたち

常立神社
であり、もう1つには高龗神が祀られている。
山の北麓には占いを司る櫛

くしまちのみことのかみ

真智命神を祭神と
し、境内の波波枷の木が占いに用いられてき
た天香山神社、南麓には天照大神の岩戸隠れ
の伝承地とされる岩穴や巨石を神体とした天
岩戸神社がある。

昨年、天の香久山神社に参拝した時には中
腹に小池があったが枯れていて、何かの具合
で水路が経たれていると感じていた。しか
し、今回二人で御山に上る途中には、かなり
の水が浸み出ていているのを確認したので、
枯れる要素は考えられなかった。そこで、水
利に関係する高龗神の祭祀が十分でないのか
と推測したのだが、昨年の小池を今回は確認
していないので、現在の状況は正確でない

（推測での評価）。
歴史的にみて、天の香久山は長髓彦と神武

天皇との戦いに関係した地であると思われる
ので、これからの歴史考証の課題としたい。

山頂には國常立命を祀る小さな祠と、天
候、水利を司る高

たかおおかみ

龗神を祀る小さな祠が2社
がお祀りされているが、十分に祭祀され管理
されているようではなかったのが残念だっ
た。

2社を、三好が霊視を試みると祠へ渡る石
畳みの下に何か「鎮め物」が埋められている
ように感じたが、それ以上は分からなかっ
た。これは、後でチームリーダーに確認願っ
たところ、丸い玉のようなものだという事だ
ったので、水晶か？と思われた。

また、祠の前で霊視中に卜部氏から「長髓
彦との関係は？」と問われた時点で、鳥肌が

立ち何か歴史的か霊的に関係があるのではな
いかと感じたがそれ以上は分からない。

だが、卜部氏からの気を送るハンドパワー
が、相手の者に鳥肌を生じさせるほどのエネ
ルギーを送ることができるとは、いやはやこ
のチームはすごい能力の人ばかりだと感嘆す
る。

次に、天の香久山を下り、南面に向かい天
岩戸神社に参拝した。小さな社ではあった
が、社から感じるパワーはすごく、さらに裏
山の竹藪に磐座があったのだが、この磐座か
らも強いパワーを感じた。この社は南面を向
き、天の香久山を背にした状態で創建されて
いるから、天の香久山を守る結界の一つの社
かと思われた。

次に、奈良駅前ホテルへと帰路をとり宿泊
する。

5月2日：大神神社別宮の村
む ら や に い ま す み ふ つ ひ め

屋坐弥冨都比売
神
じんじゃ

社で奉納ライブを実施。まずは、守屋宮司
による本殿でのお祓いを受けたのち、奉納ラ
イブを実施。演奏は、能楽師・鼓・横笛／今
田氏、キーボード歌／真野氏、舞／大田氏の
グループにより厳粛の中行われた。

次に、昨日卜部氏と三好が参拝した天岩戸
神社にチームリーダー、大田氏と共に参拝し
た。当然だが、本日も社からの感じるパワー
はすごく、裏山の竹藪の磐座からも強いパワ
ーを感じている。リーダーは、竹藪の中に鎮
座する磐座からのパワーを感じ、伯家神道の
舞を舞う。

サブリーダーとライブ中継で、磐座を視て
もらうと「感謝している」と霊言を受け、リ
ーダーは続けて磐座の覆い（霊的なもの）を
開き、珠を受け取り、その珠を天上へ上げる
所作を行う。

同行した大田氏は、「感動で震えている」
と話した後、突然宇宙語を７～８分ほど話し
始めた。話している相手は金星人で、会話し
ているとのこと。このことから感じるのは、
全国にあるパワースポットと言われるような
所が数多くあるが、それらは宇宙の幾つかの

14
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鳥見山は、新緑に包まれ爽やかで、鶯が鳴
いていた。この石碑周辺一帯は、あまり観光
客が来ないようで、踏み荒らされていないた
めなのか、すごくパワーを強く感じ、リーダ
ーは伯家神道の所作を舞い、しかも後ろ手の
拍手まで壮じた（初めての所作で、パワーを
あまりにも強く受け反応したための所作とな
ったとのこと）。

サブリーダーへ、スマホでのライブ中継を
行うと、「（感動して）自分でない、中の人が
泣いている。ご縁を感じ感動している。周り
がキラキラしている」との霊言があったが、
これは神武天皇か、又は御付きの関係の方な
のか不明だが、感激した旨の霊信であった。

次に、寺院の奉納ライブ参加として天理市
柳本町長岳寺に向かう。

この寺社は、天長元（824）年、淳和天皇の
勅願により、空海が大和神社の神宮寺として
開いたといわれる古刹で、かつては大寺だっ
たが、兵火と明治期の廃仏毀釈により衰微し
た。平安時代の端正な鐘楼門（重要文化財）
は創建当初唯一の遺構で、楼門と鐘楼を兼ね
ている。

また、本尊の阿弥陀三尊像（重要文化財）
は玉眼を使った仏像としては日本最古のもの
で、藤原時代末期の作と言われている。奉納
演奏は、能楽師・鼓・横笛／今田氏、キーボ
ード歌／真野氏、舞／大田氏のグループで、
本堂阿弥陀如来像の前で奏上。外人を含む、
多くの参拝者の方々が参列し、演奏、舞に魅
入られた。

本堂では、なぜか阿弥陀像が祀られてい
て、真言宗では大日如来、不動明王かと思っ
たのだがこの点は確認していない。

次に、三輪山へ向かう。山頂へ、三好一人
で登ろうと試みるがコロナ発症以来登頂が禁
じられていたので、大

おおみわじんじゃ

神神社、神聖な井戸・
泉・水源の意味を持つ摂社の狭

さ い じ ん じ ゃ

井神社を参拝
し下山。

三
み わ や ま

輪山は、奈良県桜井市にあるなだらかな
円錐形の山。奈良県北部奈良盆地の南東部に
位置し、標高は467.1m、周囲は16kmである。

歴史学的には大物主大神を祀る大神神社
（大和国一宮、奈良県桜井市）が三輪山の西
麓にある。大神神社は三輪山を神体山として
扱っており、山を神体として信仰の対象とす
るため、本殿がないのだが、これは自然その
ものを崇拝する古神道に大神神社が属してい
ることを示すとともに、神社がかなり古い時
代から存在していることを示している。

三輪山大鳥居 大神神社本殿

『古事記』『日本書紀』にも三輪山伝説とし
て大物主神の伝説が記載されており、三輪山
が神の鎮座する山（神奈備）とされている。
延喜式神名帳には式内大社の大神大物主神社
として載せられていて、別名は三輪神社であ
り、三輪氏の氏神であった。鎌倉時代に入っ
てから、慶円がこの三輪神社を拡大し、本地
垂迹説によって三輪明神と改め、別当寺とし
て三輪山平等寺を建立した。この三輪明神
は、徳川将軍家などに篤く信仰された。その
後明治維新を迎え、1871年（明治4年）に神
社が奈良県にあてた口上書には、「神ノ山と
は三輪山を指す」という記述があり、大神神
社の神体山として三輪山が正式に記録された
最初の記録とされる。（以上、Wikipedia）

三好は、三輪山の大神神社に参拝し下山。
グループは移動し、橿原神宮の前を通過

し、御陵を遙拝。
次に、神武天皇陵の前の大鳥居の前から御

陵を遙拝。チームリーダーは、「神武天皇が
崩御されてから、随分の年月が経っているの
と、十分な祭祀がされているからか、浄化向
上されていて特に感じることはない」との感
想であった。

次に、天の香久山の裏手の参拝者駐車場に
車を停車し、天の香久山には、卜部氏と三好
の二人で登る。天の香久山は、152mの小高

15



日本古代史研究チーム
チームリーダー　　　天堂珠希
チームサブリーダ―　佐野信子
影山治夫
神職　　卜部丹也
神職　　三好一郎

次に研究チームが向かったのは、PM7時
から開催される音楽イベントの参加だ。会場
は天理市トレイルセンター内の勝田氏の経営
するレストラン洋食ｋ。演奏は、能楽師／今
田氏、キーボード歌／真野氏、舞／大田氏と
地元某市議を含む歌唱団の方々。勝田氏は、
地元だけに天理教の造詣深く、演奏後も遅く
までチーム仲間と談笑の一時であった。

5月1日：午前に村屋神社の守屋宮司に面
談し、2日の奉納イベントの確認をする。守
屋宮司によると「大神神社別宮であり、宮司
家の祖先にあたる物部守屋など物部氏の祖神
を祀る。主祭神は、三穂津姫命で大国主命の
后神。配大物主命で、境内摂社には村屋神社、
服部神社、物部神社、久須須美神社が祀られ
ている。伝承によると、古墳時代に仏教の礼
拝を巡って大臣・蘇我馬子を中心とする崇仏
派（仏教）と、大連・物部守屋を中心とする
排仏派（神道）の間で起きた宗教戦争「丁

て い び

未の
乱
らん

」において、現在の大阪府八尾市付近で物
部守屋が討死して物部軍は敗北。その後一族
は四散し、その中に物部守屋の長男（雄君）
が、息子（押勝）を連れて当時の村屋神社の
宮司家（当時は室屋姓）まで逃げて、しばら

くの間匿っていた。その後、雄君は自分の息
子である押勝を跡取りのいない室屋家に託
し、美濃へ発ったとされている。

そして、物部守屋公の孫を室屋姓に変え、
宮司家の当主として育てられ今日まで60数
代と血筋が続いているということになってい
る。

奉納の依頼を快諾受け、チームは次に宇陀
市榛原鳥見山公園に向かう。

鳥見山（735m）の頂上近くにあり、勾玉池
を中心とする高原上の自然公園で、園内には
神武天皇聖跡伝承地の顕彰碑「鳥見山中霊畤
趾」のあるこの山は、桜井市と宇陀市の境界
ともなっていて、「古事記、日本書紀、万葉
集」にも登場し、『万葉集』では、「窺

うか

狙
ねら

ふ
跡
と み や ま

見山雪のいちしろく恋ひば妹
いも

が名
な

人知らむ
かも」と詠まれている。
『日本書紀』神武天皇4 年条には、「乃

すなは

ち
霊
まつりのには

畤を鳥
と み の や ま

見山の中に立てて、其
そ こ

地を号
なず

けて、
上
か み つ お の

小野の榛
は り は ら

原、下
し も つ お の

小野の榛
は り は ら

原と曰ふ。用
も

て
皇
みおやのあまつかみ

祖天神を祭りたまふ」とある。神武天皇は
「敵に勝利し、国を平定、天皇に即位できた
のは、皇祖の助けがあってこそ」と感謝し、
鳥
と み や ま

見山で皇祖天神を祀る行事を行った。これ
に因んで、近年に「鳥

とみのやまなかまつりのにわあと

見山中霊畤趾」と刻ま
れた顕彰碑が建てられている。

なお、宇陀市、桜井市にも鳥見山があり、
伝承地として争われている場所は6カ所（東
吉野村萩原、桜井市桜井、奈良市石木町、奈
良市中町、榛原萩原、天理市滝本町）あるよ
うだ。
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新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
日
本

サ
イ
科
学
会
の
発
展
と
皆
様
の
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「
真
実
は
細
部
に
宿
る
」
と
い
う
こ
と

わ
ざ
が
あ
り
、
私
は
と
き
ど
き
何
で
も

な
い
こ
と
に
も
意
識
し
て
眺
め
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

た
ま
た
ま“
意
味
”と
い
う
言
葉
を
見

つ
め
な
お
す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

“
Ｘ
の
意
味
”
を
問
う
と
い
う
と
き
、

２
つ
の
場
合
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き

ま
し
た
。
Ｘ
を
測
る
基
準
が
あ
る
場
合

と
な
い
場
合
で
す
。

基
準
が
あ
る
場
合
は
、
基
準
で
測
っ

た
Ｘ
の
大
き
さ
を
問
う
て
い
ま
す
。
こ

の
値
が
小
さ
い
と
意
味
が
な
い
と
い
う

の
で
す
。

他
方
の
基
準
が
な
い
場
合
は
、“
Ｘ
の

意
味
”
と
は
Ｘ
を
意
味
づ
け
る
あ
ら
た

な
軸
を
問
う
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
に
応
え
る
に
は
、
そ
の
軸
を
捜

す
大
変
な
作
業
が
続
き
ま
す
。

人
は
い
つ
か“
自
分
の
意
味
”
を
問
う

と
き
が
来
ま
す
。

見
つ
け
出
せ
る
べ
く
研
鑽
の
年
で
あ

り
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

水
の
科
学
と
霊
性

　
　
　

講
師　

根
本 

泰
行 

氏

日
時	

令
和
６
年
２
月
11
日（
日
）

	
（
開
演　

午
後
１
時
）

講
演	
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場	
北
と
ぴ
あ
７
階
７
０
１
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員
二
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
水
に
は
今

ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

２
つ
の
性
質
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
た
。
２
つ
の
性
質
と
は
、（
１
） 

水

は
情
報
を
記
憶
し
伝
達
す
る
、（
２
） 

水
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貯
蔵
し
変
換
す

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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今
月
号
の
記
事

◎
年
頭
の
ご
挨
拶

◎
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
７
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の

　

研
究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
51
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
二
月
研
究
集

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
４
年
９
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
四
七
六
回
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　

研
究
集
会
報
告

◎
心
の
持
ち
方
が
健
康
を
決
め
る

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
袋
小
路
を
抜
け
出
す
に
は

6−1･2

　
　

年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

浪
平
博
人
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（
１
）
に
つ
い
て
は
、
ノ
ー
ベ
ル
生

理
学
医
学
賞
受
賞
者
で
あ
る
リ
ュ
ッ

ク
・
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
に
よ
っ
て
、

（
２
） 

に
つ
い
て
は
、
国
際
水
会
議
の

創
始
者
か
つ
チ
ェ
ア
マ
ン
で
あ
る
ジ
ェ

ラ
ル
ド
・
ポ
ラ
ッ
ク
博
士
に
よ
っ
て
、

科
学
的
に
証
明
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
二
人
の
科
学
者
の
業
績
に
基

づ
い
て
、
予
備
知
識
の
な
い
方
に
も
分

か
り
や
す
く
、「
水
の
科
学
」
に
つ
い

て
の
解
説
を
行
う
。
さ
ら
に
、『
水
か

ら
の
伝
言
』『
水
は
答
え
を
知
っ
て
い

る
』
の
著
者
で
あ
る
故
・
江
本
勝
と
と

も
に
、
世
界
中
で
「
水
に
愛
感
謝
を
捧

げ
る
セ
レ
モ
ニ
ー
」
を
主
催
し
て
き
た

演
者
の
体
験
か
ら
、「
水
の
霊
性
」
に

つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

◎
根
本
泰
行
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

理
学
博
士
、
生
命
シ
ス
テ
ム
研
究
所

代
表
、
オ
フ
ィ
ス
・
マ
サ
ル
・
エ
モ
ト

顧
問
。
１
９
８
８
年
に
東
京
大
学
で
理

学
博
士
を
取
得
後
、
奈
良
女
子
大
学
、

東
京
農
工
大
学
、
マ
イ
ア
ミ
大
学
、
ハ

ワ
イ
大
学
な
ど
で
教
育
研
究
に
携
わ
る
。

２
０
０
２
年
よ
り『
水
か
ら
の
伝
言
』の

著
者
、
江
本
勝
の
国
際
秘
書
と
な
り
、

以
後
、「
水
の
科
学
」
と「
霊
性
」
に
関

す
る
教
育
啓
蒙
活
動
に
従
事
す
る
。

２
０
２
２
年
２
月
に
生
命
シ
ス
テ
ム

研
究
所
を
始
動
し
、『
宇
宙
の
創
造
原

理
』
な
ど
に
関
す
る
講
義
を
開
講
し
て

き
て
い
る
。◆　

　
　
　
　

◆

四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

私
た
ち
は
超
能
力
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
る
べ
き
な
の
か

～
戦
前
か
ら
現
在
ま
で
の
歴
史
を
振

り
返
っ
て
～

　
　
　

講
師　

秋
山 

眞
人 

氏

日
時	

令
和
６
年
４
月
21
日（
日
）

	

（
開
演　

午
後
１
時
）

講
演	

午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場	

北
と
ぴ
あ
７
階
第
一
研
修
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
演
内
容

超
能
力
現
象
に
は
、
心
と
物
質
の
つ

な
が
り
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
問
題

な
ど
様
々
な
他
の
超
常
現
象
と
の
つ
な

が
り
が
考
察
で
き
、
ま
た
、
今
後
の
未

来
予
測
や
経
済
と
絡
む
重
大
な
問
題
が

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
「
命
」
の
根
本
に
関
わ
る

問
題
で
も
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
解
明
が

難
し
い
の
か
、
そ
の
あ
た
り
を
探
っ
て

ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
ま
り
説
か

れ
て
い
な
い
実
用
的
な
超
能
力
の
実
践

法
も
で
き
れ
ば
ご
紹
介
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

※
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
欄
を
ご
覧
い
た
だ
く

と
分
か
り
ま
す
が
、
秋
山
眞
人
氏
は

１
９
７
０
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
に

お
け
る
超
能
力
ブ
ー
ム
で
中
心
に
な
っ

て
活
躍
さ
れ
た
能
力
者
で
も
あ
り
、
ま

た
サ
イ
や
未
知
能
力
の
研
究
者
で
も
あ

り
、
ま
た
企
業
等
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も

多
数
し
て
お
ら
れ
る
こ
の
分
野
で
長
く

マ
ル
チ
に
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
第
一

人
者
で
す
。

今
回
本
部
例
会
と
し
ま
し
て
、
長
時

間
の
御
講
演
と
質
疑
応
答
時
間
を
取
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
会
員
の
皆

様
は
、
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘
い
し
て

是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
秋
山
眞
人
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
６
０
年
静
岡
県
下
田
市
生
ま

れ
。
射
手
座
。
精
神
世
界
の
長
老
と
も
、

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
も
い
わ
れ
る
。

13
歳
の
頃
に
神
秘
体
験
。
後
、

１
９
７
４
年
に
ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
の
来
日

と
と
も
に
、
超
能
力
少
年
と
し
て
メ
デ

ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
警
察
官
、

郵
政
事
務
官
と
い
う
２
つ
の
公
務
員
生

活
を
経
て
（
７
年
間
）、
上
京
。
商
社
、

出
版
社
勤
務
を
経
て
、
教
育
ビ
ジ
ネ
ス

の
現
場
で
ノ
ウ
ハ
ウ
研
究
を
重
ね
る
。

並
行
し
て
、
現
在
で
は
日
本
最
古
と
な

る
潜
在
未
知
能
力
の
実
用
性
研
究
を
行

う
研
究
所
を
運
営
。
そ
の
間
、
２
誌
の

雑
誌
の
編
集
長
を
兼
務
す
る
。

「
人
の
才
能
や
個
性
」
を
良
い
感
情

で
引
き
出
し
た
り
、
よ
り
強
化
す
る
こ

と
、
そ
し
て
な
に
よ
り
、
人
を
自
由
と

幸
せ
の
領
域
に
案
内
す
る
の
が
天
命
で

あ
る
と
い
う
。
お
も
し
ろ
い
人
に
会
う

の
が
趣
味
。
出
版
25
周
年
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
日
本
中
の
各
分
野
の
セ
レ
ブ
が

２
０
０
人
以
上
か
け
つ
け
た
ほ
ど
で
あ

る
。国

内
の
大
学
で
は
心
理
学
、
哲
学
、

宗
教
学
を
学
び
、
大
正
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
宗
教
学
博
士
課
程
前
期
修
了

（
修
士
論
文
の
テ
ー
マ
は
、
大
正
期
に

お
け
る
霊
術
及
び
霊
術
家
の
研
究
）。

他
に
海
外
の
大
学
か
ら
哲
学
と
心
理
学

の
分
野
で
名
誉
学
位
を
受
け
、
客
員
教

2
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授
で
も
あ
る
。

◆　
　
　
　
　

◆

第
７
回　

占
星
学
と
運
命
創
造

学
の
研
究
分
科
会

日
時	

令
和
６
年
１
月
14
日（
日
）

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場 	

北
と
ぴ
あ
８
階
８
０
３
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員 

一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

一
般 

二
千
円　

学
生 

一
千
円

※
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
後
述
の
★
欄　

を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご
参
加
予
約
願　

い
ま
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

２
０
２
４
年
木
星
と
土
星
の
進

行
に
よ
る
未
来
予
測
と
個
人
の

運
勢
診
断
＋
ヒ
ー
リ
ン
グ
グ
ッ

ズ
・
フ
ォ
ー
ス
ラ
イ
ト
の
紹
介

　
　
　

講
師　

瀬
尾 

泰
範 

氏

占
星
学
に
お
い
て
、
木
星
は
１
つ
の

星
座
を
１
年
で
通
過
し
、
土
星
は
１
つ

の
星
座
を
２
年
半
で
通
過
し
ま
す
。
両

星
と
も
大
惑
星
で
長
期
間
同
じ
星
座
に

お
り
ま
す
の
で
、
社
会
的
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
し
、
各
個
人
に
は
年

単
位
の
影
響
を
与
え
ま
す
。

個
人
の
出
生
時
に
お
け
る
太
陽
、

月
、
水
星
、
金
星
、
火
星
の
位
置
に
対

す
る
木
星
・
土
星
の
配
置
が
そ
の
人
の

運
勢
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
の

で
、
そ
の
見
方
を
解
説
し
、
ご
質
問
に

お
答
え
し
ま
す
。

過
去
に
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研

究
分
科
会
に
参
加
さ
れ
、
ご
自
分
の
ホ

ロ
ス
コ
ー
プ（
出
生
天
宮
図
）を
も
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
ご
持
参
願
い
ま
す
。

初
め
て
参
加
さ
れ
て
、
ご
自
分
（
あ

る
い
は
ご
子
息
等
）
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ

を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
出
生

デ
ー
タ
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
当
日
お
渡

し
し
て
、
診
断
に
利
用
で
き
ま
す
。

（
１
人
分
無
料
）

さ
ら
に
２
０
０
０
年
代
に
開
発
し
ま

し
た
ヒ
ー
リ
ン
グ
＋
浄
化
グ
ッ
ズ
で
あ

る
「
フ
ォ
ー
ス
ラ
イ
ト
」
を
ご
紹
介
し
、

皆
様
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
フ
ォ
ー
ス
ラ
イ
ト
」
は
そ
れ
ぞ
れ
効

能
の
違
う
７
色
の
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
と

五
芒
星
・
六
芒
星
を
組
み
合
わ
せ
た
カ

ラ
ー
＋
形
態
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
す

る
グ
ッ
ズ
で
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々

に
使
っ
て
い
た
だ
き
、
長
年
使
っ
た
方

か
ら
修
理
依
頼
も
来
て
お
り
ま
す
。

今
回
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
７
色
の

「
フ
ォ
ー
ス
ラ
イ
ト
・
レ
イ
ン
ボ
ウ
」

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
分
科
会
ご
参
加
希
望
の
方
は
、
１
月

10
日（
水
）ま
で
に
左
記
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
宛
に
予
約
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
ご
希
望
の
方
は
早
め
が

有
り
難
い
で
す
。

info23@
astro-h.com

メ
ー
ル
に
は
姓
名
と
そ
の
読
み
方
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
、
も
し

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）
を
ご

希
望
の
方
は
「
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
希
望
」

と
書
い
て
送
信
願
い
ま
す
。

◆　
　
　
　
　

◆

第
�
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
６
回 

ソ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

テ
ー
マ「
黄
金
持
続
：
虚
空（
こ
こ
ろ
）

と
時
空（
か
ら
だ
）」

脳
科
学
者
Ｗ
・
ペ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
博

士
が「
脳
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
こ
こ
ろ
は

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」
と
い
う
よ
う
に
心
身

相
関
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
は
繋
が
っ
て

い
る
。
見
え
な
い
世
界
と
見
え
る
世
界
、

こ
こ
ろ
と
も
の
、
唯
心
論
と
唯
物
論
、

今
回
は
森
羅
万
象
幅
広
く
、
こ
の
繋
が

り
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

日
時	

令
和
６
年
３
月
20
日（
水
・
祝
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
７
階
第
一
研
修
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

①
一
般  

２
０
０
０
円

	

②
サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、

	

60
歳
以
上
75
歳
未
満 

１
０
０
０
円

	

③
宇
宙
人
、
75
歳
以
上  

０
円

	

（
宇
宙
人　

認
定
は
受
付
に
て
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

◆　
　
　
　
　

◆

3
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関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
二
月
研

究
集
会
の
お
知
ら
せ

長
堀
ド
ク
タ
ー
が
現
代
風
に
千

島
学
説
を
語
る

　
　
　

講
師　

長
堀 
優 
氏

日
時	

令
和
６
年
２
月
24
日（
土
）

	

午
後
３
時
か
ら
約
２
時
間
半

会
場	

摂
津
市
正
雀
市
民
ル
ー
ム
、
大

会
議
室
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ノ
ー
べ
ル
賞
を
取
っ
た
京
都
大
学
の

山
中
教
授
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
も
そ
の
一
つ

で
す
が
、
す
で
に
成
熟
し
た
細
胞
か
ら

細
胞
分
裂
す
る
前
の
状
態
に
逆
戻
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
幹
細
胞
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
細
胞
、
臓
器
を

作
れ
る
の
で
す
。
例
え
ば
、
皮
膚
の
細

胞
か
ら
細
胞
に
な
る
前
の
状
態
に
な

り
、
他
の
臓
器
細
胞
を
作
れ
る
の
で
す
。

幹
細
胞
は
今
で
は
当
た
り
前
に
な
っ

て
来
ま
し
た
が
、
１
９
５
０
年
ご
ろ
に

幹
細
胞
を
思
わ
せ
る
事
実
を
発
見
し
て

い
た
人
が
い
ま
し
た
。
そ
の
方
は
千
島

学
説
で
知
ら
れ
て
い
る
生
物
学
者
の
千

島
喜
久
男
で
す
。

千
島
博
士
は
自
ら
行
っ
た
数
多
く
の

実
験
結
果
を
も
と
に
、
細
胞
は
有
機
物

か
ら
自
然
発
生
的
に
新
生
す
る
と
い
う

「
細
胞
新
生
説
」、
核
を
持
た
な
い
赤
血

球
は
核
を
得
て
ど
の
よ
う
な
細
胞
に
で

も
な
り
得
る
万
能
幹
細
胞
で
あ
り
、
す

べ
て
の
体
細
胞
に
変
化
す
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
、
大
量
出
血
後
な
ど
の
危

機
的
な
状
況
を
迎
え
る
と
体
細
胞
は
再

び
赤
血
球
に
逆
戻
り
す
る
、
と
す
る

「
血
球
可
逆
説
」、
造
血
は
主
と
し
て
腸

で
行
わ
れ
る
「
腸
造
血
説
」
な
ど
を
唱

え
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
が
従
来
の
常
識
を
覆
さ
れ

る
よ
う
な
説
で
、
荒
唐
無
稽
と
も
思
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
新
の
Ｅ

Ｓ
細
胞
や
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
な
ど
幹
細
胞
研

究
は
千
島
学
説
を
彷
彿
と
さ
せ
る
内
容

が
実
に
多
い
の
で
す
。

千
島
博
士
は
、
細
胞
が
崩
壊
し
た
無

構
造
な
状
態
を
モ
ネ
ラ
と
命
名
し
、
新

た
に
細
胞
を
生
み
出
す
原
因
物
質
と
考

え
ま
し
た
。

長
堀
先
生
は
、
脾
臓
を
取
り
出
し
て

壊
れ
た
自
己
の
脾
臓
を
そ
の
ま
ま
移
植

す
る
実
験
を
し
ま
し
た
。
細
胞
が
崩
壊

し
た
壊
死
組
織
が
モ
ネ
ラ
と
な
り
、
細

胞
を
新
た
に
生
み
出
し
た
の
で
す
。
そ

の
現
象
は
幹
細
胞
の
考
え
方
な
ら
説
明

で
き
ま
す
。

突
き
詰
め
る
と
こ
れ
は
細
胞
分
裂
を

経
ず
に
細
胞
が
増
殖
す
る
現
象
で
す
。

こ
れ
を
広
く
解
釈
す
れ
ば
物
質
か
ら
生

命
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

長
堀
先
生
の
実
験
や
他
の
人
の
研

究
、
経
験
を
通
し
て
千
島
学
説
の
持
つ

可
能
性
等
を
皆
さ
ん
に
お
話
す
る
講
座

で
す
。
乞
う
ご
期
待
。

◎
長
堀
優
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

群
馬
大
学
医
学
部
卒
業
、
横
浜
市
大
消

化
器
腫
瘍
外
科
学
教
室
に
入
局
、
平
成

5
年
ド
イ
ツ
・
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
医
科
大

学
に
留
学
、
そ
の
後
、
横
浜
市
立
み
な

と
赤
十
字
病
院
外
科
部
長
、
横
浜
船
員

保
険
病
院
（
現JCH

O

横
浜
保
土
ヶ
谷

中
央
病
院
）副
院
長
な
ど
を
経
て
平
成
27

年
よ
り
院
長
、
日
本
消
化
器
外
科
学
会

指
導
医
、
日
本
臨
床
外
科
学
会
評
議
員

著
書
「
見
え
な
い
世
界
の
科
学
が
医
療

を
変
え
る
」「
い
ざ
霊
性
の
時
代
へ
」

「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
に
よ
る
古
代
史
の
謎

解
き
」等

※
懇
親
会
、
キ
ャ
ン
セ
ル
ポ
リ
シ
ー
も　

あ
り
ま
す
。

以
下
申
し
込
み
を
参
照
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は

会
場
参
加
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
受
講
も
含
め
て
、

https://form
s.gle/Hm

r6FLoxEC4jen6

申
し
込
み
受
付
後
に
振
込
先
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

最
終
受
付
は
２
月
20
日
（
振
込
は
２
月

20
日
）ま
で

※zoom

リ
ン
ク
は
２
／
23
（
金
）
の

夜
９
時
頃
メ
ー
ル
し
ま
す
。

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
４
年
９
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

こ
の
世
の
人
生
で
活
躍
、
満
足

す
る
方
法
と
は
？

　
　
　

講
師　

飛
沢 

誠
一 

氏
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最
初
に
結
論
を
言
い
ま
す
。

人
生
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
っ
て
情
熱
な

ん
で
す
よ
ね
。
あ
と
は
過
去
世
の
カ
ル

マ
の
積
算
値
と
そ
の
人
の
魂
の
波
動
の

高
さ
。
こ
の
掛
け
算
が
ほ
ぼ
決
ま
っ
て

る
感
じ
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
過
去
世
も

あ
る
ん
だ
け
ど
、
情
熱
の
あ
る
人
は
結

構
上
手
く
い
く
ん
で
す
。
あ
と
波
動
の

高
い
人
も
す
ご
く
上
手
く
い
っ
て
い
る

と
い
う
、
こ
の
掛
け
算
が
も
の
す
ご
く

効
い
て
る
。

従
っ
て
、
自
分
の
人
生
は
過
去
世
に

悪
い
こ
と
を
し
た
か
ら
悪
い
の
で
は
な

い
の
で
す
。
過
去
世
だ
か
ら
変
え
ら
れ

な
い
と
思
い
、
変
え
ら
れ
な
い
か
ら
諦

め
て
る
方
が
結
構
い
る
ん
で
す
け
ど
、

（
私
の
と
こ
ろ
へ
来
る
と
多
少
書
き
変

え
ら
れ
ま
す
が
）、
い
や
あ
に
は
か
ら

ん
や
人
生
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
こ
の
情

熱
の
後
も
説
明
し
ま
す
け
ど
、
何
で
も

い
い
っ
て
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

仕
事
に
燃
え
て
な
く
て
も
う
ま
く
行

く
人
は
一
杯
い
る
ん
で
す
。
趣
味
に
燃

え
て
る
だ
け
で
も
本
当
に
う
ま
く
い
く

人
っ
て
一
杯
い
て
で
す
ね
。
本
当
に
何

故
上
手
く
い
く
ん
で
す
か
っ
て
い
う
く

ら
い
で
す
。

過
去
世
も
よ
く
な
い
、
波
動
も
普
通

だ
け
ど
、
会
社
を
３
つ
経
営
し
て
も
の

す
ご
く
儲
か
っ
て
る
人
が
い
ま
す
。

で
、
そ
の
人
が
ど
う
い
う
人
か
と
言
っ

た
ら
結
局
日
本
の
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
な
ん
で
す
よ
。

世
界
第
３
位
で
す
が
、
世
界
一
に
な

り
た
い
と
い
う
そ
の
情
熱
は
す
ご
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。「
優
勝
し
た
ら
い
く

ら
も
ら
え
る
ん
で
す
か
？
」
っ
て
聞
い

た
ら「
２
５
０
０
ド
ル
で
す
。」

２
５
０
０
ド
ル
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
で

開
催
さ
れ
る
大
会
な
ん
で
、
ア
メ
リ
カ

へ
行
く
の
に
３
０
０
０
ド
ル
は
優
に
か

か
る
か
ら
勝
っ
て
も
損
な
ん
で
す
。

た
だ
彼
は
世
界
ト
ッ
プ
に
な
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
燃
え
て
る

か
ら
す
ご
く
人
生
う
ま
く
い
っ
て
い
る

ん
で
す
。

彼
の
過
去
世
の
カ
ル
マ
を
見
た
っ
て

普
通
な
ん
で
す
よ
ね
。
普
通
と
い
う
か
、

特
に
大
き
い
こ
と
し
た
わ
け
で
も
な
い

し
、
悪
い
こ
と
を
し
た
わ
け
で
も
な
い
。

だ
か
ら
人
生
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
っ
て
情

熱
が
す
ご
い
高
い
だ
け
で
、
結
構
上
手

く
い
っ
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

だ
か
ら
人
生
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
後

で
定
義
出
し
ま
す
け
れ
ど
、
成
果
の
よ

う
な
も
の
で
、
こ
れ
も
個
人
の
感
想
な

の
で
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
イ
チ
ロ
ー
の

ケ
ー
ス
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
多
分

す
ご
く
バ
ラ
つ
く
ん
で
す
。
超
お
金
持

ち
の
人
も
別
に
満
足
は
し
て
い
な
い
ん

で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
そ
れ
は
端
か
ら
見

て
評
価
を
し
て
る
ん
で
す
ね
。

あ
と
、
情
熱
は
さ
っ
き
言
い
ま
し
た

よ
う
に
、
仕
事
に
対
す
る
情
熱
だ
け
で

は
な
く
、
各
種
の
事
柄
に
対
す
る
情
熱

を
意
味
し
ま
す
。

例
え
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
た
だ
で
も
も
の
す
ご
く

働
く
と
い
う
情
熱
が
あ
る
人
、
民
生
委

員
な
ん
か
も
そ
う
で
す
よ
ね
。
ほ
ぼ
無

償
の
努
力
な
ん
で
す
け
ど
、
あ
あ
い
う

こ
と
を
し
て
い
る
人
っ
て
、
人
生
結
構

上
手
く
い
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
燃
え
て

る
ん
で
す
ね
。
本
当
に
全
然
仕
事
と
関

係
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。

過
去
世
の
カ
ル
マ
の
積
算
は
、
過
去

5
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世
で
行
っ
て
き
た
プ
ラ
ス
も
マ
イ
ナ
ス

も
含
む
積
算
値
と
い
う
こ
と
で
、
後
で

も
う
一
つ
細
か
く
説
明
し
ま
す
け
ど
、

過
去
世
の
カ
ル
マ
の
積
算
は
一
応
今
回

は
５
世
代
見
て
５
世
代
の
プ
ラ
ス
と
マ

イ
ナ
ス
と
積
算
値
を
足
し
た
形
で
評
価

し
て
い
ま
す
。

あ
と
、
波
動
は
心
、
幽
体
、
肉
体
か

ら
の
影
響
が
あ
る
波
動
を
意
味
し
ま

す
。
と
い
う
こ
と
で
、
心
の
波
動
っ
て

簡
単
に
言
う
と
、
波
動
が
高
い
人
っ
て

神
様
み
た
い
な
感
覚
で
す
。

新
宿
で
沢
山
の
ビ
ル
を
お
持
ち
の
方

が
で
す
ね
。
最
初
に
私
の
と
こ
ろ
に
来

て
、
動
物
の
写
真
を
見
せ
て
く
る
ん
で

す
よ
。

猿
と
鳥
で
す
。

「
飛
沢
先
生
、
こ
の
猿
知
っ
て
ま
す

か
？
」私「
知
り
ま
せ
ん
」

「
だ
め
だ
な
あ
、
こ
の
鳥
知
っ
て
ま

す
か
？
」
私
「
い
や
、
初
め
て
見
ま
し

た
」「
だ
め
だ
な
あ
、
こ
の
猿
も
鳥
も

絶
滅
危
惧
種
で
す
。
も
う
あ
と
こ
の
猿

は
30
頭
し
か
い
な
い
し
、
鳥
も
50
羽
し

か
い
な
い
。」

「
こ
れ
は
人
間
が
横
暴
だ
か
ら
、
こ

う
い
う
ふ
う
に
動
物
が
い
な
く
な
る
ん

で
す
。
私
は
そ
れ
を
何
と
か
助
け
た
い

の
で
、
ビ
ル
を
一
杯
持
っ
て
い
て
、
ビ

ル
を
一
個
売
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
に
自
分

の
名
前
が
付
い
た
繁
殖
の
公
園
を
作
っ

て
い
る
ん
で
す
。」

そ
の
方
は
と
に
か
く
絶
滅
危
惧
種
を

こ
の
世
か
ら
減
ら
し
た
い
と
い
う
。
だ

か
ら
自
分
の
お
金
は
全
部
そ
れ
に
投
入

し
て
る
ん
だ
っ
て
言
っ
て
ま
す
。

そ
れ
で
も
う
既
に
ビ
ル
を
一
個
、
ト

キ
の
孵
化
に
タ
ダ
で
使
っ
て
い
ま
し
た
。

「
飛
沢
さ
ん
、
ト
キ
は
ご
存
知
で
す

よ
ね
。」私「
知
っ
て
ま
す
。」

「
あ
れ
は
学
名
『
ニ
ッ
ポ
ニ
ア
・
ニ

ッ
ポ
ン
』
で
す
か
ら
、
あ
れ
が
い
な
く

な
っ
た
ら
日
本
は
な
く
な
る
っ
て
こ
と

な
ん
で
す
よ
」
と
、
恐
ろ
し
い
こ
と
言

っ
て
ま
し
た
。

だ
か
ら
感
覚
的
に
言
う
と
、
神
様
と

話
し
て
る
み
た
い
な
感
じ
な
ん
で
す
よ
。

「
も
っ
と
地
球
の
こ
と
を
考
え
て
く

だ
さ
い
」っ
て
怒
ら
れ
ま
し
た
。

「
一
番
ま
と
も
だ
と
思
っ
て
調
べ
て

こ
ち
ら
に
来
た
ん
だ
け
ど
大
し
た
こ
と

な
い
で
す
ね
」っ
て
言
わ
れ
ま
し
て
、

「
い
や
、
す
ご
い
な
ぁ
」
と
思
い
ま

し
た
。

そ
の
人
に
「
と
こ
ろ
で
ど
う
し
て
う

ち
に
来
た
ん
で
す
か
？
」
っ
て
聞
き
ま

し
た
ら
、「
実
は
私
、
ど
ん
な
病
気
も

治
せ
る
ん
で
す
。
自
分
の
会
社
の
部
下

の
家
族
の
ガ
ン
を
全
員
治
し
ま
し
た
。」

私
「
ど
う
や
っ
て
治
す
ん
で
す
か
？
」

と
聞
き
ま
し
た
ら
、「
そ
の
人
を
意
識

す
る
と
が
ん
が
黒
く
見
え
る
か
ら
、
指

で
ピ
ン
っ
て
弾
く
と
全
部
治
っ
て
く
る

ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
ど
う
し
て
で
き
る

か
分
か
ら
な
い
か
ら
あ
な
た
の
と
こ
ろ

に
教
え
て
も
ら
い
に
来
た
ん
で
す
よ
。」

と
言
っ
た
ん
で
す
。

私
が「
波
動
が
高
い
ん
で
す
よ
。
あ
な

た
の
波
動
は
神
と
同
じ
な
ん
で
す
。
だ

か
ら
治
せ
る
ん
で
す
。」っ
て
言
い
ま
し

た
が
、
で
も
納
得
し
て
お
ら
れ
な
い
よ

う
で
し
た
。「
で
も
ま
あ
そ
う
だ
ろ
う
」

み
た
い
な
こ
と
言
っ
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
人
ね
、
ほ
ん
と
に
す
ご
い
ん
で

す
よ
。「
何
人
治
し
ま
し
た
か
？
」
と

聞
く
と
、「
数
十
人
は
治
し
て
る
な
。

社
員
の
家
族
も
全
員
治
し
た
」
っ
て
言

っ
た
ん
で
す
。

「
じ
ゃ
あ
、
ヒ
ー
ラ
ー
や
っ
て
く
だ

さ
い
よ
」っ
て
、
私
が
言
い
ま
す
と
、

「
そ
ん
な
暇
な
い
で
す
。
そ
ん
な
人

間
を
助
け
る
よ
り
か
は
絶
滅
危
惧
種
で

す
」
っ
て
、
そ
の
辺
合
っ
て
る
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
け
ど
ね
。（
笑
）

た
だ
い
つ
も
視
点
は
地
球
規
模
な
感

じ
で
す
ね
。
で
、
お
金
は
す
ご
い
あ
り

ま
す
。
何
千
億
っ
て
あ
る
ん
で
す
か

ね
。
彼
が
言
っ
て
ま
し
た
。

「
新
宿
に
は
昔
、［
ビ
ル
王
］
っ
て
い

う
の
が
10
人
い
た
、
私
も
そ
の
一
人
だ

っ
た
。
９
人
は
遺
産
相
続
で
何
か
い
ろ

い
ろ
や
り
ま
す
ね
。
土
地
を
借
り
て
ビ

ル
を
建
て
て
売
る
っ
て
い
う
の
や
っ
て

い
た
ら
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
全
員

自
己
破
産
し
ま
し
た
。

私
は
そ
ん
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
税

金
を
ち
ゃ
ん
と
払
っ
て
や
っ
て
い
く
、

そ
れ
が
い
い
こ
と
な
ん
で
す
」と
。

私
は
「
す
ご
い
人
だ
な
」
と
思
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
今
新
宿
の
ビ
ル
を
個
人

で
持
っ
て
る
方
は
、
そ
の
方
だ
け
で
、

他
の
方
は
み
ん
な
銀
行
と
建
設
会
社
に

取
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
な
こ
と
を
言

っ
て
お
り
ま
し
た
。

と
い
う
こ
と
で
、
人
生
を
決
め
る
因

子
っ
て
い
う
の
は
こ
の
３
つ
。
先
に
答

え
を
言
い
ま
し
た
。

因
子
が
こ
う
い
う
の
が
あ
る
と
、
そ

も
そ
も
我
々
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
と

い
う
話
を
し
ま
す
。

我
々
の
歴
史
は
宇
宙
の
歴
史
と
い
う

こ
と
で
、
大
阪
の
ド
ク
タ
ー
の
橋
本
先

生
の
「
気
当
て
」
と
い
う
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
教
え
て
い
た
だ
い
て
、
私
も
使
う
ん

で
す
け
れ
ど
、
気
当
て
で
そ
の
人
の
胸

の
魂
の
と
こ
ろ
、
ど
こ
か
ら
来
た
っ
て

い
う
の
が
全
部
わ
か
る
ん
で
す
よ
。

銀
河
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
ア
ン
ド
ロ

メ
ダ
と
か
Ｍ
10
と
か
Ｍ
70
番
台
と
か
Ｍ

6
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１
０
０
番
台
と
か
い
ろ
い
ろ
な
遠
い
星

か
ら
来
て
、
で
も
今
ち
ょ
う
ど
こ
の
地

球
に
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

我
々
は
新
し
い
時
代
を
創
る
た
め
の

成
長
を
す
る
た
め
に
こ
こ
に
い
る
！
と

い
う
の
は
実
は
宇
宙
の
歴
史
で
そ
う
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。何

故
地
球
に
来
た
の
か
？

・
宇
宙
に
生
ま
れ
た
魂
は
最
初
と
て
も　

自
由
で
、
肉
体
が
無
く
ど
こ
で
何
を　

し
て
も
よ
か
っ
た

・
自
由
故
に
、
愛
と
そ
の
逆
の
エ
ネ
ル　

ギ
ー
が
生
ま
れ
た

・
愛
の
逆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
強
く
、
宇　

宙
を
破
壊
し
始
め
た

・
そ
こ
で
宇
宙
で
生
ま
れ
た
魂
に
成
長　

が
必
要
に
な
っ
た

こ
れ
は
「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」
で
す
。

「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」っ
て
ね
、
本
当
に

こ
の
辺
の
話
が
ち
ゃ
ん
と
映
画
に
な
っ

て
る
し
、
愛
の
逆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

宇
宙
を
破
壊
し
始
め
た
ダ
ー
ク
サ
イ
ド

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
ね
。
ダ
ー
ス
・
ベ
イ

ダ
ー
で
す
よ
。
あ
れ
も
出
て
ま
す
。

そ
こ
で
生
ま
れ
た
魂
に
成
長
が
必
要

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
地
球
と
い

う
場
を
作
っ
て
肉
体
を
持
っ
て
苦
労
す

る
と
い
う
「
地
球
創
成
期
」
が
始
ま
っ

た
ん
で
す
。

地
球
創
成
期
Ⅰ

・
宇
宙
の
魂
達
の
成
長
の
た
め
、
霊
的　

に
成
長
し
た
マ
ス
タ
ー
た
ち
が
会
議　

を
し
て
、
魂
の
成
長
の
場
を
設
計
し　

た
・
そ
の
設
計
さ
れ
た
場
を
地
球
と
し
た

・
地
球
で
生
ま
れ
る
事
で
多
く
の
悪
い　

魂
達
の
宇
宙
カ
ル
マ
を
１
万
分
の
１　

程
度
に
軽
減
措
置
法
が
施
行
さ
れ
た

・
多
く
の
悪
い
魂
達
も
地
球
に
送
ら
れ　

た　

だ
か
ら
地
球
は
刑
務
所
と
も
言　

わ
れ
て
い
る

カ
ル
マ
軽
減
措
置
法
っ
て
い
う
ん
で

地
球
に
生
ま
れ
る
と
、
あ
ん
た
は
星
を

３
つ
ぐ
ら
い
爆
発
し
ち
ゃ
っ
た
け
ど
、

許
し
て
あ
げ
る
よ
っ
て
こ
と
で
地
球
に

来
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

多
く
の
悪
い
魂
も
地
球
に
送
ら
れ
て

る
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
結
構
地
球
は

刑
務
所
っ
て
言
わ
れ
る
ん
で
す
ね
。

僕
は
あ
ん
ま
り
分
か
っ
て
な
か
っ
た

ん
だ
け
ど
、
最
近
、
よ
く
分
か
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
結
構
暴
れ
ん
坊
は
こ

の
世
の
中
に
一
杯
い
る
ん
で
す
よ
。

日
本
に
は
あ
ま
り
い
な
い
ん
だ
け

ど
、
ア
メ
リ
カ
に
私
は
駐
在
員
で
住
ん

で
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
本
当
に
怖
い
と

こ
ろ
で
す
よ
、
ア
メ
リ
カ
っ
て
。
１
年

に
１
回
は
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す

か
ら
ね
。
結
構
怖
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

地
球
創
成
期
Ⅱ

・
そ
の
地
球
で
の
霊
的
な
指
導
者
達
を　

選
定
し
て
シ
ス
テ
ム
を
組
み
入
れ
た

・
多
く
の
天
使
達
の
中
で
も
っ
と
も
優　

れ
た
ル
シ
フ
ァ
ー
が
悪
魔
役
を
拝
命　

し
た

・
地
球
で
は
肉
体
を
持
ち
、
痛
み
、
生　

命
維
持
、
死
な
ど
多
く
の
苦
し
み
と　

苦
悩
を
与
え
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
た

・
悪
い
事
を
す
る
と
悪
い
事
が
返
っ
て　

く
る
カ
ル
マ
の
法
則
を
設
定
し
た

・
そ
れ
は
即
ち
、
良
い
事
を
す
る
と
良　

い
事
が
返
っ
て
く
る
シ
ス
テ
ム
で
も　

あ
る

私
も
、
い
ろ
い
ろ
死
ん
だ
直
後
の
人

と
ず
っ
と
話
す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

お
通
夜
に
行
く
と
、
う
ち
の
父
も
２
年

前
に
亡
く
な
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
降
り

て
き
て
ご
き
げ
ん
で
し
た
。
お
じ
さ
ん

も
ガ
ン
で
死
ん
だ
ん
で
す
け
ど
、
す
ご

い
ご
き
げ
ん
で
す
っ
ご
く
い
い
ら
し
い

で
す
よ
。
あ
ち
ら
の
世
界
は
全
然
違
う

ん
で
、
早
く
帰
れ
ば
よ
か
っ
た
と
い
う

意
見
も
あ
る
く
ら
い
で
す
ね
。

悪
い
こ
と
を
す
る
と
悪
い
こ
と
が
返

っ
て
く
る
カ
ル
マ
の
法
則
を
設
定
し
て

い
ま
す
か
ら
、
や
は
り
人
を
助
け
る
と

後
で
助
け
て
も
ら
い
ま
す
。
人
を
い
じ

め
る
と
後
で
い
じ
め
ら
れ
る
と
い
う
、

そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
い
る
。

そ
れ
が
地
球
に
生
ま
れ
て
生
き
て
、
魂

へ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
ね
。
良
い
こ

と
を
す
る
と
良
い
こ
と
が
返
っ
て
く
る

シ
ス
テ
ム
で
も
あ
る
ん
で
す
ね
。

魂
の
成
長
期
の
失
敗

・
ム
ー
、
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
、
レ
ム
リ　

ア
と
い
う
肉
体
を
持
っ
た
魂
の
修
行　

の
時
代
は
残
念
な
が
ら
失
敗
に
終
わ　

っ
た

7
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・
失
敗
の
本
質
は
肉
体
を
持
っ
た
人
間　

に
霊
能
力
が
あ
っ
た
か
ら
と
分
析
さ　

れ
た

・
そ
こ
で
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
の
時
代
と
な　

り
、
無
理
や
り
男
女
を
創
り
、
多
く　

の
制
約
を
設
け
霊
能
力
を
封
印
し
た

今
我
々
が
い
る
時
代
っ
て
い
う
の
は

無
理
や
り
男
と
女
を
作
っ
て
、
多
く
の

制
約
を
設
け
、
霊
能
力
を
封
印
し
た
っ

て
い
う
の
が
、
我
々
が
生
き
て
い
る
時

代
の
本
質
な
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
ム
ー

と
か
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
と
か
レ
ム
リ
ア

っ
て
中
性
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
魂
の

男
女
の
差
が
な
い
ん
で
す
。

２
０
１
３
年
か
ら
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
だ

と
い
う
こ
と
で
、
地
球
の
波
動
が
回
っ

て
る
ん
で
、
こ
の
辺
の
霊
体
が
一
杯
出

て
き
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
特
に
レ
ム
リ

ア
の
霊
体
が
日
本
に
多
く
て
、
こ
れ
は

西
麻
布
、
六
本
木
に
一
杯
い
る
ん
で
す

よ
。
何
故
だ
か
分
か
ら
な
い
け
ど
、
す

ご
く
い
ま
す
ね
。

こ
れ
も
気
当
て
す
る
と
レ
ム
リ
ア
ハ

ン
ド
と
か
ム
ー
ハ
ン
ド
が
あ
る
と
、
過

去
生
ま
れ
た
か
ど
う
か
が
分
か
り
ま
す
。

六
本
木
に
住
ん
で
る
人
っ
て
、
お
金
持

ち
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
レ
ム
リ
ア

の
霊
体
が
多
い
で
す
ね
。

実
は
男
と
女
は
、
も
と
も
と
魂
は
中

性
な
の
に
男
と
女
に
分
け
て
る
の
で
、

ど
ち
ら
を
や
っ
て
も
な
ん
か
フ
ィ
ッ
ト

し
な
い
ん
で
す
よ
。
だ
い
た
い
交
互
に

生
ま
れ
る
ん
で
す
よ
。
男
女
男
女
男
女

っ
て
生
ま
れ
る
ん
で
す
け
ど
、
ど
ち
ら

で
生
ま
れ
て
も
な
ん
か
フ
ィ
ッ
ト
し
な

い
ん
で
す
ね
。
な
ん
か
違
う
な
っ
て
い

う
感
じ
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

こ
の
男
女
が
分
離
し
て
る
の
を
統
合

す
る
と
霊
能
力
が
戻
る
ん
で
す
よ
。
だ

か
ら
あ
の
お
姉
キ
ャ
ラ
の
方
は
、
結
構

霊
能
力
も
引
き
寄
せ
の
力
と
か
す
ご
く

あ
る
ん
で
す
ね
。
マ
ツ
コ
デ
ラ
ッ
ク
ス

と
か
ち
ょ
っ
と
発
言
と
か
す
ご
い
で
し

ょ
。
テ
レ
ビ
に
よ
く
出
て
く
る
け
ど
、

あ
れ
統
合
し
よ
う
と
し
て
る
ん
で
す
よ
。

本
人
が
霊
能
力
を
出
す
ん
で
、
引
き
寄

せ
の
法
則
が
す
ご
い
ん
で
す
ね
。

ち
ょ
っ
と
こ
れ
非
常
に
説
明
が
難
し

い
と
こ
ろ
で
タ
ン
ト
ラ
と
か
も
そ
う
な

ん
で
す
け
ど
、
や
は
り
性
の
統
合
な
ん

で
す
。
自
分
の
男
性
性
と
女
性
性
を
い

か
に
統
合
す
る
か
で
霊
能
力
が
す
ご
く

出
て
く
る
ん
で
す
ね
。

男
と
女
の
存
在
を
統
合
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
い
う
。
だ
か
ら
ア
ダ
ム
と
イ

ブ
時
代
の
本
質
と
い
う
の
は
統
合
す
る
。

自
分
の
中
に
あ
る
男
性
性
と
女
性
性
を

統
合
す
る
と
い
う
の
が
す
ご
く
重
要
に

な
る
と
い
う
こ
と
が
我
々
の
霊
的
な
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
な
り
ま
す
。

で
、
先
ほ
ど
言
っ
た
情
熱
と
は
何
か

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
情
熱
を
上
げ
れ

ば
す
べ
て
上
手
く
い
く
ん
で
す
よ
、
間

違
い
な
く
。
た
だ
情
熱
が
上
が
ら
な
い

人
が
多
い
ん
で
す
よ
ね
。

と
に
か
く
自
分
が
燃
え
る
も
の
を
見

つ
け
る
こ
と
が
、
人
生
う
ま
く
い
く
割

と
早
い
近
道
な
ん
で
す
ね
。
何
で
も
い

い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
趣
味
で
燃
え

て
い
る
人
は
結
構
人
生
が
生
き
て
ま
す
。

仕
事
で
も
興
味
の
あ
る
も
の
に
ト
ラ

イ
し
て
、
違
う
と
思
っ
た
ら
長
く
続
け

な
く
て
も
い
い
の
で
次
の
事
に
ト
ラ
イ

し
て
「
こ
れ
だ
！
」
と
い
う
も
の
が
見

つ
か
っ
た
ら
全
力
で
ス
キ
ル
を
磨
く
よ

う
に
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
七
六
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

宇
宙
時
代
の
新
人
類
開
発

　
　
　

講
師　

エ
リ
コ
・
ロ
ウ 

氏

8

う
感
じ
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

こ
の
男
女
が
分
離
し
て
る
の
を
統
合

す
る
と
霊
能
力
が
戻
る
ん
で
す
よ
。
だ

か
ら
あ
の
お
姉
キ
ャ
ラ
の
方
は
、
結
構

霊
能
力
も
引
き
寄
せ
の
力
と
か
す
ご
く

あ
る
ん
で
す
ね
。
マ
ツ
コ
デ
ラ
ッ
ク
ス

と
か
ち
ょ
っ
と
発
言
と
か
す
ご
い
で
し

ょ
。
テ
レ
ビ
に
よ
く
出
て
く
る
け
ど
、

あ
れ
統
合
し
よ
う
と
し
て
る
ん
で
す
よ
。

本
人
が
霊
能
力
を
出
す
ん
で
、
引
き
寄

せ
の
法
則
が
す
ご
い
ん
で
す
ね
。

ち
ょ
っ
と
こ
れ
非
常
に
説
明
が
難
し

い
と
こ
ろ
で
タ
ン
ト
ラ
と
か
も
そ
う
な

ん
で
す
け
ど
、
や
は
り
性
の
統
合
な
ん

で
す
。
自
分
の
男
性
性
と
女
性
性
を
い

か
に
統
合
す
る
か
で
霊
能
力
が
す
ご
く

出
て
く
る
ん
で
す
ね
。

男
と
女
の
存
在
を
統
合
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
い
う
。
だ
か
ら
ア
ダ
ム
と
イ

ブ
時
代
の
本
質
と
い
う
の
は
統
合
す
る
。

自
分
の
中
に
あ
る
男
性
性
と
女
性
性
を

統
合
す
る
と
い
う
の
が
す
ご
く
重
要
に

な
る
と
い
う
こ
と
が
我
々
の
霊
的
な
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
な
り
ま
す
。

で
、
先
ほ
ど
言
っ
た
情
熱
と
は
何
か

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
情
熱
を
上
げ
れ

ば
す
べ
て
上
手
く
い
く
ん
で
す
よ
、
間

違
い
な
く
。
た
だ
情
熱
が
上
が
ら
な
い

人
が
多
い
ん
で
す
よ
ね
。

と
に
か
く
自
分
が
燃
え
る
も
の
を
見

つ
け
る
こ
と
が
、
人
生
う
ま
く
い
く
割

と
早
い
近
道
な
ん
で
す
ね
。
何
で
も
い

い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
趣
味
で
燃
え

て
い
る
人
は
結
構
人
生
が
生
き
て
ま
す
。

仕
事
で
も
興
味
の
あ
る
も
の
に
ト
ラ

イ
し
て
、
違
う
と
思
っ
た
ら
長
く
続
け

な
く
て
も
い
い
の
で
次
の
事
に
ト
ラ
イ

し
て
「
こ
れ
だ
！
」
と
い
う
も
の
が
見

つ
か
っ
た
ら
全
力
で
ス
キ
ル
を
磨
く
よ

う
に
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆

◆

第
四
七
六
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

宇
宙
時
代
の
新
人
類
開
発

講
師

エ
リ
コ
・
ロ
ウ

氏

開
催
日

令
和
５
年

月

日(

土)

11

11

会
場

摂
津
市
正
雀
市
民
ル
ー
ム
、
大

会
議
室

は
じ
め
に
イ
ン
ト
ロ
と
し
て
人
類
の

起
源
、
宇
宙
の
歴
史
と
構
造
に
関
す
る

最
新
諸
説
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
，
Ｅ
Ｔ
関
係
の
最

新
情
報
な
ど
宇
宙
情
報
の
ト
レ
ン
ド
か

ら
始
ま
り
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
開
発
し
た
リ
モ

ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ(

遠
隔
透
視)

の
実

習
を
行
い
ま
し
た
。

リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
で
は
講
師

が
何
か
の
写
真
が
入
っ
て
い
る
封
筒
を

持
っ
て
来
ま
す
。
中
身
は
講
師
も
知
ら

な
い
で
す
。
こ
れ
は
指
導
す
る
講
師
の

脳
に
あ
る
情
報
を
読
み
取
ら
れ
な
い
よ

う
に
と
の
配
慮
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

事
で
す
が
重
要
だ
そ
う
で
す
。

一
つ
の
封
筒
の
中
の
写
真
を
透
視
し

た
印
象
を
ド
ン
ド
ン
尋
ね
て
行
き
ま
し

た
。
実
際
に
は
こ
ん
な
感
じ
で
す
。
封

筒
の
中
の
写
真
を
透
視
す
る
と
意
識
し

ま
す
。

そ
の
上
で
封
筒
の
中
の
写
真
に
何
が

写
っ
て
い
る
か
？
を
さ
ら
に
意
識
し
て

も
ら
う
た
め
に
講
師
は
参
加
者
に
多
数

の
質
問
を
し
て
来
ま
す
。

何
か
音
が
鳴
る
よ
う
な
物
、
ど
ん
な

匂
い
、
ど
ん
な
音
、
何
の
た
め
に
存
在

す
る
、
美
し
い
も
の
、
汚
い
も
の
、
古

い
も
の
、
ど
ん
な
時
代
の
感
じ
、
な
ど

多
数
の
質
問
か
ら
感
じ
た
内
容
を
紙
に

ス
ケ
ッ
チ
し
て
も
ら
い
ま
す
。

結
果
が
出
た
ら
参
加
者
で
ど
の
よ
う

な
内
容
や
感
じ
で
あ
っ
た
か
を
シ
ェ
ア

し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
自

分
の
感
じ
た
内
容
を
シ
ェ
ア
し
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
封
筒
の
中
の
写
真
を
出

し
て
ど
の
程
度
合
っ
て
い
た
か
を
各
自

で
検
討
し
て
貰
い
ま
す
。

次
は
ペ
ア
に
な
っ
て
一
人
が
何
が
描

い
て
あ
る
か
？
上
記
の
よ
う
に
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
尋
ね
役
と
な
り
、
も
う

一
人
が
封
筒
の
写
真
内
容
を
読
み
取
っ

て
筆
記
し
ま
す
。
一
通
り
終
わ
っ
た
ら

交
代
し
ま
す
。

最
後
に
同
じ
く
封
筒
の
写
真
を
出
し

て
答
え
合
わ
せ
で
す
。

一
般
人
だ
か
ら
キ
ッ
チ
リ
と
１
０
０
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開
催
日　

令
和
５
年
11
月
11
日（
土
）

会
場　

摂
津
市
正
雀
市
民
ル
ー
ム
、
大

　
　
　

会
議
室

は
じ
め
に
イ
ン
ト
ロ
と
し
て
人
類
の

起
源
、
宇
宙
の
歴
史
と
構
造
に
関
す
る

最
新
諸
説
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
、
Ｅ
Ｔ
関
係
の
最

新
情
報
な
ど
宇
宙
情
報
の
ト
レ
ン
ド
か

ら
始
ま
り
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
開
発
し
た
リ
モ

ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
（
遠
隔
透
視
）
の

実
習
を
行
い
ま
し
た
。

リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
で
は
講
師

が
何
か
の
写
真
が
入
っ
て
い
る
封
筒
を

持
っ
て
来
ま
す
。
中
身
は
講
師
も
知
ら

な
い
で
す
。
こ
れ
は
指
導
す
る
講
師
の

脳
に
あ
る
情
報
を
読
み
取
ら
れ
な
い
よ

う
に
と
の
配
慮
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

事
で
す
が
重
要
だ
そ
う
で
す
。

一
つ
の
封
筒
の
中
の
写
真
を
透
視
し

た
印
象
を
ド
ン
ド
ン
尋
ね
て
行
き
ま
し

た
。
実
際
に
は
こ
ん
な
感
じ
で
す
。
封

筒
の
中
の
写
真
を
透
視
す
る
と
意
識
し

ま
す
。

そ
の
上
で
封
筒
の
中
の
写
真
に
何
が

写
っ
て
い
る
か
？
を
さ
ら
に
意
識
し
て

も
ら
う
た
め
に
講
師
は
参
加
者
に
多
数

の
質
問
を
し
て
来
ま
す
。

何
か
音
が
鳴
る
よ
う
な
物
、
ど
ん
な

匂
い
、
ど
ん
な
音
、
何
の
た
め
に
存
在

す
る
、
美
し
い
も
の
、
汚
い
も
の
、
古

い
も
の
、
ど
ん
な
時
代
の
感
じ
、
な
ど

多
数
の
質
問
か
ら
感
じ
た
内
容
を
紙
に

ス
ケ
ッ
チ
し
て
も
ら
い
ま
す
。

結
果
が
出
た
ら
参
加
者
で
ど
の
よ
う

な
内
容
や
感
じ
で
あ
っ
た
か
を
シ
ェ
ア

し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
自

分
の
感
じ
た
内
容
を
シ
ェ
ア
し
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
封
筒
の
中
の
写
真
を
出

し
て
ど
の
程
度
合
っ
て
い
た
か
を
各
自

で
検
討
し
て
貰
い
ま
す
。

次
は
ペ
ア
に
な
っ
て
一
人
が
何
が
描

い
て
あ
る
か
？
上
記
の
よ
う
に
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
尋
ね
役
と
な
り
、
も
う

一
人
が
封
筒
の
写
真
内
容
を
読
み
取
っ

て
筆
記
し
ま
す
。
一
通
り
終
わ
っ
た
ら

交
代
し
ま
す
。

最
後
に
同
じ
く
封
筒
の
写
真
を
出
し

て
答
え
合
わ
せ
で
す
。

一
般
人
だ
か
ら
キ
ッ
チ
リ
と
１
０
０
％

写
真
を
透
視
を
出
来
る
ま
で
は
い
き
ま

せ
ん
が
、
当
た
ら
ず
と
言
え
ど
も
遠
か

ら
ず
の
人
は
結
構
居
ま
し
た
。

次
は
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
Ｅ
Ｔ
や
Ｕ

Ｆ
Ｏ
か
ら
の
信
号
を
捉
え
る
実
習
で
す
。

先
ず
は
Ｅ
Ｔ
や
Ｕ
Ｆ
Ｏ
か
ら
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー
へ
の
信
号
を
捉
え
た
音
を
ビ
デ

オ
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ガ
ガ
ガ
と
言

う
信
号
音
で
す
が
、
自
然
が
発
し
た
音

や
機
器
の
音
で
は
な
く
宇
宙
人
が
意
図

し
て
発
し
た
信
号
音
だ
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
実
習
で
は
、
エ
リ
コ
さ
ん
が

持
っ
て
来
た
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
受
信

音
を
聞
き
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
と
同
じ
よ

う
に
ガ
ガ
ガ
と
言
う
信
号
が
入
っ
て
来

ま
し
た
。
エ
リ
コ
さ
ん
の
話
で
は
Ｅ
Ｔ

や
Ｕ
Ｆ
Ｏ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
し
て
来
る
音
だ
そ
う
で
す
。
エ
リ
コ

さ
ん
は
そ
の
音
が
ど
ん
な
意
味
か
を
翻

訳
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
か
ら
も
質
問
し
て
良
い
と
の

こ
と
で
、
代
表
し
て
橋
本
和
哉
が
、
地

球
か
ら
見
て
太
陽
系
よ
り
遠
く
か
ら
来

ま
し
た
か
？
と
尋
ね
る
と
、
そ
れ
に
対

し
て
時
々
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
が
反
応

し
て
音
を
立
て
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
宇
宙

人
映
像
の
紹
介
で
し
た
。

・
エ
ジ
プ
ト
時
代
か
ら
遺
跡
に
描
か
れ　

た
Ｕ
Ｆ
Ｏ

・
マ
ヤ
の
遺
跡
か
ら
も
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
描
か　

れ
て
い
る

・
頭
が
後
ろ
に
長
く
伸
び
て
い
る
古
代　

の
人
の
頭
は
宇
宙
人
の
影
響

・
宇
宙
人
の
写
真

・
宇
宙
人
の
顔

・
ナ
チ
ス
が
作
っ
て
い
た
宇
宙
船
写
真

な
ど
で
し
た
。

最
後
は
ア
ス
ト
ラ
ル
ト
ラ
ベ
ル
と
言

っ
て
瞑
想
誘
導
し
て
貰
い
な
が
ら
瞑
想

の
中
で
宇
宙
探
索
し
て
い
き
ま
す
。
10

分
程
度
の
短
時
間
で
で
き
ま
す
。
見
た

映
像
が
本
当
か
ど
う
か
自
信
な
い
人
が

多
か
っ
た
か
ら
か
見
た
内
容
を
積
極
的

に
発
表
す
る
人
は
少
な
か
っ
た
で
す

が
、
そ
れ
な
り
に
映
像
は
見
え
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

残
っ
た
時
間
は
質
疑
応
答
に
当
て
ら

れ
ま
し
た
。

9
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講
座
後
は
会
場
で
懇
親
会
が
行
わ
れ

歓
談
の
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。

◆　
　
　
　
　

◆

心
の
持
ち
方
が
健
康
を
決
め
る

　
　
　
　
　
　
　

森
安 
政
仁

私
は
42
年
間
、
無
料
に
て
全
国
の

方
々
の
心
身
の
お
悩
み
の
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
自
分
の
心
の
勉
強

の
た
め
で
す
。
現
代
の
医
学
で
は
治
す

こ
と
が
難
し
い
頭
痛
、
肩
こ
り
、
腰
痛
、

し
び
れ
な
ど
、
体
に
表
れ
る
不
調
の
原

因
が
心
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で

す
。そ

う
し
て
出
会
い
を
得
た
方
々
の
お

話
、
お
悩
み
を
聞
く
う
ち
に
、
人
間
の

体
の
不
調
の
原
因
の
多
く
は
、
お
お
も

と
を
た
ど
れ
ば
人
間
関
係
か
ら
く
る
ス

ト
レ
ス
、
つ
ま
り
心
の
葛
藤
が
引
き
起

こ
す
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

不
思
議
な
こ
と
で
す
が
、
私
の
経
験

で
は
、
体
の
左
側
の
肩
こ
り
、
頭
痛
な

ど
は
、
女
性
と
の
人
間
関
係
の
ス
ト
レ

ス
の
表
れ
。
右
側
の
肩
こ
り
、
頭
痛
な

ど
の
も
と
は
男
性
と
の
ス
ト
レ
ス
が
多

い
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
と
き
は
、
相
手
の
こ
と
を
理

解
し
て
、
心
が
調
和
し
て
い
く
よ
う
願

い
ま
す
。「
自
分
は
悪
く
な
い
」
と
思

っ
て
も
、
ま
ず
自
分
の
心
を
鎮
め
る
こ

と
。
す
る
と
不
調
と
い
う
現
象
が
軽
く

な
り
、
健
康
な
状
態
が
戻
っ
て
く
る
は

ず
で
す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
る
こ

と
。
そ
れ
が
幸
せ
の
基
本
で
す
。
年
を

経
て
経
験
を
積
ん
で
く
る
と
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
妬
み
や
恨
み
を
買
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
解

消
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。
そ
し
て

互
い
に
理
解
し
あ
い
許
し
あ
え
ば
心
身

の
不
調
の
悩
み
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
、

私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

人
生
の
本
当
の
心
友
に
つ
い
て

病
院
に
行
く
と
、
ス
ト
レ
ス
が
心
身

の
不
調
の
原
因
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
私
も
同
感
で
す
。
お
医
者
様

の
見
立
て
で
ス
ト
レ
ス
と
判
断
さ
れ
る

よ
り
も
多
く
の
人
が
、
実
際
に
ス
ト
レ

ス
に
よ
っ
て
心
身
の
健
康
を
奪
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

肩
こ
り
や
頭
痛
と
い
っ
た
不
調
の
多

く
は
、
人
間
関
係
か
ら
発
生
す
る
ス
ト

レ
ス
の
一
種
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
分
は
気
づ
い
て
い
な
く
て
も
、
相
手

の
ス
ト
レ
ス
を
受
け
、
自
分
に
も
ス
ト

レ
ス
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

ス
ト
レ
ス
の
原
因
は
一
人
ひ
と
り
違

い
ま
す
。
で
も
基
本
の
解
決
方
法
は
共

通
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
男

女
関
係
な
く
、
本
当
に
心
を
許
し
て
話

し
合
え
る
心
友
を
も
つ
こ
と
で
す
。
互

い
に
秘
密
を
守
り
、
信
頼
関
係
に
結
ば

れ
た
付
き
合
い
で
、
心
を
空
に
す
る
時

間
が
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
心
を

空
に
す
る
大
切
さ
を
、
私
は
様
々
な
人

生
経
験
の
中
で
痛
感
し
て
き
ま
し
た
。

私
自
身
82
歳
に
な
り
ま
す
が
、
お
か

げ
さ
ま
で
健
康
で
自
営
業
を
営
ん
で
い

ま
す
。
健
康
は
お
金
で
は
買
え
ま
せ

ん
。
心
穏
や
か
に
生
活
し
、
調
和
の
心

で
人
間
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
。
心

友
と
語
り
合
う
時
間
を
楽
し
む
こ
と
。

感
謝
と
奉
仕
の
心
で
生
き
る
こ
と
。
そ

う
し
て
い
れ
ば
、
命
あ
る
限
り
健
康
な

毎
日
を
過
ご
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

健
康
は
お
金
で
は
買
え
な
い

争
い
ご
と
を
し
て
い
る
人
は
健
康
が

保
て
な
く
な
り
ま
す
。
相
手
か
ら
妬
み

や
恨
み
、
怒
り
な
ど
が
発
せ
ら
れ
る
か

ら
で
す
。
強
い
マ
イ
ナ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
、
受
け
た
人
間
に
も
発
し
た
人
間

に
も
、
心
身
の
不
調
を
も
た
ら
し
ま

す
。夜

眠
れ
な
い
、
身
体
が
痛
い
、
だ
る

い
、
き
つ
い
な
ど
、
お
互
い
に
様
々
な
不

調
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

人
間
は
感
情
の
動
物
で
す
か
ら
、
言

い
た
い
こ
と
を
言
い
合
う
の
は
悪
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
時
的
に
は
ケ

ン
カ
の
よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
け
れ
ど
、
そ
れ
で
す
っ
き
り
解

消
せ
ず
に
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
悪
い

関
係
が
続
い
た
り
、
心
の
中
に
言
い
た

い
こ
と
を
溜
め
続
け
た
り
す
る
と
、
長

い
年
月
の
う
ち
に
お
互
い
不
調
が
積
も

り
、
不
幸
な
人
生
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

お
金
は
食
べ
る
だ
け
あ
れ
ば
い
い
。

人
生
を
楽
し
く
愉
快
に
過
ご
す
た
め
に

は
健
康
が
第
一
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
に
気
づ
き
、
争
い
ご
と
や
恨
み
、

妬
み
の
タ
ネ
は
早
く
解
消
し
た
い
も
の

で
す
。

特
に
い
け
な
い
の
が
、
兄
弟
姉
妹
な

ど
が
反
目
し
あ
う
財
産
争
い
で
す
。
そ

ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
限
り
幸
せ
に
は

な
れ
ま
せ
ん
。
あ
の
世
で
見
守
っ
て
く

れ
て
い
る
ご
先
祖
様
が
心
配
し
て
、
悲

し
ん
だ
り
苦
し
ん
だ
り
す
る
か
ら
で

す
。
大
切
に
敬
う
べ
き
ご
先
祖
様
を
悩

ま
せ
る
こ
と
は
不
幸
の
始
ま
り
だ
と
、

私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。
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世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
く
す

高
齢
で
も
健
康
な
人
は
、
よ
く
お
墓

参
り
を
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
熱
心
な
人
も
多
い
で
す
。
そ
の
よ
う

に
感
謝
の
心
を
も
ち
、
人
に
尽
く
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い
出

会
い
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
楽
し

い
人
生
が
過
ご
せ
る
と
思
う
の
で
す
。

　

先
祖
が
地
域
に
奉
仕
し
、
本
人
も
先

祖
に
感
謝
し
て
社
会
に
尽
く
す
こ
と
。

こ
れ
が
人
生
の
基
本
で
あ
り
、
道
し
る

べ
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
に
で
き
る
奉

仕
を
す
る
こ
と
、
恵
ま
れ
な
い
人
を
助

け
る
こ
と
で
、
自
分
の
生
命
力
も
伸
び

る
よ
う
に
私
に
は
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
生
き
方
こ
そ
を
徳
と
し
て
ま
っ

と
う
し
て
い
け
ば
、
次
の
子
孫
も
徳
を

い
た
だ
き
、
大
難
は
小
難
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
命
を
い
た
だ
い
た
父
母
に
感

謝
し
、
孝
行
す
る
こ
と
で
、
目
に
見
え

な
い
ご
先
祖
様
が
い
ろ
い
ろ
な
面
で
助

け
て
く
だ
さ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

私
は
成
功
を
、
自
分
の
あ
り
方
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
世
の
た
め
人
の
た
め

に
活
動
す
る
こ
と
。
そ
う
や
っ
て
徳
を

積
ん
だ
人
が
人
生
の
成
功
者
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。

健
康
も
幸
せ
も
お
金
で
は
買
え
ま
せ

ん
。
で
も
自
分
自
身
の
徳
を
積
む
こ
と

は
誰
に
で
も
で
き
ま
す
。
世
の
た
め
人

の
た
め
、
心
穏
や
か
に
尽
く
す
。
そ
う

や
っ
て
積
ん
だ
徳
が
、
先
祖
、
子
孫
、

周
囲
の
人
々
、
そ
し
て
自
分
自
身
を
健

康
に
幸
せ
に
し
、
真
の
成
功
へ
と
導
い

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

人
間
が
不
調
に
な
る
場
合
の
心
の
あ
り

方頑
固
―
ス
ト
レ
ス
―
病
気

（
１
）家
庭
の
争
い

（
２
）人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル

（
３
）経
済
的
不
安

（
４
）好
き
嫌
い（
人
間
関
係
）

（
５
）仕
事
が
あ
わ
な
い

（
６
）毎
日
不
調
和
の
人

（
７
）秘
密
を
持
っ
て
い
る
人

（
８
）義
理
の
つ
き
あ
い

（
９
）愛
情
の
問
題

（
10
）�仕
事
を
し
て
い
る
時　

悪
い
方

に
行
く
場
合

（
11
）寝
つ
き
が
悪
い

（
12
）衝
動
買
い

（
13
）今
日
一
日
楽
し
く
な
い

（
14
）食
べ
過
ぎ

（
15
）お
金
が
欲
し
い

先
祖
の
喜
び
が
身
体
に
き
た
場
合
の
体

験

（
１
）頭
の
ひ
た
い
部
分
が
温
か
い
感
じ

（
２
）左
足
の
親
指
の
痛
み

（
３
）胸
に
温
か
い
感
じ
が
伝
わ
る

（
４
）�身
体
全
体
が
い
つ
も
軽
い
状
態

の
時

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
３
時
間
）
を
記
録
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

１
本
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
、
下
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
（
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）、

あ
る
い
は
公
式
サ
イ
ト
ト
ッ
プ
頁
の
左

枠
の
下
に
あ
る
「
問
い
合
わ
せ
」
フ
ォ

ー
ム
か
ら
、「
２
０
○
○
年
○
月
○
○

○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」
と
記
し

て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま
す
。

２
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail office21@

psij.m
ail-box.ne.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
７
・
３
３
０
・
４
０
９
１

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
８
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
２
０
１
５
年
１
月
本
部
例
会

　

講
師　

英
国
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ 

Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｓ

　

ソ
ー
ス
・
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
？
」

◎
２
０
１
５
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師　

根
本 

泰
行 

氏

「
水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い
水
の

　

科
学
」

◎
２
０
１
５
年
５
月
本
部
例
会

　

講
師　

水
華 

氏「
君
を
見
放
し
た
り　

　

は
し
な
い
―
宇
宙
神
技
点
描
画
家
―

　

水
華
の
世
界（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）」

　

講
師　

上
部 

一
馬 

氏

「
巨
大
地
震
を
１
週
間
前
に
つ
か
め
」

◎
２
０
１
５
年
６
月
本
部
例
会

　

講
師　

末
武 

信
宏 

氏

「
先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
＆
超　

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」

◎
２
０
１
５
年
７
月
本
部
例
会

　

講
師　

飛
沢 

誠
一 

氏

「
見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活　

用
す
る
か
？
」

◎
２
０
１
５
年
９
月
本
部
例
会

11
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講
師　

山
田 

欽
子 

氏

「
あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

　

イ
ン
ド
占
星
術
」

◎
２
０
１
５
年
10
月
第
25
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

◎
２
０
１
５
年
11
月
本
部
例
会

　

講
師　

坪
井 

香
譲 
氏

「
野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

　
『
直
立
二
足
歩
行
』
か
ら
問
う
」

◎
２
０
１
６
年
１
月
本
部
例
会

　

講
師　

佐
々
木 

茂
美 

様

　

講
師　

佐
藤 

禎
花 

氏

　

講
師　

苗 

鉄
軍 

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

◎
２
０
１
６
年
２
月
本
部
例
会

　

講
師　

正
木 

晃 

氏

「
霊
魂
観
の
現
在
」

◎
２
０
１
６
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師　

沖
田 

祐
美
子 

氏

「
神
々
の
謎
」

◎
２
０
１
６
年
５
月
本
部
例
会

　

講
師　

河
野 

貴
美
子 

氏

「
意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在
能
力　

を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま
で
解
明
で　

き
る
か
？
」

◎
２
０
１
６
年
６
月
本
部
例
会

　

講
師　

エ
ス
パ
ー
・
小
林 

氏

『「
運
」
が
つ
く
人
、「
霊
」
が
憑
く
人
』

◎
２
０
１
６
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀
一
雅 

氏

「7.8H
z

の
ス
ロ
ー
α
波
の
驚
異
」

◎
２
０
１
６
年
10
月

　

創
立
40
周
年
記
念
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
地
球
外
知　

的
生
命
：
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
宇
宙
人
（
宇
宙　

人
サ
ミ
ッ
ト
）」

◎
２
０
１
６
年
12
月
本
部
例
会

　

講
師　

藤
枝 

伸
二 

氏

「
藤
枝
流
健
康
増
進
法
」

◎
２
０
１
７
年
２
月
本
部
例
会

　

講
師　

秋
山 

佳
胤 

氏

「
私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
、　

波
動
的
、物
質
的
視
点
か
ら
考
え
る
」

◎
２
０
１
７
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師　

池
川 

明 

氏

「
子
供
達
の
出
産
前
の
記
憶
が
教
え
て　

く
れ
る
こ
と
」

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」

生
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て
い
る
子
供

た
ち
と
、
た
い
わ
士
の
南
山
み
ど
り
さ

ん
の“
た
い
け
ん
ト
ー
ク
会
”

◎
２
０
１
７
年
６
月
本
部
例
会

　

講
師　

大
高 

ゆ
う
こ 

氏

「
自
分
も
知
ら
な
い
自
分
と
出
会
う

　

―
夢
の
チ
カ
ラ
」

　

講
師　

小
林 

敦 

氏

「
人
類
の
存
亡
を
分
け
る
も
の
」

◎
２
０
１
７
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

石
川 

允
朗 

氏

「
健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
科
学
的　

と
心
霊
的
、
そ
し
て
Ｓ
Ｗ
Ⅱ
に
つ
い　

て
の
実
演
」

◎
２
０
１
７
年
10
月
第
26
回
全
国
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
Ａ
Ｉ
を
乗　

り
越
え
る
の
は
？ A

I

［
人
工
知
能
］ 　

vs PSI

［
サ
イ
能
力
］」

◎
２
０
１
８
年
２
月
本
部
例
会

　

講
師　

篠
浦 

伸
禎 

氏

「
覚
醒
下
手
術
か
ら
始
ま
る
統
合
医
療
」

◎
２
０
１
８
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師 

七
沢 

智
樹 

氏
、
杉
山 

彰 

氏

「
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が
拓
く
未　

来
」

◎
２
０
１
８
年
６
月
本
部
例
会

　

講
師　

由
井 

寅
子 

氏

「
体
・
心
・
魂
を
三
位
一
体
で
治
癒
に　

導
く 

未
来
の
医
学
『
Ｚ
Ｅ
Ｎ
ホ
メ

オ
パ
シ
ー
』」

◎
２
０
１
８
年
７
月
本
部
例
会

　

講
師　

清
水 

浦
安 

氏

　
　
　
　

愛
宕 

な
み 

氏

「
天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生
が　

今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と
」

◎
２
０
１
８
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

秋
山 

眞
人 

氏

「
40
年
余
の
宇
宙
文
明
コ
ン
タ
ク
ト
か　

ら
判
っ
て
き
た
こ
と
、
異
星
人
と
意　

識
」

◎
２
０
１
８
年
10
月
第
27
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ「
水
と
健
康
」

◎
２
０
１
９
年
２
月
本
部
例
会

　

講
師　

東
中
川 

徹 

氏

「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
は
何
か
？
」

◎
２
０
１
９
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師 

佐
々
木 

茂
美 

氏

　

佐
藤 

禎
花 

氏　

苗 

鉄
軍 

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
最
近
に
つ
い
て
」

◎
２
０
１
９
年
６
月
本
部
例
会

　

講
師　

小
久
保 

秀
之 

氏

「
マ
イ
ク
ロ
Ｐ
Ｋ
現
象
の
発
生
メ
カ
ニ　

ズ
ム
に
つ
い
て
」

◎
２
０
１
９
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

「
脳
波
と
バ
ン
ア
レ
ン
帯
と
の
共
鳴
に　

つ
い
て
」

◎
２
０
１
９
年
10
月
第
28
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」

◎
２
０
２
０
年
２
月
本
部
例
会

講
師　

ア
マ
ナ（
呉
清
恵
） 

氏

「『
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
』
を
基
に

し
た
生
命
創
造
の
基
礎
構
造（
仮
説
）

に
よ
る
意
識
体
ゼ
ロ
化
を
可
能
に
す

る
ヒ
ー
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
」

（
14
頁
に
続
く
）

12
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13

故 関英男先生のサイ関係（＋α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

	 定価    送料　
加速教育法（1990：加速学園出版部）‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥２１００円（300円）
加速学習法（1995：加速学園出版部）‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥２５５０円（200円）
サイ科学の全貌（1991：工作舎）‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１９９５円（200円）
グラビトニックス（2000：加速学園出版部）‥ ‥‥‥‥‥‥１０００円（160円）
念波（1990：加速学園出版部）‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８００円（160円）
CD：生命と宇宙［講演録72分］（1998：船井ﾒﾃﾞｨｱ） ‥‥‥‥３０００円（160円）
謎のオズマ計画　―ＵＦＯとの関連― （1976 USL） ‥‥‥‥‥１９０円（160円）
FIVE DIMENSIONAL WORLD（1974：英語版）‥‥‥‥‥１０００円（160円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げ致しました。
以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修
深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）‥ ‥‥‥‥‥‥１０００円（200円）
深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）‥ ‥‥‥‥‥‥１０００円（200円）
深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）‥ ‥‥‥‥‥‥１０００円（200円）
オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥２５００円（160円）
ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）‥ ‥‥‥‥‥‥‥２５００円（160円）
※上記２講演は日本語逐次通訳付きで、USBメモリー（MP4ファイル）でお送り
　致します。（Windows パソコンで視聴できます。）

お問合せ、御注文は先に下記の E-mail、またはFAX宛にお願い致します。
その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。
ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から２週間以内に発送致します。
※１種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記のE-mailまたはFAX
　で確認して頂いてから、お願い致します。（在庫が少ない書籍は一人１冊までと
　させていただきます。）
※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦
　願います。

<お問い合わせ>
　日本サイ科学会事務局　E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp
　　　　　　　　　　　　FAX 047 -330 -4091
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［2］ 生物の進化
生物の進化の様子も連続的なものではない

らしい。生物は、ある重要な分岐点で結果的
に環境に適応した進化の戦略を見出します。
そして、その方向にそって進化を続け、やが
てある矛盾点に達し袋小路の状態になりま
す。この進化の迷路に陥ったものは、運が悪
ければ滅び、運がよければそのままの低迷し
た状態で何とか生き延びます。しかし一部
は、この進化の迷路から脱出するために'幼
形進化'と呼ばれる特殊な戦略、すなわち今
までの進化のルートを遡って過去の分岐点に
戻りそこから新しい進化を始めるという対応
をとります。

�具体的には、迷路に陥った不都合な成熟し
た体になる前の幼い段階で成熟を止め、途中
の未熟のまま新しい進化の道をとり始めるの
です。脊椎動物も、ウニやナマコの棘皮動物
が幼形進化したものと言われています。

以上の2つの例が示す袋小路への対応の特
徴は、今の状態を敢えて離れて、一部を残し
つつ前にさかのぼることのように見えます。
そしてその遡った地点で、新しい道を模索し
ています。これより、2つのことを教訓とし
て汲み取ることができます。

袋小路への対応の特徴
　　＊今の常識を捨てる
　　＊捜す道は不連続

この教訓は袋小路への対応に当たり、重要な
指針として役立つものと思われます。我々は前
例に従うのが習い性となっているのですから。

◎
２
０
２
０
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

山
崎 

正
男 

氏

「
多
能
性
幹
意
識
の
誘
導
に
よ
る
超
能

力
の
覚
醒
と
シ
ー
タ
ー
波
の
脳
波

（
i
P
T 

意
識
）」

◎
２
０
２
０
年
10
月
第
29
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
サ
イ
と
免　

疫
力
～
ガ
ン
・
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い　

も
含
め
て
～
」

◎
２
０
２
１
年
10
月
創
立
45
周
年
記
念

　

大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
サ
イ
と
瞑　

想
」

◎
２
０
２
１
年
12
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

「
Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
脳
波
で
解
明　

す
る
！
」

◎
２
０
２
２
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

「
生
命
現
象
発
生
の
数
理
仮
説
（
命
の

働
き
は
混
沌
か
ら
現
れ
る
）」

◎
２
０
２
２
年
６
月
本
部
例
会

　

講
師　

平
田 

進
一
郎 

氏

「
私
が
体
験
し
、
学
ん
だ
ス
ピ
リ
チ
ュ　

ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
真
実
」

◎
２
０
２
２
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

飛
沢 

誠
一 

氏

「
こ
の
世
の
人
生
で
活
躍
、
満
足
す
る　

方
法
と
は
？
」

◎
２
０
２
２
年
10
月
第
30
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
あ
の
世
と　

サ
イ
」

◎
２
０
２
２
年
12
月
本
部
例
会

　

講
師　

芳
田 

マ
サ
ヒ
ロ
様 

氏

「
な
り
た
い
自
分
に
な
る
！
筆
跡
の
魔　

法
」

◎
２
０
２
３
年
２
月
本
部
例
会

　

講
師　

中
島 

敏
樹 

氏

　
　
　
　

澤
本 

三
十
四 

氏

「
心
身
に
い
い
水
」

◎
２
０
２
３
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師　

関 

房
子 

氏

「
虹
膜
が
示
す
身
体
の
サ
イ
ン
～
虹
膜　

学
か
ら
得
た
セ
ル
フ
ケ
ア
の
方
法
～
」

◎
２
０
２
３
年
６
月
本
部
例
会

　

講
師　

加
納 

京
一 

氏

「
足
心
術
と
人
類
史
か
ら
見
た
歴
史
観
」

◎
２
０
２
３
年
７
月
本
部
例
会

　

講
師　

中
村 

康
弘 

氏

「
身
、
口
、
意
、
を
重
ね
て
気
の
世
界　

を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

◎
２
０
２
３
年
10
月
第
31
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
宇
宙
人
と　

サ
イ
」

◎
２
０
２
３
年
12
月
本
部
例
会

　

講
師　

三
好 

一
郎 

氏

「
冥
想
に
よ
り
自
分
が
変
わ
る
」

◆　
　
　
　
　

◆

14
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るいはむしろ状態を悪化させる）ことを象徴
的に視覚化したものです。

つい最近、世界はコロナのパンデミックと
いう大混乱を経験しました。日本ではコロナ
の蔓延を機に、それまでなぜか抑えられてい
たIT技術の普及が急速に進んでいます。こ
のITは、これまで物事を行うのに当然であ
った時と所の制約を取り除いてしまいまし
た。情報の交換のために集まる必要がなくな
ったのです。これは、会議のためにひととこ
ろに集まるというこれまでの文化の基本を変
えてしまいました。加えてITは、これまで
人間のみができると信じられていた判断とい
う作業にも進出してきました。

AI技術は人が定常的に行う判断作業を人
よりも正確に行うようです。コロナ自体の社
会に及ぼす影響は、現在は甚大ではあります
が、数年たてば収まるでしょう。しかし、コ
ロナが揺り動かしたIT技術の影響は社会の
あらゆる範囲にわたって働き続けるものと思
われます。

また、環境問題も非常に深刻です。気候も
平均気温が顕著に上がってきたということで
す。実感的にも気象が激しくなり、何十年に一
度というレベルの大雨大風が毎年続いていま
す。人間の自然に対する向かい方は、今まで
の対抗から調和・共生に大転換を迫られます。

これらの意味するところは、技術的にも環
境的にも未曽有の激変がまさに同時に起こり
つつあるということです。その対応に試行錯
誤の試練は避けられないところでしょうが、
過去より多少でも教訓を得たい。そのように
思いを巡らせて、科学史の進歩と生物の進化
という2つの異なった事柄の中に、袋小路を
抜け出るための対処のヒントを見つけました。

袋小路への対処の2例
［1］ 科学史

我々は科学の進歩発展は、前の成果に少し
ずつ新しいものを積み重ねながら行われると
いう直線的なイメージを描きがちです。事実
はそうでないのです。科学史を学べばつぎの
ようなことが分かります。

科学の発展は多くの研究者の努力の集積に
よります。したがって、知識の集積の流れで
ある科学史は、連続的に記述できるものであ
ろうと推察したくなります。ところが、事実
はそうでないのです。科学史は、革命的な科
学の発展の流れが不連続であることを示して
います。

プトレマイオスは、天動説の大建築を構築
しました。コペルニクスは、この大建築の上
には立たず、もっと遡ってアリスタルコスの
地動説まで戻って仕事を始めました。そし
て、惑星は太陽を中心とする円軌道を辿って
運動するものとしました。

ケプラーもコペルニクスの建物をそのまま
受け継いだのではなく、周転円による構造部
分を取り除き、その上に自分の仕事を始めま
した。ケプラーは、チコ・ブラーユの比較的
正確な観測データを利用して、惑星の運動が
円ではなく楕円であることの3法則を発見し
ました。そして、惑星の軌道は正多面体に内
接するとの形而上の影響を受けた確信に基づ
いて、壮大な宇宙論を構築しました。

ニュートンは、ガリレイの'自由落下の法
則'は採用したが、その天文学は採用しませ
んでした。

このように、科学における革命の歴史は、
袋小路の状態で低迷している前人の築いた構
築物をそのままそっくり受け継いで進むので
はなく、昔にさかのぼり新しい分岐点を見つ
け、そこから始めているのです。

15



困ったら何とか工夫してそれを改善してい
くという行為でものごとは発展してきまし
た。我々は、進歩・発展は連続的でそれへの
対処は常に可能だと感じています。その改善
行為の成り立ちは、今の技術・社会環境が大
きくは変わらないという暗黙の前提で支えら
れています。そして、この前提が成り立つ場
合は、改善に向けた行為は有効に作用しま
す。背景である技術・社会環境の大変化は稀
にしか起きないので、改善行為は多くの場合
実際に役立ちます。

今、大きな技術的・社会的変動が起きて、
背景が右図で示す現在のAからBへと変わっ
たとします。従来の背景Aを想定した行動
への応答は背景の変化後は機能しなくなって
しまいました。曲線は、それぞれの背景の下
での行動への応答結果を表現するものです。

この場合、従来の背景Aを想定した従来
に準拠した行動（赤）では、背景がBに変わ
った後では行動をどのようにしても変動前の
背景Aで得られたような結果は望めないの
です。背景の変化を意識して行動領域自体を
変えない限り打つ手がないのです。このよう
な状態を袋小路といいます。

一般に組織はこの袋小路状態に入ってしま
うと、それに続く局面は次の3つがあり得ま
す。

（1）�背景の変化に対応できず、前と同じ行
動を繰り返し衰退する

（2）�特殊な狭い範囲に適応して、そこで生
き残る

（3）�勇気を奮って行動領域を変え、新しい
環境B に挑戦する

以下では、（3）の行動パターンを変える局
面での対応について考えることにしましょ
う。

次頁の図は、背景の激変の下での従来方式
（点線で示す）に沿った努力は効果がない（あ

袋小路を抜け出すには
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四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

私
た
ち
は
超
能
力
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
る
べ
き
な
の
か

～
戦
前
か
ら
現
在
ま
で
の
歴
史
を

振
り
返
っ
て
～

　
　
　

講
師　

秋
山 

眞
人 

氏

日
時	

令
和
6
年
4
月
21
日（
日
）

	

（
開
場　

午
後
1
時
）

講
演	

午
後
1
時
30
分
～
4
時

※
講
演
は
Z
o
o
m 

配
信
も
あ
り
ま
す
。

会
場	
北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室

交
通	
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

	

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員
二
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

※
Z
o
o
m
配
信
参
加
費
も
会
場
参
加

費
と
同
様
で
す
が
、
４
月
17
日
（
水
）

ま
で
の
お
申
込
み
＋
お
振
り
込
み
が

必
須
と
な
り
ま
す
。

　

お
振
り
込
み
確
認
後
、
４
月
20
日　
　

（
土
）
ま
で
に
「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
Ｉ　

Ｄ
」
と
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
パ
ス
コ
ー　

ド
」
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

	

Z
o
o
m
配
信
ご
希
望
の
方
は
以
下
の　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
「
お
名
前
」
と
「
メ
ー　

ル
ア
ド
レ
ス
」、「
会
員
」
ま
た
は
「
一　

般
」
の
別
と
「
４
月
21
日
秋
山
眞
人　

氏
配
信
希
望
」
と
書
い
て
お
申
込
み　

願
い
ま
す
。

http://psi-science.org/ins/toi.htm
l

講
演
内
容

超
能
力
現
象
に
は
、
心
と
物
質
の
つ

な
が
り
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
、
U
F
O
問

題
な
ど
様
々
な
他
の
超
常
現
象
と
の
つ
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今
月
号
の
記
事

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
三
月
研
究
集

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
51
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告 

◎
第
15
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
10
月
全
国
大
会
研
究
発
表
者
募
集

◎
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
置
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
４
年
12
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
心
の
持
ち
方
が
健
康
を
決
め
る
Ⅱ

◎
魂
の
向
上
と
は
？

6−3･4

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
今
月
は
年
度
替
わ
り
で
す
の
で
、「
会

費
納
入
の
お
願
い
」
の
通
知
と
郵
便
振

替
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
出
費
の
多
い
時
期
で
恐
縮
で
す
が
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の
年

会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

※
ま
た
、
日
本
サ
イ
科
学
会
は
近
年
、

会
計
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

少
し
で
も
御
寄
付
が
戴
け
ま
し
た
ら
、

助
か
り
ま
す
。
恐
縮
で
す
が
御
寄
付
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
の
該
当
欄
に
そ
の
金
額
を
記

入
し
、
年
会
費
に
追
加
し
て
、
お
振
り

込
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

三
千
円
以
上
の
ご
寄
付
に
対
し
ま
し

て
は
返
礼
品
と
し
て
、
古
書
価
値
の
高

い
「
念
波
」
を
、
五
千
円
以
上
の
ご
寄

付
に
対
し
ま
し
て
は
返
礼
品
と
し
て
、

古
書
価
値
の
高
い
「
グ
ラ
ビ
ト
ニ
ッ
ク

ス
」と「
念
波
」を
お
送
り
致
し
ま
す
。



2

な
が
り
が
考
察
で
き
、
ま
た
、
今
後
の

未
来
予
測
や
経
済
と
絡
む
重
大
な
問
題

が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
「
命
」
の
根
本
に
関
わ
る

問
題
で
も
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
解
明
が

難
し
い
の
か
、
そ
の
あ
た
り
を
探
っ
て

ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
ま
り
説
か

れ
て
い
な
い
実
用
的
な
超
能
力
の
実
践

法
も
で
き
れ
ば
ご
紹
介
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

※
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
欄
を
ご
覧
い
た
だ
く

と
分
か
り
ま
す
が
、
秋
山
眞
人
氏
は

1
9
7
0
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
日
本

に
お
け
る
超
能
力
ブ
ー
ム
で
中
心
に
な

っ
て
活
躍
さ
れ
た
能
力
者
で
も
あ
り
、

ま
た
サ
イ
や
未
知
能
力
の
研
究
者
で
も

あ
り
、
ま
た
企
業
等
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

も
多
数
し
て
お
ら
れ
る
こ
の
分
野
で
長

く
マ
ル
チ
に
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
第

一
人
者
で
す
。

今
回
本
部
例
会
と
し
ま
し
て
、
長
時

間
の
御
講
演
と
質
疑
応
答
時
間
を
取
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
会
員
の
皆

様
は
、
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘
い
し
て

是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
秋
山
眞
人
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
0
年
静
岡
県
下
田
市
生
ま

れ
。
射
手
座
。
精
神
世
界
の
長
老
と
も
、

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
も
い
わ
れ
る
。

13
歳
の
頃
に
神
秘
体
験
。
後
、

1
9
7
4
年
に
ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
の
来

日
と
と
も
に
、
超
能
力
少
年
と
し
て
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
警
察

官
、
郵
政
事
務
官
と
い
う
2
つ
の
公
務

員
生
活
を
経
て
（
7
年
間
）、
上
京
。

商
社
、
出
版
社
勤
務
を
経
て
、
教
育
ビ

ジ
ネ
ス
の
現
場
で
ノ
ウ
ハ
ウ
研
究
を
重

ね
る
。
並
行
し
て
、
現
在
で
は
日
本
最

古
と
な
る
潜
在
未
知
能
力
の
実
用
性
研

究
を
行
う
研
究
所
を
運
営
。
そ
の
間
、

2
誌
の
雑
誌
の
編
集
長
を
兼
務
す
る
。

「
人
の
才
能
や
個
性
」
を
良
い
感
情

で
引
き
出
し
た
り
、
よ
り
強
化
す
る
こ

と
、
そ
し
て
な
に
よ
り
、
人
を
自
由
と

幸
せ
の
領
域
に
案
内
す
る
の
が
天
命
で

あ
る
と
い
う
。
お
も
し
ろ
い
人
に
会
う

の
が
趣
味
。
出
版
25
周
年
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
日
本
中
の
各
分
野
の
セ
レ
ブ
が

2
0
0
人
以
上
か
け
つ
け
た
ほ
ど
で

あ
る
。
国
内
の
大
学
で
は
心
理
学
、
哲

学
、
宗
教
学
を
学
び
、
大
正
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
宗
教
学
博
士
過
程
前
期

修
了
（
修
士
論
文
の
テ
ー
マ
は
、
大
正

期
に
お
け
る
霊
術
及
び
霊
術
家
の
研

究
）。
他
に
海
外
の
大
学
か
ら
哲
学
と

心
理
学
の
分
野
で
名
誉
学
位
を
受
け
、

客
員
教
授
で
も
あ
る
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
三
月
研

究
集
会
の
お
知
ら
せ

日
時	

令
和
6
年
3
月
31
日（
日
）

	

午
後
1
時
30
分
か
ら
4
時

※
今
回
は
Z
o
o
m
に
よ
る
W
E
B

講
座
の
み

参
加
費　

会
員　

3
5
0
0
円

	

　

一
般　

4
0
0
0
円

お
申
込
み
方
法
は
後
半
を
参
照
願
い
ま

す
。

「
霊
を
科
学
的
に
検
証
す
る
」講
座

　
　
　

講
師　

小
林 

信
正 

氏

　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長
）

一
般
の
人
に
は
見
え
な
い
霊
を
感
じ

取
り
、
時
に
は
霊
の
言
い
分
を
聞
い
て

依
頼
者
の
悩
み
に
対
応
す
る
の
は
霊
能

者
や
シ
ャ
ー
マ
ン
で
す
。
一
般
の
人
に

は
霊
は
分
か
ら
な
い
世
界
で
す
。
し
か

し
霊
に
可
能
な
限
り
科
学
の
メ
ス
を
入

れ
、
霊
を
カ
メ
ラ
で
捉
え
た
優
れ
た
方

が
い
ま
す
。

そ
の
方
は
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長

で
も
あ
る
小
林
信
正
先
生
で
す
。
小
林

先
生
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
心
霊

テ
レ
ビ
番
組
を
作
成
さ
れ
て
い
た
時
、

単
に
心
霊
現
象
を
リ
ポ
ー
ト
し
た
だ
け

で
な
く
、
霊
を
出
来
る
限
り
科
学
的
に

分
析
し
よ
う
と
試
み
ら
れ
ま
し
た
。

測
定
機
材
と
し
て
は
定
点
カ
メ
ラ
、

暗
視
カ
メ
ラ
、
通
常
カ
メ
ラ
、
集
音
マ

イ
ク
、
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
電
磁
波

測
定
器
、
磁
気
測
定
器
な
ど
を
用
い
て

心
霊
現
象
を
捉
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
霊
は
球
体
、
あ
る
い
は
流
れ
星

の
よ
う
に
動
く
オ
ー
ブ
と
し
て
捉
え
ら

れ
ま
し
た
。

小
林
先
生
の
凄
い
の
は
そ
う
し
た
オ

ー
ブ
が
単
に
映
っ
た
だ
け
に
留
ま
ら

ず
、
物
理
の
専
門
家
に
分
析
し
て
も
ら

っ
て
、
レ
ン
ズ
に
よ
る
人
工
的
な
も
の

で
は
な
い
と
言
え
る
の
か
？
オ
ー
ブ
の

光
が
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
な
の

か
？
例
え
ば
、
ど
の
波
長
な
の
か
、
電

磁
的
な
性
質
な
ど
を
検
討
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
ま
た
多
く
の
霊
能
者
に
オ
ー
ブ

を
分
析
し
て
も
ら
い
、
そ
の
オ
ー
ブ
の

霊
が
成
仏
し
て
い
る
の
か
そ
う
で
な
い

の
か
？
な
ど
オ
ー
ブ
の
性
質
ま
で
検
証

さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
鏡
視
実
験
と
い
っ
て
臨
死
体

験
の
研
究
者
レ
イ
モ
ン
ド
・
ム
ー
デ
ィ

ー
が
提
唱
し
た
故
人
の
霊
と
再
会
す
る

実
験
も
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
時

に
映
っ
た
オ
ー
ブ
霊
や
そ
の
時
の
様
子

も
動
画
リ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

2
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の
貴
重
な
動
画
も
公
開
し
て
頂
く
予
定

で
す
。

霊
を
こ
こ
ま
で
科
学
的
に
捉
え
る
事

が
で
き
る
の
か
と
霊
や
オ
ー
ブ
に
興
味

あ
る
方
は
き
っ
と
感
動
さ
れ
る
講
座
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

◎
小
林
信
正
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
8
年
2
月
東
京
生
ま
れ
。

東
京
写
真
大
学
（
現
東
京
工
芸
大

学
）
卒
後
、
慶
應
大
学
に
て
哲
学
・
心

理
学
専
攻
。
T
V
局
勤
務
、
主
に
ワ

イ
ド
シ
ョ
ー
及
び
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ス
ペ

シ
ャ
ル
番
組
の
企
画
制
作
を
担
当
、
チ

ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
部
長
。

退
社
後
、
T
V
制
作
会
社
代
表
取

締
役
と
し
て
N
H
K
、
民
放
各
局
の

番
組
制
作
及
び
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
数
制

作
。
大
学
や
企
業
研
修
の
講
師
な
ど
を

務
め
、
特
異
能
力
研
究
所
代
表
。
意
識

と
サ
イ
の
研
究
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。

元
公
益
財
団
法
人
日
本
心
霊
科
学
協

会
常
任
理
事
。
現
在
は
日
本
サ
イ
科
学

会
理
事
長
。

著
書
：「
あ
な
た
は
信
じ
ま
す
か
？

心
霊
番
組
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
見
て
き

た
本
物
の
霊
現
象
」（
青
林
堂
）

「
ご
利
益
さ
ま
」
し
あ
わ
せ
さ
が
し

の
た
め
の
ご
利
益
社
寺
五
十
選
。（
ペ

ン
ネ
ー
ム
小
林
永
周
）ほ
か

※
参
加
お
申
し
込
み
は

会
場
参
加
、
W
E
B
受
講
も
含
め
て
、

https://x.gd/H
r8s2

申
し
込
み
受
付
後
に
振
込
先
を
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

最
終
受
付
は
3
月
26
日
（
振
込
は
3

月
27
日
）ま
で

※
キ
ャ
ン
セ
ル
ポ
リ
シ
ー
3
月
28
日
以

降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
50
％
の
キ
ャ
ン
セ

ル
料
が
か
か
り
ま
す
。

当
日
は
1
0
0
％
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
Z
o
o
m
リ
ン
ク
は
3
月
30
日

（
土
）の
夜
9
時
頃
メ
ー
ル
し
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」と

一
般
の
御
寄
付
御
礼

�

（
２
／
⓯
受
領
分
ま
で
）

金
三
万
円
也　
　
　

小
林　

信
正　

様

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

※
会
員
は
午
後
1
時
30
分
か
ら
通
常
総

　

会
、
一
般
の
方
は
午
後
2
時
か
ら
の

　

本
部
例
会
か
ら
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時	

令
和
6
年
6
月
2
日（
日
）　

午
後
1
時
30
分
～
2
時　

通
常
総
会

午
後
2
時
10
分
～
4
時
30
分　

講
演

※
講
演
は
Z
o
o
m
配
信
も
あ
り
ま
す
。

会
場	

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通	

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

	

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員 

二
千
円（
当
日
入
会
可
）

	
一
般 

三
千
円　

学
生 

一
千
円

※
Z
o
o
m
配
信
も
会
場
参
加
費
と
同
様　

で
す
が
、
５
月
29
日
（
水
）
ま
で
の

　

お
申
込
み
＋
お
振
り
込
み
が
必
須
と　

な
り
ま
す
。

　

お
振
り
込
み
確
認
後
、
６
月
１
日　
　

（
土
）
ま
で
に
「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
Ｉ　

Ｄ
」
と
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
パ
ス
コ
ー　

ド
」
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　

Z
o
o
m
配
信
ご
希
望
の
方
は
以
下
の　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
「
お
名
前
」
と
「
メ
ー　

ル
ア
ド
レ
ス
」、「
会
員
」
ま
た
は
「
一　

般
」
の
別
と
「
６
月
２
日
清
田
益
章　

氏
配
信
希
望
」
と
書
い
て
お
申
込
み　

願
い
ま
す
。

http://psi-science.org/ins/toi.htm
l

講
演

超
能
力
者
か
ら
イ
ノ
リ
ス
ト

（
祈
人
）へ

　
　
　

講
師　

清
田 

益
章 

氏

講
演
内
容

清
田
益
章
氏
は
70
年
代
に
超
能
力
少

年
と
し
て
注
目
を
浴
び
、
電
気
通
信
大

学
の
佐
々
木
茂
美
教
授
の
研
究
室
や
防

衛
大
学
で
も
超
能
力
の
実
験
研
究
に
協

力
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
サ
イ
科
学
会
の
本
部
例
会
や
創

立
25
周
年
記
念
大
会
で
も
講
演
や
パ
フ

3
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ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て
参
加
者
を
喜
ば
せ

て
お
り
ま
す
。

80
年
代
の
民
放
局
の
超
能
力
特
番

で
、
か
な
り
疲
れ
た
状
態
で
ス
プ
ー
ン

曲
げ
を
や
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
超

能
力
で
曲
げ
た
ス
プ
ー
ン
も
あ
っ
た
の

に
、
力
を
入
れ
て
曲
げ
た
と
こ
ろ
を
隠

し
撮
り
を
さ
れ
て
、

「
ス
プ
ー
ン
曲
げ
は
イ
ン
チ
キ
だ
！
」

と
世
間
か
ら
非
難
さ
れ
た
事
も
あ
り
ま

し
た
が
、
し
っ
か
り
生
き
残
っ
て
現
在

は
“
イ
ノ
リ
ス
ト
（
祈
人
）”
と
し
て
活

動
中
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
清
田
益
章
氏
の
幼
い
少

年
時
代
か
ら
、
ス
プ
ー
ン
曲
げ
の
超
能

力
少
年
と
騒
が
れ
、
ま
た
マ
ス
コ
ミ
か

ら
叩
か
れ
た
時
代
を
経
て
、
現
在
の
祈

り
に
徹
す
る
生
活
に
至
る
ま
で
に
、
ど

う
い
う
特
別
な
経
験
や
思
考
を
経
て
、

現
在
の
精
神
的
な
高
み
に
至
っ
た
か
を

率
直
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
清
田
益
章
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
2
年
、
東
京
都
足
立
区
に

あ
る
寿
司
店
の
長
男
と
し
て
誕
生
。

1
9
7
4
年
、
ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
氏

の
来
日
出
演
番
組
に
誘
発
さ
れ
て
、
ス

プ
ー
ン
曲
げ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

70
年
代
、
電
気
通
信
大
学
や
防
衛
大

学
等
で
超
能
力
実
験
に
被
験
者
と
し
て

協
力
。

80
年
代
、
専
修
大
学
卒
業
。
そ
の
後
、

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
心
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
仕
方
や
呼
吸
法
な
ど
を

伝
え
る
仕
事
を
し
て
い
た
。

2
0
0
1
年
か
ら
2
0
0
4
年
ま

で
の
バ
リ
島
滞
在
を
き
っ
か
け
に
し

て
、
現
在
は
イ
ノ
リ
ス
ト（
祈
人
）へ
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
�
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
6
回 

ソ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

テ
ー
マ
「
黄
金
持
続
：
虚
空
（
こ
こ
ろ
）

と
時
空（
か
ら
だ
）」

脳
科
学
者
W
・
ペ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

博
士
が
「
脳
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
こ
こ

ろ
は
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」
と
い
う
よ
う
に

心
身
相
関
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
は
繋
が

っ
て
い
る
。
見
え
な
い
世
界
と
見
え
る

世
界
、
こ
こ
ろ
と
も
の
、
唯
心
論
と
唯

物
論
、
今
回
は
森
羅
万
象
幅
広
く
、
こ

の
繋
が
り
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し

よ
う
。

日
時	

令
和
6
年
3
月
20
日（
水
・
祝
）

	

午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室	

交
通	

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端
（
赤
羽

　

寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札
口
を
出

　

て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

①
一
般  

2
0
0
0
円

②
サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、

60
歳
以
上
75
歳
未
満 

1
0
0
0
円

③
宇
宙
人
、
75
歳
以
上  

0
円

（
宇
宙
人　

認
定
は
受
付
に
て
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
⓯
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会

魂
の
目
覚
め

　
　
　

講
師　

小
林 

信
正 

氏

　
　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長
）

日
時	
令
和
6
年
5
月
19
日（
日
）

	
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通	

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

	

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員
一
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

＊
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
お

支
払
い
下
さ
い
。

（
講
演
内
容
）

　

昨
年
か
ら
政
治
、
経
済
、
社
会
や
芸

能
な
ど
様
々
に
隠
蔽
さ
れ
て
い
た
事
実

が
い
ま
露
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

先
端
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
私
た
ち
は

新
し
い
時
代
に
向
か
い
、
神
の
領
域
に

も
踏
み
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
時
代
に
私
た
ち
は
何
を
指
針
に

生
き
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

人
間
の
本
質
的
な
問
題
、「
死
と
は
？
」

「
魂
と
は
？
」「
魂
の
向
上
と
は
？
」

「
人
は
苦
し
み
の
荒
波
に
揉
ま
れ
、
ま

た
因
果
応
報
の
摂
理
に
浴
び
よ
う
が
な

ぜ
苦
し
く
と
も
生
き
る
の
か
？
」

　

こ
の
世
は
「
魂
の
修
行
の
場
」
で
あ

り
、
霊
格
を
磨
く
た
め
に
生
か
さ
れ
て

い
る
と
も
い
う
。
従
来
型
の
人
生
観
と

感
謝
と
い
う
心
に
目
覚
め
る
人
と
の
二

極
化
の
時
代
に
分
か
れ
る
と
い
う
。
あ

な
た
は
ど
ち
ら
の
道
を
選
ぶ
の
か
？

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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2
0
2
4
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
㉜
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
会
員
の
研
究
発
表
＋
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員

の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
輪
廻
転
生
と
サ
イ
」
に
決
ま
り
ま
し

た
。
宗
教
的
に
も
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
に

お
い
て
も
主
要
な
テ
ー
マ
を
様
々
な
角

度
か
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も

し
く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し

て
ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象

（
U
F
O
、
心
霊
現
象
等
）の
目
撃
と
原

因
の
推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象

の
仮
説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関
連

す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、

ご
自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り

い
た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で

に
原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で

戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式

は
後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

論
文
集
「
サ
イ
科
学
2
0
2
3
」
末
頁

の
「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を

よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

日
本
サ
イ
科
学
会
公
式
チ
ャ
ン

ネ
ル
設
置
の
お
知
ら
せ

会
員
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
は
既
に
お

知
ら
せ
致
し
ま
し
た
が
、
日
本
サ
イ
科

学
会
の
Y
o
u
T
u
b
e 

公
式
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
あ
る
「
サ
イ
科
学
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
毎
月
サ
イ

科
学
関
係
の
動
画
を
1
本
以
上
ア
ッ
プ

す
る
予
定
で
す
の
で
、
是
非
ご
視
聴
い

た
だ
い
て
、
会
員
登
録
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

https://w
w
w
.youtube.com

/@

psiscienceofficialchannel

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
４
年
⓬
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

な
り
た
い
自
分
に
な
る
！
筆
跡

の
魔
法

　
　
　

講
師　

芳
田 

マ
サ
ヒ
ロ 

氏

本
日
の
テ
ー
マ
は
「
な
り
た
い
自
分

に
な
る
！
筆
跡
の
魔
法
」
で
す
が
、
こ

れ
は
私
の
本
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
り
ま

す
。

今
日
の
講
演
メ
ニ
ュ
ー
で
す
が
、
1

番
目
は
「
筆
跡
診
断
と
は
そ
の
人
ら
し

さ
診
断
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

項
目
は
以
下
の
通
り
で
す
が
詳
し
く
は

後
で
ご
説
明
致
し
ま
す
。

◎
「
口
」
の
書
き
方
一
つ
で
性
格
が
分

か
る
。

◎
筆
跡
診
断
の
科
学
性
：「
字
」
は

「
目
」
や
「
口
」
ほ
ど
に
物
を
言
う
／
筆

跡
は
脳
跡
で
あ
る
／
筆
跡
診
断
は
占
い

と
は
違
う

◎
そ
れ
と
筆
跡
診
断
と
い
う
の
が
何
か

特
別
な
ジ
ャ
ン
ル
の
よ
う
に
思
わ
れ
て

い
て
、
日
本
で
も
確
か
に
有
資
格
者
と

い
う
の
は
少
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

実
は
海
外
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
社

会
で
活
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

2
番
目
に
「
な
り
た
い
自
分
に
な

る
！
筆
跡
診
断
」
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
今
日
お
配
り
し
た
ハ
ガ
キ
大
の
紙

に
後
ほ
ど
皆
さ
ん
に
ご
指
定
す
る
文
字

を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
文
字

を
見
な
が
ら
ご
自
身
で
診
断
し
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
そ
の
診
断
ポ
イ
ン
ト
と

い
う
の
は
金
運
と
か
恋
愛
力
、
リ
ー
ダ

ー
力
、
目
標
実
現
力
、
ア
イ
デ
ア
（
発

想
）
力
、
家
門
繁
栄
の
筆
相
、
天
下
取

り
の
筆
相
と
い
う
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

5
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そ
れ
と
同
時
に
注
意
す
べ
き
筆
跡
診

断
と
い
う
こ
と
で
、
も
し
皆
さ
ん
の
文

字
の
中
に
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
で
す

け
ど
、
こ
う
い
う
文
字
が
自
分
の
文
字

に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ

と
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
、
と
い
う

よ
う
な
も
の
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

3
番
目
に
著
名
人
や
歴
史
上
の
人
物

の
筆
跡
診
断
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
は

実
在
す
る
人
物
の
筆
跡
診
断
で
す
が
、

そ
の
人
だ
け
に
焦
点
を
当
て
る
場
合
、

ま
た
は
2
人
の
人
物
を
対
比
さ
せ
る
も

の
を
後
ほ
ど
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。4

番
目
に
空
間
の
概
念
と
宇
宙
人
の

筆
跡
、
5
番
目
に
A
I
時
代
の
筆
跡

診
断
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ん
な
超
ア
ナ

ロ
グ
な
手
書
き
文
字
筆
跡
と
い
う
の
を

扱
っ
て
い
る
私
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ

が
こ
の
A
I
時
代
に
対
応
で
き
る
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
の
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
題
に
入
り
ま
す
が
、
筆
跡
診
断
と

は
そ
の
人
ら
し
さ
と
い
う
こ
と
な
ん
で

す
け
れ
ど
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
と

申
し
ま
す
と
、
ま
ず
「
口
」
の
書
き
方

で
性
格
が
判
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
こ
の
口
の
字
の
ど
ち
ら
が
真

面
目
で
貴
重
面
か
ど
ち
ら
が
ざ
っ
く
ば

ら
ん
で
大
雑
把
か
、
こ
れ
パ
ッ
と
見
て

た
ぶ
ん
お
わ
か
り
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
。真

面
目
で
貴
重
面
な
の
は
左
側
、
右

側
が
ざ
っ
く
ば
ら
ん
で
大
雑
把
で
す
。

小
学
校
一
年
生
の
時
に
習
う
「
口
」
と

い
う
漢
字
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
大

人
に
な
っ
て
も
ず
っ
と
書
き
続
け
て
い

ま
す
。

右
側
の
こ
こ
が
開
い
た
り
丸
ま
っ
た

り
す
る
人
っ
て
、
実
際
こ
れ
は
私
の
書

き
方
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
私
は
大
雑
把

で
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
で
そ
の
ま
ま
な
ん

で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
文
字
を
見
た
だ

け
で
な
ん
と
な
く
そ
の
人
の
人
と
な
り

が
想
像
で
き
る
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん

で
す
ね
。

こ
の
文
字
の
特
徴
と
人
間
の
人
の
性

格
と
い
う
の
の
関
係
性
を
解
き
明
か
し

た
も
の
が
筆
跡
診
断
に
な
り
ま
す
。

「
書
は
人
な
り
」
と
い
う
言
葉
聞
い

た
こ
と
あ
る
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
本
当
に
筆
跡
と
い
う
の
は
ま
さ
に

そ
の
人
そ
の
も
の
と
言
え
ま
す
。

次
に
筆
跡
診
断
の
科
学
性
と
い
う
こ

と
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

『「
字
」
は
「
目
」
や
「
口
」
ほ
ど
に
物

を
言
う
』
と
私
は
言
っ
て
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
通
常
は
『
目
は
口
ほ
ど
に
物

を
言
う
』で
す
ね
。

人
の
感
情
が
最
も
顕
著
に
現
れ
る
の

は
目
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
人
間
の
喜
怒

哀
楽
も
含
め
て
い
ろ
い
ろ
な
感
情
が
目

に
は
現
れ
ま
し
て
、
何
も
喋
ら
な
く
て

も
目
つ
き
か
ら
そ
の
相
手
の
感
情
が
判

る
か
ら
で
、
そ
れ
は
そ
れ
で
そ
の
通
り

だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
私
か
ら
言
わ
せ
る
と
『「
字
」

は
「
目
」
や
「
口
」
ほ
ど
に
物
を
言
う
』

と
な
り
ま
す
が
、
心
理
学
で
こ
の
「
ジ

ョ
ハ
リ
の
窓
」
と
い
う
も
の
が
ご
ざ
い

ま
す
。

ま
ず「
自
分
は
知
っ
て
い
て
、
他
人

も
知
っ
て
い
る
」
こ
れ
が『
開
放
の
窓
』

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
自
分
は
知
っ
て

い
る
け
れ
ど
他
人
は
気
づ
い
て
い
な
い
」

こ
れ
が『
秘
密
の
窓
』と
言
い
ま
す
。「
自

分
は
気
づ
い
て
い
な
い
け
れ
ど
、
他
人

は
知
っ
て
い
る
、
他
人
か
ら
は
見
え
て

い
る
」
と
い
う
の
が『
盲
点
の
窓
』。「
自

分
は
気
づ
い
て
な
く
て
他
人
も
気
づ
い

て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
実
際
の
自
分
の

心
の
中
に
あ
る
窓
」と
い
う
の
が『
未
知

の
窓
』と
い
う
も
の
に
な
り
ま
す
。

自
分
が
気
づ
い
て
い
な
い
の
は
『
盲

点
の
窓
』
と
『
未
知
の
窓
』
の
二
つ
で
、

こ
れ
ら
は
目
や
口
に
も
現
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
な
ぜ
な
ら
無
意
識
で
綴
ら

れ
て
い
る
か
ら
な
ん
で
す
。
基
本
的
に

は
無
意
識
と
か
潜
在
意
識
、
深
層
意
識

の
領
域
な
の
で
、
字
に
は
そ
う
い
っ
た

無
意
識
の
深
層
心
理
に
あ
る
も
の
も
実

は
現
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、『「
字
」
は

「
目
」
や
「
口
」
ほ
ど
に
物
を
言
う
』
と

い
う
の
が
科
学
的
に
も
言
え
る
か
な
と

思
い
ま
す
。

そ
の
科
学
性
み
た
い
な
も
の
を
さ
ら

に
ち
ょ
っ
と
掘
り
下
げ
る
と
で
す
ね
、

6
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「
筆
跡
は
脳
跡
」
と
あ
り
ま
す
が
、
字

を
書
く
際
は
脳
の
様
々
な
領
域
の
活
動

を
伴
い
ま
す
。
脳
の
こ
れ
ら
の
部
分
は

「
書
字
中
枢
」と
言
わ
れ
ま
す
。

意
図
的
な
手
の
動
き
を
指
令
を
出
す

「
エ
ッ
ク
ス
ナ
ー
領
域
」、
そ
れ
と
文
を

文
字
を
算
出
し
た
り
理
解
し
た
り
す
る

「
ブ
ロ
ー
カ
ー
野
」、
文
字
を
認
識
す
る

「
左
角
回
」、
語
種
・
語
彙
を
司
る
「
側

頭
葉
下
部
」が
こ
こ
に
あ
た
り
ま
す
。

で
、
こ
れ
ら
の
領
域
と
い
う
の
が
文

字
や
文
を
書
く
際
に
書
字
中
枢
が
協
調

し
て
連
動
し
て
働
く
こ
と
で
言
葉
に
し

た
り
筆
跡
に
な
っ
た
り
と
い
う
と
こ
ろ

に
つ
な
が
り
ま
す
。

同
じ
「
書
く
」
で
も
パ
ソ
コ
ン
を
使

用
す
る
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
文
字
を

書
く
、
使
用
す
る
場
合
は
字
形
の
構
成

と
か
筆
順
っ
て
い
う
の
を
考
え
な
い
。

文
字
を
打
て
ば
出
て
く
る
わ
け
で
す
か

ら
、
文
字
の
構
成
と
か
筆
順
を
考
え
ず

に
こ
の
右
半
球
の
「
頭
頂
葉
」
っ
て
い

う
の
を
使
わ
な
い
こ
と
に
な
る
ん
で
す

ね
。
パ
ソ
コ
ン
で
文
字
を
打
つ
と
い
う

の
は
、
こ
の
タ
ッ
チ
操
作
に
よ
る
指
の

運
動
な
ん
で
す
け
ど
も
、
慣
れ
て
く
る

と
見
な
い
で
打
て
る
よ
う
に
自
動
化
さ

れ
た
熟
知
運
動
、
繰
り
返
し
行
わ
れ
る

熟
知
運
動
に
な
り
ま
す
。

要
は
文
字
を
実
際
に
手
書
き
で
書
く

と
い
う
意
図
的
な
手
の
動
き
が
な
く
な

る
の
で
、
こ
の
「
ブ
ロ
ー
カ
ー
野
」
の

機
能
が
低
下
す
る
ん
で
す
ね
。

パ
ソ
コ
ン
を
ず
っ
と
実
際
に
文
字
を

書
か
な
い
で
打
ち
続
け
て
い
る
と
、
漢

字
が
書
け
な
く
な
る
。
こ
れ
は
こ
の
脳

内
の
こ
う
い
っ
た
連
動
し
て
働
く
部
分

が
連
動
し
て
な
い
か
ら
で
、
こ
の
脳
内

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
化
に
よ
る
現
象

と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
ま
す
。

で
、
手
で
文
字
を
書
く
と
い
う
行
為

自
体
が
そ
の
人
の
言
語
能
力
を
高
め
る

ん
で
す
ね
！
実
際
に
老
人
ホ
ー
ム
と
か

で
そ
う
い
う
書
字
運
動
み
た
い
な
も
の

が
脳
の
活
性
化
の
運
動
と
し
て
実
際
に

採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
配
者
に
限
ら

ず
若
い
人
で
あ
っ
て
も
、
書
く
と
い
う

行
為
自
体
が
言
語
能
力
を
高
め
ま
す
。

手
指
の
運
動
や
空
間
の
構
築
性
と
い
う

面
で
手
書
き
は
格
段
に
複
雑
な
技
能
、

パ
ソ
コ
ン
と
比
べ
て
複
雑
な
技
能
を
要

し
ま
す
。

手
書
き
の
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
今

だ
か
ら
こ
そ
、
生
活
場
面
で
手
書
き
す

る
機
会
を
意
図
的
に
増
や
す
こ
と
、
生

活
の
い
ろ
ん
な
部
分
で
手
書
き
を
採
用

す
る
こ
と
が
脳
の
発
達
、
心
の
健
康
に

も
必
要
で
あ
る
と
言
え
る
か
と
思
い
ま

す
。次

に
ち
ょ
っ
と
占
い
と
の
違
い
っ
て

い
う
こ
と
で
す
ね
。
私
も
「
筆
跡
の
魔

法
」
な
ん
て
本
を
出
し
て
る
も
ん
で
す

か
ら
、
実
際
に
こ
の
本
を
出
し
た
時
に

ど
こ
に
置
か
れ
た
か
と
い
う
と
占
い
コ

ー
ナ
ー
に
置
か
れ
た
ん
で
す
ね
。
こ
の

占
い
と
の
違
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ

に
書
い
て
あ
る
よ
う
に
不
可
変
性
が
あ

る
か
可
変
性
が
あ
る
か
っ
て
こ
と
な
の

で
す
が
、
占
い
の
場
合
、
生
年
月
日
と

か
名
前
と
か
星
座
と
か
血
液
型
と
か
、

も
う
既
に
も
う
定
め
ら
れ
て
い
る
不
可

変
性
の
も
の
が
基
準
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。筆

跡
診
断
の
場
合
は
可
変
性
の
あ
る

手
書
き
、
文
字
可
変
性
と
い
う
の
は
具

体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、

皆
さ
ん
も
分
か
る
と
思
う
ん
で
す
け

ど
、
子
供
の
頃
の
文
字
と
大
人
に
な
っ

て
か
ら
の
文
字
っ
て
違
う
と
思
い
ま

す
。
で
、
あ
と
手
帳
や
メ
モ
帳
の
文
字

と
、
は
が
き
や
何
か
書
類
に
清
書
す
る

場
合
の
文
字
っ
て
多
分
違
う
と
思
い
ま

す
。
よ
く
私
は
筆
跡
診
断
す
る
と
き
に

「
私
全
然
こ
れ
と
こ
れ
で
字
が
全
然
違

う
よ
う
に
な
る
の
よ
ね
」
と
よ
く
言
わ

れ
る
ん
で
す
ね
。
で
、
確
か
に
見
る
と

違
う
ん
で
す
。

た
だ
違
う
か
ら
と
い
っ
て
別
に
二
重

人
格
と
か
云
々
で
は
な
く
て
、
字
の
巧

拙
、
要
は
上
手
い
下
手
と
か
で
す
ね
。

き
ち
ん
と
く
っ
つ
い
て
る
か
離
れ
て
る

か
ぐ
ら
い
の
差
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら

申
し
上
げ
る
部
分
の
筆
跡
診
断
の
大
枠

っ
て
い
う
の
は
、
実
は
あ
ま
り
変
わ
ん

な
い
ん
で
す
よ
。

私
か
ら
見
る
と
、
全
然
違
う
と
い
っ

て
も
ま
っ
た
く
一
緒
な
ん
で
す
よ
ね
。

あ
と
心
が
ウ
キ
ウ
キ
し
て
る
時
の
文
字

と
落
ち
込
ん
で
い
る
時
の
文
字
。
ま
あ

こ
れ
も
や
っ
ぱ
り
違
う
っ
て
い
う
の
が
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ご
自
身
の
経
験
上
で
も
お
分
か
り
か
と

思
い
ま
す
と
い
う
こ
と
で
、
状
況
に
応

じ
て
文
字
は
変
化
す
る
。
こ
の
変
化
を

伴
う
と
い
う
点
が
占
い
と
の
違
い
と
言

い
ま
す
。

筆
跡
診
断
と
い
う
の
は
、
実
は
何
万

と
い
う
実
際
の
筆
跡
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、

こ
れ
が
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
ご
ざ
い
ま
し

て
、
そ
こ
か
ら
人
間
の
書
き
癖
と
性
格

や
行
動
傾
向
を
結
び
つ
け
て
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
し
て
体
系
化
し
た
と
い
う
も
の
に

な
り
ま
す
の
で
、
よ
り
科
学
的
で
信
頼

性
の
お
け
る
人
間
診
断
法
で
あ
る
と
い

う
ふ
う
に
私
は
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
筆
跡
信
頼
っ
て
多
分
耳
慣
れ

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
海
外
で
は
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
圏
の
方
が
す
ご
く
盛
ん
で

し
て
、
欧
米
で
は
日
本
よ
り
一
世
紀
以

上
前
か
ら
、
あ
の
「
グ
ラ
フ
ォ
ロ
グ
」

と
い
う
筆
跡
に
よ
る
性
格
診
断
法
が
確

立
さ
れ
て
、
広
く
社
会
に
認
知
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
に
あ
の
グ
ラ
フ
ォ
ロ
グ
協

会
と
い
う
協
会
も
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ

が
世
界
の
筆
跡
診
断
の
総
本
山
と
も
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
で
は
諸
文
化

の
影
響
も
あ
り
ま
し
て
、
墨
で
書
か
れ

た
筆
跡
が
美
術
的
な
鑑
賞
の
対
象
と
し

て
扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
で
、
そ
う
い

っ
た
文
字
と
人
間
を
科
学
的
に
分
析
す

る
と
い
う
よ
り
、
書
か
れ
た
文
字
の
美

術
性
み
た
い
な
も
の
に
、
注
目
さ
れ
た

の
で
す
ね
。

結
局
、
文
字
と
性
格
の
関
係
の
分
析

が
欧
米
よ
り
遅
れ
る
こ
と
約
一
世
紀

で
、
日
本
筆
跡
診
断
士
協
会
の
森
岡
恒

舟
先
生
、
私
の
筆
跡
診
断
の
師
匠
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
筆
跡
と
性
格
と
の
相
関

関
係
を
見
出
し
て
1
9
9
4
年
に
体

系
化
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
た
の
が
こ
の

日
本
の
筆
跡
診
断
の
ス
タ
ー
ト
と
い
う

こ
と
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
皆
さ
ん
に
も
実
際
に
文

字
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
配
り

し
た
は
が
き
に
「
東
京
都
八
王
子
市
小

門
町
1
丁
目
1
番
地
1
号　

岡
村
太
郎

様
」と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

実
際
に
ど
の
ど
う
い
う
文
字
が
ど
う

い
う
特
徴
あ
る
の
か
っ
て
い
う
こ
と
を

ご
説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
自
分
の
文
字
と
見
比
べ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
判
断
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

こ
の
順
番
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
金
運
ア
ッ
プ
：
上
開
下
閉
／
開
空
間　

広
／
大
弧

○
恋
愛
力
ア
ッ
プ
：
左
ば
ら
い
長
／
散　

開
点
／
装
飾

○
リ
ー
ダ
ー
力
：
頭
部
長
突
出
／
開
空　

間
広
／
接
筆
開

○
目
標
実
現
力
：
縦
線
下
部
長
突
出
／　

は
ね
強
／
等
間
隔

ま
ず
「
上
開

下
閉
」
と
い
う

の
が
あ
り
ま
し

て
、
例
え
ば
口

と
い
う
字
で
す

が
、
上
開
下
閉

と
い
う
の
は
ハ

ガ
キ
に
書
か
れ

た
文
字
で
言
う

と
、
例
え
ば
東
京
の
東
、
東
京
の
京
と

い
う
字
、
そ
れ
と
小
門
町
の
町
と
い
う

字
で
す
ね
。
あ
と
1
丁
目
の
目
、
そ
れ

と
号
で
、
上
開
下
閉
と
い
う
部
分
が
特

徴
で
取
れ
る
の
で
見
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
上
が
開
い
て
る
っ
て
い
う

の
は
、
金
的
に
は
こ
こ
が
お
金
が
入
る

入
り
口
っ
て
言
わ
れ
て
ま
す
。
下
が
閉

じ
る
と
い
う
の
は
下
に
漏
ら
さ
ず
に
き

ち
ん
と
無
駄
な
お
金
を
使
わ
ず
に
貯
め

る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
器
の
形
を
し
て
る
か
ら
単

純
に
そ
う
い
う
風
に
言
え
る
の
か
で
も

な
く
て
、
実
は
ち
ょ
っ
と
心
理
学
的
な

意
味
に
な
っ
て
左
上
が
閉
じ
て
る
人
っ

て
い
う
の
は
基
本
的
に
真
面
目
な
ん
だ

け
ど
、
周
り
を
ち
ょ
っ
と
寄
せ
つ
け
な

か
っ
た
り
頑
固
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
ち

ょ
っ
と
外
か
ら
来
る
も
の
に
対
し
て
拒

否
反
応
を
示
す
部
分
が
若
干
あ
る
ん
で

す
ね
。
そ
れ
に
対
し
て
こ
こ
が
開
い
て

る
人
っ
て
い
う
の
は
許
容
性
と
か
、
容

認
性
と
か
、
周
り
を
受
け
入
れ
る
と
い

う
よ
う
な
意
味
に
な
り
ま
す
。

閉
じ
て
る
よ
り
も
開
い
て
る
方
が
人

脈
で
あ
っ
た
り
と
か
、
金
運
的
な
も
の

を
自
分
の
中
に
取
り
込
み
や
す
い
。
で

は
今
度
下
の
部
分
っ
て
い
う
の
は
器
の

下
が
閉
じ
て
る
か
ら
と
い
う
単
純
な
意

味
合
い
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
下
が
閉
じ

て
る
人
っ
て
い
う
の
は
基
本
的
に
最
後

ま
で
意
識
が
「
口
」
で
文
字
を
完
成
さ

せ
る
ま
で
意
識
が
向
い
て
る
人
な
ん
で

す
ね
。

無
意
識
に
意
識
が
向
い
て
い
る
っ
て

言
っ
て
変
で
す
け
ど
、
基
本
的
に
閉
じ

る
と
い
う
こ
と
は
、
最
後
ま
で
油
断
し

な
い
、
逆
に
開
い
て
る
人
は
ち
ょ
っ
と

脇
の
甘
さ
で
あ
っ
た
り
と
か
、
ち
ょ
っ

と
う
っ
か
り
ミ
ス
が
多
か
っ
た
り
忘
れ

物
が
多
か
っ
た
り
と
い
う
人
が
結
構
下

が
開
い
ち
ゃ
う
人
な
ん
で
す
ね
。

上
も
閉
じ
て
下
も
閉
じ
て
る
と
全
然

お
金
が
入
っ
て
こ
な
い
か
ら
ど
う
な
の
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っ
て
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
で
す
け

ど
、
お
金
の
流
通
っ
て
い
う
の
は
こ
こ

だ
け
で
見
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
ち

な
み
に
上
も
下
も
全
部
閉
じ
て
る
っ
て

方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

そ
う
い
っ
た
方
は
堅
実
派
な
ん
で

す
。
お
金
に
対
し
て
す
ご
く
誠
実
で
真

面
目
で
、
大
き
く
も
入
っ
て
こ
な
い
か

も
し
れ
な
い
け
ど
、
か
と
い
っ
て
無
駄

遣
い
も
し
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
き
ち
ん
と
閉
め
る
べ
き
と
こ
ろ

を
閉
め
て
い
る
。

逆
に
上
も
下
も
開
い
ち
ゃ
っ
て
る
人

っ
て
い
う
の
は
入
り
も
す
る
け
ど
出
て

も
行
っ
ち
ゃ
う
。
私
が
よ
く
言
う
の

が
、
ち
ょ
っ
と
お
金
が
ダ
ダ
漏
れ
で
、

特
に
下
の
両
サ
イ
ド
が
開
い
て
る
人
は

結
構
本
当
に
ダ
ダ
漏
れ
だ
と
思
い
ま

す
。中

に
は
結
構
い
る
の
で
す
け
れ
ど
、

外
か
ら
の
も
の
を
受
け
入
れ
て
き
ち
ん

と
最
後
を
閉
め
る
の
は
お
金
が
貯
ま
る

書
き
方
、
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

「
学　

校
」
の
間
の
空
間
、「
校
」
の

文
字
の
間
の
空
間
を
開
空
間
、
も
し
く

は
中
国
で
は
空
気
の
気
に
宇
宙
の
宇
と

書
い
て
「
気
宇
」
と
言
わ
れ
て
い
る
ん

で
す
ね
。
こ
こ
が
文
字
の
中
の
気
の
巡

り
の
良
さ
を
表
す
部
分
。
こ
こ
が
狭
い

人
は
さ
き
程
の
口
の
上
が
閉
じ
て
る
書

き
方
と
同
じ
で
、
外
か
ら
の
も
の
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
対
し
て
ち
ょ
っ
と
抵

抗
感
、
ガ
ー
ド
感
っ
て
い
う
の
が
あ
っ

て
、
な
か
な
か
金
運
が
巡
り
に
く
い
と

言
わ
れ
て
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
「
学　

校
」
の
文
字

は
実
は
植
木
等
さ
ん
の
文
字
な
ん
で
す

け
れ
ど
、
植
木
等
さ
ん
は
こ
れ
に
限
ら

ず
結
構
開
空
間
の
広
い
文
字
を
沢
山
書

か
れ
て
お
り
ま
す
。
植
木
等
さ
ん
の
文

字
は
も
っ
と
大
き
く
開
い
て
る
の
も
沢

山
あ
り
ま
す
。

こ
こ
の
要
は
、
物
と
か
お
金
と
か
人

の
ご
縁
で
あ
っ
た
り
、
ひ
い
て
は
例
え

ば
仕
事
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
り
と
い

う
と
こ
ろ
の
巡
る
、
流
通
す
る
部
分
な

ん
で
す
ね
。
こ
こ
が
広
い
方
と
い
う
の

は
、
外
に
対
し
て
好
奇
心
が
旺
盛
で
、

気
持
ち
の
窓
が
開
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
表
し
て
ま
し
て
、
基
本
的
に
は
受

け
入
れ
る
気
持
ち
の
下
地
と
い
う
の
が

き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
の
で
い
ろ
ん
な

も
の
が
入
っ
て
き
や
す
い
、
そ
こ
か
ら

金
運
に
も
恵
ま
れ
る
と
い
う
風
に
言
わ

れ
て
ま
す
。

先
ほ
ど
書
い
て
い
た
だ
い
た
中
で
開

空
間
を
見
る
の
は
、
東
京
都
の
「
都
」、

番
地
の
「
地
」、
あ
と
岡
村
の
「
村
」、

太
郎
の
「
郎
」
な
ど
文
字
の
偏
と
旁
で

構
成
さ
れ
て
い
る
文
字
の
空
間
を
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

次
に
あ
る
の
が
大
弧
型
と
い
う
も
の

で
す
ね
。
大
き
い
弧
と
書
い
て
大
弧
と

言
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
右
側
の

吉
永
小
百
合
さ
ん
の
最
後
の
百
合
と
い

う
文
字
が
百
合
に
見
え
な
い
ん
で
す
け

れ
ど
、
か
な
り
崩
し
て
る
の
で
、
た
だ

字
の
特
徴
と
し
て
見
て
い
た
だ
き
た
い

の
は
こ
こ
の
部
分
に
大
き
い
弧
を
描
い

て
い
る
と
い
う
書
き
方
な
ん
で
す
ね
。

私
の
本
で
高
橋
尚
子
さ
ん
と
対
談
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
、
尚
子
さ
ん
に
文
字

を
書
い
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、

高
橋
尚
子
の
子
の
字
が
も
の
す
ご
い
大

き
い
弧
を
描
い
て
る
ん
で
す
よ
。

こ
れ
は
ね
、
文
字
と
し
て
は
正
解
か

不
正
解
か
と
い
う
と
不
正
解
で
す
。
ち

ゃ
ん
と
し
た
文
字
の
書
き
方
で
は
な

い
。
だ
け
ど
こ
の
文
字
を
筆
跡
診
断
の

こ
と
を
何
も
レ
ク
チ
ャ
ー
し
な
い
で
自

然
に
書
け
て
る
と
こ
ろ
が
す
ご
い
と
こ

ろ
で
、
こ
の
大
弧
と
い
う
字
が
ど
う
い

う
意
味
合
い
か
と
い
う
と
大
物
と
か
天

下
取
り
の
相
な
ん
で
す
。

後
で
も
説
明
致
し
ま
す
が
、
こ
の
弧

の
中
の
部
分
に
い
ろ
ん
な
も
の
が
溜
ま

っ
て
い
く
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
り
ま

す
。
文
字
と
し
て
は
間
違
い
だ
し
、
皆

さ
ん
も
日
常
書
く
と
き
に
は
、
例
え
ば

子
供
の
子
を
書
く
と
き
に
普
通
に
止
め

て
跳
ね
る
書
き
方
を
推
奨
し
ま
す
け
れ

ど
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
と
き
に
こ
う
い

う
大
き
い
弧
の
書
き
方
を
す
る
の
は
全

然
あ
り
か
な
と
思
い
ま
す
。
皆
様
が
書

か
れ
た
文
字
で
い
う
と
、
八
王
子
の

「
子
」を
見
て
く
だ
さ
い
。

次
に
恋
愛
力
ア
ッ
プ
で
す
。
こ
れ
か

ら
恋
愛
し
た
い
と
い
う
方
、
も
し
く
は

ご
夫
婦
関
係
を
良
く
し
て
い
き
た
い
と

い
う
方
に
お
薦
め
で
す
。「
左
ば
ら
い

長
」、「
散
開
点
」、「
装
飾
」
が
あ
り
ま

す
。こ

れ
は
沢
田
研
二
さ
ん
、
ジ
ュ
リ
ー

の
で
す
ね
、
サ
イ
ン
と
い
う
か
筆
跡
な

ん
で
す
け
ど
、
か
な
り
文
字
自
体
崩
し

9



10

て
お
り
ま
す
が
、「
左
ば
ら
い
長
」
に

あ
た
る
の
は
「
沢
」
と
「
研
」
の
部
分
に

な
り
ま
す
。

こ
の
部
分
が
サ
ー
ッ
と
左
に
払
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
の
部
分
が
長
く
な
る
人

っ
て
い
う
の
は
、
基
本
的
に
性
格
的
に

は
ち
ょ
っ
と
目
立
ち
た
が
り
屋
で
、
自

己
顕
示
欲
の
強
さ
み
た
い
な
も
の
を
表

す
反
面
、
例
え
ば
男
性
で
も
女
性
で
も

そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
こ
こ
の
払
い
が

長
い
方
っ
て
結
構
モ
テ
る
方
が
多
い
ん

で
す
よ
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
華
や
か
さ
が
あ
る

か
ら
、
文
字
を
華
や
か
に
飾
る
と
い
う

か
作
る
人
っ
て
い
う
の
は
、
や
は
り
自

分
自
身
も
華
や
か
に
し
て
い
き
た
い
、

綺
麗
に
見
ら
れ
た
い
っ
て
い
う
と
こ
ろ

が
あ
る
ん
で
す
ね
。
自
分
の
中
に
あ
る

も
の
を
外
に
表
明
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
の
表
れ
だ
っ
た
り
す
る
ん
で
す
ね
。

な
の
で
、
こ
の
左
払
い
は
結
構
芸
能

人
に
実
際
に
多
い
筆
跡
で
し
て
、
沢
田

研
二
さ
ん
が
か
な
り
極
端
に
長
い
の
で

今
回
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。婚

活
の
セ
ミ
ナ
ー
と
か
婚
活
パ
ー
テ

ィ
ー
と
か
で
も
、
私
は
ち
ょ
っ
と
レ
ク

チ
ャ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
そ
こ
で
モ
テ
文
字
と
言
っ
て
る

特
徴
が
あ
っ
て
、
そ
の
モ
テ
文
字
の
中

の
「
左
ば
ら
い
長
」
は
一
つ
な
ん
で
す

ね
。
で
、
実
際
に
こ
の
特
徴
を
取
り
入

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
自
分
自
身
が
も

の
す
ご
く
華
や
か
な
気
持
ち
に
も
な
っ

て
い
き
ま
す
。
な
ん
で
そ
う
な
っ
て
い

く
か
を
心
理
学
的
に
言
う
と
、
こ
の
文

字
は
完
成
さ
れ
る
前
の
文
字
な
ん
で
す

よ
ね
。

左
払
い
っ
て
往
々
に
そ
う
な
ん
で
す

け
ど
、
文
字
が
完
成
す
る
前
に
文
字
の

中
心
部
か
ら
ど
ん
ど
ん
離
れ
て
い
く
線

な
ん
で
す
ね
。
で
、
な
ん
で
離
れ
て
い

っ
ち
ゃ
う
の
か
と
い
う
と
離
れ
て
い
っ

て
も
な
お
自
分
を
表
明
し
た
い
っ
て
い

う
気
持
ち
の
表
れ
と
い
う
風
に
言
わ
れ

て
ま
し
て
、
結
局
左
側
を
長
く
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
ま
た
文
字
の
中
心
部
に
戻

す
の
に
無
駄
な
カ
ロ
リ
ー
を
使
っ
て
し

ま
う
の
で
、
そ
の
無
駄
な
カ
ロ
リ
ー
と

か
無
駄
を
使
っ
て
で
も
な
ん
で
も
や
っ

ぱ
り
自
分
自
身
を
外
に
表
明
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
の
表
れ
が
華
や
か
さ
と
か

ス
タ
ー
性
と
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
に

表
わ
れ
て
い
き
ま
す
の
で
、
私
が
モ
テ

文
字
と
言
っ
て
い
る
特
徴
の
代
表
的
な

一
つ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
「
散
開
点
」
型
と
言
い
ま
し
て
、

散
ら
す
＋
開
く
点
で
す
。
ど
う
い
う
特

徴
か
と
い
う
と
こ
ち
ら
で
す
ね
。「
馬
」

と
か
「
魚
」
み
た
い
な
点
が
外
に
開
く

よ
う
な
描
き
方
で
す
ね
。

い
わ
ゆ
る
点
を
散
ら
す
描
き
方
っ
て

い
う
の
は
社
交
性
と
か
私
を
見
て
ね
っ

て
い
う
手
を
広
げ
て
る
感
覚
が
こ
の
点

を
開
か
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
非
常
に
や
っ
ぱ
り
存
在
感
が
増
す

ん
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
今
ま
で
例
え
ば
路
傍

の
華
で
見
え
な
か
っ
た
、
見
え
に
く
か

っ
た
女
性
で
も
、
こ
の
点
を
開
く
こ
と

で
自
ず
と
周
り
か
ら
注
目
さ
れ
た
り
目

を
引
い
た
り
と
か
っ
て
い
う
と
こ
ろ
が

出
て
き
て
、
い
わ
ゆ
る
モ
テ
る
部
分
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま

す
。（
続
く
）

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

心
の
持
ち
方
が
健
康
を
決
め
る
Ⅱ

　
　
　
　
　
　

森
安 

政
仁

私
が
こ
れ
ま
で
全
国
の
方
々
の
心
身

の
無
料
お
悩
み
相
談
を
受
け
て
の
経
験

上
、
健
康
問
題
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る

い
く
つ
か
の
例
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

1
．
肩
こ
り
→
人
間
関
係
、心
の
葛
藤
、　

争
い
が
あ
っ
た
時
、
あ
る
い
は
相
手　

と
の
関
係
が
悪
い
方
に
い
っ
た
時
く　

る怒
り
、
憎
し
み
、
妬
み
、
怒
り
等
の

　

心男
性
よ
り
女
性
の
方
が
多
い
よ
う
で

　

す男
性
か
ら
の
念
―
右
側

女
性
か
ら
の
念
―
左
側

2
．
頭
痛
→
同
右
記

3
．
目
の
充
血　

相
手
が
強
い
怒
り
、　

憎
し
み
等
を
も
っ
た
時
く
る

右
目
―
男
性

左
目
―
女
性

4
．
耳
鳴
り
が
き
た
ら
―
相
手
の
意
見　

を
聞
き
な
さ
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で　

す右
耳
―
男
性　

左
耳
―
女
性

5
．
足
の
爪
の
変
化

右
は
男
性
か
ら
の
念

10
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左
は
女
性
か
ら
の
念

6
．
顔
→
い
つ
も
笑
顔
の
人
は
健
康
で　

すい
つ
も
笑
顔
が
な
く
、
く
も
っ
て
い

　

る
人
―
人
間
関
係
の
争
い
を
し
て
い

　

る
人
と
思
い
ま
す

7
．
心
友
→
男
女
を
と
わ
ず
、
心
を
空　

に
す
る
為
ス
ト
レ
ス
を
聞
い
て
く
れ　

る
人
、
人
生
の
中
で
大
切
に
し
た
い

8
．
手
の
腱
鞘
炎
、
痛
み
、
し
び
れ

生
霊
で
す　

右
側
―
男
性　

左
側
―
女
性

9
．
腰
の
不
調
―
男
性
が
多
い
よ
う
で　

す　

先
祖
の
供
養
人
間
関
係
の
修
復

10
．
急
に
め
ま
い
が
き
た
時

自
分
の
心
の
想
念
が
悪
い
時
に
き
ま

　

す　

他
人
を
強
く
怒
り
、
憎
し
み
等

　

を
心
に
も
っ
た
時
き
ま
す
。

又
、
相
手
か
ら
強
い
怒
り
憎
し
み
等

　

が
き
た
場
合　

相
手
が
わ
か
っ
た
ら

　

早
く
許
し
て
く
だ
さ
い
と
謝
る

悪
く
な
く
と
も
、
目
に
見
え
な
い
世

　

界
を
信
じ
る
人
は
祈
っ
て
消
す
こ
と

11
．
急
に
痛
み
が
き
た
場
合

	

助
け
を
求
め
て
き
た
霊
魂
の
場
合

は
、　

宇
宙
の
神
に
祈
っ
て
い
る
と

軽
く
な
り
ま
す

人
間
関
係
の
場
合
は
、
相
手
の
思
い

　

の
念
を
祈
り
の
中
で
消
し
て
い
く
方

　

法
し
か
な
い
と
思
い
ま
す

心
の
中
で
悪
く
な
く
て
も
、
相
手
に

　

祈
り
の
中
で
早
く
消
し
て
い
く
こ
と

　

が
大
切
と
思
う

12
．
運
が
良
い
人
→
先
祖
の
徳
を
頂
い　

て
い
る
人　

世
の
た
め
人
の
た
め
に　

尽
く
し
て
い
る
人　

運
が
悪
い
人
→
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば

　

と
思
っ
て
い
る
人　

親
を
粗
末
に
し

　

て
い
る
人

13
．
憎
し
み
の
心

他
人
を
憎
む
心
が
、
自
分
自
身
が
体

　

調
不
良
に
な
る

悪
く
な
く
と
も
早
く
気
付
く
こ
と
が

　

大
切
と
思
う

14
．
子
供
の
夜
泣
き
の
原
因

夫
婦
の
仲
が
悪
い
と
夜
泣
き
し
ま
す

両
家
の
先
祖
の
知
ら
せ
と
思
い
ま
す

早
く
夫
婦
が
気
付
い
て
欲
し
い
で
す

	

私
は
東
京
に
行
く
時
に
子
供
が
泣
い　

て
い
る
時
、先
祖
に
祈
っ
て
や
る
と
、　

子
供
は
静
か
に
な
り
ま
す

15
．
財
産
争
い

	

昔
か
ら
の
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に　

兄
弟
姉
妹
は
父
母
の
亡
く
な
っ
た
後
、　

財
産
争
い
が
多
い
と
思
い
ま
す

財
産
争
い
を
す
る
と
先
祖
様
は
、
あ

　

の
世
で
苦
し
み
こ
の
世
の
人
も
幸
せ

　

は
な
い
と
思
い
ま
す

こ
の
世
の
人
も
苦
し
み
、
あ
の
世
の

　

人
も
苦
し
み
早
く
気
づ
い
て
い
く
こ

　

と
で
す

こ
の
世
の
人
も
幸
せ
な
ら
、
あ
の
世

　

の
先
祖
も
幸
せ
で
し
っ
か
り
こ
の
世

　

の
人
を
目
に
見
え
な
い
世
界
で
守
っ

　

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す

16
．
祈
り
効
用
に
つ
い
て

真
心
で
祈
る
→
相
手
に
良
い
面
も
、

　

悪
い
面
も
通
じ
る
と
思
い
ま
す
。

	

私
は
電
話
で
は
、「
神
様
、
お
ま
か
せ　

し
ま
す
」
と
言
っ
て
、
右
手
で
九
字　

を
切
っ
て
相
談
者
の
痛
い
部
分
悪
い　

所
へ
目
掛
け
て
祈
り
ま
す

大
体
軽
く
な
っ
た
か
尋
ね
て
、
そ
し

　

て
心
の
持
ち
方
を
教
え
て
い
ま
す

健
康
に
は
皆
気
を
使
い
ま
す
が
、
心

に
は
あ
ま
り
気
づ
い
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
心
に
毒
又
は
争
い
を
持
っ
て
い

れ
ば
、
ど
ん
な
良
い
薬
も
効
か
な
い
と

思
い
ま
す

知
り
合
い
の
健
康
な
90
歳
～
1
0
0

歳
の
方
々
に
心
の
持
ち
方
を
尋
ね
ま
し
た
。

①
ス
ト
レ
ス
に
強
い

②
前
向
き
な
考
え
を
し
て
い
る

③
異
性
に
興
味
が
あ
る

④
色
々
な
人
と
対
話
す
る

⑤
長
命
の
方
は
皆
、
私
と
出
会
っ
た
人　

の
話
で
は
、
家
族
や
父
母
が
3
歳
～　

5
歳
の
頃
の
家
族
の
教
育
が
良
い
よ　

う
で
す
。

人
の
悪
い
死
に
方
―
水
子
を
殺
す
、
人

を
殺
す

生
霊
は
肉
体
の
弱
い
と
こ
ろ
に
く
る
と

思
う

世
界
保
健
機
関　

健
康
の
定
義

①
肉
体
的
な
健
康

②
精
神
的
な
健
康

③
社
会
的
な
健
康

④
霊
的
な
健
康

健
康
に
つ
い
て

   　
　

森
安
一（
82
歳
と
10
ヶ
月
）

①
心
が
豊
か
で
あ
れ
ば
、
年
を
重
ね
て　

も
認
知
症
に
な
ら
な
い
と
思
う

②
昔
か
ら
あ
る
大
豆
か
ら
と
っ
た
核
酸　

は
新
鮮
さ
を
保
ち
人
間
の
細
胞
を
元　

気
に
す
る

③
世
の
中
に
は
、
身
体
の
健
康
に
は
気　

11
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を
使
う
が
、
心
の
方
が
強
い
憎
し
み　

や
怒
り
等
又
不
安
と
い
っ
た
思
い
を　

持
つ
か
ら
不
調
に
な
る
と
思
う

④
身
体
に
痛
み
し
び
れ
不
調
が
き
た

ら
、　

不
幸
の
始
ま
り
と
思
う

	

早
く
気
づ
い
て
人
間
関
係
の
修
復
が　

大
切
と
思
う

⑤
心
の
勉
強
は
心
の
栄
養
失
調
を
治
し　

て
い
く
こ
と
で
あ
る

	

心
の
栄
養
と
は
笑
顔
で
あ
り
、
親
切　

で
あ
る　

心
の
栄
養
を
出
す
こ
と

⑥
健
康
と
は
快
眠
、
快
食
、
快
便
で
あ　

る
と
思
う

⑦
病
気
の
根
源
は
霊
障
で
あ
る

⑧
か
ん
し
ゃ
く
を
起
こ
す
と
、
筋
肉
が　

緊
張
し
て
神
経
痛
を
作
る
と
思
う

⑨
短
気
で
怒
り
っ
ぽ
い
人
は
、
喘
息
に　

な
り
や
す
い
と
思
う

⑩
気
分
に
む
ら
が
あ
る
人
は
、
乱
視
や　

目
の
病
気
に
な
り
や
す
い
と
思
う

⑪
他
人
を
憎
ん
だ
ら
自
分
の
体
調
が
不　

良
に
な
り
何
も
か
も
良
い
方
に
は
い　

か
な
い　

目
に
見
え
な
い
世
界
も
応　

援
し
な
い
と
思
う

	

身
体
が
だ
る
く
き
つ
い
状
態
に
な
る　

と
思
う　

早
く
気
づ
い
て
心
を
穏
や　

か
な
状
態
に
戻
す
こ
と
だ
と
思
う

⑫
毎
日
有
難
う
の
心
を
続
け
て
い
け
ば
、　

人
生
健
康
で
過
ご
せ
る
と
思
う

⑬
心
の
中
の
悪
い
感
情
を
な
く
す
こ
と

	

憎
し
み
の
心
、
不
平
不
満
の
心
、
疑　

い
の
心
、
迷
い
の
心
、
妬
み
の
心
、　

心
配
の
心
、
怒
り
の
心
、
イ
ラ
イ
ラ　

す
る
心
、
せ
か
せ
か
す
る
心
を
持
つ　

と
体
調
は
悪
い
方
に
行
く
と
思
う

⑭
い
つ
も
正
し
い
心

⑮
皆
と
仲
良
く
調
和
し
て
感
謝
の
生
活　

を
す
る
こ
と

⑯
健
康
の
秘
訣
、
自
分
の
心
を
空
に
す　

る
こ
と
が
良
い
よ
う
で
す

健
康
で
肉
体
的
、
精
神
的
又
社
会
的
に

貢
献
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
う

い
わ
ば
、
生
き
が
い
を
も
つ
こ
と
が
幸

せ
な
日
々
を
送
れ
る
と
思
う

人
は
年
齢
を
重
ね
た
だ
け
で
、
老
い
は

な
い
と
思
う

現
在
80
代
に
な
っ
て
気
付
い
た
こ
と
は
、

理
想
を
な
く
し
た
時
に
老
い
る
と
思
う

希
望
あ
る
限
り
若
く
、
失
望
と
共
に
老

い
る
と
思
う

「
親
孝
行
」
と
い
う
と
、
今
の
若
い

人
た
ち
に
と
っ
て
は
古
く
さ
く
思
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
「
這
え
ば
立
て　

立
て
ば
歩
め

の
親
心
」
と
い
う
よ
う
に
、
親
は
わ
が

子
が
幾
つ
に
な
っ
て
も
成
長
と
幸
せ
を

願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
親
心
こ
そ
、
自

然
な
愛
情
の
発
露
だ
と
思
い
ま
す
。

近
年
、
結
婚
し
な
い
男
女
が
増
え
、

共
稼
ぎ
で
子
ど
も
を
持
た
な
い
夫
婦
、

少
子
化
や
核
家
族
化
で
郷
里
を
離
れ
、

親
の
面
倒
を
見
ら
れ
な
い
人
も
い
ま

す
。
親
孝
行
し
た
く
て
も
金
銭
的
、
時

間
的
に
余
裕
が
な
い
人
も
い
ま
す
。

し
か
し
、
ど
れ
も
親
不
孝
だ
と
決
め

つ
け
る
の
は
早
計
で
す
。
私
は
七
十
路

の
半
ば
を
超
え
て
気
付
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
真
の
親
孝
行
と
は
、
親
に
お

金
を
あ
げ
る
こ
と
や
面
倒
を
見
る
こ
と

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
親
に
心
配
を

掛
け
ず
、
立
派
に
社
会
に
役
立
つ
人
間

に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
親
は
願
っ
て
い

る
の
で
す
。
私
た
ち
の
精
神
は
悠
久
な

先
祖
の
流
れ
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
家

庭
の
和
、
人
の
和
、
社
会
の
和
を
大
切

に
し
て
正
し
く
生
き
る
こ
と
こ
そ
が
、

人
の
生
き
る
道
で
あ
り
、
親
の
恩
に
報

い
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

商
売
や
人
か
ら
受
け
た
相
談
事
を
通

じ
て
、
人
間
関
係
の
大
切
さ
を
40
～
50

代
に
な
っ
て
気
付
き
ま
し
た
。
今
、
い

じ
め
な
ど
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
若
い
と
き
か
ら
争
い
事
を
す
る

と
老
後
は
幸
せ
が
訪
れ
な
い
と
思
い
ま

す
。
人
を
い
じ
め
る
と
相
手
か
ら
悪
い

思
い
が
き
て
、
互
い
に
体
調
が
不
調
に

な
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

一
方
、
若
い
と
き
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
で
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
で
、

老
後
の
人
生
が
幸
せ
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
社
会
貢
献
す
れ
ば
、
会
社
員
で
も

営
業
マ
ン
で
も
、
目
に
見
え
な
い
と
こ

ろ
で
応
援
し
て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
は
保
険
や
車
の
セ
ー
ル

ス
で
ト
ッ
プ
級
の
成
績
を
上
げ
て
お

り
、
皆
良
心
的
で
誠
実
で
あ
る
こ
と
に

私
は
気
付
き
ま
し
た
。

運
が
良
い
人
は
親
孝
行
と
社
会
貢
献

す
る
人
で
、
口
だ
け
う
ま
い
人
は
真
心

が
な
い
よ
う
に
私
は
思
い
ま
す
。
人
情

も
大
切
で
す
。
両
親
と
、
世
話
に
な
っ

た
人
に
は
い
つ
も
感
謝
の
心
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
年
を
重
ね
て
、
人
間

関
係
の
大
切
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。

心
を
信
用
で
き
る「
心
友
」は
一
人
で

い
い
と
思
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
が
消
え

て
健
康
的
生
活
が
で
き
ま
す
。
体
調
が

悪
く
て
健
康
診
断
を
受
け
て
何
も
異
常

が
な
い
場
合
は
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
し

ょ
う
。
そ
し
て
父
母
を
大
切
に
す
る
こ

と
で
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
き
、
運
も

見
方
を
し
て
く
れ
る
と
確
信
し
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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・�イギリスの肖像画家は、初対面でも人を見
ると、その背後に亡くなった関わりのある
人たちの姿が見え、その人物像を描くとい
う。
�～生前の写真と故人の肖像画を見比べる
と、驚くほど似ている。私も背後に視える
人物画を書いてもらったが、残念ながら人
物は不明？

・�死者との再会を望むレイモンド・ムーディ
博士の「鏡視実験」の追試を行った。
�～実験では、5人に一人は「光を見た。姿
を見た。恩師に会えた。母に逢えた」とい
う反応があった。

・�ドイツの物理学者ジェンコフスキー博士た
ちは、テレビの空きチャンネルに呼びかけ
て「霊界と交信」を行っている。
�～霊界から送られる映像は24コマに1フレ
ームに交信画像が写るという。今は世界
12か国に交信実験者がいるという。

7）霊能者の脳を科学する
・�「霊能者の霊視における脳内の活動はどう

なっているのか？」。脳内の科学機器によ
る測定実験を病院で1年半研究を行った。
�～霊能者の脳内の前頭葉では、変性意識状
態に近いレベルになると、後頭部の視覚野
にイメージが次々に出現することが判明。
�　さらに、脳がボーッとして何も考えない
状態を「デフォルト・モード」といい、外
界からインスピレーションが届くとも言
う。

「人はなぜ生きる？」
心霊現象の研究は、単に霊がある、無しの

問 題 で は な い。「 人 は 何 の 為 に 生 き る の
か？」。この世でどんなに辛い試練に出会う
とも、悲しみ、苦しみ、絶望が大きいほど、
いわば「試練」の時こそ、魂は成長する。失
敗や挫折が大きいほど魂は強くなる。いわば
人生は辛くとも、魂の向上のために、言い換
えれば、霊格（人格）を磨くために生き、生
かされているのだともいえる。その気づきが
大切なのだが。要は現世に於いて、どれほど
の気づきがあり、「心」が磨かれ「魂」が向上
したのか、敢えて辛い試練が与えられる、い
わば人生試験のようなもので試されている。

因果の法則により、人は何度も輪廻転生を
繰り返し、魂を磨きつつ、より進化向上して
人格を高め、人間性を磨いて向上していく。
それこそが今生かされている人生の目的なの
だ。世のため、人のため、奢らず、謙虚に、
無償の愛で、すべてに感謝の心を持つなら
ば、魂はより高い次元へと向上していく。す
べての人々が高次元の魂になれば、人との争
いも、戦争も起こらず、平和な世界が実現す
るだろう。だが人々が目覚めるための道のり
は長くて遠い。私たちは、いま生きている。
否、生かされている。この人生「何のために
生きるのか？」その最も大切な気づきとは、

「魂を磨く」こと。
「人の歓びの分かる人、人の悲しみの分か

る人、人の心の分かる人」になりたい。

13
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できる霊能者による「百本ローソク」という
招霊の儀式を試みた。この撮影では人の目に
見えないものが写る紫外線カメラから、通常
のENGカメラ、さらに近赤外線や遠赤外線
カメラまで準備、しかも低周波や高周波測定
器、音響分析器、浮遊物を識別できる測定器
まで準備してオーブの撮影実験を行った。そ
こで夥しい球体が飛来する様子が撮影出来
た。霊能者曰く「オーブは霊魂です」。
＊（注）光とは電磁波の一種であり、目に見
えない200～380nmまでの波長を紫外光。可
視光領域は380～780nm。近赤外光は780nm
～2 , 500nm。それ以上、波長が長い光を遠
赤外光という。＊オーブは近赤外光で写るこ
とが判明した。

・�事故物件のアパート（自殺）では、幽霊の
ような怪奇現象が現れるという住人からの
訴えで撮影実験した。
�～各種の撮影機材を準備、特に高感度波動
測定器を使って撮影し、空間からオーブが
現れ、飛来して空間に消えゆく場面を撮影
できた。

・�閉店に追い込まれた怪奇現象の店内を撮
影、廊下や天井裏ではオーブが数々と出
現、ラップ現象も夥しかった。
�～この場所はかっての死体置き場だった。
そのため店員の自殺者も数人出たので閉店
せざるを得なかった。

4）死霊の検証
・�高原の小屋で登山者が度々幽霊を目撃。警

察署で調べたらこの小屋で若い女性が殺さ
れた事件が判明した。
�～その小屋の撮影取材でスタッフ5人全員
の声が出なくなり、下山して同行の霊感者
にお祓いしてもらい声が元に戻った。
�～後日、この小屋も今はなく、霊感あるタ
レントの感受性テストをしたら殺人現場を
指摘した。今は未解決事件となっている。

・�岐阜の団地で幽霊目撃や奇怪な事件が起
き、各局とも取材合戦となり話題が過熱し

た。
�～我が取材調査では住宅建材説、地下の水
脈説、土地の歴史的因果関係説など調査し
たが、古戦場との因果関係を指摘した。
�私は高僧に土地のお祓を依頼。土地に纏わ
る因縁霊を除霊、浄霊の儀式を行ったら、
ピタリと怪奇現象が収まった。

5）憑依霊とは？
・�仲間17人で旅行した際、旅館で心中した

女性霊が同行2人の霊媒体質者に憑依、怖
くなった男は逃げ、女はしきりに男の名を
叫ぶ。
�～旅館は一切ノーコメント。徹底的に取材
したら投宿した男女の足取りや名前も判
明。その心中の顛末も明らかになった。

・�台所に立つと憑依して苦しくなる主婦の訴
え。霊視した処、床下に遺体が埋められて
いるという。その地下3メートルを掘った。
�～床下から二体の人骨を発見した。九州大
学で鑑定した結果、江戸時代の男女の骨と
判明。霊能者はいう、不義密通した男女
か？と。

・�鎌倉時代の祭場の禁断の場所に潜入したと
ころ、滑って私の手に痛みが走った。医者
に罹ったが手のしびれがとれない。
�～知り合いの霊能者に除霊、浄霊してもら
った処、翌日スッキリと治った。鎧兜を着
た武将が怒って憑いたというのだが。

6）霊界との交信は？
・�ブラジルの心霊画家は、有名人や素人まで

死んだ画家達が霊界から、現世の自分の手
足を使って絵を描かせるというのだ。
�～暗闇でも手足を使って霊界からの指示で
絵を描くという。暗視カメラで撮影して出
来た作品を横尾忠則氏に鑑定してもらっ
た。
�「馴れれば描けないことはないが、その絵
が　ピカソ、マチス、ゴッホ、ルノアール
などの作風に描くのは難しい」との評。
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が深まり、霊界の研究により自費で映画「大
霊界」を製作した。私はテレビの特集番組を
制作、数々の取材した集大成として昨年に心
霊体験を執筆「あなたは信じますか？」を出
版した（青林堂）。
「私たちはなぜ、この世に生まれ、なぜ、

死に逝くのか？」・・・この命題を解く鍵こ
そ、私の使命でもある。

霊能者との出会い
縄文時代の死者の葬り方を見ると、「屈葬」

とか、墳墓の上に大きな石を載せる「支石墓」
と呼ばれるお墓がある。これから推察する
と、古代人は死者の魂を恐れたようだ。「古
事記」に出てくるイザナミが死んで、黄泉の
国へイザナギが追いかけてくる神話に通じ
る。仏教が伝来した奈良から平安時代になる
と、死者の霊魂観が怨霊や幽霊となり、やが
て江戸時代には因縁の怪談話として巷に流行
した。

しかし何時の時代でも愛する人や肉親への
思慕から、「死んだ人に一目会いたい！」と
いう想いが募り、青森県の「いたこ」や沖縄
の「ゆた」、「のろ」という死者の言葉を伝え
る職能者が登場した。

私は国内のみならず海外の特異能力者330
余人を取材したが、イカさまも居た。死者と
対話ができるという優れた霊能力者にも出会
った。

酷寒の氷柱下がる霊山で滝行に身を曝すひ
とりの修行者の姿を垣間見たことがあった。
その行者は古神道の家系に生まれ、幼少の頃
に大病に罹り生死をさ迷ってから感得を得
て、各地の修行場で修行をしているという。
人を見抜く心眼は他の追従を許さない霊能力
者であった。霊界からのメッセージを巻紙に
筆ですらすらと書く、いわゆる「自動書記」
や死者の「霊言」も伝えていた。自らの死も
予言して「そろそろお迎えが来る。自分が死
ぬときは、雷鳴が鳴る」。旧盆の8月15日に
亡くなったが、その棺を霊柩車に載せたとき
雷鳴が響いて、参列者一同騒然とした。
「我が強い人間は運気を悪くする。カガミ

からガ（我）を取ればカミ（神）になる」深い

言葉である。

もう一人、死者と対話できる霊能おばあち
ゃんがいた。私が知り会った時は御年84歳。
初対面でいきなり「あなたのご先祖が先ほど
からここに来ている」と言う。私は素直には
信じない性格で、「いつ頃の人ですか？」と
聞くと、「江戸時代だ」という。「何か証拠に
なるものは？」と聞くと、「母方のご先祖で
裃に家紋が見えますよ」という。私は「その
家紋を描けますか？」と聞くと、素早く傍に
あった紙に家紋を描いた。「ピッタリ！」と
思わず驚嘆の声を上げた。後に家紋を調べた
ら、実に家紋は1万種以上ある。

1）死の瞬間とは？
母の臨終の際に、「おばあちゃんの身体か

らモヤのようなものが抜けていく！」と、高
校生の娘が叫んだ。付き添いの家政婦も「あ
ら、ホント！」と、同様に天井を見上げた。
そこへ看護師や医師らが病室に駆け込み、し
ばし母の臨終を忘れてモヤ状のものは「何
処、どこ？」と声を上げた。しばらくして医
者は我に返り、脈拍や瞳孔をみて死亡宣告を
した。わが国では昔から「魂の緒、欧米では
シルバーコード」と呼んでいる。

2）臨死体験とは？
心臓停止から蘇生するまでの体験談だが、

一般的に暗いトンネルを抜けると光輝く世界
や三途の川、花畑とか、亡き家族や友人たち
が迎えに来るケースが一般的である。臨死体
験者の取材では、医学的に脳内現象説や対外
離脱説など、さらに宗教的、心霊現象の立場
と意見が様々である。

3）「オーブ・ORB」＝霊魂か？
1996年、テレビで初めて、「オーブ（ORB）

は霊魂か？」との特番を放送した。当初、私
はテレビカメラに謎の球体が写ることに着目
し、神社の境内で招霊実験を試みた。霧状の
靄の中に白い球のようなものが写り込んだ。
だが、浮遊する塵やごみの類に過ぎないとい
う否定的意見が多かった。さらに霊魂と対話
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はじめに
ロシアがウクライナに侵略し、ガザ地区で

はハマスがイスラエルを急襲し、戦争が勃発
した。連日、茶の間のテレビでは、幼い子供
達まで命が奪われている悲惨な現状を見て胸
が締め付けられる思いがする。戦争は勝って
も負けても、共に悲劇だ。瓦礫の街の有様を
見て、かって私たちが体験した戦時下の悲惨
な情景が蘇ってくる。

昭和20年3月、東京大空襲ではアメリカ軍
の爆撃機B29から投下された焼夷弾によっ
て、十万五千人の命が奪われた。都内の罹災
者は百万人に達したという。黒焦げになった
死体が転がっていた光景は、未だに私の脳裏
に焼き付いている。「死とは？」この命題が
私の原点となった。

都心で生まれた私は皇居にほど近く、子供
の頃の遊び場は日比谷公園だった。戦時中の
私は国民小学校2年生でズボンの裾にゲート
ルを巻き、血液型を胸に貼り、防空頭巾をか
ぶって登校した。サイレンが鳴るたびに授業
は中止。遂に学校も焼け落ち、我が家もすべ
てが廃墟と化した。

8月15日、天皇陛下の玉音放送を聞き、大
人たちはすすり泣き、遂に日本は敗戦となっ
た。当時、皇居では戦禍もなく、樹木が青々
と生い茂っていた。その光景は巷の焼け跡と
は対照的だった。「国破れて山河あり、城春

にして草木深し」、杜甫の詩の如くに。

戦地から復員した父は職もなく、国からの
援助も一切ない。家には食べるものも無く、
いつも腹ペコで栄養失調、年中鼻をたらして
いた。父から木の実や土手の雑草の食べ方を
教わった。母は嫁入りの着物を僅かばかりの
お米に代えた。腹を満たすために田舎へ疎開
して田畑を借り、自給自足の生活をはじめ
た。授業では教科書も鉛筆もなく、殆ど三年
生まで私は勉強した憶えがない。勉強より食
べるために小学校を6回も転校せざるを得な
かった。

戦争は自然災害の地震とは違う。国の為政
者は知恵を働かせて戦争だけは絶対に避けね
ばならない。戦争は勝者も敗者も共に悲劇だ
から。

「死は無か？」
今日、人が死ぬと身体は火葬され灰にな

り、亡骸となる。しからば、死は無か？　こ
の命題を解く為に、私は心霊研究に60年間
を費やした。その結論は「人は肉体と精神と
魂との三位一体」との確信に至った。

霊界のスポークスマンを自認していた俳優
丹波哲郎氏は、戦時中、本土爆撃で来襲する
米軍機を撃退する陸軍の高射砲隊に配属され
たという。この実戦体験から死に対する思考

魂の向上とは？
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